
まえがき

このたびは、BYD の車をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。BYD の車を正しく
ご利用いただき、正しくメンテナンスするために、ご利用の前に必ず本マニュアルのすべての内
容をよくお読みください。

特記事項：BYD は純正部品を使用し、マニュアルに従って正しく利用、メンテナンス、整備す
ることをおすすめしています。非純正部品への交換や車の改造を行うと、車両の性能、特に安全
性や耐久性に影響を与えるおそれがあります。それにより発生した車の破損および性能上の不
具合は品質保証対象外となります。また、車の改造は国の法規や地方条例に違反する場合があり
ます。

よりよいサービスをお届けするために、皆さまからの貴重なご意見やアドバイスをいただけまし
たら幸いです。そのためにも必ず正しい連絡先情報をご提供ください。また、変更がある場合は
速やかに BYD 正規ディーラーまたは BYD 指定サービス工場に連絡し、システム上の情報更新を
依頼してください。同時に、国の関係法規および地方条例に常にご関心をお寄せいただき、でき
るだけ早く車両登録をしてくださいますようお願い申し上げます。そうされませんと、車両登録
ができなくなるおそれがあります。

本マニュアルに＊記号が付いている内容は、一部の車種にのみ適用され、それが搭載されている
ことを表しています。使われているイラストは代表例です。お買い上げの車と異なる場合は、実
車を参考にしてください。

本マニュアルに「警告」、「注意」および「アドバイス」が記載されているところは、怪我や破損
が発生しないように記載内容をお守りください。シンボルマークの表示や使い方は、次の通りで
す。

警告

身の安全を守るために守らなければならない事項

注意

車両の損傷を避けるために守らなければならない事項

お願い

メンテナンスなどを容易にするために守らなければならない事項

 左図に示す禁止マークは、「このようにしないでください」、または「このようなことを起こ
さないでください」を意味します。
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本マニュアルは、製品を正しくお使いいただくためのものであり、本製品の仕様およびソフトウ
ェアバージョンに関する説明を表すものではありません。製品仕様やソフトウェアバージョン
については、本製品に関する契約書（もしあれば）を参照していただくか、製品をお買い上げい
ただいた販売店までお問い合わせください。

著作権は、BYD に帰属します。

BYD から書面による許可と授権を得ずに､本マニュアルの一部、または全部の内容を転載、複
製、保存または翻訳、そしてデジタルなどのいかなる形式で配布することを禁じます。

本マニュアルを複製する場合は、必ずその責任を追及します。
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シートベルト

シートベルトについて

シートベルトを正しく使用することで、急
ブレーキ、急ハンドル、衝突の際に乗員の
死傷者数を大幅に減らすことが研究により
明らかになっています。以下をよくお読み
になり、厳守してください。

警告

● すべての乗員は、走行前に必ずシー
トベルトを正しく着用してくださ
い。急ブレーキや衝突事故のとき
に、乗員が傷害を負い、ひいては死
亡事故になるおそれを避けるためで
す。

● 車両のシートベルトは大人のサイズ
に合わせて設計されており、お子様
向けではありません。お子様の年齢
や体格にあった適切な幼児用補助装
置（チャイルドシート）を選定して
ください（詳細は（21 ページ）を
ご参照ください）。

● シートベルトの破損または異常があ
る場合は、ただちに BYD 正規ディー
ラーまたは BYD 指定サービス工場
に点検や処置を依頼してください。
それまでは該当シートを使用しない
でください。

● 事故による傷害または重傷を負わないた
めに、ドライバーおよび乗員全員は常に
シートベルトの着用を徹底してくださ
い。

● お子様が乗車する場合は、必ずリアシー
トに乗せてシートベルトと適切なチャイ
ルドシートを使用してください。急ブレ
ーキや衝突事故発生時に幼児用補助装置
を利用していないと、生命にかかわる重
大な傷害を負うおそれがあります。ま
た、お子様の安全を守るために膝の上に
乗せないでください。

シートベルト緊急ロック（ELR）
● 急ハンドル、急ブレーキ、衝突事故があ
った場合や、乗員の身体が勢いよく前へ
傾くと、シートベルトは自動的にロック
し、乗員を効果的に拘束および保護しま
す。

● 走行中は、シートベルトが乗員の動きに
合わせて伸縮するため、身体を動かして
も支障はありません。

● シートベルトの引き出し方が速く、シー
トベルトがロックされた場合は、シート
ベルトを少し巻き戻してからゆっくり引
っ張り出すと、シートベルトをスムーズ
に引き出すことができます。

シートベルトのプリテンショナー/ロードリ
ミット機能*
重大な正面衝突事故が発生し、プリテンシ
ョナーの作動条件が揃った場合、プリテン
ショナーはシートベルトの緩みを瞬時に巻
き取りロックし、乗員の身体を拘束します。
ロードリミッターは、乗員にかかるシート
ベルトの過度な負荷を回避するため拘束力
を一定レベルに保ち、乗員にかかる拘束力
の強さの衝撃を緩和します。

シートベルトの着用

1. シートおよびシートバックを適切な位置
や角度に調節します（詳細は（57 ペー
ジ）を参照してください）。

2. 3 点式シートベルトの位置を調節しま
す。

● 正しい運転姿勢でシートベルトのストラ
ップをゆっくり引っ張り出し、肩部から
胸骨を通るように装着します。腰ベルト
は腰部を押さえず、できる限り骨盤部を
通るように装着してください。このと
き、シートベルトが脇の下や首の後部に
当たらないようにしてください。腰ベル
トは腰部を押さえず、できる限り骨盤部
を通るように装着してください。

12



3. タングプレートをバックルに「カチッ」
と音がするまで挿し込んでから、反対方
向にタングプレートを引っ張り、確実に
ロックできたかを確認します。シートベ
ルトにねじれがないように注意してくだ
さい。

4. 最適な快適さと保護を得るために、シー
トベルトのアンカーアジャスター（前側）
を適切な位置に調節します。

①シートベルトのアンカーアジャスターの
リリースボタンを押します。

②シートベルトのアンカーアジャスターを
上下に動かし、フロントシートのシートベ
ルトを適切な高さまで調節してから、アン
カーアジャスターから手を離します。

5. 調節完了後、肩ベルトを強く引っ張り、
アンカーアジャスターがロックされてい
るかをチェックします。

警告

● 肩ベルトは、肩の真ん中を通してく
ださい。また、シートベルトは首か
ら遠く離し、肩から簡単に外れない
ようにしてください。そうしない
と、急ブレーキや事故時にシートベ
ルトが十分に機能せず、乗員の重大
な傷害につながるおそれがありま
す。

● 事故時に、乗員の腹部にベルトがか
かったことで発生する傷害を避ける
ため、腰ベルトを骨盤部のできるだ
け低い位置に掛けてください。

● シートベルトの保護機能がより発揮
できるように、シートベルトを身体
に密着させてください。また、身体
とシートベルトの間に、ものを挟ま
ないでください。

6. シートベルトのロックを解除します。

● バックルの赤い解除ボタンを押すと、タ
ングプレートが外れ、シートベルトが戻
ります。シートベルトがスムーズに戻ら
ない場合は、シートベルトを引き出して
ねじれがないかをチェックしてくださ
い。
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警告

● シートベルトは 1 人用です。お子
様も含めて、2 人以上で 1 本のシー
トベルトを使わないでください。

● シートバックを倒しすぎないでくだ
さい。シートバックを直立にするこ
とで、シートベルトの保護機能が十
分に発揮できます。

● シートベルトが破損するおそれがあ
るため、シートベルトやタングプレ
ート、およびバックルを、ドアや後
部席のシートバックに挟まないでく
ださい。

● シートベルトを定期的に点検し、切
れ、摩耗、緩みなどの異常がないか
を確認してください。異常がある場
合は、ただちに BYD 正規ディーラー
または BYD 指定サービス工場にチ
ェックや処置を依頼し、それまでは
該当シートを使用しないでくださ
い。

● シートベルトの取り外し、分解、改
造を絶対にしないでください。

● 事故発生後は、BYD 正規ディーラー
または BYD 指定サービス工場でシ
ートベルトを点検してください。プ
リテンショナー機能が作動した場合
は、シートベルトを交換してくださ
い。

● 重大な事故が発生した場合は、明ら
かな損傷がなくても、シート ASSY
と一緒にシートベルトを交換し、エ
アバッグシステムを十分に点検して
ください。

● 妊娠中の方も、他の乗員と同じよう
にシートベルトを正しく着用してく
ださい。事故発生時にベルトが腹部
にかかることで妊婦や胎児に重大な
傷害を起こさないために、腰ベルト
を骨盤部のできるだけ低い位置に掛
けてください。

● リアシートのシートベルトの着用方
法はフロントシートと同じです。リ

警告

アシートのシートベルトが保護機能
を確実に発揮できるように、タング
プレートを対応するバックルに確実
に挿し込んでください。ドライバー
は、乗員にシートベルトを正しく着
用させる責任があります。

● タングプレートとバックルを確実に
結合させるために、バックルには、
コイン、クリップまたは他の異物を
入れないでください。

シートベルトリマインダー

始動後に、ドライバーまたは乗員がシート
ベルトを着用していない場合、着用するま
で音声・視覚警告システムが作動します。

● シートベルト非着用警告灯

● すべての席のシートベルトが使われて
いない場合、シートベルト非着用警告
灯が点滅します。

● 非着用座席の表示

● いずれかのシートベルトが使われずに
警報が出ると、該当座席の表示灯が点
灯します。

● シートベルトリマインダー

● 電源ポジション「OK」時に、ドライバ
ーがシートベルトを着用していない、
または車内の乗員がシートベルトを着
用していない場合、シートベルト非着
用警告灯が点灯して該当座席の表示灯
も点灯します。走行中、ドライバーま
たは乗員がシートベルトを着用してい
ないときは、シートベルト非着用警告
灯が点灯し、警告音が鳴ります。

● ドライバーおよび乗員がシートベルト
を着用すると、シートベルト非着用警
告灯が消灯し、該当座席の表示灯も消
灯します。
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警告

● 上記機能の異常または故障がある場
合は、ただちに BYD 正規ディーラー
または BYD 指定サービス工場まで
連絡し、機能が正常に戻るまでは、
該当シートを使用しないでくださ
い。

● 走行中、乗員はシートに座ってシー
トベルトを確実に着用してくださ
い。急ブレーキや衝突事故時に乗員
が傷害を負い、死亡事故になるおそ
れを避けるためです。

エアバッグ

エアバッグについて

● エアバッグシステムは補助拘束装置の一
部分で、シートベルトの働きを補助しま
す。大きな衝突事故が発生してシステム
の作動条件が揃うと、エアバッグが瞬時
に膨張します。シートベルトと併用する
ことで、ドライバーおよび乗員の頭部や
胸部などを保護し、負傷や死亡の確率を
軽減します。

● エアバッグシステムは、衝突の種類によ
って、フロントエアバッグとサイドエア
バッグに大別されます。フロントエアバ
ッグには、運転席と助手席エアバッグが
あり、サイドエアバッグには、シートの
サイドエアバッグ、ファーサイドエアバ
ッグとサイドカーテンエアバッグがあり
ます。

● エアバッグシステムはシートベルトに取
って代わるものではなく、パッシブセー
フティシステムの構成部分です。シート
ベルトを確実に締めていないと、エアバ

ッグシステムは保護機能を最大限に発揮
できません。

警告

● シートベルトとエアバッグシステム
の保護機能を最大限に発揮できるよ
うに、正しい姿勢でシーベルトを着
用してください。

● エアバッグの部品を取り外さないで
ください。

● サイドエアバッグシステムが正常に
動作できなくなるおそれがあるた
め、シートバックは濡らさないでく
ださい。

● 事故発生時に当該サイドエアバッグ
の展開を妨げるおそれがあるため、
シートカバーは使用しないでくださ
い。

● サイドエアバッグと乗員の間にもの
を置かないでください。

● サイドエアバッグが搭載されている
シートの側面には、大きな力を加え
ないでください。

● 衝突事故発生時にエアバッグモジュ
ールが膨張せず、プリテンショナー
シートベルトがロックされなくて
も、エアバッグコントロールユニッ
トが正常に作動することを確認する
ため、BYD 正規ディーラーまたは
BYD 指定サービス工場で点検して
ください。

● 車両が浸水した（カーペットが濡れ
ている、車両が水没しているなど）、
または浸水によって損傷した場合
は、車両の電源を入れずに起動バッ
テリーの接続を外してください。エ
アバッグが展開して重大な人身事故
につながるおそれがあります。
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エアバッグタイプ

①運転席および助手席エアバッグ ④後席サイドエアバッグ

②前席サイドエアバッグ ⑤サイドカーテンエアバッグ

③ファーサイドエアバッグ

運転席および助手席エアバッグ

運転席エアバッグはステアリングホイール
の内側に、助手席エアバッグはダッシュボ
ードの内側に取り付けられており、
「AIRBAG」の文字があります。走行中、中程
度から重度の正面衝突によりエアバッグの
作動条件が揃うと、エアバッグが作動して
怪我を軽減します。

フロントエアバッグの作動プロセス

● 中程度から重度の正面衝突が発生する
と、センサーが急激な減速を検知してコ
ントロールユニットに信号を発信し、フ

ロントエアバッグを瞬時に膨張させま
す。

● 正面衝突の場合、シートベルトが下半身
と胴体を固定し、エアバッグがクッショ
ンの役割を果たすことで、頭部と胸部を
保護します。

● 衝突の強さがエアバッグ作動のしきい値
に達していない場合、シートベルトが保
護機能を発揮します。エアバッグは最小
限の補助保護を提供します。

● フロントエアバッグは膨張するとすぐに
収縮するため、ドライバーの視線やステ
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アリングホイール、またはその他の制御
装置の操作を妨げないようにします。

● エアバッグは作動条件が揃うと瞬間的に
膨張するため、事故発生時にドライバー
や乗員をさらに保護することができま
す。

● エアバッグ作動時は大きな音が発生しま
すが、通常は人に傷害を与えることはあ
りません（耳鳴りまたは一時的な聴力障
害を起こすことはありますが、すぐに回
復します）。

● 衝突によりエアバッグが展開すると、煙
や粉じんが発生することがあります。こ
れらの煙や粉じんは無害ですが、呼吸器
疾患のある人は一時的に何らかの不快感
を覚えることがあります。重篤な不快感
があるときは、速やかに医師の診断を受
けてください。

警告

● スマホホルダー、コップ、灰皿など
のアクセサリーは、エアバッグカバ
ーの上またはエアバッグの機能する
範囲内に取り付けないでください。
取り付けた場合、事故が発生してエ
アバッグが展開することで怪我をす
る危険性が高まります。

シートサイドエアバッグ

サイドエアバッグがシートバックの外側に
備えられており、「AIRBAG」の表示がありま
す。走行中に発生した中程度から重度の側
面衝突によりエアバッグの作動条件が揃う
と、エアバッグは作動して衝突を受けた側
の乗員の胸部を保護し、怪我を軽減します。

警告

● 側面衝突が発生した場合、通常衝突
を受けた側のエアバッグのみ作動し
ます。

● 助手席側が衝突された場合、シート
に乗員が乗っていなくても助手席側
のエアバッグが作動します。

警告

● シートサイドエアバッグの機能を最
大限に発揮させるため、乗員はシー
トベルトを確実に着用し、正しい姿
勢で身体をシートバックに密着させ
る必要があります。

ファーサイドエアバッグ

ファーサイドエアバッグが運転席シートバ
ックの内側に備えられており、「AIRBAG」の
表示があります。走行中に発生した中程度
から重度の側面衝突または斜め方向からの
衝突を受けた場合、サイドエアバッグの作
動条件が揃うと、サイドエアバッグが作動
して衝突を受けた側の運転席および助手席
乗員の頭部や肩部を保護し、怪我を軽減し
ます。

警告

● 助手席側が衝突された場合、乗員が
乗っていなくても助手席側のファー
サイドエアバッグが作動します。

● 前席ファーサイドエアバッグの機能
を最大限に発揮させるため、乗員は
シートベルトを確実に着用し、正し
い姿勢で身体をシートバックに密着
させてください。

サイドカーテンエアバッグ

左右サイドカーテンエアバッグがボディー
サイドとヘッドライニングの結合部に内蔵
され、B ピラーパネル、C ピラーパネルに
「AIRBAG」の表示があります。中程度から重
度の側面衝突を検知して作動条件が揃う
と、サイドカーテンエアバッグが瞬時に膨
らみ、衝突を受けた側の乗員の頭部を保護
し、怪我を軽減します。

警告

● サイドカーテンエアバッグの機能を
最大限に発揮させるため、の機能を
最大限に発揮させるため、乗員はシ
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警告

ートベルトを確実に着用し、正しい
姿勢で身体をシートバックに密着さ
せてください。

エアバッグの作動条件およ
び注意事項

エアバッグの作動条件

● エアバッグが作動する決定的な要素は、
衝突発生時の衝撃力の強さ、事故パター
ン、衝突角度、障害物および速度が関係
しています。また、特殊な衝突事故が発
生したときも、エアバッグシステムが作
動することがあります。

● エアバッグシステムは、すべての事故に
おいて機能するわけではありません。軽
度な正面衝突、側面衝突、後面衝突、ま
たは横転事故が発生した場合は、エアバ
ッグシステムは作動しません。ドライバ
ーや乗員は、確実に保護を受けられるよ
うにシートベルトを正しく着用してくだ
さい。

● エアバッグシステムが作動する決定的な
要素：衝突時に生成され、エレクトロニ
ックコントロールユニット（ECU）によ
って取得される減速度曲線と設定値を、
総合的かつインテリジェントに比較した
うえで判断します。衝突時に生成され検
知される減速度曲線などの信号が、ECU
内部に予め設定された関連基準値より低
い場合は、車両が衝撃で大きく変形した
としてもエアバッグは作動しません。

● BYD のエアバッグシステムの ECU は、設
定時によくあるそれぞれの誤作動や道路
状況を十分に考慮しています。衝突事故
の発生には様々な原因やパターンがあり
ます。安全のため、本オーナーズマニュ
アルの記載を遵守し正しくご使用くださ
い。そうしないと、エアバッグが正しく
機能しないおそれがあります。

エアバッグの横転感知保護システム
● 車両が横転事故に巻き込まれ横転感知保
護システムの作動条件を満たすと、シー
トサイドエアバッグ、ファーサイドエア
バッグ、サイドカーテンエアバッグ、シ
ートベルトプリテンショナー機能が作動
して乗員を保護し、被害を軽減します。

エアバッグが作動するとき

①深い溝を通り、車両の先端部が地面にぶ
つかったとき。

②路肩の突起物、縁石などにぶつかったと
き。

③急な下り坂を走り、車両の先端部が地面
にぶつかったとき。

④車両側面に他の車両がぶつかったとき。

エアバッグが作動しないとき

①コンクリートの柱、樹木、その他の細長
い物にぶつかったとき。

②トラックの荷台の下に潜り込んだとき。

③後方から追突されたとき。

④車両が横転したとき。
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⑤壁または車両に斜めにぶつかったとき。

⑥車室以外の部位で側面から衝突を受けた
とき。

⑦側面が斜め方向から衝突されたとき。

⑧側面が柱のような物に衝突したとき。

警告

● エアバッグは指定車種を対象に開発
されているため、サスペンション、
タイヤ寸法、バンパー、シャーシお
よびオリジナルデバイスを変更する
と、エアバッグシステムに悪影響を
与えます。また、エアバッグシステ
ムのすべての部品を他車種へ流用し
ないでください。エアバッグシステ
ムが故障し、身体に危害を与えるお
それがあります。

● 当該システム作動時に最も効果的に
保護機能を発揮させるため、ドライ
バーの場合は、胸部からステアリン
グホイールの間を 25cm 以上離し
てください。

警告

● 走行中はシートベルトを確実に着用
し、正しい姿勢を保ってください。
シートベルトを着用せずに前かがみ
になるなど、正しく着席していない
場合は、事故によりエアバッグが作
動したときに怪我をする危険性が高
まります。

● ステアリングホイールキャップと運
転席フロントエアバッグキャップの
表面、インストルメントパネル右側
エアバッグ近くの表面、A、B、C ピ
ラーパネルの表面に何かを貼り付け
たり、何かで覆ったり、装飾を施し
たりしないでください。汚れは、乾
いた布や水で湿らせた布で拭き取
り、強く叩かないでください。

● お子様を補助装置なしで座らせる、
または大人が抱いてシートに座らな
いでください。事故の発生によりエ
アバッグが作動すると、生命にかか
わる重大な怪我につながるおそれが
あります。

● サイドカーテンエアバッグは、展開
速度が速く、かつ衝撃力が強いため、
このエアバッグを搭載している車両
の走行中は、ドアに寄りかからない
でください。寄りかかった状態で事
故に遭うと、生命にかかわる重大な
傷害につながるおそれがあります。

● フロントガラス、ウィンドウガラス、
A ピラーパネル、ヘッドライニング、
B ピラーパネル、C ピラーパネル、
アシストグリップなど、サイドカー
テンエアバッグが機能する範囲に、
アクセサリーやものを置かないでく
ださい。サイドカーテンエアバッグ
の展開により、アクセサリーなどが
強く飛ばされたり、サイドカーテン
エアバッグが正常に展開できなくな
ることで、生命にかかわる重大な傷
害につながるおそれがあります。

● 車両を譲渡する場合は、新しい所有
者がエアバッグの状況を把握できる
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警告

ように、購入時に入手したすべての
資料を新しい所有者に渡してくださ
い。

● シート、またはサイドエアバッグ付
きシートのトリム部品を改造した
り、交換したりしないでください。
改造や交換によりサイドエアバッグ
が正常に展開せず、システムが機能
できなくなる、またはサイドエアバ
ッグが予期せずに作動することで、
生命にかかわる重大な傷害につなが
るおそれがあります。

● サイドカーテンエアバッグが内蔵さ
れている A ピラーパネル、ヘッドラ
イニング、B ピラーパネル、C ピラ
ーパネルの分解や修理をしないでく
ださい。分解や修理により、システ
ムが機能できなくなったり、サイド
カーテンエアバッグが予期せず作動
し、生命にかかわる重大な傷害につ
ながるおそれがあります。

● エアバッグシステムのすべての構成
部品は、関連ラベルを含め、いかな
る変更もしないでください。エアバ
ッグに対するすべての作業は、BYD
正規ディーラーまたは BYD 指定サ
ービス工場に依頼してください。

● エアバッグは、1 回限りの使い捨て
です。エアバッグが作動または破損
した場合、当該システムを交換して
ください。

● 車両またはエアバッグシステムの各
部品を廃棄処分する場合は、関連す
る安全規定および廃却処分手順を守
ってください。

● エアバッグシステムは、周囲の電磁
環境に対して強い耐干渉性と耐妨害
性を有します。事故を防ぐため、国
が許可した電磁環境以外で車両を使
わないでください。

● 一般的な誤操作や道路状況を考慮し
たエアバッグシステムとなっていま

警告

すが、事故を防ぐため、車両の底部
をぶつけたり、悪路での乱暴な運転
はしないでください。

● 十分な検証を受け、オリジナルワイ
ヤーハーネスシステムとエアバッグ
システムが完全にマッチングしてい
るエアバッグシステムのため、車両
のワイヤーハーネスを改造したり変
更したりすると、エアバッグの誤作
動または衝突発生時の不作動につな
がるおそれがあります。

下記のいずれかの場合は、ただちに BYD 正
規ディーラーまたは BYD 指定サービス工場
に連絡してください。

● いずれかのエアバッグが展開したとき。

● コンビネーションメーターのエアバッグ
故障警告灯  が異常点灯していると
き。

● 車両前方（図の網かけ部）で衝突事故が
発生したが、フロントエアバッグが展開
していないとき。

● 車両ドア（図の網かけ部）で衝突事故が
発生したが、フロントエアバッグが展開
していないとき。
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● エアバッグカバー（図の網かけ部）に、
破れ、割れまたは他の破損があるとき。

● サイドエアバッグが格納されているシー
トの表面に傷、割れ、またはその他の類
似破損があったとき。

● カーテンエアバッグが格納されている A
ピラー、ルーフレール、および C ピラー
の装飾（パッド）部に傷、割れ、または
その他の類似破損があったとき。

● エアバッグの取り外し、分解、取り付け、
修理を行う必要があるとき。

幼児用補助装置（チャ
イルドシート）

幼児用補助装置（チャイルド
シート）

幼児用補助装置（チャイルドシート）は、
事故発生時にお子様を適切に保護すること
ができます。お子様の安全を確保するた
め、幼児用補助装置を取り付ける前に幼児

用補助装置メーカーからの取扱説明書、お
よび本オーナーズマニュアルをよくお読み
ください。

警告

● 走行中はお子様を抱っこしないでく
ださい。

● お子様が車両に乗る場合は、適切な
幼児用補助装置を使用して安全を確
保してください。また、幼児用補助
装置を正しい方法で取り付けて使用
してください。

● 幼児用補助装置をシートから取り外
した後は、安全な置き方で車内に収
納してください。

● 幼児用補助装置メーカーおよび本オ
ーナーズマニュアルの取扱説明に従
わないと、事故の際にお子様が生命
にかかわる重大な傷害を負うおそれ
があります。

幼児用補助装置の選定で考慮すべき重要な
こと

● タイプやサイズは、お子様に適するもの
であること。

● タイプやサイズは、特定の着座位置に適
するものであること。

● ECE R129 の基準に従うこと。

警告

● フロントシートにはチャイルドシー
トを取り付けないでください。

幼児用補助装置アンカー

本車には ISOFIX/i-Size の差し入れ口とトッ
プテザーアンカーベースがあり、幼児用補
助装置を付けられます。

● 後席外側シートには、シートバックのア
ンカータブ（写真）の下に ISOFIX/i-Size
固定レバーが装備されています。
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● 外側リアシートバックの裏側には、テザ
ーアンカーベースが装備されています。

お願い

● ISOFIX/i-Size アンカーは、シートと
シートバックの間の隙間に設置され
ています。

幼児用補助装置の取り付けについて

1. ISOFIX/i-Size アンカーの位置をチェック
し、幼児用補助装置をシートに取り付け
ます。

警告

● ISOFIX/i-Size アンカーを使う場合、
アンカーの周りに異物がなくシート
ベルトが幼児用補助装置の裏側に引
っ掛かっておらず、幼児用補助装置
が確実に固定されていることを確認
してください。確実に固定されてい
ないと、緊急ブレーキや事故時にお
子様が生命にかかわる重大な傷害を
負うおそれがあります。

● チャイルドシートの固定バーは、正
しく取り付けられたチャイルドシー
トによって加えられる荷重にのみ耐
えることができます。いかなる場合
でも、大人用のシートベルトやハー
ネスとして使用したり、他の物や設
備を車両に固定したりしないでくだ
さい。

2. 後部座席の外側シートにトップテザー付
きのチャイルドシートを取り付ける場合
は、トップテザーをヘッドレストの外側
に回し、対応する固定アンカーにフック
をしっかりと取り付けてください。

①トップテザー

②取付金具

③アンカーベース

リアシートに幼児用補助装置を取り付ける
場合は、必ず次の説明に従ってください。

● リアシートに幼児用補助装置を取り付け
ている場合は、お子様がフロントシート
に触れないようにフロントシートを前方
へスライドさせてください。より広いス
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ペースを確保するため、前席シートバッ
クの角度を調節することもできます。

● シートバックで幼児用補助装置をしっか
りと支えるため、ヘッドレストの高さ調
整または取り外しをすることができま
す。

● 幼児用補助装置にシートバックが付いて
いない場合は、ヘッドレストを取り外さ
ないでください。また、ヘッドレストを
ロック位置に合わせてください。

● リアシート外側席に取り付けられた幼児
用補助装置にトップテザーが付いている
場合は、リアパーセルシェルフを取り外
さないとトップテザーアンカーが見えま
せん。外したリアパーセルシェルフは安
全な置き方で車内に収納してください。

● 取り付け方の詳細については、幼児用補
助装置に付いている取扱説明書をよくお
読みください。

取り付け可能なシートベルト、ISOFIX、i-
Size チャイルドシートの仕様：

①運転席

②助手席

③リアシート左側席

④リアシート中央席

⑤リアシート右側席

区分：

座席

1

2

3b） 4b） 5b）助手席フロ
ントエアバ
ッグ ONa）

助手席フロ
ントエアバ
ッグを ON
にしていな

い a）

汎用型シー
トベルトに
適用する座

席

（はい/いい
え）

× x x はい はい はい

i-Size 座席

（はい/いい
え）

× x x はい いいえ はい

横向き固定
装置に適用
する座席

（L1/L2/い
いえ）

× x x いいえ いいえ いいえ
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区分：

座席

1

2

3b） 4b） 5b）助手席フロ
ントエアバ
ッグ ONa）

助手席フロ
ントエアバ
ッグを ON
にしていな

い a）

適用の最大
後ろ向き固
定装置

（R1/R2X/R
2/R3/いい

え）

× x x R1/R2X/R2/
R3 いいえ R1/R2X/R2/

R3

適用の最大
前向き固定

装置

（F2X/F2/F3
/いいえ）

× x x F2X/F2/F3 いいえ F2X/F2/F3

適用の最大
かさ上げ固
定装置

（B2/B3/い
いえ）

× x x B2/B3 いいえ B2/B3

a)助手席シート座面の高さおよびシートバックの角度を必要に応じて調整し、座席に幼児用補
助装置をしっかりと押し付けてください。
b)必要に応じて、後部座席のヘッドレストを調整、またはヘッドレストとチャイルドシートと
の干渉を避けるために取り外すこともできます。幼児用補助装置にシートバックが付いてい
ない場合は、ヘッドレストを取り外さないでください。また、お子様がフロントシートに触れ
ないよう、必要に応じてフロントシートの位置を調整することができます。

×：このシートの位置は、このグループのジュニアシートに適合していません。

● 推奨の幼児用補助装置：

お子様の身長(cm) メーカー 幼児用補助装置（チャ
イルドシート） 取り付け方式

40-83 Maxi-Cosi Pebble 360 シートベルトを締め
ます

76-105 Britax Römer Trifix 2 i-Size ISOFIX、シートベルト
を締めます
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お子様の身長(cm) メーカー 幼児用補助装置（チャ
イルドシート） 取り付け方式

100-150 Britax Römer Kidfixi-Sizea） ISOFIX、シートベルト
を締めます

137-150 Graco Booster Max R129 シートベルトを締め
ます

a) ：保護性能を向上させるために、SecureGuard と XP-PAD の使用をおすすめします。

①40～83cm
②76～105cm
③100～150cm
④137～150 cm

イモビライザー

イモビライザー

イモビライザーを有効にする

1. 電源ポジションを「OFF」にします。

2. すべての乗員が車両から降ります。

3. すべてのドアを施錠すると、8 秒後にイ
モビライザーが自動で設定されます。

警報の作動

● イモビライザーが有効になっている場
合、次の状況が発生するとアラーム*が作
動してターンシグナルランプが点滅しま
す。

● リモートキーを使わずに機能を ON に
し、ドアやテールゲート、ボンネット
を解錠したとき。

● メカニカルキーでドアを解錠したと
き。

警報の解除

● 下記の操作を行うと警報を解除できま
す。

● リモートキー/NFC キー/Bluetooth キ
ー*／携帯の App でドアを解錠する。

● マイクロスイッチでドアを解錠する。

● リモートキー/NFC キー/Bluetooth キ
ー*／携帯の App の遠隔操作でテール
ゲートを開ける。

● リモートキー/NFC キー/Bluetooth キ
ー*／携帯の App の遠隔操作で車両を
始動する。

● リモートキーを携帯した状態で「スタ
ート/ストップ」ボタンを押す。

警告

● イモビライザーの構成部品を無断で
修理、交換、改造しないでください。
無断で改造すると、システムの誤作
動を引き起こしたり、保険の条件に
影響を与えるおそれがあります。

● イモビライザーが故障した場合は、
BYD 正規ディーラーまたは BYD 指
定サービス工場に点検を依頼してく
ださい。
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データの収集および
処理

データの収集および処理

● 本節では、BYD の車両をご利用いただく
際のシステムが、個人データを収集およ
び処理する方法について重要な情報を提
供します。

● データ処理、データ保護およびデータ主
体の権利についての詳細は、マルチメデ
ィアシステムで最新版の車両プライバシ
ーポリシーをご覧ください（  → シス
テム → システム → 車両システムプライ
バシーステートメント）。

● 本車は、イベントデータレコーダー
（EDR）を備えています。主に特定の衝突
事故またはこれに類する衝突事故が発生
した場合（エアバッグの展開または障害
物への衝突時など）、安全関連システムの
状態に関するデータを記録し、以下のよ
うな車両システムの稼働状況を把握する
ために使用します。

● 車両の速度。

● タイヤ空気圧の状況。

● アダプティブクルーズシステムの状
態。

● シートベルトの着用状況。

● 衝突またはこれに類する衝突事件が一定
のレベルに達した場合のみ、車両は EDR
データを記録します。車両が正常に走行
している間は、EDR データを記録しませ
ん。

● EDR システムに記録された関連情報を
もとに事故分析ができるよう、事故発
生時の車両安全に関連するシステムの
状態を把握します。

● EDR データは、特別な機器で車両にア
クセスして読み出す必要があります。
BYD は、法律で許可されている、また

はお客様の同意を得た場合にのみ第三
者に対して個人データを開示します。
車両メーカー以外に、専門機器を所有
する第三者機関（政府機関など）が車
両 EDR にアクセスする権限および機器
を持っている場合は、EDR データ情報
を読み出すことができます（例えば、
エアバッグコントロールユニットのデ
ータを読み出し、事故分析を行うな
ど）。

車両データの処理

● 車両センサーやコントロールユニットが
収集または送信するデータなど、車両利
用時にシステムが収集したデータは、車
両の安全運転に必要なものです。

● 収集されたデータは、運転支援（ドライ
バー補助システム）や、特定の快適機能、
インフォテインメント機能の作動に利用
されます。

● 収集、処理される個人データは、主に車
載データ、遠隔サービス関連のデータお
よびその他のデータを含みます。詳細は
次の通りです。

車載データ

走行データ

● 車両を使用している間、システムはそれ
ぞれの車両状態データ（速度、バッテリ
ー残量、ブレーキシステムなど）、または
周囲の状況（距離センサー、温度など）
の収集と処理をします。

● 通常、これらのデータは保存されません
が、コントロールユニット、センサーま
たは車両に取り付けられたデータを記録
するその他のユニットは、メンテナンス
要求、エラー情報、その他の情報の記録
に用いられます。

● 車載データは車載デバイスにのみ保存さ
れますが、法律で義務付けられている
OBD（「車載式故障診断装置」）のポート
を介して、BYD 正規ディーラーまたは
BYD 指定サービス工場、もしくはその他
の第三者などによって読み取ることがで
きます。
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● 整備中にシステムへアクセスする場合、
品質検査保証、製品不具合報告、または
ユーザークレームの検証の目的として、
これらの情報が BYD の技術者に提供さ
れます。

遠隔サービス関連データ

遠隔監視サービス

● 安全性を確保するための遠隔診断や無線
通信（OTA）によるアップデート、およ
びアップグレード（オーナーの了承が必
要）などの遠隔監視サービスが含まれま
す。

● 監視サービスの目的：サービスの提供（遠
隔支援/診断）、製品開発とセキュリティ/
パブリックセーフティ。

● 使用する国または設定により、車両の位
置情報、車両の状態（電力消費、速度、
シフトポジション、電源ポジション、エ
レクトロニックスピードコントローラー
の状態、ステアリングシステムの状態、
バッテリーの状態、パワーユニットの状
態、車両の性能状態など）を含む各種の
車両情報は、上記の目的で BYD のサーバ
ーに送信されることがあります。

その他

インフォテインメントシステム

● 車両の仕様により、ドライバーは自らイ
ンフォテインメントシステムでビデオを
再生するためのメディアデータ、ナビゲ
ーションシステムに用いられるアドレス
データ、またはオンラインサービスに用
いられるデータなどを、インフォテイン
メントシステムに追加することができま
す。

● 車両の仕様により、車両の個人設定にア
クセスできます。

● 車両に保存されているデータは、いつで
も削除できます。

● BYD は、第三者に送信されたデータを管
理することはできません（特に、オンラ
インサービスの一部として第三者のコン
テンツを使用した場合）。

モバイルデバイスの集積

● 車両の仕様により、インフォテインメン
トシステムを介して、モバイルデバイス
の接続や制御を行うことができます。

● デバイスの画面または音声は、インフォ
テインメントシステムを介して表示/再
生、またはストリーミングが必要な場合
があります。

● 位置情報や車両情報のような付加データ
は、アプリケーションを介して送信し、
ナビゲーションシステムや通信、または
その他の第三者サービスに用いることが
できます。

● データ処理の具体的なパターンはそれぞ
れの機能に依存しており、ユーザーまた
はデバイスや関連サービスを提供する第
三者が制御します。

インターネットアクセスと接続サービス

● 車両の仕様により、インフォテインメン
トシステムのネットワークデバイスを介
してインターネットにアクセスすること
で、車両の特定の機能、または BYD のサ
ービスを実現することができます。

● BYD は、他の当事者が提供するこのよう
なサービスについて一切の責任を負いま
せん。

● そのような場合には、データ使用に関す
る情報について関連するオンラインサー
ビスプロバイダーにお問い合わせくださ
い。

カメラ映像の記録/周辺区域の監視

● 車両には、複数のカメラ/センサーが搭載
されています。

● 一部の機能は、車両の進路を感知して評
価する必要があります。これは、車両周
辺のもの（障害物など）を感知するカメ
ラによって行われます。

● オペレーティングシステムで必要な更な
る分析を行うため、映像は関連する制御
モジュールに送信されます。
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● 一部の映像はランダムアクセスメモリ
（RAM）でのみ処理され、その他の映像は
車両の装備に応じて保存されることがあ
ります。

● 車両には、周囲の撮影に用いられる外向
きカメラ（OFC）を搭載していることが
あります（ドライブレコーダー）。

● 車内の撮影に用いられる内向きカメラ
（IFC）を搭載することができます。

● 2 種類の映像はすべて車内に保存されま
す。

● OFC または IFC を起動させる前に、関連
する法的要求を確認してください（国に
よっては、IFC の使用許可を得る必要が
あり、ドライブレコーダーに利用される
OFC を厳しく制限する国もあります）。

● 搭載可能なカメラの詳細については、
（132 ページ）のセクションを参照してく
ださい。

車の第三者への譲渡、およびオフラインモ
ード

● 車両を売却または譲渡する場合は、新所
有者がインフォテインメントシステムを
介して設定されたカスタマイズ/ユーザ
ー設定のすべてにアクセスできます（ア
ドレステーブル、ナビゲーションシステ
ムなど）。

● 車両をオフラインモードに設定すること
で、車両と BYD データサーバー間の通
信、車両の関係データや個人データの処
理を制限することができます。

● ドライバーは、  をタッチして Wi-Fi を
OFF にします。

● 次の操作でも、Wi-Fi を OFF にできます。

 → システム → リンク → WLAN の設
定画面から変更できます。

当局への個人情報開示

● BYD は、法律で許可されている、または
お客様の同意を得た場合にのみ第三者に
対して個人データを開示します。

● ただし、政府機関には、適用される法律
に従って車両からデータを読み出す権限
を付与されることがあります（たとえば、
事故究明のためにエアバッグコントロー
ルユニットからデータを読み出す）。

● 法律で義務付けられている場合、BYD は
犯罪捜査などの要求に従って、お住まい
の国/地域の政府当局に対してデータを
開示する義務を負う場合があります。

ユーザーのデータ保護の権利

● BYD は、お客様のプライバシーを尊重し、
すべてのデータ保護法、特に一般データ
保護規則（GDPR）および適用する現地の
法律を厳しく遵守します。

● これらの法律によって個人データが処理
される際、オーナーは特定の権利を有し
ます。

● データ主体は、情報の通知を受ける権
利、アクセス権、訂正権、削除権（「忘
れられる権利」）、および個人データの
処理に異議を唱える、または制限する
権利（または同意を撤回する権利、お
よびデータの移植性に対する権利）を
有します。

● 場合によっては、これらの権利は制限さ
れることがあります。たとえば、お客様
のデータを処理する法的義務があると表
明できる場合、または情報の提供により、
別の人物に関する個人データが開示され
る場合、もしくは法律によりそれらの情
報の開示が禁止される場合です。

● 場合によって、同意を撤回されたとして
も、当社は関係データを保持できる場合
があります。
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02 メータークラスター

コンビネーションメーター................30



コンビネーションメ
ーター

コンビネーションメーター
イメージ

液晶タイプコンビネーションメーター

1 方位

2 時間

3 運転モード

4 スピードメーター

5 シフトポジション

6 回生ブレーキモード

7 外気温度

8 総走行距離

9 パワーメーター

10 航続可能距離

11 バッテリー残量
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メーターイメージ（簡易モード）

注意

● メーターシステムに通信遅延が発生
した場合は、安全運転を確保するた
めにメーターが自動で簡易モードに
切り替わります。簡易モードでは、
メーターにドライブインフォメーシ
ョンを通常のように表示して走行へ
の影響を与えないようにし、システ
ムが正常に戻ると、自動で簡易モー
ドを OFF にします。簡易モードの
ままの場合は、次の操作で通常のメ
ーターモードに戻すことができま
す。

1. センターコンソール上のホイー
ルボタンを 3 秒以上長押しし、メ
ーターインフォメーションディ
スプレイを再起動します。

2. 車両の安全を確認したうえで、車
両の電源ポジションを「OFF」に
してから、再度「OK」にします。

注意

● 上記操作を実施してもメーターが簡
易モードのままの場合は、早めに
BYD 正規ディーラーまたは BYD 指
定サービス工場に連絡し、点検して
ください。

● コンビネーションメーターイメージ
は参考です。実際は出荷時の仕様に
準じます。

メーター表示灯

表示灯/警告灯の標識

左ターンシグナルランプ表示
灯

右ターンシグナルランプ表示
灯

ライトマスタースイッチ表示
灯* ロービーム表示灯
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OK 表示灯 ポジションランプ表示灯

オートビークルホールド表示
灯 給電表示灯

ハイビーム表示灯 アダプティブフロントライテ
ィング表示灯

衝突予測警告表示灯 ナビゲーションパイロット表
示灯

レーンサポートシステム表示
灯

アダプティブクルーズコント
ロール速度表示灯

自動緊急ブレーキ故障警告灯 ナビゲーションパイロット故
障警告灯

レーンサポートシステム故障
警告灯

アダプティブクルーズコント
ロール故障警告灯

駆動パワー制限警告灯 ABS 故障警告灯

パワーバッテリー残量警告灯 ブラインドスポットインフォ
メーション故障警告灯

AVAS（車両接近通報装置）故
障警告灯 リアフォグランプ表示灯

タイヤ空気圧警告灯 リモートキーシステム警告灯

ESC OFF 警告灯* マスターウォーニング表示灯

ESC 故障警告灯 ヘッドライト故障警告灯
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自動緊急ブレーキ警告灯 パワーバッテリー充電接続表
示灯

低電圧給電システム故障警告
灯 パワーバッテリー故障警告灯

モーター過熱警告灯 パワーバッテリー過熱警告灯

パワートレイン故障警告灯 冷却水オーバーヒート警告灯

シートベルト非着用警告灯 エアバッグ故障警告灯

電動パーキングブレーキ表示
灯 ブレーキシステム故障警告灯

制限速度標識認識表示灯 ステアリングシステム故障警
告灯

コンフォートモード表示灯 SPORT モード表示灯

ECO モード表示灯 スノーモード表示灯

表示灯/警告灯について

リモートキーシステム警告灯

● リモートキーが車内にない状態で「スタ
ート/ストップ」ボタンを押すと、警告灯
が数秒間点灯すると同時にコンビネーシ
ョンメーターのブザーが 1 回鳴り、コン
ビネーションメーターに「キー検出不可。
車内にキーがあるか確認してください」
と表示されます。

● リモートキーを携帯した状態で「スター
ト/ストップ」ボタンを押すと、警告灯は
点灯せずに車両が始動します。

● 「スタート/ストップ」ボタンを押した際
に警告灯が点滅している場合は、リモー

トキーのバッテリー残量が低下していま
す。

 ABS 故障警告灯

● ABS 故障警告灯は、電源ポジションを
「OK」にした場合に点灯します。ABS が
正常に作動しているときは、数秒後に消
灯します。システムに故障などが発生し
たときは、故障が解消されるまで警告灯
が再度点灯します。

● ABS 故障警告灯が点灯（ブレーキシステ
ム故障警告灯は消灯）している場合は、
ABS は作動していませんが、ブレーキシ
ステムは正常に作動します。

● ABS 故障警告灯が点灯（ブレーキシステ
ム故障警告灯は消灯）している場合は、
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ABS が作動しないため、急ブレーキや滑
りやすい路面でブレーキを踏むと、ホイ
ールがロックします。

● 下記のいずれかが発生した場合は、警告
灯システムで監視している対象部品が故
障していることを表します。ただちに
BYD 正規ディーラーまたは BYD 指定サ
ービス工場に連絡し、点検を依頼してく
ださい。

● 電源ポジションが「OK」のときに警告
灯が点灯しない、または点灯し続ける。

● 運転中に警告灯が点灯する。

お願い

● 操作中に警告灯がしばらく点灯する
ことは、異常ではありません。

● ABS 故障警告灯とブレーキシステ
ム故障警告灯が同時に点灯した場合
は、ただちに安全な場所に停車し、
BYD 正規ディーラーまたは BYD 指
定サービス工場に連絡してくださ
い。このようなときは、ブレーキを
かけても ABS が機能せず、車両姿勢
も極めて不安定な状態になります。

● ABS 故障警告灯とパーキングシステム故
障警告灯が同時に点灯し、かつ EPB が完
全に解除された場合は、前後タイヤの制
動力配分システムも効かなくなったこと
を表します。

タイヤ空気圧故障警告灯

● タイヤ空気圧警告灯は、電源ポジション
を「OK」にした場合に点灯します。タイ
ヤ空気圧モニタリングシステムが正常に
作動しているときは、数秒後に消灯しま
す。システムに故障が発生したときは、
警告灯が再度点灯します。

● タイヤ空気圧故障警告灯が点灯または点
滅すると同時に、コンビネーションメー
ターのインフォメーションディスプレイ
に「タイヤ空気圧モニタリングシステム

を点検してください」と表示され、タイ
ヤ空気圧表示画面の数値表示部に「---」
と表示された場合は、タイヤ空気圧モニ
タリングシステムが故障していることを
表します。

● タイヤから「信号異常」が発信された場
合は、タイヤ空気圧信号が干渉を受けて
いる、またはタイヤ空気圧モニタリング
モジュールが破損しているおそれがあり
ます。

● タイヤ空気圧警告灯が高速で点滅すると
同時にコンビネーションメーター内のイ
ンフォメーションディスプレイに表示さ
れる、タイヤ空気圧表示画面の数値表示
部の一部が赤くなった場合は、該当タイ
ヤに急激な空気圧の減少があります。

● タイヤ空気圧故障警告灯が常時点灯する
と同時に、コンビネーションメーターの
タイヤ空気圧表示画面において、1 つま
たは複数の数値表示部が黄色になった場
合は、該当タイヤが低圧力状態にあるこ
とを表します。1 つまたは複数のタイヤ
の温度数値が黄色になったときは、タイ
ヤ温度が高すぎることを表します。

● 上記のいずれかが発生した場合は、ただ
ちに BYD 正規ディーラーまたは BYD 指
定サービス工場に連絡し、点検を依頼し
てください。

横滑り防止装置システム（ESC）故
障警告灯

● ESC 故障警告灯は、電源ポジションを
「OK」にした場合に点灯します。ESC 機
能が正常に作動しているときは、数秒後
に消灯します。システムに故障が発生し
たときは、故障が修復されるまで警告灯
が再度点灯します。

● 走行中に ESC 故障警告灯が点滅してい
る場合は、ESC システムが作動している
ことを表します。

● ESC 故障警告灯が点灯（ABS 故障警告灯、
ブレーキシステム故障警告灯は消灯）し
ている場合は、ESC の車両安定性制御が
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無効になりますが、ABS およびブレーキ
システムは正常に作動します。

● ESC 故障警告灯が点灯（ABS 故障警告灯、
ブレーキシステム故障警告灯は消灯）し
ている場合は、横滑り防止装置が作動し
ないため、急ハンドルや前方障害物の緊
急回避時に、車両姿勢が極めて不安定な
状態になります。

● 下記のいずれかが発生した場合は、警告
灯システムで監視している対象部品が故
障していることを表します。ただちに
BYD 正規ディーラーまたは BYD 指定サ
ービス工場に連絡し、点検を依頼してく
ださい。

● 電源ポジションが「OK」のときに警告
灯が点灯しない（セルフテストなし）。

● 運転中に警告灯が点灯し続ける。

お願い

● 操作中に警告灯がしばらく点灯する
ことがありますが、異常ではありま
せん。

● ABS 故障警告灯、ブレーキシステム
警告灯、ESC 故障警告灯が同時に点
灯した場合は、ただちに安全な場所
に停車し、BYD 正規ディーラーまた
は BYD 指定サービス工場に連絡し
てください。このとき、ブレーキを
かけても車両姿勢が極めて不安定な
状態になり、ABS も完全に機能しま
せん。

ESC OFF 警告灯

● ESC OFF スイッチを押すと ESC OFF 警
告灯が点灯し続けます。このとき、横滑
り防止装置は機能しません。再度 ESC
OFF スイッチを押すと ESC OFF 警告灯
が消灯し、横滑り防止装置が機能するよ
うになります。

お願い

● ESC OFF 警告灯が点灯している場
合、急旋回をしたり突然現れた障害
物を避けたりするときは十分に注意
を払い、低速で運転することが重要
です。ブレーキをかけても ESC が
機能しないため、車両姿勢が不安定
になります。

駆動パワー制限警告灯

● 車両のパワーが制限された場合に点灯し
ます。早めに BYD 正規ディーラーまた
は BYD 指定サービス工場に連絡してく
ださい。

ヘッドライト故障警告灯

● 警告灯が黄色く点灯している場合は、ヘ
ッドランプが故障していることを表しま
す。BYD 正規ディーラーまたは BYD 指
定サービス工場で点検してください。

ブラインドスポットインフォメー
ション故障警告灯

● 表示灯が点灯している場合は、ドライビ
ングアシスト機能が制限されていること
を表します。BYD 正規ディーラーまたは
BYD 指定サービス工場で点検してくださ
い。

車両接近通報装置故障警告灯

● 車両接近通報装置が故障した場合に点灯
します。ただちに BYD 正規ディーラー
または BYD 指定サービス工場に連絡し
てください。

マスターウォーニング表示灯
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● 表示灯が点灯している場合は注意が必要
であることを表します。また、インフォ
メーション表示部に故障や警告のメッセ
ージが表示されます。

 シートベルト非着用警告灯

● 電源ポジションが「OK」のとき、フロン
ト側およびリア側のシートベルトが未着
用の場合に点灯します。シートベルトが
確実に装着されるまで点灯し続けます。

エアバッグ故障警告灯

● 電源ポジション「OK」時に点灯し、エア
バッグシステムが正常に作動している場
合は、数秒後に警告灯が消灯します。エ
アバッグ ECU、衝突センサー、インフレ
ーター、警告灯、結線、および電源をモ
ニタリングするものです。

● 下記のいずれかが発生した場合は、警告
灯システムで監視している対象部品が故
障していることを表します。ただちに
BYD 正規ディーラーまたは BYD 指定サ
ービス工場に連絡し、点検を依頼してく
ださい。

● 電源ポジションが「OK」のときに警告
灯が点灯しない、または点灯し続ける。

● 運転中に警告灯が点灯する。

ブレーキシステム故障警告灯

● ブレーキフルードの液量が低下してい
る、またはブレーキシステムが故障して
いる場合に警告灯が点灯します。下記の
いずれかが発生した場合は、ただちに安
全な場所に停車し、BYD 正規ディーラー
または BYD 指定サービス工場に連絡し
てください。

● 電源ポジションが「OK」のときにブレ
ーキフルードの液量が低下していると
点灯します。

● 車両を始動後、ブレーキフルードの液
量が良好でかつ電動パーキングブレー
キシステムが正常に動作している場合
（電動パーキングブレーキスイッチを
スムーズに引き上げたり解除したりす
ることができ、「電動パーキングブレー
キシステムを点検してください」とい
うメッセージが出ていない）、警告灯が
点灯します（短時間の点灯は異常では
ありません）。

● パーキングブレーキ故障警告灯と ABS
故障警告灯が同時に点灯している場
合。

お願い

● ブレーキフルードの液量が低下して
いる状態での運転は非常に危険なた
め、運転を止めてください。

 ステアリングシステム故障警告灯

● ステアリングシステム警告灯が常時点灯
している場合は、ステアリングシステム
が故障しているため、BYD 正規ディーラ
ーまたは BYD 指定サービス工場で点検
してください。

お願い

● ステアリングシステムは、モーター
によりステアリングホイールを回す
力を軽減するものです。

● ステアリングホイールを回すとき、
モーターの動作音（「ぶんぶん」のよ
うな音）が聞こえることがあります
が故障ではありません。

● ステアリングホイールを 5 秒以上
全切り（限界位置を保持）のままに
しないでください。5 秒を超えると
過熱保護機能が作動し、操舵力が重
くなるまたは損傷します。

● 長時間頻繁に据え切りをした場合、ステ
アリングシステム故障警告灯が点灯して

36



いないのに操舵が重く感じられることが
ありますが、故障ではありません。

● 長時間頻繁に据え切りした場合、ステ
アリングシステムの過熱を防ぐため、
アシスト力が低下して操舵が重く感じ
られることがあります。このようなと
きは、頻繁なハンドル操作を避ける、
または停車して電源を切ってくださ
い。システムは、10 分以内に正常な状
態に戻ります。

● 場合によっては、起動バッテリーやヒュ
ーズの抜き差しなどの操作により、車両
の電源が失われるおそれがあります。車
両の電源供給を復旧後、コンビネーショ
ンメーターの ESC 警告灯が点灯します。
このようなときは、ハンドル角ゼロ点自
己学習を操作する必要があります。左右
方向にステアリングホイールをゆっくり
回し切った状態で 2～5 秒間保持した後、
ステアリングホイールを離します。その
後、車両の電源ポジションを「OFF」に
して 10 秒以上待ち、再度電源ポジション
を「OK」にします。ESC 警告灯が消灯す
れば自己学習が終了します。

警告

● ステアリングシステム故障警告灯が
点灯している場合は、ただちに安全
な場所に停車し、BYD 正規ディーラ
ーまたは BYD 指定サービス工場に
連絡してください。

低電圧給電システム故障警告灯

● 運転中に警告灯が点灯している場合は、
DC システムまたは低電圧給電システム
に不具合があることを表します。エアコ
ン、ファン、ラジオなどを止めて安全な
場所に停車し、ただちに BYD 正規ディー
ラーまたは BYD 指定サービス工場に救
援を依頼してください。

 パワートレイン故障警告灯

● パワートレインが故障した場合に点灯し
ます。

● 下記のいずれかが発生した場合は、警告
灯システムで監視している対象部品が故
障していることを表します。ただちに
BYD 正規ディーラーまたは BYD 指定サ
ービス工場に連絡し、点検を依頼してく
ださい。

● 電源ポジションが「OK」のときに点灯
し続けます。

● 運転中に警告灯が点灯する。

注意

● 警告灯が点灯している状態では、可
能な限り運転しないでください。速
やかに BYD 正規ディーラーまたは
BYD 指定サービス工場に連絡し、点
検および問題の確認を依頼してくだ
さい。

パワーバッテリー過熱警告灯

● 警告灯が点灯している場合は、パワーバ
ッテリーの温度が高すぎることを表しま
す。車両を停車し、温度を下げてくださ
い。パワーバッテリー過熱警告灯が点滅
しているときは、ただちに安全な場所に
停車し、ただちに車両から離れてくださ
い。

● 下記の条件で走行した場合、パワーバッ
テリーが過熱することがあります：

● 炎天下や長時間・長距離で上り坂を走
行したとき。

● 長時間にわたり頻繁に発進・停止、急
加速・急ブレーキ繰り返す交通状況、
または長時間連続での走行。

パワーバッテリー故障警告灯

● 車両の電源ポジションを「OK」にしたと
きに点灯します。パワーバッテリーシス
テムが正常に作動している場合は、数秒
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後に消灯します。システムの故障があっ
た場合は、再度点灯します。このような
ときは、ただちに BYD 正規ディーラーま
たは BYD 指定サービス工場に連絡し、車
両の点検を依頼してください。

● 下記のいずれかが発生した場合は、警告
灯システムで監視している対象部品が故
障していることを表します。ただちに
BYD 正規ディーラーまたは BYD 指定サ
ービス工場に連絡し、点検を依頼してく
ださい。

● 電源ポジションが「OK」のときに警告
灯が点灯し続ける。

● 運転中に警告灯が常時または時々点灯
する。

 自動緊急ブレーキ警告灯

● 表示灯が点灯または点滅している場合
は、先行車の距離に注意しつつ、衝突を
避けるために適切な車間距離を保ってく
ださい。

 冷却水オーバーヒート警告灯

● 警告灯が点灯している場合、冷却水の温
度が高すぎることを表します。ただちに
安全な場所に駐車し、警告灯が消灯する
までお待ちください。

 制限速度標識表示灯

● アイコンが点灯している場合は、システ
ムが現在走行中の道路の制限速度を認識
しています。

メーターのその他故障について

コンビネーションメーターには次のような
故障メッセージが表示されることがありま
す。その都度、推奨される対応方法に従っ
て操作してください。

アイコン
表示 故障メッセージ 対応方法

車載充電システムを確認してく
ださい

車載充電システムが故障しています。充電設備
の接続異常がないか確認したうえで、充電設備
に再接続してください。解消しない場合は、BYD
正規ディーラーまたは BYD 指定サービス工場に
連絡してください。

安全のため、遠隔操縦をしばら
く使用停止します

遠隔操縦に異常があります。しばらく使用を停
止してください。

車両ネットワークを点検してく
ださい

車両のデータネットワークが故障している可能
性があることを表します。ただちに停車し、BYD
正規ディーラーまたは BYD 指定サービス工場に
連絡してください。

メモリーシステムを点検してく
ださい

メモリーシステムが故障していることを表しま
す。BYD 正規ディーラーまたは BYD 指定サー
ビス工場に連絡してください。
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アイコン
表示 故障メッセージ 対応方法

EV 機能が制限されています
EV 機能が制限されていることを表します。ただ
ちに BYD 正規ディーラーまたは BYD 指定サー
ビス工場で点検してください。

ヘッドライトシステムを確認
ヘッドライトシステムが故障していることを表
します。BYD 指定サービス工場に連絡してくだ
さい。

運転支援機能が制限されていま
す

前方衝突警告機能（FCW）または自動緊急ブレ
ーキ（AEB）が故障していることを表します。車
両を停車し、BYD 正規ディーラーまたは BYD 指
定サービス工場に連絡してください。

運転支援機能が制限されていま
す

ブラインドスポットインフォメーションシステ
ム（BSD）の機能が制限されていることを表しま
す。車両を停車し、BYD 正規ディーラーまたは
BYD 指定サービス工場に連絡してください。

運転支援機能が制限されていま
す

車線逸脱警告（LDW）または車線逸脱防止
（LDP）が故障していることを表します。車両を
停車し、BYD 正規ディーラーまたは BYD 指定サ
ービス工場に連絡してください。

シフト機構を確認してください

シフトコントローラーが故障していることを表
します。ただちに停車し、BYD 正規ディーラー
または BYD 指定サービス工場に連絡してくださ
い。
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ドアとキー

キー

キーを使用してドアの施錠/解錠および車両
の始動などができます。キーは、リモート
キー、メカニカルキー（リモートキー内）、
NFC カードキー、NFC デジタルキー*と
Bluetooth キーがあります*。
リモートキー

リモートキーを携帯した状態で運転席側ド
アハンドルのマイクロスイッチを押すと、
すべてのドアの施錠/解錠ができます。リモ
ートキーのボタン操作では、ドアの施錠/解
錠に加えて、テールゲートを開いたり、リ
モートスタートなどができます。

① 表示灯

②「 ロック」ボタン

③「 アンロック」ボタン

④「テールゲートオープン」ボタン

⑤「スタート/ストップ」ボタン

⑥ メカニカルキー

警告

● リモートキーの中に入っているボタ
ン電池は危険なため、電池の種類を
問わずお子様の手の届かないところ
に置いてください。

警告

● コイン形リチウム電池を誤って飲み
込んだ、または身体の一部に電池が
入ってしまった場合は、2 時間以内
に重傷または致命傷を引き起こすお
それがあります。

● ボタン電池を誤って飲み込んだ、ま
たは体のどこかに入ったと疑われる
場合は、ただちに医師の手当てを受
けてください。

注意

● リモートキーは電子部品です。リモ
ートキーの破損を防ぐため次の説明
に従ってください。

● リモートキーをインストルメント
パネルなどの温度が高いところに
置かないでください。

● リモートキーを勝手に分解しない
でください。

● リモートキーで他のものを強く叩
いたり、キーを落とさないでくだ
さい。

● リモートキーを水に浸けたり、超
音波洗浄機で洗浄しないでくださ
い。

● リモートキーを携帯電話などの電
磁波が発生する装置と一緒に置か
ないでください。

● リモートキーに電磁波を遮断する
ものを付けないでください（金属
シールなど）。

● 同一の車両にエマージェンシーキ
ーを登録することができます。詳
細な説明については、BYD 正規デ
ィーラーまたは BYD 指定サービ
ス工場に連絡してください。

● リモートキーの作動範囲内でドア操
作ができない、またはキーの表示灯
が暗く点灯しない場合：
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注意

● 近くにリモートキーの動作を干渉
するラジオ局や航空無線発信機が
ないかを確認してください。

● リモートキーのバッテリーが切れ
ている可能性があります。リモー
トキーのバッテリーを点検してく
ださい。バッテリーの交換が必要
な場合は、BYD 正規ディーラーま
たは BYD 指定サービス工場に連
絡してください。

● リモートキーを紛失した場合は、車
両の盗難や予期せぬ事故を起こさな
いため、できるだけ早く BYD 正規デ
ィーラーまたは BYD 指定サービス
工場に連絡してください。

● 送信周波数の変更、送信電力の増加
（送信周波数アンプの追加を含む）、
アンテナの外付けや他の送信アンテ
ナの流用をしないでください。

● 使用時は、さまざまな無線通信業務
に干渉がないようにしてください。
干渉が見つかった場合は、ただちに
使用を停止し、干渉の解消措置を取
ってから使用してください。

● 小電力無線機を使用するときは、さ
まざまな無線通信業務の干渉、また
は産業用、研究用および医療用設備
の放射干渉を避けてください。

● 飛行機や空港の近くで使わないでく
ださい。機内でスイッチが押される
と電波が発信され、飛行機の運航に
支障をきたすおそれがあります。

● 電磁波による電子機器への影響があ
るため、植え込み型心臓ペースメー
カーまたは植え込み型除細動器を使
用されている方は、スマートエント
リー＆スタートシステムのアンテナ
から遠く離れてください。植え込み
型心臓ペースメーカーおよび植え込
み型除細動器、またはそれ以外の医
療電子機器を使用されている方は、
電磁波が機器に与える影響を製造メ

注意

ーカーに確認してください。電磁波
が、医療機器の使用に予測できない
悪影響を与えるおそれがあります。

● 車両から離れる場合は、必ずキーを
携帯して施錠してください。また、
絶対にお子様を 1 人で車内に残さ
ないでください。

メカニカルキー

メカニカルキー（リモートキー内）：運転席
側ドアハンドルに挿し込んで、施錠/解錠し
ます。使わないときはメカニカルキーをリ
モートキーに収納し、リモートキー本体後
部の蓋を閉めてください。

● リモートキーに格納されているメカニカ
ルキーを使用する場合は、図のようにロ
ック解除バックルを矢印①の方向に引
き、矢印②の方向に押してリモートキー
の裏蓋を外すと、メカニカルキーを取り
外すことができます。

● メカニカルキーを使用した後は、矢印②
の反対方向にメカニカルキーを挿し込ん
でリモートキー本体後部の蓋を閉めてく
ださい。

Bluetooth キー*
● スマートフォン用 Bluetooth キーは、近
距離にあるスマートフォンの Bluetooth
を通じて車両に接続し、ドアの施錠/解錠
などを行えます。
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● アプリストアで BYD APP の最新バージ
ョンをダウンロードしてインストールし
てください。このアプリには、スマート
フォン用 Bluetooth キー機能を集約して
います。

● スマートフォン用 Bluetooth キーが装備
されている車両の場合、ユーザーは BYD
APP で機能を有効にした後、スマートフ
ォン用 Bluetooth キーを使用できます。

● スマートフォンの Bluetooth を ON にし
て車両に近づきアプリを開くと、アプリ
がスマートフォン用 Bluetooth キーに自
動で接続します。また、スマートフォン
用 Bluetooth キーを手動で接続すること
もできます。Bluetooth 接続が成功する
と、スマートフォン用 Bluetooth キーを
使用できるようになります。

● スマートフォン用 Bluetooth キーで対応
可能な機能は、車両の構成によって異な
ります。スマートフォン用 Bluetooth キ
ーはネットワークに依存しません。スマ
ートフォン用 Bluetooth キーを接続して
実行する操作項目をタッチすると、アプ
リが車両を制御するためのコマンドを送
信します。

● 一部の国や地域では関連する規制要件に
従い、ユーザーが車両を始動すると車両
の位置検出が実行されます。スマートフ
ォン用 Bluetooth キーが 2m 以内にある
ことが検出されたときのみ車両の始動が
許可されます。これにより、車両の財産
の安全を確保します。

注意

● スマートフォン用 Bluetooth キー
を使用する前に、車両ネットワーク
信号が良好であることを確認してく
ださい。使用できないときはネット
ワークが良好な場所に車両を移動
し、アプリでスマートフォン用
Bluetooth キーを再度使用してくだ
さい。

● スマートフォン用 Bluetooth キー
のロックで解除した後すぐに車両の

注意

操作が行わない場合、ドアが自動的
に施錠されます。

● スマートフォン用 Bluetooth キー
が複数回接続に失敗する、または複
数回操作に失敗した場合は、システ
ムの Bluetooth を OFF にしてから
再度 ON にするか、アプリを再起動
してください。

● スマートフォン用 Bluetooth キー
の使用可能距離は、車両環境とスマ
ートフォンの性能により制限されま
す。車両が密集している場合は、使
用可能距離が短くなることがありま
す。

● スマートフォン用 Bluetooth キー
とスマートフォンの間には互換性の
問題があり、機種によっては上記の
機能に対応していません。

NFC カードキー*
● NFC カードキーは、NFC 通信規格に基づ
いたキーです。車両の解錠/施錠および
車両の始動ができます。

● NFC カードキーを運転席側のドアミラー
にある NFC マークにかざすと、どのシフ
トポジションでもすべてのドアの施錠/
解錠ができます。

● NFC キーをセンターコンソール前部の
NFC エリアに置くことで、NFC キーに車
両の始動の権限を与えることができま
す。

注意

● NFC カードは電子機器です。NFC
カードが機能しない、または破損し
ないように、次の説明に従ってくだ
さい。

● ワイヤレス充電器を ON にしてい
る場合（（167 ページ）を参照して
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注意

ください。）は、NFC カードを充電
エリアに置かないでください。

● NFC カードを使用する場合は、電
磁波を遮断するものを付けないで
ください（例：金属シール、携帯
電話の金属製バックカバーなど）。

● NFC カードをインストルメントパ
ネルなどの高温部に置かないでく
ださい。

● NFC カードを強く曲げないでくだ
さい。

● NFC カードを他の固いものと一緒
に置かないでください。

● NFC カードは近距離無線通信を行
うもので、通信可能な距離は 2cm 以
内になります。NFC カードをかざ
す場合は、ドアミラーに近づけて 1
～2 秒キープしてください。

● 携帯電話の電源が切れるまたは紛失
する、リモートキーが無効または紛
失して車両を使用できなくなること
がないように、NFC カードを常に携
帯することをおすすめします。

● 安全のために適切な場所で保管して
ください。紛失した場合は、すぐに
BYD 正規ディーラーまたは BYD 指
定サービス工場でカードを再設定
し、紛失したカードをブロックして
ください。

NFC デジタルキー*
● NFC デジタルキーは、BYD がユーザーに
提供しているデジタルキー機能です。ユ
ーザーは自分のスマートフォンやウェア
ラブルデバイスを車両のキーとして登録
し、車両の施錠/解錠、および始動を行う
ことができます。

● NFC デジタルキーを有効にする前に、次
の条件が満たされていることを確認して
ください。

● 車両が BYD クラウドサービスを有効に
している。

● 車両構成が NFC デジタルキー機能をサ
ポートしている。

● スマートフォンまたはウェアラブルデ
バイスが、BYD NFC デジタルキー機能
をサポートしている（サポートされて
いる特定のデバイスモデルについて
は、BYD の正規ディーラーにお問い合
わせください）。

スマートフォンの NFC デジタルキーを有効
にする

スマートフォンで NFC デジタルキーを有効
にする場合は、リモートキー使用して車両
に乗り込み、車両の電源ポジションを「OK」
にして「P」のままにしてください。有効に
するには次の 3 つの方法があります。

● BYD アプリによる有効化：

● アプリストアから BYD APP をダウン
ロードし、登録してログインします。
［デジタルキー]をタッチし、画面に従っ
て有効にします。

● 電子メールのリンクからの有効化：

● スマートフォンを使用して車両購入時
に登録した電子メールアドレスにログ
インします。bydapp@byd.auto から
のデジタルキーアクティベーション電
子メールを確認し、画面に従って有効
にします。

● 車両システムによるアクティブ化

● ユーザーは、  → 車両設定 → ロック →
デジタルキー をタッチし、画面に従っ
て有効にします。

ウェアラブルデバイスの NFC デジタルキー
を有効にする

ウェアラブルデバイスは Apple Watch をサ
ポートしています。（その他のウェアラブル
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デバイスのサポートについては、BYD 正規
ディーラーにお問い合わせください。）有効
化するには、以下の 2 つの方法があります。

● iPhone が正常に起動したら、Apple
Watch と同期します。

● ロックを解除した Apple Watch を装着
し、iPhone デジタルキーを有効にしま
す。起動した後、iPhone は同期される
と近くにある Apple Watch にデジタル
キーを追加する内容が表示されるの
で、画面に従って有効化します。

● Watch App で有効化：

● この方法は、iPhone のデジタルキーは
有効化されているが Apple Watch に同
期されていない場合に適しています。
iPhone の Watch App を開いて［ウォ
レット］を選択し、対応するキーを見
つけて［追加］をタッチし、画面に従
って有効化します。

NFC デジタルキーを使用する

NFC デジタルキーを使用する場合は、スマ
ートフォンまたはウェアラブルデバイスの
NFC 機能スイッチをＯＮにしてください。
使い方：

● NFC デジタルキーを有効化したスマート
フォンまたはウェアラブルデバイスを携
帯し、NFC アンテナエリアを運転席側の
ドアミラーの NFC 標識に近づけると、車
両を施錠/解錠できます（NFC アンテナエ
リアの詳細については、デバイスのプロ
バイダーにお問い合わせください）。

● 車両に乗り込んだ後、車両の NFC 標識に
スマートフォンまたはウェアラブル デ
バイスを置くと、車両の始動の許可を取
得できます。

注意

● NFC デジタルキーを使用して始動
の許可を取得後、できるだけ早く車
両を始動してください。時間内に車
両を始動できなかった場合は、スマ

注意

ートフォンまたはウェアラブルデバ
イスを車内の NFC 標識に再度置き、
始動の許可を取得してください。

NFC デジタルキーを削除する

NFC デジタル キーを削除するには 3 つの方
法があります。

● BYDAPP で削除する

● BYDAPP を開き、デジタルキー管理画
面に進みます。削除する必要があるデ
ジタルキーをタッチし、操作パスワー
ドを入力して削除します。

● 車両システムで削除します

● 有効なスマートキーを使用して車に乗
り込み、  → 車両設定 → ロック → デ
ジタルキー から削除するデジタルキー
をタッチし、画面に従って削除します。

● ウォレットアプリで削除します

● スマートフォンのウォレットアプリを
開き、削除するデジタルキーを選択し、
画面に従って削除します。

ドアの施錠/解錠

メカニカルキーでの施錠/解錠

1. 格納式ドアハンドルの右側を押し込むと
左側が指一本の高さほど浮き上がるた
め、左側を手で支えます。
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2. 左側が浮き上がった状態で、ドアハンド
ルの中央部を手前へ引っ張るとドアハン
ドルが展開します。

3. メカニカルキーを鍵穴に挿し込んで回し
ます。

● 反時計方向にメカニカルキーを回すと、
ドアが解錠します。

● 時計回りにメカニカルキーを回すと、ド
アが施錠します。

注意

● メカニカルキーを抜き出した後、運
転席側ドアハンドルを引いてドアを
開けてください。

ノブ操作でドアを開ける

● 解錠している場合は、ノブを 1 回引き上
げると車内からドアが開けられます。

● 施錠している状態でドアを開ける場合
は、2 回連続でノブを引き上げます。

警告

● お子様が誤ってドアを開けてしま
い、予期せぬ事故を起こすおそれが
あるため、お子様にノブを触らせな
いでください。

● お子様を乗せている場合は、必ずチ
ャイルドロック機能を ON にしてく
ださい。

注意

● チャイルドロックを搭載しているた
め、チャイルドロックを解除してい
ない場合は、リアドアのノブを引き
上げても開けることができません。

リモートキー操作での施錠/解錠

● ワイヤレスリモートコントロール機能
は、作動範囲内であればすべてのドアの
解錠や施錠、付加機能が操作できます。

● ドライバーは、  → 車両設定 → ロック
の設定画面から、リモートキーの遠隔操
作を設定することができます。

● 登録済みのリモートキーを携帯し、作動
範囲内でキーのボタンを押すと、すべて
のドアの施錠/解錠ができます。

施錠

● すべてのドア、ボンネットおよびテール
ゲートが閉まっている状態で「ロック」
ボタンを押すと、すべてのドアが同時に
施錠されて格納式ドアハンドルも自動的
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に格納します。車両の電源ポジションが
「OFF」のときはドアミラーも格納され
（マルチメディアの「自動格納」が ON の
場合）、ターンシグナルランプが 1 回点滅
します。電源ポジションを「OFF」にし
ていないときはドアミラーが格納され
ず、ターンシグナルランプも点滅せずに
ホーンが 1 回鳴ります。施錠後は、すべ
てのドアが確実に施錠されていることを
確認してください。

● いずれかのドアが開いているときはド
アミラーおよびドアハンドルが格納さ
れず、ターンシグナルランプも点滅せ
ずにホーンが 1 回鳴ります。

● ボンネットまたはテールゲートが開い
ているときはドアミラーが格納されず
*、ターンシグナルランプも点滅せずに
ホーンが 1 回鳴ります。

解錠

● 「アンロック」ボタンを押すと、すべての
ドアが同時に解錠されて格納式ドアハン
ドルが自動で展開し、ターンシグナルラ
ンプが 2 回点滅します。

● リモートキーを操作してすべてのドアを
同時に解錠した場合、ドアが開いていな
くてもルームランプが（マルチメディア
内のルームランプ「DOOR」スイッチ ON
の場合）15 秒間点灯してから消灯しま
す。

● イモビライザーが作動している状態で、
リモートキーを使って解錠したときは、
30 秒以内にドアを開けてください。そ
うしないと、すべてのドアが自動的に施
錠され、ドアハンドルも格納されます。

● 挟み込み防止機能が搭載されている場
合：「ロック」または「アンロック」ボタ
ンを長押ししても、ロックまたはアンロ
ックを繰り返すことはできません。一度
ボタンから手を離し、もう一度「ロック」
または「アンロック」ボタンを押してく
ださい。リモートキーの「ロック」ボタ
ンを長押しすると、すべてのウィンドウ
ガラスが自動で閉まります。

キー閉じ込め防止機能

● リモートキーの置き忘れを防ぐため、施
錠した状態でリモートキーを車内に置い
てドアを閉めると、自動的にドアが解錠
してターンシグナルランプが 2 回点滅し
ます。

お願い

● 車両の電源ポジションが「OFF」以
外のポジションに入っている場合
は、「ロック」または「アンロック」
ボタンの操作でドアの施錠/解錠は
できません。

リモートキー操作による車両捜索機能

● イモビライザーが ON の状態でロックボ
タンを押すと、車両から警報音が 1 回鳴
りターンシグナルランプが 15 回点滅し
ます。自車の位置が確認できない場合、
この機能を活用することで位置を特定で
きます。

● 車両捜索中に再度ロックボタンを押す
と、新たに車両捜索状態になります。

リモートキー操作によるウィンドウガラス
の開/閉

● 車両の電源ポジションを「OFF」にした
場合：

● リモートキーの「ロック」ボタンを長
押しすると、すべてのウィンドウガラ
スが自動で閉まります。
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● リモートキーの解錠ボタンを長押しす
ると、すべてのドアガラスを自動的に
開けることができます。

● ドライバーは、  → 車両設定 → ロック
の設定画面から、リモートキー長押しに
よる施錠/解錠、ウィンドウガラスの開閉
機能の ON/OFF を設定できます（詳細は、
実際の車両仕様によります）。

注意

● リモコン操作でウィンドウガラスを
閉じる際は、ウィンドウガラスに乗
員の身体が挟まれるおそれがないこ
とを確認してから操作してくださ
い。

マイクロスイッチ操作での施錠/解錠

施錠

● ドアを施錠していない状態でリモートキ
ーを携帯し、作動範囲内で左右のフロン
トドアハンドルのマイクロスイッチを押
すと、すべてのドアが同時に施錠されて
格納式ドアハンドルも自動で格納しま
す。車両の電源ポジションが「OFF」の
ときは、ドアミラーが格納されてターン
シグナルランプが 1 回点滅します。車両
の電源ポジションを「OFF」にしていな
いときはドアミラーが格納されず、ター
ンシグナルランプも点滅せずにホーンが
1 回鳴ります。

● ドア、ボンネット、テールゲートのいず
れかが開いている状態でも、マイクロス
イッチ操作で閉まっているドアを施錠す

ることができます。格納式ドアハンドル
は自動で格納しますがドアミラーは格納
されず、ターンシグナルランプは点滅せ
ずにホーンが 1 回鳴ります。

解錠

● ドアが施錠されている状態でリモートキ
ーを携帯し、作動範囲内で左右のフロン
トドアハンドルのマイクロスイッチを押
すと、すべてのドアが同時に解錠されま
す。格納式ドアハンドルも自動で展開
し、ターンシグナルランプが 2 回点滅し
ます。

● イモビライザーが作動している状態で、
リモートキーを使って解錠したときは、
30 秒以内にドアを開けてください。そ
うしないと、すべてのドアが自動的に再
度施錠され、ドアハンドルも格納されま
す*。

● 以下の場合は、マイクロスイッチを押し
ても施錠/解錠はできません。

● ドア開閉時に、マイクロスイッチを押
したとき。

● リモートキーが車内に置いてあると
き。

お願い

● リモートキーがドアハンドル、また
はウィンドウに近すぎる場合は、こ
の機能が有効にならず操作ができな
いことがあります。

マイクロスイッチ操作によるウィンドウガ
ラスの開/閉

● 車両の電源ポジションが「OFF」のとき、
リモートキーを携帯したまま運転席側ド
アハンドルのマイクロスイッチを長押し
すると、すべてのウィンドウガラスの自
動開/閉ができます（出荷時は、ウィンド
ウガラス上昇機能は ON、ウィンドウガ
ラス下降機能は OFF になっています）。
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● ドライバーは、  → 車両設定 → ロック
の設定画面から、マイクロスイッチ長押
しによる施錠/解錠およびウィンドウガ
ラス開閉機能の施錠/解錠の設定ができ
ます。

NFC カードでの施錠/解錠

施錠

● 車両の電源ポジションを「OFF」にし、
ドアを閉じた状態で NFC カードキーを
運転席側ドアミラーの感知エリアにかざ
すと、すべてのドアが同時に施錠してタ
ーンシグナルランプが 1 回点滅します。

解錠

● イモビライザーが機能している状態で
NFC カードキーを運転席側ドアミラーの
感知エリアにかざすと、すべてのドアを
同時に解錠してターンシグナルランプが
2 回点滅します。

● ドア開閉時に NFC カードキーを運転席
側ドアミラーの感知エリアにかざした場
合、施錠/解錠はできません。

● スマートフォン型 NFC カードキーを使
用する場合は、スマートフォンの NFC 機
能を ON にし、裏面上部を運転席側のド
アミラー NFC 指定領域に近づけてくだ
さい。

お願い

● イモビライザーが作動している状態
で NFC カードを使って解錠したと

お願い

きは、30 秒以内にドアを開けてくだ
さい。そうしないと、すべてのドア
が自動的に再度施錠されます。

● スマートフォンの機種によっては、
スマートフォンが電源 OFF の状態
では NFC カードキーが使用できな
いことがあります。

● スマートフォンを電源 OFF にした
状態で長時間および高頻度の使用は
避けてください。

テールゲートの施錠/解錠

リモートキーでテールゲートを開ける

● リモートキーの「テールゲートオープン」
ボタンを 2 回連続で押すと、テールゲー
トが開きます。このとき、ターンシグナ
ルランプが 2 回点滅します。

パワーテールゲートスイッチでテールゲー
トを開ける

● 施錠しているときは、リモートキーを携
帯した状態でパワーテールゲートオープ
ンスイッチを押すと､テールゲートを開
けることができます。

● 解錠している状態でパワーテールゲート
オープンスイッチを押すと、テールゲー
トを開けることができます。
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車内からテールゲートを開/閉する

● 解錠されている状態でパワーテールゲー
トスイッチを引き上げると、テールゲー
トが開きます。スイッチを長押しすると
テールゲートが閉まります。

● 速度が 3km/h を超えているときは、スイ
ッチを引き上げてもテールゲートは開き
ません。

①テールゲートクローズボタン

● テールゲートを開けて止まっている場
合、テールゲートクローズスイッチを押
すと、テールゲートが自動で閉まります。

● テールゲートを閉めている途中に再度テ
ールゲートクローズスイッチを押すと、
テールゲートが現在の位置で止まりま
す。テールゲートが止まった状態で再度
テールゲートクローズスイッチを押す
と、テールゲートが反対側に動きます。

②施錠スイッチ

● 車両の電源ポジション「OFF」時にテー
ルゲートが開いている場合、リモートキ
ーを携帯したまま施錠スイッチを押す
と、テールゲートが閉まると同時に施錠
されイモビライザーが作動します。

お願い

● テールゲートを閉める前に、物的損
害がないようにドア、ウィンドウ、
サンルーフなどが閉まっていること
を確認してください。

テールゲート開口位置の設定

● 手動または自動でテールゲートを任意の
位置まで開けて維持したまま、テールゲ
ートスイッチを 3 秒以上長押しします。
スピーカーが 1 秒鳴ると、テールゲート
の開口位置の設定が完了します。

● ドライバーは、  → 車両設定 → ロック
の設定画面からテールゲートの開口位置
を設定できます。

挟み込み防止機能

● 電動操作でテールゲートを閉める途中に
一定以上の力が加わった場合､テールゲ
ートが自動で反対側へ動きます｡また、電
動操作でテールゲートを開く途中に一定
以上の力が加わると､テールゲートは現
在の位置で停止します。

テールゲートのモーターが動かない場合

● 手動でテールゲートを閉めると、モータ
ーの機能を復旧させることができます。

起動バッテリーを再接続する場合

● 電動でテールゲートの操作ができないた
め、手動でテールゲートを閉めてくださ
い。
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警告

● テールゲートを操作する場合は、下
記の注意事項を守ってください。そ
うしないと、身体の一部が挟まれて
生命にかかわる重大な傷害につなが
るおそれがあります。

● 身体の一部で、挟み込み防止機能
を故意に作動させないでくださ
い。

● 近くに人がいるときは、安全を確
認してからテールゲートを開閉し
てください。

● テールゲートを閉めるときは、指
などを挟まないように注意してく
ださい。

● テールゲートを開閉するときは、
周りの安全を十分確認してくださ
い。

● 発進するときは、テールゲートを
確実に閉めてください。

● テールゲートを開ける前に、付着
している雪や氷などを取り除いて
ください。そうしないと、開けた
テールゲートが突然閉まるおそれ
があります。

● 電動操作でテールゲートを開閉し
ている途中に、手動でテールゲー
トを操作しないでください。

● 風が強いときにテールゲートを開
閉すると、風にあおられ急に動く
ことがあるため注意してくださ
い。

● テールゲートが閉まり切る直前に
挟まれるものによっては､挟み込
み防止機能が作動しない場合があ
ります。

● テールゲートが最後まで開いてい
ない場合、突然閉まるおそれがあ
ります。坂道でテールゲートの開
閉操作をするときは、平らな地面
より力がかかるため、テールゲー
トの思わぬ開閉に注意してくださ

警告

い。また、テールゲートを使用す
る前に、テールゲートが最後まで
開いて止まっていることを確認し
てください。

● 挟まれたものの形状によっては、
挟み込み防止機能が作動しない場
合があります。指などが挟まれな
いように注意してください。

足感知式テールゲートオープン*
リモートキーを携帯した状態でテールゲー
トセンサーの有効検知エリアに立ち、リア
バンパーの下に足を入れます。

● テールゲートが閉まっている場合は、テ
ールゲートが開きます。

● テールゲートが完全に開いている場合、
テールゲートが閉まります。

● テールゲートが開閉中の場合、テールゲ
ートは暫く空中で静止状態を保ちます。
再度足を入れると逆向きに動きます。

警告

● 足を入れる場合は地面にしっかりと
立ち、車両後部に十分なスペースが
あることを確認してください。そう
しないと、バランスを崩すおそれが
あります（例:氷の上にいるとき）。

● テールゲートが誤って開くことを防
ぐため、次の行為をする場合はリモ
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警告

ートキーを持ち歩かないでくださ
い。

● 車両後方にものを置いたり、もの
を拾ったりする行為。

● 車両後方を磨くなどのメンテナン
ス作業を行う行為。

お願い

● 足をいれる時間は、1 秒以内に完了
してください。

● 足感知式テールゲートオープン機能
を使用する場合は、リモートキーが
テールゲートから 1m 以内にあるこ
とを確認してください。

● 洗車や雨による水の付着、リアバン
パーに雪が積もった場合は、テール
ゲートを開けるときに遅れが生じま
す。一定時間経過後に上記環境が解
消されると、自動で解消されます。

● テールゲートロックがかかっている
と、再度足を入れても応答しません。

テールゲートの緊急解錠

1. シートバック上の格納用ノブを引き上
げ、リアシートのシートバックを倒してト
ランクルームに入ります。

2. テールゲートには緊急ロック解除装置が
あり、ロック解除装置のカバーを開けて緊
急ケーブルを外側に引くと、緊急時に車内

からテールゲートを開けることができま
す。

お願い

● 車両が停電した場合は、車内からテ
ールゲートの緊急時解錠ができま
す。

集中ドアロックの施錠/解錠

集中ドアロックスイッチでの車両の施錠/解
錠

● 詳細は（69 ページ）を参照してくださ
い。

ドアの自動施錠/解錠

● 速度が約 8km/h を超えると、すべてのド
アを自動で施錠します。

● 「スタート/ストップ」ボタンを押して車
両の電源ポジションを「OK」から
「OFF」にすると、すべてのドアを自動で
解錠します。

すべてのドアを同時に施錠/解錠する

● イモビライザーが作動していない状態で
施錠すると、集中ドアロックの施錠ボタ
ンのバックライトが点灯します。車両を
解錠すると、バックライトが消灯します。

● 集中ドアロックの施錠ボタンを押すと、
すべてのドアが同時に施錠されます。こ
の場合、車外からの解錠操作はできなく
なります。ドアを開けるときは、車内の
ドアノブを 1 回引いてロックが解錠され
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てから、もう一度車内のドアノブを引く
とドアを開けることができます。

お願い

● 車両が強い衝突を受けた場合は、す
べてのドアが自動的に解錠されま
す。自動で解錠する判定は、衝撃の
強さや事故などのパターンにより決
定されます。

メカニカルキーによる全ドア緊急施錠

● 集中ドアロックが機能しない場合は、メ
カニカルキーで運転席側のドアを施錠し
ます。ロック状態になるまでキー操作で
他の 3 つのドアの緊急ロック用ツマミを
回してロックしてから、ドアを閉めます。
ここのとき、車両が施錠されている状態
で 4 つのドアのアウトドアハンドルを操
作しても、ドアを開けることはできませ
ん。

● 解錠する場合は、メカニカルキーで運転
席側のドアを解錠します。解錠したら車
両に乗り込み、他のドアノブを 2 回連続
で操作して解錠します。

お願い

● 緊急施錠時は、メカニカルキーの変
形や折れがないように力を控えてく
ださい。

スマートエントリー＆スタ
ートシステム

リモートキーを使用して、ドアの施錠/解錠
および車両の始動ができます。

機能を ON にする場合

リモートキーを所持してドアを施錠/解錠し
ます（詳細は（47 ページ）および（49 ペー
ジ））を参照してください。

お願い

● リモートキーがドアハンドルまたは
ウィンドウに近すぎる場合は、機能
が有効にならないことがあります。

車両を始動する場合

リモートキーを携帯した状態でブレーキペ
ダルを踏みながら「スタート/ストップ」ボ
タンを押すと、車両を始動できます（詳細
は（103 ページ）を参照してください）。

アンテナの搭載位置

①室内アンテナ

②室外アンテナ

作動範囲

登録済みのリモートキーが作動範囲内にな
い場合は、スマートエントリー＆スタート
システム機能を使用できません。
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①機能が ON になる作動範囲—フロントド
アハンドルおよびテールゲートオープン/ク
ローズスイッチから約 1m の範囲内。

②機能が ON になる作動範囲—室内。

他車のリモートキーが、本車両のリモート
キーの近くにある場合は、ドアの解錠時間
が通常より長くなりますが異常ではありま
せん。

お願い

次の場合は、スマートエントリー＆ス
タートシステムが正常に作動しない場
合があります。

● 近くにテレビ塔、発電所、ラジオ放
送局などの強い電磁波を発生する施
設があるとき。

● リモートキーを、双方向無線電話や
携帯電話などの通信装置と一緒に携
帯しているとき。

● リモートキーが金属に接触したり、
覆われているとき。

● ドアハンドルを素早く操作している
とき。

● リモートキーがドアハンドルに近づ
いたとき。

● 近くにある別の車両の中で、ワイヤ
レスリモートコントロール機能を操
作しているとき。

● リモートキーのバッテリーが切れて
いるとき。

お願い

● リモートキーが、高電圧設備または
ノイズが発生する設備の近くにある
とき。

● リモートキーを、他車のスマートエ
ントリー＆スタートシステムのキー
や、無線電波を発する他の装置と一
緒に携帯しているとき。

● 作動範囲内であっても、一部の場所
（インストルメントパネルの上、グロ
ーブボックスの中、床、カップホル
ダー内、トランクルーム内）では、
リモートキーが正常に作動しないこ
とがあります。

● スマートエントリーシステムが正常に作
動せず車両に乗り込めない場合は、リモ
ートキーに内蔵されているメカニカルキ
ーで運転席側ドアの施錠/解錠を操作す
る、またはワイヤレスリモートコントロ
ール機能ですべてのドアの施錠/解錠を
操作できます。

● 「スタート/ストップ」ボタンを押しても
スタート機能が正常に作動しない場合
は、下記の要因が考えられます。

● リモートキーが作動せずにコンビネー
ションメーターのリモートキーシステ
ム警告灯が点灯し、コンビネーション
メーターに「キーのバッテリー残量が
少なくなっています」というメッセー
ジが表示されている場合は、リモート
キーのバッテリーが切れていることが
考えられます。

● スマートエントリー＆スタートシステム
が故障で正常に作動しない場合は、すべ
てのリモートキーをお持ちいただき、
BYD 正規ディーラーまたは BYD 指定サ
ービス工場で修理をしてください。

節電

● 運転していない場合でも、リモートキー
と車両は常に通信を行っています。その
ため、リモートキーを車内または車両か
ら 2m 以内に置かないでください。
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● リモートキーは長時間強い電磁波を受信
すると、バッテリーを急速に消耗するた
め、以下のような磁場を発生させる可能
性のある電気機器の近くに置かず、少な
くとも 1m 以上離れてください。

● テレビ

● パソコン

● 携帯の充電器

● 電気スタンド

● 電気蛍光灯スタンド

チャイルドロック

チャイルドロックは、リアシートに座って
いるお子様が不注意でリアドアを開けるの
を防ぐ機能で、チャイルドロックスイッチ
は運転席側ドアスイッチユニットにありま
す。

①左リアドアチャイルドロックボタン

②右リアドアチャイルドロックボタン

チャイルドロックボタン①または②を押す
と、対応するリアドアが車内から開けられ
なくなり、リアドアのパワーウィンドウス
イッチを操作しても、ウィンドウガラスの
開閉ができません。もう一度チャイルドロ
ックボタンを押してロックを解除するか、
車外のドアハンドルを使用してドアを開け
てください。

警告

● 特にお子様を乗せている場合は、ド
アが閉まりかつチャイルドロックが
作動していることを運転前に確認し
てください。

● シートベルトを正しく着用しチャイ
ルドロックを作動させることで、交
通事故によるドライバーや乗客の車
外放出を防止すると同時に、ドアが
不意に開くことも防止します。

シート

シートについて

● ペダル、ステアリングホイールおよびイ
ンストルメントパネル上のコントローラ
ーなどが、ドライバーの操作しやすい範
囲にあるように運転席シートを調節して
ください。

● 走行中、シートバックを垂直に立てるこ
とが、最も有効な保護対策です。身体を
シートバックにもたれるように座り、シ
ートベルトを適切な位置に調整してくだ
さい。

● 走行中はリアシートを倒さないでくださ
い。

● 走行中に移動しないよう、荷物は適切に
固定してください。荷物の積み込み高さ
はシートバックを超えないようにしてく
ださい。

● 頭部を保護するために、ヘッドレストを
適切な位置に調整してください。何らか
の理由でヘッドレストが動いた場合は、
こまめに調整し速やかに適切な位置に戻
してください。

警告

● 格納しているシートバックの上部、
トランクルームの中、荷物の上に座
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警告

らないでください。緊急ブレーキ時
や衝突発生時にシートに正しく座っ
ていない、シートベルトを正しく着
用していないと、重大な傷害を受け
るおそれがあります。

● シートの下にものを置かないでくだ
さい｡シートロック機構の機能に影
響を与えてシートが急に動き､車両
の制御不能につながるおそれがあり
ます。

● 手や指が挟まれるおそれがあるた
め、シートを調節するときは、シー
トの下に手を入れたり可動部品に近
づけたりしないでください。

● シートバックの角度を調節した後、
後ろへ身体を寄せてシートバックが
ロックされていることを確認してく
ださい。確実にロックされていない
と、緊急ブレーキや事故の原因とな
り傷害を受けるおそれがあります。

● 運転中または走行中はシートバック
を倒さないでください。シートベル
トの肩ベルト部分が正しく装着でき
ていない場合、事故発生時にドライ
バーや乗員が肩ベルト部分にぶつか
り、頚部などに重大な傷害を受ける
おそれがあります。また、腰ベルト
から滑り出して重大な傷害を受ける
おそれがあります。

● シートの思わぬ移動によって車両が
制御不能にならないように、走行中
は運転席のシートを調節しないでく
ださい。

● 乗員が正しく着座するまで、車両を
発進させないでください。

注意

● シートを適切な位置や角度に調節し
てから、シートベルトを着用してく
ださい。

注意

● シートを調節するときは、シートが
乗員または荷物に当たらないように
注意してください。

フロントシートの調節

フロントパワーシートの調節

フロントパワーシートの位置の調節は、シ
ートバック角度、シートの前後位置、シー
トクッションの高さ*、シートクッションの
角度*、レッグレスト、ランバーサポートの
調節*を含みます。車両に搭載されている機
能に応じて、次の調節方法で調整してくだ
さい。

①シートバック角度調節スイッチ

● 前後方向にシートバック角度調節スイッ
チの上端を操作すると、シートバックの
角度を調節することができます。

②シートポジション調節スイッチ

● 前後方向にシートポジション調節スイッ
チを操作すると、シートポジションを前
後方向に調節することができます。

● スイッチの先端を上下方向に操作する
と、シートクッションの角度を調節する
ことができます。

● スイッチの後部を上下方向に操作する
と、シートの高さを調節することができ
ます。

③レッグ当て部調節スイッチ
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● スイッチの先端部と後端部を押すと、レ
ッグレストの長さを調節することができ
ます。

④ランバーサポート調節スイッチ

● シートバックは、腰椎の弧度に合わせて
ランバーサポートを調節することができ
ます。

● スイッチの先端部と後端部を押すと、
弧度を調節することができます。

● スイッチの上側または下側を押すと、
上下方向に弧の長さを延ばすことがで
きます。

お願い

● スイッチから手を離すと、シートは
現在の位置に止まります。シートの
下にものを置かないでください。シ
ートの動作を妨げるおそれがありま
す。

● ヘッドライニングまたはサンバイザ
ーに当たるのを避けるために、フロ
ントシートの位置を調整するときは
前へ過剰にスライドさせないでくだ
さい。

メモリーシステム

メモリースイッチ

● ドライバーは、  → 車両設定 → シート
→ シート調整 の設定画面からメモリーポ
ジションを設定することができます。メ
モリーポジションは 2 つあります。

メモリー設定機能

● メモリー設定の条件

● 車両の電源ポジションが「ON」で、速
度が 0 の状態。

● シート、左右ドアミラーが希望の位置
に調節してある状態。

● シート、左右ドアミラーが動いていな
い状態。

● メモリー設定の操作方法

● マルチメディアのシート調整の設定画
面から、メモリースイッチ「1」または
「2」どちらかを長押しすると、シート
および左右ドアミラーポジションが記
録されて設定が完了します。

お願い

● 既にシートおよびドアミラーポジシ
ョンが設定されている場合は、現在
の設定情報に上書きします。

メモリーのスリープ解除機能

電源ポジション「OK」時のメモリーのスリ
ープ解除機能

● シフトポジションが「P」レンジで次の条
件を満たす場合、どちらかのメモリース
イッチを短く押すと、シートおよびドア
ミラーなどのメモリーのスリープ状態を
解除します。

● イモビライザーが作動していない。

● 速度が 0。
● メモリースイッチ信号が有効になって
いる。

● シート、左右ドアミラーが動いていな
い状態。

● 現在のメモリーウェイクアップ操作は、
次の方法で中断できます。

● 運転席調整スイッチのいずれかを押す
または回す。

● マルチメディアのシート調整の設定画
面から、いずれかのメモリースイッチ
を押す。

警告

● シートメモリー機能をウェイクアッ
プする前に、シートの周囲に障害物
がないことを確認してください。
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警告

● シートメモリー機能をウェイクアッ
プする際は、体のすべての部分がシ
ートの可動域に入らないようにして
ください。

● シート移動時の挟み込み防止のた
め、お子様にメモリースイッチを操
作させないでください。

シートウェルカム機能

● 自動後退

● ドライバーが車両に近づくとリモート
キーが車両を解錠します。ドライバー
が運転席のドアを開けシートが可動域
の前方部分にある場合、ドライバーが
乗り込みやすいようにシートが自動的
に後退します。

● 電源ポジションを「OK」から「OFF」
に切り替えシートが可動域の前方部分
にある場合、ドライバーが運転席側ド
アを開けると、ドライバーが降車しや
すいようにシートが自動的に後退しま
す。

● 自動前進

● 前回電源ポジション「OFF」時に自動後
退が作動し、かつ電源ポジション
「OFF」でドアを開けた後にシートの水
平方向を調整しなかった場合は、電源
ポジションを「OFF」から「OK」に切
り替えてドアを閉めると、シートが電
源ポジションを「OFF」にする前の位置
まで自動的に前進します。

● ドライバーが運転席側ドアを開けて自
動後退を作動させた後にシートの水平
方向を調整しなかった場合、電源ポジ
ションを「OK」から「OFF」に切り替
えドライバーが降りてドアを閉める
と、次の乗車に備えるためにシートが
電源ポジションを「OFF」にする前の位
置まで自動的に前進します。

● ユーザー設定

● 運転席のシートウェルカム機能は、 
→ 車両設定 → コンフォートドライビン
グ の設定画面から ON/OFF を設定する
ことができます。

● シートが自動的に後退しているときに
運転席側ドアを閉める、またはシート
が自動的に前進しているときに運転席
側ドアを開けると、シートのウェルカ
ム機能を中断することができます。

ベンチレーションヒーターシステム*
● ドライバーは、  → ベンチレーション/
ヒーター の設定画面から ベンチレーシ
ョンヒーターシステム の ON/OFF を設
定することができます。

● マルチメディアトップページのプルダウ
ンメニューから、シートベンチレーショ
ンヒーター*設定アイコンを呼び出すこ
とができます。

ベンチレーションシステムの調節*
● ベンチレーション：シートベンチレーシ
ョンスイッチを操作してファンの作動モ
ードを制御します。

● シートベンチレーションの作動モード
は 1 段、2 段、OFF から選択できます。

● OFF にすると、ベンチレーション機能
は OFF になります。

ヒーターシステムの調節*
● シートヒーター：シートヒータースイッ
チを操作してヒーターの作動モードを制
御します。

● シートヒーターの作動モードは 1 段、2
段、OFF から選択できます。

● OFF にすると、ヒーター機能は OFF に
なります。

ベンチレーション機能とヒーター機能を同
時に ON にした場合

● ベンチレーションが作動している状態で
シートヒーターを ON にすると、ベンチ
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レーションは停止しシートヒーターが作
動します。

● シートヒーターが作動している状態でベ
ンチレーションを ON にすると、シート
ヒーターは停止しベンチレーションが作
動します。

リアシートの収納

シートバック上の格納用ノブを持ち上げる
と、リアシートのシートバックを倒すこと
ができます。

注意

● シートバックを倒すまたは起こすス
ピードが速すぎると、リアシートお
よびシートバック上のシートベルト
の破損や機能の異常が起きるおそれ
があるため、リアシートを倒すまた
は起こすときは、ゆっくりと操作し
てください。

● リアシートを倒すまたは起こすとき
は、左右のシートベルトを挟まない
ようにしてください。挟まると、シ
ートおよびシートベルトの破損につ
ながるおそれがあります。

リア側ヘッドレストの調整

ヘッドレストを高くする

ヘッドレストを適切な位置まで引き上げ、
ロック音が聞こえたら手を離します。

ヘッドレストを低くする

ヘッドレスト高さ調節ノブを押したまま、
ヘッドレストを適切な位置まで下げてから
手を離します。その後、ヘッドレストを少
し引き上げてロック音が聞こえたら手を離
します。

ヘッドレストの取り外し

ヘッドレストの高さ調節ノブを押したまま
ヘッドレストを抜き出してからノブを離し
ます。

ヘッドレストの取り付け

ヘッドレストの足を元の位置に差し込み、
切り欠きが前に向くように保ちます。ヘッ
ドレスト高さ調節ノブを押したまま、ヘッ
ドレストを適切な位置まで下げてから手を
離します。その後、ヘッドレストを少し引
き上げてロック音が聞こえたら手を離しま
す。

お願い

● 首や頭部へのダメージを避けるた
め、ヘッドレストの中心が耳の上部
になるように位置を調節してくださ
い。

● ヘッドレスト調節後、調整した位置
で確実にロックされていることを確
認してください。

● ヘッドレストが装着されていない状
態で運転しないでください。

● ヘッドレストのステーにものを掛け
ないでください。
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ステアリングホイー
ル

ステアリングホイールコン
ビネーションスイッチ

1 車間距離 - ボタン

2 レバー

3 車間距離＋ボタン

4 ナビゲーションパイロットボタン

5 BYD アラウンドビューシステムボタ
ン

6 走行情報ボタン

7 左矢印ボタン

8 ホイールボタン

9 右矢印ボタン

10 メーター/リターンボタン

11 電話ボタン

12 音声制御ボタン

左側ボタン

レバー

● リセット/+：ACC を有効にして、前回の
システム設定値を呼び出します。
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● 設定/-：現在の速度を ACC の設定速度と
して設定します。

車間距離 - ボタン

● ACC 追従走行機能作動中に、前の車両と
の車間距離を 4 段切替で調整できます。
1 回押すと 1 段下がります。

車間距離＋ボタン

● ACC 追従走行機能作動中に、前の車両と
の車間距離を 4 段切替で調整できます。
1 回押すと 1 段上がります。

お願い

● アダプティブクルーズコントロール
機能の使い方については、（112 ペ
ージ）を参照してください。

ナビゲーションパイロットボタン

● ボタンを押すと、ナビゲーションパイロ
ットシステムの ON/OFF を設定すること
ができます。

BYD アラウンドビューシステムボタン

● ボタンを押すと、BYD アラウンドビュー
システムの ON/OFF を設定することがで
きます。

走行情報ボタン

● 短く押すと運転情報画面が切り替わり、
長押しすると関連する運転情報が消去さ
れます。

右側ボタン

ホイールボタン

● メーターメニューモード以外でのマルチ
メディア音量調節：

● 上方向にホイールを回す：最大音量に
なるまで音量を 1 段ずつ上げます。

● 下方向にホイールを回す：最小音量に
なるまで音量を 1 段ずつ下げます。

● ホイールを押す：ミュートモードにな
ります。

● メーターメニューモードでの調節：

● 上方向にホイールを回す：メーターメ
ニューモードでは、スクロールアップ
で第 2 階層/第 3 階層メニューを選び
ます。

● 下方向にホイールを回す：メーターメ
ニューモードでは、スクロールダウン
で第 2 階層/第 3 階層メニューを選び
ます。

● ホイールを押す：メーターメニューモ
ードでは、現在のオプションの詳細メ
ニューに入るか、現在の設定を確定し
ます。

注意

● メーターメニューモードを ON にす
ると、マルチメディアシステムはミ
ュートモードになります。マルチメ
ディアの音量を調節するときは、メ
ーターメニューモードを OFF にし
てください。

左矢印/右矢印ボタン

● ラジオモードの場合：

●  ボタンを押すと、前の放送局を選局
します。

●  ボタンを押すと、次の放送局を選局
します。

● マルチメディア USB/Bluetooth 音楽/サ
ードパーティ音楽 APP などのモードの
場合：

●  ボタンを短く押すと、前の曲を再生
します（曲番号－1）。

●  ボタンを短く押すと、Bluetooth 通
話記録、電話帳画面が表示されます。
スクロールアップで希望の項目を選び
ます。

●  ボタンを短く押すと、次の曲を再生
します（曲番号＋ 1）。
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●  ボタンを短く押すと、Bluetooth 通
話記録、電話帳画面が表示されます。
スクロールダウンで希望の項目を選び
ます。

● メーターメニューモードの場合：

●  ボタンを押すと、左へメインメニュ
ーおよびそのサブメニューを切り替え
ます。

●  ボタンを押すと、右へメインメニュ
ーおよびそのサブメニューを切り替え
ます。

メーター/リターンボタン

● コンビネーションメーターがメニューモ
ード以外のときにボタンを押すと、メー
ターメニューが表示されます。

● コンビネーションメーターがメニューモ
ードのときにボタンを押すと、前の画面
に戻ります。前の画面がないときは、メ
ニュー画面が閉じます。

● Bluetooth 通話画面の場合は、短く押す
と通話を終了できます。

電話ボタン

● ボタンを押すと、電話をかけるまたは受
けることができます（オーディオシステ
ムはミュートになります）。

● システムが Bluetooth と関係のない画面
を表示しており、Bluetooth を接続して
いない場合、ボタンを短く押すと電話機
選択メイン画面に切り替わります。
Bluetooth に接続されている場合は、ダ
イヤル画面に切り替わります。

● ダイヤル画面に電話番号を入力するか、
通話記録、電話帳画面で電話番号を選ん
でボタンを短く押すと、ダイヤル機能が
作動します。

● Bluetooth に接続した状態で、ダイヤル
画面に番号が入力されていない場合、ボ
タンを短く押すと通話記録画面の発信履
歴画面に直接切り替わります。再度押す
と、発信履歴画面の一番上の電話番号を
自動的にダイヤルします。

音声制御ボタン

● ボタンを押すと、マルチメディアタッチ
スクリーンに音声制御ウィンドウが表示
されて、音声コマンドを入力できます。

● 再度ボタンを押すと、音声制御が閉じま
す。

ホーンボタン

● ホーンのパッド面を押すと、ホーンが鳴
ります。手を離すと、ホーンが止まりま
す。

注意

● 長時間ホーンのパッド面を押さない
でください。ホーンの破損につなが
るおそれがあります。

お願い

● 交通ルールを守り、ホーンを適切に
使ってください。

ステアリングホイールの調
節

ステアリングホイールの手動調節

● ステアリングホイールの角度を調節する
ときは、ステアリングホイールを握りな
がら次の操作を行います。

● ステアリングホイールの調節レバーを
下に押し、ステアリングホイールを任
意の角度と軸方向の位置に調節した
後、レバーを元の位置に戻します。
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警告

● 走行中にステアリングホイールの調
節をしないでください。操縦を誤
り、思わぬ事故を起こすおそれがあ
ります。

● ステアリングホイールを調節した
後、上下方向に動かして確実に固定
されていることを確認してくださ
い。

パワーステアリングモード

● パワーステアリングの感触は、人によっ
て異なります。ドライバーにより、パワ
ーステアリングの感触の評価やニーズも
異なります。

● ドライバーは、  → 車両設定 → インテ
リジェントシャーシ の設定画面からス
テアリングアシストモードを選択し、コ
ンフォートまたはスポーツの 2 つから設
定することができます。

お願い

● 高速走行時にステアリングが軽く感
じる場合は、ステアリングアシスト
の設定をスポーツモードに設定する
ことをおすすめします。パワーステ
アリングモードは、通常地形モード、
ELKA が OFF、車両が直進し車速が
80km/h 未満の場合にのみ設定する
ことができます。

ステアリングホイールヒーター機能*
ステアリングホイールのヒーター機能は、
次の方法で ON にします。

1. ドライバーは、  → ベンチレーション/
ヒーター の設定画面から、ステアリング
ホイールヒーターの ON/OFF を設定する
ことができます。

2. プルダウンメニューから、換気/暖気のア
イコンをクリックして設定画面に進みま
す。

3. 音声制御：音声機能を起動して、ステア
リングホイールのヒーターの ON/OFF を
設定することができます。

スイッチ

ライトスイッチ

ライトスイッチを  に回すと、デイタイム
ランニングライト以外のすべてのライトが
消灯します。

オートライト

ライトスイッチを  に回すと、ポジション
ランプとロービームが照度センサーで周囲
の明るさを取得し、自動的に ON/OFF を制
御します。
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お願い

● 照度センサーは、インストルメント
パネルの上端部にあります。センサ
ーが遮られたり、液体がかかったり
することを避けてください。

ポジションランプ

ライトスイッチを  に回すと、フロント
ポジションランプ、リアポジションランプ
とライセンスプレートランプが点灯しま
す。

ロービーム

ライトスイッチを  に回すと、ロービーム
が点灯します。

リアフォグランプ

ライトスイッチを  に回し、リアフォグラ
ンプスイッチを  に回すと、リアフォグラ
ンプが点灯します。

ハイビーム

ライトスイッチを  」に回し、ライトスイ
ッチレバーを前方に押すと（ステアリング
ホイールから離れる方向）、ハイビームが点
灯します。ライトスイッチレバーをリセッ
トすると、ハイビームが消灯します。

パッシングライト
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ライトスイッチのレバーを手前（ステアリ
ングホイールに近づける方向）に引くと、
パッシングライトが点灯し、手を離すとラ
イトスイッチは自動的に戻り、パッシング
ライトが消灯します。

ターンシグナルランプ

● コンビネーションスイッチのレバーを上
方向に上げると、左ターンシグナルラン
プとコンビネーションメーターの方向指
示表示灯が同時に点滅します。

● コンビネーションスイッチのレバーを下
方向に下げると、右ターンシグナルラン
プとコンビネーションメーターの方向指
示表示灯が同時に点滅します。

注意

● ターンシグナルランプをつけた後に
手を放しても、ターンシグナルラン
プは点滅し続けます。曲がり切って
からは、自動的に消灯します。ドラ
イバーの運転の違いにより、特別な
ケースでは、ハンドルを 1 回転させ

注意

ないとリセットしない場合がありま
す。

オート OFF 機能

● オート OFF 機能の作動条件：ライトスイ

ッチを  、または  に回し、電源を
「スタート」から「ストップ」に切り替え
ると ON になります。

● オート OFF 機能が ON の状態で運転席
側ドアが閉まっていると、オート OFF 機
能により、10 秒後に点灯中のヘッドライ
ト、ポジションランプ、リアフォグラン
プ、ハイビームが消灯します。

● オート OFF 機能が ON の状態で運転席
側ドアが開いていると、オート OFF 機能
により点灯中のヘッドライト、ポジショ
ンランプ、リアフォグランプ、ハイビー
ムが 10 分後に消灯します。

● 自動で消灯した後にライトスイッチのポ
ジションを切り替えた場合、切り替えた
ポジションに応じてライトが点灯しま
す。このとき、オート OFF 機能の作動条
件が揃うと、再度オート OFF 機能が作動
します。

● オート OFF 機能の解除：車両の電源を入
れると、オート OFF 機能が OFF になりま
す。ライトスイッチは、通常通り操作で
きます。

● オート OFF 機能によりランプが消灯し、
イモビライザー作動後に再度イモビライ
ザーを OFF にした場合、消灯したランプ
が自動的に再度点灯します。運転席側ド
アを開けていなければ、オート OFF 機能
によりランプが 10 秒後に再度消灯しま
す。ドアを開けると、オート OFF 機能に
よりランプが 10 分後に消灯します。

ヘッドライト残照機能

● コンビネーションスイッチを「  」、「
 」または「  」に切り替え、ドラ
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イバーが電源ポジションを「OFF」にし、
4 つのドアを施錠してから車から離れる
と、対応するランプが 10 秒（または設定
時間）点灯し、照明を提供します。

● ユーザーは、マルチメディア  → 車両
設定 →照明画面で、降車後のヘッドライ
ト点灯機能を設定します。点灯時間の初
期値は 10 秒です。

ヘッドライトの高さ調節

● ロービームが ON の場合、  → 車両設
定 → 照明 → ヘッドライト高さ の設定画
面からヘッドライトの高さを調整するこ
とができます。

● 車両により負荷状況が異なる場合がある
ため、実際の状況に応じて調整してくだ
さい。

ワイパースイッチ

● レバーを上げるまたは押してワイパーを
調整します。レバーは 5 段階で切り替え
できます。

●  ：高速モード

●  ：低速モード

●  ：オートワイパー/間欠モード

●  ：停止

●  ：ミストモード（  の位置からレ
バーを押し下げると、レバーを離すま
で低速でワイパーが連続作動する。）

オートワイパー/間欠モード

● 雨量センサーは、雨量に合わせて自動で
ワイパーの作動を制御します。センサー
はフロントガラス室内側のルームミラー
前側に搭載しています。

● オートワイパーを使用するときはレバー
をオートワイパーの位置に切り替え、 
→ 車両設定 → コンフォートドライビング
の設定画面から、オートワイパーを ON
にしてください。

● 間欠モードを使用するときはレバーをオ
ートワイパー/間欠モードの位置に切り
替え、  → 車両設定 → コンフォートド
ライビング の設定画面から、オートワイ
パーを OFF にしてください。

● 実際の雨の状況に応じてノブを回し、雨
量センサーの感度を 4 段階で設定できま
す。

● アップ：雨量センサーの感度を下げま
す。

● ダウン：雨量センサーの感度を上げま
す。
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フロントワイパーおよびウォッシャ

● フロントガラスを洗浄する場合は、レバ
ーを手前（ステアリングホイールに近づ
ける方向）に引きます。ウォッシャ液が
噴射すると同時にワイパーが作動しま
す。

● レバーを離すとウォッシャ液の噴射が止
まり、ワイパーが 2 回作動してから止ま
ります。

注意

● 車両を洗浄する際、砂ぼこりの多い
環境、雨の降っていない状況、また
はフロントガラスに氷や雪が付着し
ている場合は、オートワイパーをオ
フにしてください。ワイパーが意図
せず作動し、損傷や怪我の原因とな
るおそれがあります。

● オートワイパーは補助機能です。走
行状況に応じて、必要に応じ手動で
操作し、安全運転を確保してくださ
い。

運転席側ドアスイッチユニ
ット

パワーウィンドウスイッチ

● 車両の電源ポジションが「OK」の状態で
各ドアのパワーウィンドウスイッチを操
作すると、ウィンドウガラスの開閉操作
ができます。電源ポジションを「OFF」
にすると、ウィンドウガラスの開閉操作
ができなくなります。

運転席側パワーウィンドウスイッチ

パワーウィンドウスイッチは、図①および
②のように 2 段階で操作します。

手動開閉

● パワーウィンドウスイッチをポジション
①の位置で押し続けるとウィンドウガラ
スが下がり続け、手を離すと止まります。
パワーウィンドウスイッチをポジション
①まで引き上げ続けるとウィンドウガラ
スが上がり続け、手を離すと止まります。

自動開閉

● パワーウィンドウスイッチをポジション
②まで押してから手を離すと、ウィンド
ウガラスが自動で下がります。パワーウ
ィンドウスイッチをポジション②まで引
き上げてから手を離すと、ウィンドウガ
ラスが自動で上がります。

挟み込み防止機能

● ウィンドウガラス上昇中に人やものが挟
まれると、ウィンドウガラスの上昇が止
まり、自動的に下がります。

挟み込み防止機能の初期化

● ウィンドウガラス上昇または下降中に起
動バッテリーの接続を解除すると、ウィ
ンドウガラスの自動上昇および挟み込み
防止機能が無効になります。

● ウィンドウガラスを全閉位置にした状態
でパワーウィンドウスイッチを引き上
げ、0.4 秒以上保持してから離します。
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警告

生命にかかわる重大な傷害を防止する
ために、ウィンドウガラスを閉じる場
合は下記の注意事項を守ってくださ
い。

● ウィンドウガラスを操作するとき
は、ドライバーや乗員の身体が挟ま
れないようにきちんと確認してから
操作してください。

● 絶対に、お子様にパワーウィンドウ
を操作させないでください。

注意

● 挟み込み防止機能の初期化を頻繁に
行うと、パワーウィンドウモーター
の過熱保護機能が作動します。

● 身体の一部で、挟み込み防止機能を
故意に作動させないでください。

● ウィンドウガラスが閉まり切る直前
に挟まれたとき、ものによっては、
挟み込み防止機能が作動しないおそ
れがあります。

● ウィンドウガラス自動上昇機能と挟
み込み防止機能が作動しない場合
は、BYD 正規ディーラーまたは BYD
指定サービス工場に点検を依頼して
ください。

電源ポジション OFF 後の作動機能

● 電源ポジション「OFF」後にフロントド
アを開けていない場合、10 分間はウィン
ドウガラスの開閉操作ができます。フロ
ントドアを開けると開閉操作ができなく
なります。

警告

● パワーウィンドウを閉じるときは、
ウィンドウガラスで手や指を挟まな
いようにしてください。

集中ドアロック

運転席側のドアには電動ドアロックを搭載
しています。2 つのボタンですべてのドア
の施錠や解錠ができます。

①解錠

「集中ドアロック解錠」ボタンを押すと、す
べてのドアが同時に解錠され、施錠の赤の
表示灯が消灯します。

②施錠

「集中ドアロック施錠」ボタンを押すと、す
べてのドアが同時に施錠され、施錠の表示
灯が赤く点灯します。

助手席側パワーウィンドウ
スイッチ

車両の電源ポジションが「OK」の場合は、
助手席およびリアドアのウィンドウスイッ
チで、助手席側ウィンドウガラスおよびリ
アウィンドウガラスの上昇/下降を操作でき
ます。
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走行距離切替スイッチ

● 「走行距離切替」スイッチを押すと、
「odo」——「TRIP A」——「TRIP B」
——「odo」の切り替えができます。同
時に、コンビネーションメーターには切
替状態が表示されます。

● 「TRIP A」、「TRIP B」を長押しすると、走
行距離がリセットできます。

運転支援スイッチユニット

運転支援スイッチユニットはブラインドス
ポットインフォメーションスイッチとオー
トビークルホールドスイッチを含みます。

①ブラインドスポットインフォメーション
スイッチ

ボタンを押して、ブラインドスポットイン
フォメーション機能を ON にします（詳細は
（127 ページ）を参照してください）。

②オートビークルホールドスイッチ

ボタンを押して、オートビークルホールド
機能を ON にします（詳細は（70 ページ）
を参照してください）。

モードスイッチユニット

回生ブレーキモードの変更

● 前方向にレバーを操作すると、回生ブレ
ーキの効きが強くなります。

● 後方向にレバーを操作すると、回生ブレ
ーキが通常になります。

運転モードの変更

● 運転モードにはコンフォート、エコ、ス
ポーツ、スノーがあります。走行モード
変更レバーを操作して、各種走行モード
に変更できます。
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スノーモード

● スノーモードは滑りやすい路面（草、雪、
氷や砂利などで覆われている路面）に適
用し、車両のけん引、走行、操縦性を最
適化できます。

● 運転の安全性を確保し車速を抑えるた
め、スノーモードを ON した後も濡れた
路面ではアクセルペダルをゆっくりと踏
んでください。

注意

● ESC を有効にしている場合は、車両
の出力トルクを制限することがあり
ます。車両が積雪でスタックした場
合、一時的に ESC を OFF にするこ
とでスタックから脱出できる可能性
があります。スタックから脱出した
後は、ESC を再度 ON にしてくださ
い（詳しくは（137 ページ）を参照
してください）。

ハザードランプスイッチ

 スイッチを押すと、すべてのターンシグ
ナルランプが点滅すると共に、コンビネー
ションメーター内の方向指示表示灯が点滅
します。再度  スイッチを押すと、点滅が
止まります。

サンシェードの開/閉
サンシェードを開ける

● サンシェードオープンボタン①を押し続
けると､サンシェードが開きます。途中
でボタンを離すと、現在の位置で止まり
ます。

● サンシェードオープンボタン①を押した
直後に離すと、サンシェードは自動で開
きます。途中でボタン①またはボタン②
を押すと､現在の位置で止まります。

サンシェードを閉める

● サンシェードクローズボタン②を押し続
けると､サンシェードが閉まります。途
中でボタンを離すと、現在の位置で止ま
ります。

● サンシェードの初期化をしている場合、
サンシェードクローズボタン②を押した
直後に離すと、サンシェードが自動で閉
まります。途中でボタン①またはボタン
②を押すと、現在の位置で止まります。

挟み込み防止機能

● サンシェードを閉める途中で人やものが
挟まれた場合、サンシェードが自動的に
止まり、反対方向に少し開きます。

初期化方法

1. サンシェードオープンボタン①を押す
と、サンシェードが全開位置に移動しま
す。

2. サンシェードクローズボタン②を長押し
するとサンシェードが上部まで移動し、
7 秒間保持してから離します。
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注意

● サンルーフサンシェードの開閉中
は、サンシェードの破損を避けるた、
サンシェードに強い外力を与えない
でください。

自動緊急通報システム E-
Call
①E-Call 状態表示灯

②SOS ボタン

● E-Call とは、緊急通報システム
（Emergency Call）のことです。E-Call
は、ルームミラー付近にある SOS ボタン
を 1～10 秒間操作すると作動します。

SOS ボタンを 10～20 秒間長押しする
と、E-Call は作動しません。

● 誤って SOS ボタンを押してしまった場
合は、5 秒以内に再度 SOS ボタンを押す
とキャンセルすることができます。

● エアバッグが展開した場合、E-Call は自
動的に作動します。

● E-Call が作動すると自動的に緊急通報を
行い、関連の車両・事故情報を緊急通報
受付センターに発信します。

注意

● SOS ボタンを 20 秒以上押し続ける
と、SOS ボタンがショートした（ボ
タン引っかかりの状態）と判断され
るため、手動操作しても E-Call が作
動しません。

● E-Call を発信すると、手動操作でキ
ャンセルすることができなくなりま
す。緊急通報受付センターが緊急通
報を切る、または 10 回以上連続で
発信しても繋がらない場合は、シス
テムは 60 分間コールバック待ち状
態に入ります。

作動状態 LED 表示灯 ブザー

車両の電源が入っていない、
または E-Call に重大な故障が

ある
消灯 \

車両起動時のセルフテスト中 速く点滅-2Hz \
車両の電源ポジションが ON
にあり、E-Call のセルフテス

トで異常がない

セルフテストで異常が検出さ
れず、常時点灯 \

E-Call 発信中 点滅-1Hz ブザーが 1 回鳴る

E-Call 音声通話接続中 点滅-1Hz ブザーが 1 回鳴る

E-Call 音声通話終了 常時点灯 音声通話が切れ、ブザーが 2
回鳴る
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作動状態 LED 表示灯 ブザー

コールバック中（デフォルト
で 60 分間） 常時点灯 \

ルームランプスイッチ

● ルームランプスイッチをタッチすると、
対応する室内灯が点灯または消灯しま
す。

フロントルームランプスイッチ

サイドルームランプスイッチ

お願い

● すべての電源ポジションでも、ドア
が開いている状態でスイッチに触る
と、ルームランプの高照度・低照度
を切り替えることができます。

● 車両の電源ポジションが「OFF」ま
たは DOOR スイッチが ON の場合、
ドアが開いた状態で一定時間が経過
すると室内灯が消灯します。

アンビエントライト

● ドライバーは、  → 車両設定 → 照明 →
アンビエントライト の設定画面から、ア
ンビエントライト色調、明るさ、対象場
所の設定ができます。
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充電/放電について

充電について

充電に関係する警告

● 充電設備は高電圧が掛かっているため、
お子様だけで充電をしたり充電設備を使
ったりしないでください。また、充電中
はお子様を充電設備に近づけないでくだ
さい。

● 充電が医療電子機器や植え込み型電子機
器に与える影響については、電子機器メ
ーカーへ確認してから充電作業を行って
ください。

● 安全な場所で充電してください（液体、
火元、熱源などがある環境を避けるな
ど）。

● 雨の中で充電するときは、水が掛から
ないように充電装置を保護してくださ
い。

● 充電前の設備点検および操作について

● 給電設備、充電コネクタ、充電ポート、
車載充電ケーブルなどに、ケーブルの
摩耗やポートの錆び、ケースの割れま
たはポート内の異物付着などの異常が
ないことを確認してください。

● プラグやソケット、充電コネクタ、充
電ポートの金属端子が錆びや腐食で破
損している、または緩みがある場合は、
充電しないでください。

● プラグやソケット、充電コネクタ、充
電ポートが汚れたり濡れたりしている
場合は、乾燥している清潔な布で拭い
てください。

● 規格に適合する充電設備で充電してくだ
さい。

● 故障や火災を防ぐため、充電設備およ
び関係ポートの改造や取り外し、修理
はしないでください。故障していると
きは、は BYD 正規ディーラーまたは

BYD 指定サービス工場に連絡してくだ
さい。

● 安全基準を満たさない、または潜在的
危険性がある充電設備で充電しないで
ください。また、充電中はお子様やペ
ットを充電設備に近づけないでくださ
い。

● 感電による傷害につながるおそれがある
ため、手が濡れている状態で操作しない
でください。

● 充電中に車両や充電設備に異常が見つけ
た場合は、ただちに充電を停止して BYD
正規ディーラーまたは BYD 指定サービ
ス工場に連絡してください。

● 車両の破損を防ぐため、充電時は下記の
内容に注意して充電してください。

● 車両側の充電ポートを破損するおそれ
があるため、充電コネクタを揺らさな
いでください。

● 雷雨時はバッテリーを充電しないでく
ださい。落雷による車両の破損につな
がるおそれがあります。

● 充電中は、モータールームを開ける必要
がある修理をしないでください。

● 感電による傷害につながるおそれがある
ため、濡れた手や水の中などに入った状
態で充電設備を切り離さないでくださ
い。

● 発進する前に、充電設備が充電ポート
から切り離されていることを確認して
ください。

車両と充電インフラの適合性*
● このマークは、車両の充電ソケット、現
地の充電インフラコンポーネント（充電
ステーション、ソケット）、および充電ケ
ーブルにあります。
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● このマークは、DIN EN 62196 に適合した
標準化された充電システムを表します。

充電上のご注意

● コンビネーションメーター内のパワーバ
ッテリー残量（SOC）表示が赤いエリア
にある場合は、パワーバッテリーの残量
が低下しています。パワーバッテリーの
寿命および運転の快適さに影響を与える
おそれがあるため、早めに充電してくだ
さい。

● 家庭用携帯式 AC 普通充電とは、AC 充電
装置で充電することです。ハイパワー充
電による回路焼損や自動保護トリップが
発生し、他の設備利用に影響を与えるこ
とを避けるため、ソケットは現地規格に
適合する専用交流回路と電源ソケットを
使用してください。

● 充電設備の破損を防ぐために（充電設備
利用上のご注意）：

● 充電設備に衝撃を与えないでくださ
い。落下や外部からの衝撃などによる
機械的破損がないように注意してくだ
さい。

● 充電設備をヒーターや他の熱源の近く
に置かないでください。

● 充放電設備は落下させることがないよ
うに、注意してご使用ください。移動
するときは、直接ケーブルを引っ張ら
ないでください。

● 充電前に車両の電源ポジションを「OFF」
にしてください。

● 充電前に充電コネクタを挿し込む：

● 充電前に、充電コネクタと充電ポート
に異物が付着していないこと、充電コ

ネクタ端子の絶縁キャップに緩みや変
形がないことを確認します。

● 充電コネクタを持ち、充電ポートに合
わせてから押し込み、充電ポートに確
実に取り付けます。

● 充電完了後に充電コネクタを抜き出す：

● 充電を停止し、充電ポートのロックが
解錠されていることを確認します。

● 充電コネクタを持って抜き出します。

● 充電ポートがロックされたまま充電コ
ネクタを抜き出さないでください。充
電ポートを破損させるおそれがありま
す。

● 充電上のご注意：

● 充電中に車両を始動してエアコンを使
用できますが、充電電力を確保するた
め、エアコンを使用しないことをおす
すめします。

● 充電時、乗員は車両から降りて、

● 換気の良い場所に車両を止めてくださ
い。

● パワーバッテリーがフル充電になると、
システムが自動的に充電を停止します。
充電ポートには盗難防止ロックが装備さ
れているため、ロックを解錠してから充
電コネクタを抜き出してください。

● 充電を早く完了させる場合は、AC 充電ス
タンドまたは DC 充電器を OFF にしてか
ら充電装置を切り離してください。家庭
用 AC 普通充電を利用完了後、車両側の
充電コネクタを切り離してから電源側の
プラグを抜き出してください。

● 充電完了後に充電コネクタを抜き出し、
充電ポートキャップおよび充電ポートフ
ラップを確実に閉めてください。水や異
物が充電ポートに入ると正常に使用でき
なくなるおそれがあります。

● DC 充電の場合、充電スタンドの充電能力
を認識して充電スタンドの出力能力を最
大限に引き出し、より良い充電経験をも
たらすために、認識する間は DC 充電の
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電力は小さくなります（モーターによる
DC ブーストチャージ方式のみ）。

● 車両を始動させる前に、充電装置が切り
離されていることを確認してください。
充電装置のロック機構がきちんとかかっ
ていない状態でも走行できてしまうた
め、充電装置および車両の破損につなが
るおそれがあります。

● バッテリー温度が低すぎるまたは高すぎ
る場合、バッテリーの充電性能に影響を
与えるおそれがあります。

● 低温環境で充電する場合、温度コント
ロールシステムでバッテリー低温時の
充電能力を改善させることができま
す。充電スタンド出力の制限により充
電時間や加熱時間が延び、加熱による
電気消費が増えますが異常ではありま
せん。

● DC 充電時に低温環境で残量が多い場
合は、バッテリーの低温特性により充
電電流が小さくなります。残量が少な
い状態でバッテリーを充電すると、充
電速度を上げることができます。

● 利便性向上のために、車両を使用した
直後に充電することをおすすめしま
す。使用直後は、バッテリーの温度が
相対的に高く充電性能が優れていま
す。

● 外気温度が低い場合は、暖房のついた
室内で充電するようおすすめします。

● 外気温度が高い場合は、風通しの良い
冷暗所で充電するようおすすめしま
す。

● パワーバッテリーシステムが長期間フル
充電されていない場合、コンビネーショ
ンメーターに「パワーバッテリーのバラ
ンスが自動的に取れるようにフル充電し
てください」というメッセージが表示さ
れる場合があります。バッテリーの寿命
を延ばすため、速やかに車両をフル充電
してください。

● 低温環境で充電中にエアコンを使用する
場合、バッテリー温度コントロールシス

テムの性能および充電性能に影響を与え
るおそれがあります。

● 充電中にバッテリー温度コントロールシ
ステムが作動した場合、コンビネーショ
ンメーターで表示する充電電力が、一時
的に変動して表示されることがあります
が異常ではありません。

● バッテリーを長持ちさせるため、充電完
了前にバッテリー補正機能が作動するこ
とがあります。バッテリー補正機能が作
動すると、充電時間が長くなることがあ
ります。

● 高温環境で DC による高出力充電を行う
場合は、バッテリー温度コントロールシ
ステムの充電性能がエアコンの使用によ
り低下し、充電時間が長くなることがあ
ります。充電効率を確保するため、充電
中はエアコンを使用しないことをおすす
めします。

● 充電中に暖房や冷房を使用すると、充電
時間が長くなり充電中の消費電力も増え
ますが異常ではありません。

● 充電中および充電終了後しばらくの間は
バッテリー冷却システムが作動するた
め、コンプレッサーやファンなどの作動
音がモータールームから聞こえますが異
常ではありません。

● 充電中は、コンビネーションメーターに
フル充電までの目安時間が表示されま
す。温度や残量または充電施設などによ
り、フル充電目安時間は多少異なります
が異常ではありません。充電が完了する
までは、コンビネーションメーターに「計
算中...」と表示されますが異常ではあり
ません。

● 充電ポートフラップが天候などにより凍
り付いた場合は無理に開けないでくださ
い。

● 車両を長期間使用しない場合は、フル充
電してから利用することをおすすめしま
す。パワーバッテリーを長持ちさせるた
め、放置期間中は、3 ヶ月毎に充電する
ことをおすすめします。
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お願い

● 充電ポートフラップが解錠されるま
では、充電ポートフラップを強制的
に開けないでください。

● 充電ポート盗難防止ロックを解錠せ
ずに充電コネクタを強制的に挿し込
む、または抜き出さないでください。

● 充電ポートキャップを外した状態で
充電ポートフラップを閉じないでく
ださい。

● 充電中、放熱ファンとエアコンのコ
ンプレッサーがパワーバッテリーの
加熱や冷却の必要性により、自動的

お願い

に作動することがありますが異常で
はありません。

充電モード

● 充電予約（AC 充電のみ）：ドライバーが
設定している充電時間でバッテリーを充
電します。詳細は（85 ページ）を参照
してください。

● 即時充電：充電コネクタに接続する、ま
たは操作が行われると、充電が開始され
ます。

一般充電故障の診断

症状 考えられる原因 対処方法

充電できな
い。充電装置
に接続してい
るが、充電が
開始されない

パワーバッテリーがフル
充電になっている

パワーバッテリーがフル充電になっている場合、自
動的に充電を停止します。

パワーバッテリーの温度
が高すぎる/低すぎる

車両を適切な温度環境の場所に停車し、パワーバッ
テリーの温度が正常になるのを待ってから充電し
てください。

起動バッテリーが過放電
になっている 起動バッテリーを交換してください。

充電設備が故障している
充電設備の電源表示灯が正常に点灯していない、ま
たはその他の異常表示がないかを確認し、別の充電
設備で充電を行うかスタッフにご連絡ください。

車両表示の故障

コンビネーションメーターに充電システム故障メ
ッセージが表示されている場合は、充電を停止して
BYD 正規ディーラーまたは BYD 指定サービス工場
に連絡してください。

充電が途中で
止まった

交流回路が停電している 一定時間内に送電網が復旧すると、充電が自動的に
再開されます。

充電コネクタがきちんと
接続されていない

充電コネクタが確実に接続されていることを確認
してください。

パワーバッテリーの温度
が高すぎる

コンビネーションメーター内のパワーバッテリー
過熱警告灯が点灯すると、充電が自動的に止まりま
す。バッテリーを冷却してから充電を再開してく
ださい。
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症状 考えられる原因 対処方法

車両や充電スタンドが故
障している

充電スタンドや車両に不具合がある場合は、BYD 正
規ディーラーまたは BYD 指定サービス工場に連絡
してください。

充電方法

● 充電前の点検：

● 充電装置のキャビネットの割れ、ケー
ブルの摩耗、プラグの錆、または異物
の付着などの異常がないことを確認し
ます。

● 充電コネクタを挿し込んでも緩みがあ
る場合は、充電しないでください。

● 充電ポートに水または異物がない、金
属端子に錆や腐食がないことを確認し
ます。

● 上記のことがあるときは充電しないでく
ださい。ショートや感電などにより、身
体に危害を与えるおそれがあります。

家庭用 AC 普通充電

1. 充電器について

● 車両と規格に適合するコンセントを接続
し、バッテリーを充電します。仕様は、
AC200V です。

● 高出力充電による回路焼損や自動保護ブ
レーカーが誤作動し、他の設備に影響を
与えることを避けるため、ソケットは規
格に適合する家庭用コンセントを選択し
てください。

● 車載された装置は AC200V 用で、規格に
適合する給電プラグ、充電コネクタ、コ
ントロールボックス、充電ケーブルで構
成された、Mode2 タイプです。給電プラ
グを家庭用コンセントに挿し込み、充電
コネクタを車両の充電ポートに挿し込み
ます。

● 充電時間：コンビネーションメーターま
たはマルチメディアに表示する充電時間
についてのご注意を参照してください。

警告

● 充電に関係する警告の詳細は、充電
機器の説明書に記載の充電に関する
警告を参照してください。

● 最大周囲温度：最大 60℃までとし、
充電装置を使わないときは、乾燥し
た冷暗所に保管してください。

● 充電中、充電装置をトランクルーム
や車両前部の下、タイヤの近くに置
かないでください。

● 使用中は、車両にひかれたり地面に
落としたり、人に踏まれることがな
いようにしてください。

● 後付けの電線やアダプター/コンバ
ーターを使わないでください。変換
のために後付け部品が必要な場合
は、適切な線径（≧1.5mm²の電線）
を選定し、仕様に合ったアダプター/
コンバーターを使用してください。

● 家庭用給電コンセントのコードが柔
らかくなった場合や、充電コネクタ
ケーブルの摩耗、絶縁層の破裂やそ
の他の破損がある場合は、充電設備
を使用しないでください。

● 充電コネクタ、給電プラグ、家庭用
コンセントの断線や破裂、または表
面の破損がある場合は、充電設備を
使用しないでください。

● 充電ポートフラップの故障を防ぐた
め、必要以上に充電ポートフラップ
を開閉しないでください。充電ポー
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警告

トフラップを開閉する間隔は 1 秒
以上にすることをおすすめします。

注意

● 充電中の放熱性が悪くなるため、充
電ケーブルを巻いたまま使用しない
でください。

● 充電に関係する注意事項の詳細は、
「充電/放電について」を参照してく
ださい。

お願い

● BYD 正規ディーラーまたは BYD 指
定サービス工場や認定技術者に連絡
し、充電設備の要求事項に従い、適
切な電源を選択してください。

● 充電設備のアースについて：設備の
アース工事を確実にしてください。
充電設備に故障や破損が起きた場
合、アース線は最小抵抗の回路を介
して電流を逃し、感電の危険性を下
げます。装置には、装置の接地点と
電源プラグの接地点を接続するアー
ス線が装備されています。電源プラ
グを正しく設置し、適切に接地され
た電源ソケットに適合している必要
があります。

2. 充電する

● ドアロックを解錠している状態で電源ポ
ジションを「OFF」にし､充電ポートフラ
ップを押し込むと充電ポートフラップが
自動で開きます。

● 充電ポートキャップと充電コネクタのカ
バーを開け（実際の仕様を参照してくだ
さい）、充電コネクタのプラグと車両側コ
ンセントの間に、障害物がないかを確認
します。

お願い

● 充電ポートフラップが解錠されるま
では、充電ポートフラップを強制的
に開けないでください。

● 天候などにより充電ポートフラップ
が凍り付いた場合は、強引に開けよ
うとせず温水で溶かしてから開けて
ください。

● 給電ポート側の接続：

● Mode2 タイプの給電プラグを家庭用コ
ンセントに挿し込みます。

● 車両側の接続：

● 充電コネクタを車両側充電ポートに確
実に挿し込んでください。
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● 充電コネクタを適切に挿し込むと、コ
ンビネーションメーターの充電接続表
示灯  が点灯します。

お願い

● 充電ポート盗難防止ロックを解錠せ
ずに、充電コネクタを挿し込まない
でください。

● 充電中は、コンビネーションメーターに
関連する充電パラメーターと充電画面が
表示されます。

● このとき、マルチメディアの設定から
充電を予約することができます。詳細
は（85 ページ）を参照してください。

お願い

● 充電中は、コンビネーションメータ
ーにフル充電までの目安時間が表示
されます。 目安時間は、温度や残
量、充電施設などにより多少増減を
しますが異常ではありません。

● バッテリー残量が少ない場合、予約
充電は使用できません。

3. 充電を停止する

● 充電が完了する：

● フル充電になると、自動的に充電が完
了します。

● 早めに充電を終了する場合は、下記の
手順を行ってください。

● 充電ポートの接続を切る：

● リモートキーの「アンロック」ボタン
またはドアハンドルのマイクロスイッ
チを押してから（リモートキーが近く
にある場合）、充電コネクタを抜き出し
てください。

お願い

● 車両を解錠した状態でリモートキー
の「アンロック」ボタンを押す（電
源ポジション「OFF」で充電すると
き）、またはドアハンドルのマイクロ
スイッチを押します（リモートキー
が近くにあるとき）。

● 充電ポート盗難防止ロック機能が作
動している場合は、充電コネクタを
抜き出す前に車両を解錠し、充電ポ
ート盗難防止ロック機能を解錠後、
30 秒以内に充電コネクタを抜き出
してください。抜き出さないと、充
電ポート盗難防止ロック機能作動し
て再度施錠します。

● 盗難防止ロックの作動モードは、マ
ルチメディアで設定することができ
ます。設定手順の詳細は、（89 ペ
ージ）を参照してください。

● ロック解錠操作をしても充電コネク
タが抜き出せない場合は、解錠操作
を数回繰り返してください。それで
も抜き出せないときは、非常解錠の
操作をしてください。操作手順は
（90 ページ）を参照してください。

● 充電ポート盗難防止ロック機能を
OFF にしても充電コネクタが抜き
出せない場合は、車両を解錠してか
ら再度操作してください。

● 給電プラグを外します。

● 車両の充電ポートキャップ*と充電ポー
トフラップを閉めます。

● 使用した充電設備を元に戻します。
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お願い

● 充電ポートキャップを全開している
状態で、充電ポートフラップを閉じ
ないでください。

AC 充電スタンドでの充電

1. 充電器について

● AC 充電ボックス*
● 基準に適合する家庭用充電ボックスで
車両のバッテリーを充電します。充電
設備の使い方は、使用する充電設備の
マニュアルを参照する、または本オー
ナーズマニュアルに従って操作してく
ださい。

● 設備規格：単相 7kw*と三相 11kw に適
用します。

単相 AC 充電ボックス：この装置は、充
電ボックス、充電コネクタ、およびケ
ーブルで構成されています。断路器、
非常停止スイッチなどについては、充
電ボックスの取扱説明書を参照してく
ださい。

● AC 充電スタンド

● 公共の場に設置される単相 AC 充電ス
タンドまたは三相 AC 充電スタンドで
車両のバッテリーを充電します。一部
の充電パイルには充電コネクタが装備
されていないため、AC 充電接続装置を
用意する必要があります。

● 充電時間：コンビネーションメーター
またはマルチメディアに表示する充電
時間についてのご注意を参照してくだ
さい。

2. 充電する

● 車両を解錠し、充電ポートフラップを開
けます。

● 家庭用 AC 普通充電の手順を参照し、充
電ポートフラップと充電ポートキャッ
プ*を開けます。

● 給電ポート側の接続：

● AC 充電ボックス*で車両を充電する場
合は、この手順は必要ありません。

● AC 充電パイルを使用し、かつ充電パイ
ルに充電コネクタが装備されている場
合は、この手順は必要ありません。

● 単相 AC 充電パイルを使用し、充電パイ
ルに充電コネクタが装備されていない
場合は、AC 充電接続装置を使用してく
ださい。使用する際は、充電パイルの
電源ソケットに電源プラグを接続して
ください。

● 車両側の接続：

● 充電装置の充電コネクタを車両の充電
ポートに挿し込み、確実に施錠します。

● 充電の設定：

● 公共の場所に設置されている、設定オ
プションのない AC 充電ボックス*また
は AC 充電パイルの場合は、この手順を
省略できます。

● 公共の場に設置されている設定オプシ
ョンのある AC 充電スタンド/ボックス
については、カードをかざす、または
QR コードをスキャンしてください。
取り扱い方法の詳細は、充電スタンド/
ボックスの取扱説明書を参照してくだ
さい。

● コンビネーションメーターに充電接続表
示灯  が点灯します。
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● 充電中、コンビネーションメーターには
関連する充電パラメーターが表示されま
す。また、充電画面も同時に表示されま
す。

● このとき、マルチメディアの設定から
充電を予約することができます。詳細
は（85 ページ）を参照してください。

3. 充電を停止する

● 充電が完了する：

● 任意で充電を終了させる、またはフル
充電になると、自動的に充電が終了し
ます。

● 充電ポートの接続を切る：

● 家庭用 AC 普通充電の手順を参照し、充
電ポートの接続を切り離します。

● 給電プラグを外します：

● 充電ボックス*で車両を充電している
場合は、この手順は必要ありません。

● AC 充電パイルを使用し、かつ充電パイ
ルに充電コネクタが装備されている場
合は、この手順は必要ありません。

● AC 充電接続装置を使用する場合は、充
電コネクタを抜いた後に電源プラグを
抜いてください。

● 車両の充電ポートキャップ*と充電ポー
トフラップを閉めます。

● 充電設備を整理し、適切に保管してくだ
さい。

● AC 充電スタンド/ボックスの場合は、充
電コネクタを充電スタンド/ボックスの
指定位置に戻します。

DC 急速充電

1. 充電器について

● 公共の DC 急速充電器で車両のバッテリ
ーを充電します。DC 急速充電器は、特定
の充電スポットに設置されています。

● 設備規格：CHAdeMO 対応。充電器関連
の説明を読んでください。

● 充電時間：コンビネーションメーターま
たはマルチメディアに表示する充電時間
についてのご注意を参照してください。

2. 充電する

● 車両を解錠し、充電ポートフラップを解
錠して充電ポートフラップおよび充電ポ
ートキャップを開けます。

● 車両側の接続：

● CHAdeMO の充電コネクタを車両の充
電ポートに確実に挿し込みます。

● 充電設備の操作手順で操作し、充電を開
始します。

● コンビネーションメーターに充電接続表
示灯  が点灯します。

● 充電中、コンビネーションメーターには
関連する充電パラメーターが表示されま
す。また、充電画面も同時に表示されま
す。

3. 充電を停止する

● 充電が完了する：

● 予定の時間になる、または充電が完了
すると、自動的に充電を終了します。

● 充電ポートの接続を切る：

● 充電コネクタを持って抜き出します。

● 充電器で DC 急速充電が完了したら、充
電設備を整理して充電コネクタを指定の
位置に戻します。
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● DC 充電ポートキャップと充電ポートフ
ラップを閉めます。

注意

● 充電完了後、ロック解錠操作をして
も充電コネクタが抜き出せない場合
は、数回ほど解錠操作を繰り返して
ください。それでも抜き出せないと
きは、非常解錠を操作してください。
操作手順は（90 ページ）を参照し
てください。

● DC 充電の場合の解錠は、3 秒以内に
2 回連続で解錠ボタンを押さなけれ
ば解錠できません。

● 充電に関係する注意事項の詳細は、
「充電/放電について」を参照してく
ださい。

お願い

● 充電ポートキャップを外した状態
で、充電ポートフラップを閉じない
でください。

スマート充電

● スマート充電には、予約充電や車両予約
*機能も搭載されています。車両が始動
して電源が入ると、充電予約機能を利用
して毎日の充電開始時間帯を設定できま
す。また、車両予約機能に切り替えて毎
日の移動予定時刻を設定することもで
き、利用時間帯の前に充電を完了させる、
スマートキャビン温度制御、低温バッテ
リーの予熱を実行します。

● ユーザーは、マルチメディアまたはイン
テリジェント音声機能から充電モードを
設定でき、次の方法で設定画面に進むこ
とができます。

●  → エネルギー → 充電と放電 → スマ
ート充電 から設定画面に進みます。

● インテリジェント音声機能の場合は、
「ハイ、BYD」の後に「スマート充電/車

両予約/充電予約を ON にして」、「スマ
ート充電/車両予約/充電予約したい」、
「スマート充電を ON にして」などで、
クイックアクセスができます。

● 以下の操作で OFF にできます：

● リターンボタンまたは  home  を
タッチすることで、スマート充電画面
を閉じることができます。

● インテリジェント音声機能の場合は、
「ハイ、BYD」の後に「スマート充電/車
両予約/充電予約を OFF にして」、「スマ
ート充電/車両予約/充電予約を終了し
て」などで、すぐに終了できます。

お願い

● 充電予約と車両予約を同時にするこ
とはできません。

充電予約

①充電予約スイッチ

②充電の開始・終了時間

③繰り返しサイクル

④車両の予約モードに切り替えます*
⑤設定

● 初期設定では車両は即時充電に設定され
ており、予約充電は OFF になっていま
す。

● 予約充電を行う場合は、充電予約ボタン
①を ON にして、充電開始/終了時間②、
繰り返しサイクル③を設定します。設定
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後、「確定」をタッチすると設定を保存し
ます。

● 予約充電完了後、充電待ち時間内に充電
コネクタを接続または車両の電源ポジシ
ョンを「OFF」にすると、マルチメディ
アが充電を予約していることを知らせま
す。必要に応じて即時充電に変更できま
す。

● ドライバーは、スマート充電設定ボタン
⑤をタッチして充電コネクタ予約通知機
能を OFF にすることができます。

● ページ切り替えボタン④をタッチする
と、車両の予約機能のページに切り替わ
ります。

注意

● 予約充電は、BYD の AC 普通充電設
備を対象に開発したものです。BYD
純正部品以外の AC 普通充電設備を
利用する場合は、予約充電を OFF に
してください。充電設備が非対応の
ため予約ができない、またはすぐに
充電することで車両のバッテリー残
量が低下や電圧不足につながるおそ
れがあります。

お願い

● 通知画面の即時充電に変更は、今回
の予約に限るものです。すべての予
約をキャンセルする場合は、設定画
面で充電予約スイッチを OFF にし
てください。

● 予約充電は、BYD の AC 普通充電設
備のみに対応しています。公共充電
施設に使う場合は、施設が予約充電
に対応しているかを確認してくださ
い。

● バッテリー残量が低下している場合
は、予約充電前に最小限のバッテリ
ー残量を確保するための充電を行い
ます。最小限のバッテリー残量を確
保するための充電を行うときは、マ

お願い

ルチメディアにパワー OFF 通知お
よび充電コネクタ接続通知を発信
し、コンビネーションメーターの下
側にメッセージを表示します。

● DC 充電コネクタ*に接続すると、予
約充電の設定が無効になりすぐに充
電を開始します。

車の予約*
①予約スイッチ

②予約時間

③繰り返しサイクル

④電気料金割引期間

⑤充電予約モードに切り替え

● 車両予約を有効にする場合は、車両の予
約画面が表示されたら、①の車両の予約
ON ボタンをタッチし、②で予定移動時
間を設定することができます。③で予約
の繰り返し期間の設定、1 回/毎日または
カスタマイズの選択ができます。④で電
気料金の割引期間をカスタマイズし、
「OK」をタッチして設定を保存できます。

● 電気料金割引期間中に充電することで、
利用予定時刻よりも早く充電できると同
時に、優先的に電気料金優遇期間中の充
電が可能となり、電気代も節約できます。
充電残り時間が残り移動時間・電気料金
割引時間を超えている場合は、できるだ
け多くの電力を充電できるように、車両
はすぐに充電を開始します。
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● 低温バッテリー予熱により、バッテリー
を事前に加熱して車両の動力性能を高め
ることができます。

● スマートキャビン温度制御により、車室
の温度を事前にインテリジェントに制御
し、予定された利用期間内に車室が快適
な温度に維持されるようにします。

● ページ切り替えボタン⑤をタッチする
と、予約充電機能のページに切り替わり
ます。

お願い

● バッテリー残量が少なすぎる場合、
車両は予約に入る前に最小限の充電
をします。

● 電気料金割引期間の終了時にバッテ
リーがフルに充電されていない場
合、車両はバッテリーが完全に充電
されるまで充電を続けます。

● 車両が始動状態にある場合、低温バ
ッテリー予熱およびスマートキャビ
ン温度制御は作動しませんが、電気
料金割引期間中の充電は引き続き使
用できます。

● 現在の時間が予約された利用時間を
超えると、低温バッテリー予熱とス
マートキャビン温度制御が自動的に
OFF になります。

● 低温バッテリーの予熱とスマートキ
ャビン温度制御は、始動時に一定量
の電力を消費します。

● 低温バッテリー予熱とスマートキャ
ビン温度制御は、バッテリー充電量
が 40% を超えている場合にのみ有
効になります。

AC 充電制限値設定機能*
● ドライバーは、  → エネルギー → 充電
と放電 の設定画面から、AC 充電電流の制
限値を設定することができます。設定
後、車両は設定値に応じて最大 AC 充電
電流を制限します。

● 車両の電源ポジションを「OFF」にして
から再度「ON」にした場合、システムは
最後に設定された制限値が記憶・保持さ
れます。制限値をキャンセルするには、
充電前/充電中に制限値を「MAX」に設定
し、最大充電容量や電力網の容量などの
最大電流値に応じて車両を充電してくだ
さい。

お願い

● 車両の実際の充電電流は、電源設備
の容量、電力網の容量などにより、
実際の充電電流は設定値よりも少な
い場合があります。

外部給電について

● 本車は外部給電機能を搭載しています：
車両から負荷への放電（V2L）。

警告

● 外部給電中に、外部給電用ソケット
や車両側ポートの金属端子を触らな
いでください。

● 放電中に異臭や発煙等の異常が発生
した場合は、直ちに放電機能の使用
を中止してください。

● 外部給電についての警告は、充電警
告と同じです（（76 ページ）を参照
してください）。

● 当該装置を使わないときは、乾燥し
た冷暗所に保管してください。

● 外部給電しているときは、設備をト
ランクルームや車の前部の下、タイ
ヤの近くに置かないでください。ま
た、使用中は車にひかれたり地面に
落とす、または人に踏まれないよう
にしてください。

● コンセントのコードが柔らかくなっ
た場合や、給電コネクタケーブルの
摩耗、絶縁層の破裂やその他の破損
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警告

がある場合は、外部給電設備を使用
しないでください。

● 外部給電コネクタや給電コンセント
の断線、破裂、または表面の破損が
ある場合は、この設備の使用は絶対
にしないでください。

注意

● 外部給電装置*使用上の注意事項に
ついては、（77 ページ）を参照して
ください。

● 外部給電前にパワーバッテリーの残
量を確認し、外部給電後の航続可能
距離を予測してください。

● V2L 外部給電前に、負荷が OFF にな
っていることを確認してください。

お願い

● 外部給電は、可能な限りパワーバッ
テリー残量が多い状態で使用してく
ださい。

● パワーバッテリー残量が少ないとき
は、外部給電の使用が制限されます。

● 電源ポジション「OFF」で、車両を
長時間 V2L 外部給電器に接続した
状態で電気エネルギーを出力しない
場合、車両の消費電力が多くなるた
め、給電コネクタを外すようおすす
めします。

外部給電方法

外部給電の開始について

● 給電前に、イモビライザーが OFF になっ
ているか確認します。

● 充電ポートフラップのロックを解錠し、
車両の充電ポートフラップと DC 充電ポ
ートフラップを開けます。

● 外部給電前の点検：

1. 車両のパワーバッテリー残量が 15%
以上であることを確認します。

2. V2L 接続装置のキャビネットの割れ、
ケーブルの摩耗、プラグの錆び、異物
の付着などの異常がないことを確認し
ます。

3. 充電ポートに水分または異物がない、
金属端子に錆びや腐食による破損など
の異常がないことを確認します。

● 上記 2 つ目、3 つ目の異常がある場合
は、ショートや感電などにより身体に
危害を与えるおそれがあるため、外部
給電を中止してください。

● 外部給電器の接続：

● V2L 外部給電器を充電ポートに接続す
るとコンセント上の表示灯が常時点灯
し、コンセントに電気が流れ正常に使
用できていることを表します。

● 外部給電を開始する：

● 外部給電器に接続すると外部給電が開
始します。コンビネーションメーター
には外部給電に関係するデータや給電
画面が表示されます。

外部給電を停止する

● 外部給電を終了する：

● 負荷を切り離します。

● 外部給電器を切り離す：

● 車両を解錠した状態で、外部給電器を
抜き出します。

● 充電ポートキャップと充電ポートフラ
ップを閉めます。

● 給電装置を片づける：

● 外部給電完了後、外部給電器を収納し
ます。

V2H 設備での充放電について

● V2H 装置で充電する場合は、パワーバッ
テリーに充電できる充電量が V2H 装置
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で供給できる電力量より少なくなりま
す。車両の SOC が 100%になるまで充
電すると、充電が自動的に止まります。
このとき、V2H 装置で車両から放電する
ことができます。

● V2H 装置で放電する場合は、パワーバッ
テリーから消費される電力量が VTOH 装
置に供給する電力量より多くなります。
車両の V2H が 15%になるまで放電する
と、放電が自動的に止まります。このと
き、V2H 装置で車両を充電することがで
きます。

● V2H 設備で外部給電から充電への切り替
え、または充電から外部給電への切り替
えを自由に操作できます。

● V2H 設備の外部給電の取り扱い方法は、
V2L 設備での外部給電と同じです。

● V2H 機器で充電する場合、操作方法は DC
急速充電で充電する方法と同じです。

注意

● V2H で充放電する場合は、車両およ
び V2H 設備により約 1kW のパワー
ロスが発生します。V2H 設備の充
電効率がこのロスを下回った場合
は、充電できない場合があります。

● パワーロスは、常温、電源ポジショ
ン「OFF」、電装品および 6kW の V2H
による充放電で発生します。具体的
なロスは、周囲温度や電装品の使用
状況などにより異なります。

充電ポート盗難防止ロック
機能

● 充電コネクタの盗難を防ぐため、充電ポ
ートには車両に対する充電・給電中の盗

難防止機能が備わっています。初期設定
は OFF のため、ON にするときは、  →
エネルギー → 充電と放電 の設定画面か
ら、充電ポートイモビライザーシステム
を ON にしてください。

● 充電ポート盗難防止ロックを「ON」にし
ている状態でユーザーが充電コネクタを
挿し込み、すべてのドア、ボンネットお
よびテールゲートを施錠している場合
は、充電コネクタがロックされます。ユ
ーザーが充電コネクタを切り離すには、
車を解錠する必要があります。

解錠

● ON で充電する場合、ドライバーは次の
方法で盗難防止ロック機能を解除し、充
電コネクタを抜き出すことができます。

● OFF にした状態でリモートキーの「ア
ンロック」ボタンを押して解錠します。

● 運転席側ドアハンドルにあるマイクロ
スイッチを押して解錠します。

● 運転席内側の下にある集中ドアロック
を押して解錠します。
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番号
「充電ポート盗難防止
ロック作動モード」設

定状態

4 ドア盗難防止ロック
状態

充電コネクタ抜き出
しの可否

1 ON チャイルドロックボ
タン ON 不可

2 ON ON 可能

3 OFF チャイルドロックボ
タン ON 可能

4 OFF ON 可能

警告

● 充電ポート盗難防止ロック機能を解
錠後、30 秒以内に充電コネクタを抜
き出してください。30 秒経過する
と、充電ポート盗難防止ロック機能
が再度作動して施錠するため、新た
に解錠してから充電コネクタを抜き
出してください。

充電ポート盗難防止ロックの緊急時解錠

● 充電ポート盗難防止ロックが故障して充
電コネクタを抜き出せない場合、手動で
非常解錠の操作をして、充電コネクタを
抜き出せます。

AC 充電ポート盗難防止ロック解錠用ワイ
ヤー

1. テールゲートを開けると、内側の右側ト
リムに充電ポート盗難防止ロック解錠用
ワイヤーがあります。

2. ワイヤークリップを外し、ワイヤーを引
っ張り充電コネクタの解錠をします。

3. 解錠後、ワイヤークリップを戻します。

お願い

● 上記機能に異常または故障がある場
合は、BYD 正規ディーラーまたは
BYD 指定サービス工場に連絡して
ください。

航続可能距離の表示

本車には 2 種類の航続距離の表示モードを
オプション機能として備えています。初期
設定はスタンダードです。ドライバーは、

 → エネルギー → エネルギー管理 の設定
画面から変更することができます。

● スタンダード：総合モードのテスト結果
から走行距離を表示します。

● ダイナミック：利用可能なパワーバッテ
リー残量と現在のエネルギー消費平均値
に基づき、計算された予測走行距離を表
示します。
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● 航続距離表示モードは、設定されたモー
ドを記憶します。車両の電源ポジション
を「OFF」にして再度「ON」にした場
合、前回の設定モードを維持して表示し
ます。

お願い

● 航続距離表示モードをダイナミック
に設定した場合：

● フル充電毎に表示される航続距離
は、前回の走行で消費したエネル
ギーに基づき計算されるため、前
回と異なる場合があります。

● 実際に表示される航続距離は、エ
アコンの使用状態、選択された運
転モード（ECO、NORMAL、SPORT
など）、およびドライバーの運転習
慣により調整されるため、実際の
走行距離により近いものになりま
す。

バッテリー

パワーバッテリー

● パワーバッテリーは車両の動力源で、充
放電を繰り返すことができます。また、
外部電源でパワーバッテリーを充電する
ことができ、制動時や惰性走行時には、
回生ブレーキによりパワーバッテリーの
充電ができます。

● パワーバッテリーはボディーの床下にあ
るため、悪路や冠水した道路を走行する
場合は、バッテリーが破損しないよう慎
重に運転してください。バッテリーが破
損したときは、速やかに BYD 正規ディー
ラーまたは BYD 指定サービス工場で点
検してください。

注意

● 車両の電源ポジションが「OK」の場
合は、高電圧回路が接続されている
状態です。

● 車両のパワーバッテリーが正常な場
合、運転習慣、道路状況、気温、電
装品の稼働状況などの違いにより、
走行距離が増減することがありま
す。

● バッテリー残量が多い場合、バッテ
リーの寿命やバッテリーの安全性を
確保の観点から、バッテリーシステ
ムがトリクル充電モードに切り替わ
るため、充電時間が長くなる場合が
あります。

● バッテリー自体の化学的特性によ
り、一定期間経過した車両はバッテ
リー容量の自然劣化で走行距離が短
くなることがあります。走行距離の
減少に気づいたら、BYD 正規ディー
ラーまたは BYD 指定サービス工場
で点検を受けてください。走行距離
の減少が正常であるかどうかは店頭
検査で確認することができます。

バッテリー特性

● バッテリー本体の電気化学特性の影響お
よびパワーバッテリーを保護する目的か
ら、以下の条件では性能に一定のばらつ
きがありますが、異常ではありません。

● パワーバッテリーの残量が多い場合
は、回生ブレーキ性能が低下すること
があります。

● フル充電に近づくまでパワーバッテリ
ーを充電すると、トリクル充電モード
に切り替わるため、コンビネーション
メーターに表示されるフル充電までの
予測時間が変化します。

● パワーバッテリーの残量が少ない場合
は、加速性能が低下します。
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● パワーバッテリーの残量が少ない場合
は、外部給電が正常に使えないため、
速やかに充電してください。

● 高温や低温の環境では、パワーバッテ
リーの充放電能力が弱くなるため充電
時間が延びますが異常ではありませ
ん。この場合、高出力充電設備で充電
するようおすすめします。また、気温
が極端に低い状態で走行する場合は、
動力性能が低下することがあります。

● 温度制御機能により、低温環境でパワ
ーバッテリーを充電する場合の充電能
力を大幅に改善しています。低温時の
充電については、「充電上のご注意」を
参照してください。

● バッテリー温度制御機能は、低温環境
で車両を運転する際に適切なタイミン
グで自動で加熱を開始し、低温走行時
の動力性能や放電性能を確保すること
で走行性能を向上させます。走行距離
が短い場合は、加熱が十分にできない
ため電気消費が増えてしまい、航続可
能距離が短くなることがあります。

● パワーバッテリーが通常通りに使用され
ている場合、車両の航続可能距離は以下
の要因の影響を受けます。

● 運転習慣：一定速度で走行する場合に
比べ、加速や減速を頻繁に繰り返すと
航続可能距離が短くなります。また、
低速時よりも高速時の方が航続距離は
短くなります。

● 道路状況：平坦で乾燥している路面を
走行する場合に比べ、悪路が続く道路
や長い上り坂を走行する方が、航続可
能距離は短くなります。

● 気温：通常の環境で走行する場合に比
べ、低温の環境で走行する場合の方が、
航続可能距離は短くなります。

● 電気機器の使用状況：運転中にエアコ
ンを使わない場合に比べ、エアコンを
つけた場合の方が、航続可能距離は短
くなります。

● 低温環境では、温度が下がると同時に
パワーバッテリーの利用可能残量も低

下します。低温環境に停車しているバ
ッテリー残量が多い車両に対して充電
すると、バッテリー残量が突然 100%に
なることがあります。

● 利用可能なバッテリー残量は、使用時間
の増加により低下します。

バッテリーの使い方について

● 周辺温度が-10～40℃の環境で使用する
ことをおすすめします。バッテリー残量
が少ない場合は、十分な航続可能距離や
良好な加速性能を確保するため、速やか
に充電してください。

● 長期間性能を維持するためには、高温や
極端な低温環境に 24 時間以上駐車する
ことは避けてください。

● 周辺温度が低い環境で長時間駐車する場
合は、バッテリーの熱放散を低減させて
使用性能を確保するため、地下駐車場や
暖房付き駐車場などの温度が高い場所に
駐車してください。

● 頻繁な急加速や急減速を避けて平坦な乾
燥している道路を走行し、必要に応じて
エアコンなどの消費電力の大きい電装部
品を使用しない、またはエアコンの温度
を調整することで、航続可能距離を伸ば
すことをおすすめします。

● 車両を初めて使用する、または長時間放
置した後に使用する場合は、コンビネー
ションメーターに表示されるパワーバッ
テリー残量がばらつくことがあります。
運転前にパワーバッテリーをフル充電す
ることをおすすめします。

● 日常的に使用する場合は、定期的にパワ
ーバッテリーをフル充電してください
（推奨：充電は週に 1 回以上）。また、3
ヶ月～半年毎にバッテリー残量が少ない
状態（10%以下）からフル充電すること
をおすすめします。

● 極端な走行（急加速や急減速の繰り返し
など）によりパワーバッテリーの温度が
高くなった場合は、パワーバッテリーの
放電能力が少しずつ低下しますが異常で
はありません。また、パワーバッテリー
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の温度が高くなりすぎるとコンビネーシ
ョンメーターに警告灯が点灯します。こ
のようなときは、BYD 正規ディーラーま
たは BYD 指定サービス工場に連絡して
ください。

● パワーバッテリーの残量が異常に上がっ
た、または下がった場合は、BYD 正規デ
ィーラーまたは BYD 指定サービス工場
で点検してください。

警告

● 非常時や事故発生時は、次の警告に
注意してください。

● 怪我などを避けるため、パワーバ
ッテリーを直接触らないでくださ
い。

● 早急に BYD 正規ディーラーまた
は BYD 指定サービス工場に連絡
してください。

● パワーバッテリーが破損し液体が
漏れ出したときは、絶対に漏れ出
した液体を触らないでください。
不注意で皮膚や目に付着したとき
はすぐに多量の水で洗い流し、た
だちに医師の手当てを受けてくだ
さい。

● 車両火災が起きたときは専用消火
器で消化し、水系の消火器は使わ
ないでください。

注意

● パワーバッテリーの安全を確保する
ため、引火性や爆発性があるもの、
火元および各種の危険化学品から遠
く離れた場所に駐車してください。

● パワーバッテリーの寿命を縮めるお
それがあるため、駐車時は熱源から
遠く離れ、日光が長時間当たる場所
を避けてください。

● パワーバッテリーはボディーの底部
にあるため、悪路を走る場合は慎重
に運転してください。パワーバッテ

注意

リーが何かにぶつかった場合は、た
だちに BYD 正規ディーラーまたは
BYD 指定サービス工場で点検して
ください。

● バッテリー冷却水を許可なく注入す
ることは禁止されています。作業す
る必要があるときは、BYD 正規ディ
ーラーまたは BYD 指定サービス工
場に依頼してください。

● バッテリーパックを修理するとき
は、車内に乗り込まないでください。

パワーバッテリーの回収

電気自動車を廃車にする場合は、下記に示
すプロセスに従って処理してください。

1. 車両を BYD の回収サービスセンターに
お持ちください。パワーバッテリーの残
価を評価します。

2. 評価済みの車両を回収・解体業者にお持
ちいただくと、パワーバッテリーを取り
外します。

3. 回収・解体業者が取り外した古いパワー
バッテリーを回収サービスセンターに引
き渡し、回収サービスセンターはパワー
バッテリーを買い戻します。

警告

● 電気自動車の所有者は、不用となっ
たパワーバッテリーを回収サービス
センターに引き渡す責任と義務があ
ります。不要となったパワーバッテ
リーを他の業者や個人に勝手に引き
渡す、パワーバッテリーを取り外す、
分解を勝手に行うことで発生した環
境汚染や事故については、相応の責
任を負う必要があります。
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起動バッテリー

本車の起動バッテリーは、助手席下にあり
ます。

● 作動モードは、「正常」、「スリープ」、「省
エネ」、「低電圧保護」などがあり、バッ
テリーのセルを守ることが目的です。車
両システムに異常がなく、上記モードの
切り替えが自動的にできる場合は、普段
の利用に影響はありません。

● 起動バッテリーの電圧不足を避けるた
め、条件を満たしている（車両の電源ポ
ジション「OFF」、パワーバッテリーから
給電可能、起動バッテリー電圧が設計値
以下）場合は、自動的に「スマート充電」
が作動します。

● スマート充電が作動すると、パワーバッ
テリーから起動バッテリーを充電しま
す。そのため、車両をしばらく放置して
から再度始動すると、コンビネーション
メーターに表示される SOC または航続
距離が減少していますが、異常ではあり
ません。

● スマート充電が作動しない場合は、起動
バッテリーから車両への電源供給を止め
ることがあります。使用前に電力がない
ときは、運転席側ドアハンドルのマイク
ロスイッチを押し続けて起動バッテリー
を有効にし、ただちに車両の電源ポジシ
ョンを「OK」にして起動バッテリーを充
電してください。充電時間は、1 時間以
上充電することをおすすめします。

警告

● 起動バッテリーには、腐食性のある
溶液が入っています。起動バッテリ
ーが破損したり、人身事故を起こさ
ないために、起動バッテリーの分解
や修理はしないでください。

● 起動バッテリーの取り外し、分解は
しないでください。環境汚染や事故
を起こした場合、相応の責任を負う
必要があります。

警告

● 起動バッテリーは可燃性、爆発性の
ある水素ガスが発生します。工具を
使う場合は、起動バッテリーからの
火花の発生を避けてください。ま
た、起動バッテリーの近くでタバコ
を吸ったり、火をつけないでくださ
い。

● 電解液が皮膚や目、服に付着しない
ように注意してください。電解液が
皮膚や目に付着したときは重曹水で
皮膚を洗い、多量の水で目を洗い流
してただちに医師の手当てを受けて
ください。

● 誤って電解液を飲み込んだ場合は、
ただちに医師の手当てを受けてくだ
さい。

● お子様を起動バッテリーに近づけな
いでください。

注意

● 起動バッテリーにはリレーが内蔵さ
れており、作動中に「ダダ」と音が
聞こえますが異常ではありません。

● 起動バッテリーの充電には専用工具
が必要なため、無断でバッテリーを
外して充電しないでください。

● 起動バッテリーには電源マネージャ
ーが内蔵されています。起動バッテ
リーの破損または怪我を避けるた
め、無断で起動バッテリーの分解や
修理をしないでください。

● 車両と通信できないときは起動バッ
テリーを正常に使用できないため、
必ずコネクタやワイヤーハーネスを
正しく接続してください。

起動バッテリー電圧不足時のスリープ解除
機能

運転席側ドアのマイクロスイッチ操作によ
る起動
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● 本車は、起動バッテリーのスリープ解除
機能を搭載しています。車両を長期間保
管しリモートキーを使用しても車両捜索
や解錠を実行できないときは、起動バッ
テリーがスリープ状態になっている可能
性があります。起動バッテリーを起動す
るには、運転席側ドアハンドルにあるマ
イクロスイッチを 3 秒間長押ししてくだ
さい。車両を解錠すると通常通り使用す
ることができます。

モータールームからの起動

● 運転席側ドアのマイクロスイッチで車両
起動および解錠ができない場合は、メカ
ニカルキーを使用してドアを開けること
ができます。このとき、2 本の特別な起
動専用ケーブルと 12V 電源を介して車両
を始動できます。起動バッテリーの残量
が少なく、コンビネーションメーターに
「起動バッテリーの残量不足、車両の電源
がもうすぐ切れます」と表示され、車両
が再度スリープ状態になることがありま
す。ただちに車両を始動して起動バッテ
リーが完全に充電できるように、15 分以
上車両を始動したままにしてください。

● 起動方法は、モータールームの配電ボッ
クスの専用インターフェースを介しての
み実行できます。モータールーム内の配
電ボックスの起動ポイントを図に示しま
す。

● プラス極を接続します①

● マイナス極を接続します②

● 上記のいずれの操作を行っても車両を始
動できない場合は、速やかに BYD 正規デ

ィーラーまたは BYD 指定サービス工場
にご連絡ください。

警告

● 車両の電源ポジションを「OK」に入
れずに他の車両と接続して始動する
ことは、絶対にしないでください。
起動バッテリーが損傷するおそれが
あります。

● 起動バッテリーの電圧不足や正常に
利用できないためにジャンピングス
タートを行う場合は、本オーナーズ
マニュアルの該当内容をよく読み、
必ず記載に従ってブースターケーブ
ルを接続し、関連操作を行ってくだ
さい。

● 起動バッテリーの内部にはインテリ
ジェントコントロールモジュールが
内蔵されています。起動バッテリー
の破損を防ぐため、緊急時を除き、
無断で取り外しや破壊をしないでく
ださい。

● 部品交換や車両整備の前には、起動
バッテリーの負極（－）端子を外し
てください。

注意

● モータールームのフューズボックス
では、ジャンピングスターターのた
めのスペースが狭く、感電などの危
険があるため、専門家の指導により
ジャンピングスタート作業を行うこ
とをおすすめします。

● 起動バッテリーは乾燥したウエスな
どで拭き、水洗いはしないでくださ
い。

スマート充電機能

● パワーバッテリー残量が十分にありシス
テムが起動バッテリーの残量が少ないこ
とを検知すると、自動的に高圧電源を
ON にしてパワーバッテリーで起動バッ
テリーを充電することができます。
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お願い

● 長時間車両を放置すると、自動的に
スマート充電機能が作動することが
あります。これは、制御プログラム
により自動的に作動しており、車両
が故障しているわけではありませ
ん。

● スマート充電に必要な電気エネルギ
ーはパワーバッテリーパックから取
り出しているため、スマート充電機
能が作動すると、パワーバッテリー
の残量が低下することがあります
が、車両の故障ではありません。

ご利用要領

慣らし運転期間

● パワーユニットが起動しにくい、または
回転がよく止まってしまう場合は、ただ
ちに車両を点検してください。

● パワーユニットから異音が発生している
場合は、安全なところに停車してから点
検してください。

● パワーユニットから冷却水や潤滑油が漏
れている場合は、安全なところに停車し
てから点検してください。

● パワーユニットは慣らし運転が必要で
す。最初の約 2000km は高速走行を避

け、エコモードで可能な限り一定の速度
で走行し、慣らし運転することをおすす
めします。以下の操作を避けることで、
車両を長持ちさせることができます。

● 始動や運転時、アクセルペダルを強く
踏み込まないでください。

● 長時間、一定速度での高速走行や低速
走行をしないでください。

● スピードを出し過ぎないでください。

● 最初の 2000km までは他車のけん引を
避けてください。

車両のけん引

● トレーラーによるけん引は、車両けん引
機能をオプションで装着した場合のみ可
能です。

● けん引フックキットの取り付けおよび機
能ソフトウェアのインストールは、BYD
正規ディーラーまたは BYD 指定サービ
ス工場で行ってください。私的改造は固
く禁止されています。BYD は、ユーザー
の個人的な改造によって引き起こされた
車両の損傷や人身傷害については一切責
任を負いません。

● 車両のけん引能力は、車両の仕様、荷重、
道路状況、トレーラーの仕様などによっ
て異なります。けん引する重量は次の要
件を超えてはいけません。

項目 諸元 パラメータについて

最大許容けん引質量（ブレー
キ付）

750kg（後輪駆動）

1500kg（四輪駆動）

トレーラーがブレーキ付きの
場合、けん引されるトレーラ

ーの最大許容総質量

最大許容けん引質量（ブレー
キなし） 750kg

トレーラーがブレーキ無しの
場合、けん引されるトレーラ

ーの最大許容総質量

最大垂直荷重
75kg（後輪駆動）

150kg（四輪駆動）

ボールヘッドに許容される最
大垂直荷重
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項目 諸元 パラメータについて

1. 最大許容けん引質量は、すべての貨物と付帯設備を含むトレーラーの総質量です。

2. 最大垂直荷重とは、車両全体が静止した状態でトレーラーをけん引しているときに、トレー
ラーの質量によってけん引フックにかかる下向きの力を指します。

● トレーラー付きで走行する場合、タイヤ
の空気圧を追加荷重に合わせて調整する
必要があります。タイヤの空気圧は、前
輪で 290kPa、後輪で 310kPa に保ってく
ださい。

● トレーラー付きで走行する場合は、安全
運転のため、現地の関連法規を遵守し、
速度超過や過積載を避けてください。

● トレーラー付きで走行する際は、後車軸
の技術的に許容される最大質量は 15％
を超えず、車両の技術的に許容される積
載質量は 100kg を超えません。この場
合、最高速度は 100km/h を超えないよう
にし、後輪タイヤの空気圧は標準空気圧
より 20kPa 以上高くしてください。

● トレーラー付きの走行は、ハンドリング、
性能、ブレーキ、耐久性、経済的な運転、
電気エネルギーの消費など、あらゆる面
で悪影響を与えます。

● BYD は、車両けん引指示の要件を正しく
遵守しなかったことによって引き起こさ
れる車両の損傷または人身傷害について
は一切責任を負いません。トレーラーや
荷物のけん引によって生じた車両の損傷
は保証の対象外となります。

● 車両けん引機能の詳細な手順について
は、BYD 正規ディーラーまたは BYD 指定
サービス工場にお問い合わせください。

警告

● 本車両のけん引フックは、トレーラ
ーをけん引する目的にのみ使用され
ます。動けなくなった車両の脱出や
救助には使用しないでください。車
両に損傷を与えたり、身の安全を脅
かしたりするおそれがあります。

安全運転上のご注意

飲酒運転厳禁

少量の飲酒でも、交通条件の変化に対する
反応が遅くなります。飲酒量が多いほど反
応が鈍くなるため、飲酒運転は絶対にしな
いでください。

速度の抑制

スピードの出し過ぎは、衝突事故や死傷事
故を引き起こす主な原因です。通常は速度
が速いほど危険性が高まります。道路状況
に応じて安全な速度で走行してください。

車両を安全運転可能な状態に保つ

タイヤのバーストや機械の故障は非常に危
険です。故障の確率を下げるため、常に車
両の状況を点検し、定められた点検を実施
してください。

注意

● 運転免許がない人は運転しないでく
ださい。

● 疲れているときは運転しないでくだ
さい。

● 運転時は、必ず交通ルールを守って
ください。

● 運転中は必ず運転に集中し、運転と
は無関係な操作（携帯電話の使用や
ボタンの調整など）をしないでくだ
さい。
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利用時のアドバイス

パワーバッテリーを長持ちさせるために、
以下のことをおすすめします。

● 車両を長期間（7 日以上）使用しない場
合は、パワーバッテリーの充電を 40%～
60%に維持します。そうしないと、パワ
ーバッテリーの寿命が短くなります。

● 車両を長期間（3 ヶ月以上）使用しない
場合は、パワーバッテリーをフル充電し
てから、充電率が 40%～60%になるまで
放電してください。パワーバッテリーの
過放電により発生するパワーバッテリー
性能の低下や、破損による車両故障およ
び破損は、品質保証の対象外となります。

● コンビネーションメーターに表示される
航続可能距離が 0 の場合は、パワーバッ
テリー残量が不足しています。早めに充
電し、長時間パワーバッテリー残量が少
ない状態で使用することは避けてくださ
い。

● パワーバッテリーを最適な状態に維持す
るため、定期的に AC 車載充電装置でパ
ワーバッテリーをフル充電してくださ
い。毎週 1 回はフル充電するようおすす
めします。

● 長期間にわたり性能を確保するため、
60℃より高いまたは-30℃より低い環境
に駐車するときは 24 時間以内にしてく
ださい。

● トレイがへこんだ、またはパワーバッテ
リーパック底部のトレイ表面が傷ついた
場合は、BYD 正規ディーラーまたは BYD
指定サービス工場で点検してください。

● 運転中、急加速や急減速を繰り返すこと
は避けてください。

● パワーバッテリー温度が上がると車両性
能に影響を与えるおそれがあるため、長
時間の車両の使用は可能な限り避けてく
ださい。

● コンビネーションメーターに故障メッセ
ージが表示された場合は、早めに BYD 正

規ディーラーまたは BYD 指定サービス
工場で点検してください。

● パワーバッテリーの温度が比較的高いと
車両の性能が制限されます。車両を安全
な場所に駐車し、パワーバッテリーの温
度が下がってから使用してください。

お願い

● コンビネーションメーターに表示さ
れているパワーバッテリー残量が 0
のときは、7 日以内に充電しないと、
復旧不可能なパワーバッテリーの破
損を引き起こすため、必ず充電して
ください。これによるパワーバッテ
リーパックの破損について、BYD は
品質保証条項に定められる保証責任
を負いません。

● 航続可能距離は、利用可能なパワー
バッテリー残量、車齢（現在のパワ
ーバッテリー寿命）、天気、気温、道
路状況、運転習慣などで決まります。
高温や低温の環境で走行する場合の
航続可能距離は、常温の場合より多
少短くなり動力性能も影響を受けま
す。

節電で車を長持ちさせる方
法について

● 節電はシンプルであり、車両の寿命を延
ばすことにもつながります。

● 電気エネルギーや修理代を節約する要領
を次に示します。

1. 回生ブレーキ設定：

● 本車は回生ブレーキ機能を搭載してお
り、回生ブレーキ強度を設定することが
できます（  →エネルギー→エネルギー
管理）。回生ブレーキ強度が強の場合は、
制動・惰行中に回収するエネルギーを増
やすことができるため、運転習慣に合わ
せて設定してください。

2. 速度維持：
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● 一定速度での運転は、節電に役立ちます。
急アクセル、急ハンドル、急ブレーキは、
より多くの電気エネルギーを消費しま
す。

● 交通状況に応じて一定速度で走行してく
ださい。アクセルペダルを踏むたびに余
分な電気エネルギーを消費します。

● アクセルペダルはゆっくり踏み、急発進、
急アクセル、急ブレーキを避けてくださ
い。

● 一定の速度を維持しながらの運転や信号
がない道路を前車と車間距離を適切に保
って走行し、急ブレーキを避けることは、
ブレーキの摩耗の軽減につながります。

● 渋滞している道路はなるべく避けてくだ
さい。

● 高速道路走行時は適切な速度を維持して
ください。速度が速いほど電気エネルギ
ーの消費が多くなるため、エコ走行にな
る範囲内に速度を保つことで省エネにつ
ながります。

3. 負荷の軽減：

● エアコンを作動するとモーターに余分な
負荷が掛かるため、より多くの電気エネ
ルギーが消費されます。エアコンを消す
ことで電気エネルギーの消費を減らしま
す。また、外気温度が快適なときは、外
気導入モードで外気を取り入れるように
します。

● 不要な荷物を積むことは避けてくださ
い。過度に重量物を積むと、車への負荷
が増えるため、より多くのエネルギーが
消費されます。

4. その他：

● タイヤの空気圧は適切に保ってくださ
い。タイヤの空気圧不足は、タイヤの摩
耗や電気エネルギーの消費につながりま
す。

● フロントタイヤの正しいアライメントを
保ってください。道路の縁石へ乗り上げ
ないようにし、デコボコ路はゆっくり走
行してください。フロントタイヤのアラ

イメントが良くないと、タイヤの早期摩
耗の原因や電動パワートレインへの負荷
が大きくなるため、電気エネルギーをよ
り多く消費します。

● シャーシは清潔な状態に保ち、泥などの
付着がないようにしてください。これに
より、ボディー重量を軽減するだけでは
なく、腐食を防ぐこともできます。

お願い

● 走行中は、ニュートラルギアでの惰
性走行を厳禁します。

荷物の積み込み

● 本車には、便利な格納スペースを複数用
意しています。積み込む荷物が多い、ま
たは積み込み方が不安定な場合は、車両
の操縦性や安定性が悪くなり安全性が低
下することがあります。

● グローブボックスやドアポケット、シー
トバックポケットなどは、小物や軽量物
を格納するために設計されています。ト
ランクルームは、比較的大きくて重たい
ものを収納するための空間です。

● 荷物を積み込む場合は、車両本体、乗員
全員、荷物の総重量が車両総重量を超え
ないようにしてください。

警告

● 積載オーバーや不適切な荷物の積み
込み方は、車両の操縦性や安定性に
影響を与えるため､衝突事故を招く
おそれがあります。

● 本オーナーズマニュアルに記載され
る車両総重量や、他の積載ルールを
守ってください。

● 正常な運転への干渉を避けるため、
強い磁気を持つものを車両に搭載し
ないでください｡
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客室に荷物を積み込む場合

● 衝突時に車内へ投げ出されて乗員に怪我
を負わせるおそれがあるものは、確実に
収納または固定してください。

● 車両後方の安全確認を妨げたり、衝突時
に車内へ投げ出されるおそれがあるた
め、リアシェルフにものを置かないでく
ださい。

● フロントシート後部の床にものを置いて
いる場合、ペダル操作やシート調整の妨
げにならないように、シートの下で転が
らないようにしてください。また、荷物
を積み込むときはフロントシートバック
を超えないでください。

● 運転時はグローブボックスをきちんと閉
めてください。グローブボックスが開い
ていると、衝突時や急ブレーキ時に乗員
の膝などに怪我を負わせるおそれがりま
す。

お願い

● お子様のおもちゃを車内に積み込ま
ないでください。急ブレーキや衝突
事故などが発生した場合、おもちゃ
が安全走行を妨げるだけではなく、
お子様に怪我をさせるおそれがあり
ます。

トランクルームに荷物を積み込む場合

● トランクルームに荷物を均一に入れ、最
も重い荷物は一番下で、かつ前側の方に
置きます。

● 走行中に移動しないように紐やチェーン
で荷物をきちんと固定し、荷物は、フロ
ントシートバックの高さ以上積み込まな
いでください。

● トランクルーム内の荷物固定用具や固定
装置などについては、BYD 正規ディーラ
ーまたは BYD 指定サービス工場にお問
い合わせください。

冠水路の走行

● 冠水路に進入する前に、水の深さをきち
んと確認してください。水の深さは、ボ
ディー下部の縁部を超えてはいけませ
ん。

● 冠水路を通り抜ける場合は、発進前にエ
アコンを消して低速で走行し、アクセル
ペダルを軽く踏み続けながら、ゆっくり
走り抜けてください。

● 絶対に水の中で停車しないでください。
また、水の中でバックしたり、モーター
を OFF にしないでください。

● 無事に冠水路を走り抜けたら、ブレーキ
ペダルを数回軽く踏んでブレーキロータ
ーに付着した水を落とし、できるだけ早
く通常の制動性能に戻してください。

● 深い冠水路を通り抜けるとブレーキが濡
れることがあるため、慎重に運転してく
ださい。

● 必要な場合を除き、浸水した道路での走
行を避けてください。

警告

● ブレーキシステムに水や泥などが侵
入すると、ブレーキの利きが悪くな
り制動距離が長くなるため、事故に
つながるおそれがあります。

● ブレーキが濡れているときは慎重に
操作し、ブレーキに付いている氷や
水を落としてください。
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警告

● また、冠水路を走り抜けた後は、可
能な限り急ブレーキを避けてくださ
い。

● 車両がくぼんでいる冠水路を走る場
合は、モーターに水が侵入しないよ
うに注意してください。モーターの
重大な破損につながるおそれがあ
り、これにより発生した車両故障お
よび破損は、品質保証の対象外とな
ります。

● 冠水路を走り抜けた後は、ドライブ
トレインシステム、走行システム、
電気システムなどの部品も大きな被
害を受けているおそれがあります。
これにより発生した車両故障および
破損は、品質保証の対象外となりま
す。

● 台風などの荒れた天候で充電する場
合、可能な限り雨が当たらないよう
に注意してください。サイドシルの
高さ以上に車両が浸水する、または
冠水路を走行中に浸水すると、高電
圧部品の内部に水が侵入するおそれ
があります。そのため、タイヤの半
分以上が水に浸かる冠水路は走行せ
ず、もし水が侵入した場合は、早め
に BYD 正規ディーラーまたは BYD
指定サービス工場で点検や処置を依
頼してください。

● タイヤの半分以上が水に浸かる冠水
路は走行しないでください。

高電圧部品の内部に水が浸入した場合：

● 車両が浸水した場合、高電圧部品は電子
部品のため、乾かしても水分を完全に蒸
発させることができる保証はありませ
ん。

● 高電圧部品の内部に水が侵入すると、部
品自体の絶縁性に大きな影響を与えま
す。また、水分に多く含まれる導電性物
質により、高電圧部品の内部ショートや
高電圧システムのショートを引き起こす

おそれがあるため、車両の安全性能や使
用性能に重大な影響を与えます。

● 高電圧部品の内部に水が侵入すると、製
品の IP 保護等級、耐電圧などの性能が大
きな影響を受けるため、危険性が大きく
なります。

火災の予防

車両火災を効果的に防止するため、車両を
使用する場合は下記に注意してください。

● 車内に引火性・爆発性のあるものを格納
しないでください。

● 炎天下や日の当たる場所に駐車する
と、車内の温度が 60～70℃以上に達す
ことがあります。そのため、車内にラ
イター、洗浄剤、香水などの引火性・
爆発性のあるものを置くと、火災や爆
発が発生するおそれがあります。

● 喫煙後、吸い殻の火が完全に消えている
ことを確認してください。

● 喫煙は身体の健康を害するだけではな
く、火が完全に消えていない吸い殻は
火災を引き起こすおそれがあります。

● BYD 正規ディーラーまたは BYD 指定サ
ービス工場で定期点検を依頼してくださ
い。

● コネクタとワイヤーハーネスとの接
続、絶縁および固定位置などに異常が
ないかを確認するために、車両全体の
配線の定期点検を行ってください。不
具合が見つかったときは早めに処置し
てください。

● 車両の配線の改造、電気部品の後付けを
禁止します。

● 電装品（ハイパワーオーディオ、照明
器具など）の後付けは、回路に過大な
負荷がかかり、ワイヤーハーネスの発
熱による火災の原因になります。

● 基準外の電器・配線の改造により抵抗
が大きくなり、異常に発熱して火災を
引き起こすおそれがあります。電装品
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の定格から外れたフューズや金属ワイ
ヤーをフューズの代わりに使用するこ
とは絶対にしないでください。

● 正しい停車場所を選びます。

● 停車時、日にさらされる場所は可能な
限り避けてください。

● 車両を保管する場合は、車両の下に乾
燥した藁や枯れた小枝、葉、麦わらな
どの可燃物がないかをよく確認してく
ださい。特に夏場では、車両の下に可
燃物があると火災につながるおそれが
あります。

● 走行中は枯れた小枝や葉、麦わら、雑
草などの可燃物が堆積している道路を
可能な限り避けてください。走る必要
があるときは、走り抜けた後に車両を
止めて車両の下部に可燃物がないかを
確認してください。

● 車載用の消火器を車両に搭載することを
おすすめします。

● 消火器を車両に搭載する場合、安全を
確保するために定期的な点検や交換を
行ってください。また、消火器の使い
方を熟知し、非常時は迅速に対応でき
るようにしてください。

● 車両の修理やメンテナンスを行う場合
は、起動バッテリーのマイナス端子を外
します。

● 車両火災が発生した場合は、迅速、冷静
に効果的な方法で対処し、被害を最小限
にしてください。

● 火災の発生は、ボディーからの異音や
異臭などのような前兆があります。異
常を感じたら、できるだけ風が当たら
ない場所に停車し、車載用の消火器で
初期消火を行います。

● 早めに 119 番に通報すると同時に、該
当の保険会社にも通報し現場対応を要
請します。

● 火元を特定します。モータールームか
ら煙があがっている場合は、すぐにボ
ンネットを開けないでください（ボン
ネットを開けると大量の空気が入り、

火の勢いが強くなるためです。モータ
ールームには可燃物が少ないため、ボ
ンネットを閉めておくことで火の勢い
を抑え、消火を助けることができま
す）。車載用の消火器を使用し、ボンネ
ットの隙間から火元に向けて消火剤を
噴射する、または外部に助けを求めて
複数の消火器を借りることができれ
ば、外部から火が見えない状態でボン
ネットを開けて消火剤を噴射し続ける
ことができます。

● 消防隊が消火した後は、出動証明書を
請求して発火原因についての報告書の
発行を依頼します。

● 事故発生後、早めに保険会社に対応な
どを依頼します。

お願い

● 思わぬ被害が発生することを防ぐた
め、車両保険に加入することをおす
すめします。

タイヤチェーン

● タイヤチェーンは、緊急時対応またはチ
ェーン規制が実施されている道路を通行
するときに使用するものです。

● タイヤチェーンはリアタイヤに装着して
ください。また、凍結路面や雪道でタイ
ヤチェーンを装着して運転するときは、
細心の注意を払って運転してください。
一部のタイヤチェーンは、タイヤ、ホイ
ール、サスペンションおよびボディーを
破損させるおそれがあります。タイヤと
ホイールハウス内の部品の間に十分なス
ペースを確保するため、タイヤチェーン
本体の厚さまたは直径が 10mm を超え
ない細いタイプのタイヤチェーンを選択
してください。

● 部品組立図およびタイヤチェーンメーカ
ーの他の取扱説明書をよく読んでくださ
い。

● タイヤチェーンの購入やタイヤへの装着
前に、お買い上げの BYD 正規ディーラー
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または BYD 指定サービス工場に問い合
わせてください。

● タイヤとタイヤチェーンの摩耗を軽減す
るため、タイヤチェーンを装着したまま
積雪路や凍結路以外の道路を走行しない
でください。

お願い

● タイヤチェーン装着時の走行速度
は、30km/h またはタイヤチェーン
メーカーが推奨する制限速度のいず
れかを超えないでください。

● 突起物や穴、急カーブに注意しなが
ら慎重に運転してください。乗り上
げた場合、ジャンプするおそれがあ
ります。

● 制御不能による事故を避けるため、
タイヤチェーン装着時は急ハンドル
や急ブレーキを避け、ハンドルを切
ったりカーブに入ったりする前にス
ピードを落としてください。

● タイヤチェーンは左右対称に装着
し、積雪路を抜けたらすぐに取り外
してください。

● タイヤチェーンから異音が聞こえる
場合はただちに停車し、タイヤチェ
ーンとの干渉がないようにサスペン
ションやボディー、ブレーキチュー
ブなどの部品を確認してください。

● 車両を停止させ、エンジンを切り、
P ギアを入れ、パーキングブレーキ
をかけた後にチェーンを取り付けて
ください。タイヤの空気圧が不足し
ている場合は、タイヤチェーンを装
着しないでください。

● タイヤチェーンを装着する場合は、
安全で平坦な場所に停車してからハ
ザードランプを付け、車両後方に三
角表示板を設置してください。

発進と運転

車の始動

通常の始動方法：

● リモートキーを携帯し、ブレーキペダル
②を踏みながら「スタート/ストップ」ボ
タン①を押すと、コンビネーションメー
ターの「OK」表示灯が点灯し発進できる
状態になります。

● シフトレバーを「D」または「R」レンジ
に切り替えると、電動パーキングブレー
キが自動的に解除されます。電動パーキ
ングブレーキシステムのモーターから解
除音が聞こえると、車両が発進できる状
態になります。

始動できない場合

● 次の場合は始動できません。

●「スタート/ ストップ」ボタンを押した
ときに、リモートキーシステム警告灯
が点灯してスピーカーから警告音が鳴
り、コンビネーションメーターに「キ
ー検出不可」と表示された場合は、リ
モートキーが車内にない、または干渉
によりキーが検知できないことを表し
ます。

● リモートキーは特定の場所（インスト
ルメントパネル、グローブボックスの
内側、フロア、カップホルダー、トラ
ンクなど）では正常に機能しないため、
始動できないことがあります。
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● 「スタート/ ストップ」ボタンを押したと
き、スタート機能が正常に作動しない場
合は、下記に示す要因が考えられます。

● リモートキーが作動せずコンビネーシ
ョンメーター内のリモートキーシステ
ム警告灯が点滅すると同時に、「キーの
バッテリー残量が少なくなっていま
す」とメッセージが表示されたときは、
リモートキーのバッテリーが切れてい
る可能性があります。（190 ページ）を
参照し、速やかにリモートキーのバッ
テリーを交換してください。

● 上記の場合を除き、使用環境によって
はスマートエントリーおよびキーレス
スタートシステムが正常に作動しない
ことがあります。詳細については（54
ページ）を参照してください。

注意

● 車両が始動しない場合、ドライバー
が車両に入ってから 2 分経過して
も車両を始動できない場合は、電子
スマートキーを移動して再試行する
ことをお勧めします。

緊急時の始動方法：

● パーキングブレーキを確実に掛けます。

● 必要のないランプやアクセサリーを OFF
にします。

● シフトレバーを「P」または「N」レンジ
に入れます。

● 車両の電源ポジションを「OFF」にしま
す。

● リモートキーを車内に置きます。

● 「スタート/ストップ」ボタンを 15 秒以上
長押しすると、始動します。

リモートスタート

始動前

● 車両の電源ポジションを「OFF」にしま
す。

● シフトポジションを「P」レンジに入れま
す。

● 速度を 5km/h 以下にします。

始動方法

1. リモートキーの「スタート/ストップ」ボ
タンを約 2 秒間長押しすると、車両を遠
隔で始動させることができます。始動
後、ターンシグナルランプが 3 回点滅し
ます。

2. リモートスタート後、10 分以内に有効な
操作を行わないと、電源ポジションが
「OFF」になりターンシグナルランプが 2
回点滅します。

3. リモートスタート後、リモートキーの「ス
タート/ストップ」ボタンを約 2 秒間長押
しすると、電源ポジションが「OFF」に
なりターンシグナルランプが 2 回点滅し
ます。

車両の運転

運転前の点検

車両外部

● タイヤ：タイヤの空気圧、タイヤトレッ
ドに割れ、破損、異物の噛み込みがない
か、タイヤに異常、過度な摩耗がないか
を点検します。

● ホイールナット：ナットの緩みや外れが
ないかを点検します。

● 照明：ヘッドライト、ポジションランプ、
ターンシグナルランプおよび他のライト
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の動作、ヘッドライトの明るさを点検し
ます。ヘッドライトの明るさを点検しま
す。

車両内部

● シートベルト：バックルがしっかりロッ
クでき、シートベルトに摩耗や擦り傷が
ないことを点検します。

● コンビネーションメーター：メンテナン
ス表示灯、コンビネーションメーター照
明とデフロスターの作動に異常がないこ
とを点検します。

● ブレーキペダル：ブレーキペダルの操作
に必要なスペースがあることを点検しま
す。

● 起動バッテリーとケーブル：つなぎ目の
ところに腐食や緩み、外れがないか、起
動バッテリーのケースに割れ目がないか
を点検します。

モータールーム内部

● バックアップ用フューズ：それぞれのフ
ューズのバックアップがあることを点検
します。フューズボックスには、各種の
定格電荷量に対応する仕様が記載されて
いる必要があります。

● 冷却水の量：冷却水の量が正しい範囲で
あることを点検します。

始動後の点検

● コンビネーションメーター：故障を示す
警告灯およびスピードメーターの動作に
異常がないことを点検します。

● ブレーキ：安全な場所で車両を直進走行
し、ステアリングホイールをしっかり維
持した状態でブレーキを掛けたとき、偏
りがなく真っすぐ走ることを点検しま
す。

● その他の異常な現象：緩んだ部品や漏れ、
異常な騒音がないかを点検します。

運転前の準備について

● 乗り込む前に、車両周辺の状況を確認し
てください。

● シートポジション、シートバック角度、
シートクッションおよびヘッドレストの
高さ、ステアリングホイールの角度と高
さを調節します。

● ルームミラーとドアミラーを調節しま
す。

● すべてのドアを閉めます。

● シートベルトを確実に締めます。

シフト機構

● ギアアクチュエーターのレンジマーク
は、シフトレバーに表示されます。

● 「P」レンジ：パーキングレンジで、ボタ
ンを押すとパーキング表示灯が点灯して
パーキングブレーキが作動します。車両
を発進させるときは、ブレーキペダルを
踏み込んだ状態で「P」レンジからその他
のレンジに切り替えます。

注意

● 急停車による事故を防ぐために、
「P」ボタンを押すときは、車両が完
全に止まってから押してください。

● 「R」レンジ：リバースレンジで、車両が
完全に止まってから使用してください。

● 「N」レンジ：ニュートラルレンジで、一
時的に停止する場合に使用します。車両
から降りる場合は、必ず「P」レンジに切
り替えてください。
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● 「D」レンジ：ドライブレンジで、通常の
走行時に使用します。

● シフトチェンジ後に手を離すと、シフト
レバーは自動的にセンターポジションに
戻ります。

● 車両の電源ポジションが「OK」以外のと
きは、「D」レンジに切り替えることがで
きません。

● 「P」レンジにする、または「D」レンジ
に切り替える場合は、ブレーキペダルを
踏み込む必要があります。詳細は、コン
ビネーションメーターのインフォメーシ
ョンを参照してください。

● 自然発車を防ぐため、車両が完全に止ま
ってから「P」ボタンを押してください。
このとき、電動パーキングブレーキ
（EPB）が連動して作動し電動パーキング
ブレーキ表示灯が点灯します。

警告

● モーターが作動していて、かつシフ
トレバーを「R」または「D」レンジ
に入れる場合は、必ずブレーキペダ
ルを踏み込みんで、車両を停止させ
てください。ニュートラルの状態で
も、トランスミッションが動力を伝
達しているため、車両がゆっくり動
くことがあります。

● 事故を防ぐために、前進時にシフト
ポジションを切り替えるときは、絶
対にアクセルペダルを踏まないでく
ださい。

● 事故を防ぐために、走行中にシフト
レバーを「R」に入れたり、「P」ボ
タンを押したりしないでください。

● モーターが作動していない状態であ
っても、「N」または「P」レンジの
ままで坂を下ることはしないでくだ
さい。

● 「P」レンジに切り替えたあとに、電
動パーキングブレーキ表示灯が点灯
しない場合は、  → ADAS → 安全補

警告

助 の設定画面から手動で電動パー
キングブレーキを ON にし、BYD 正
規ディーラーまたは BYD 指定サー
ビス工場に車両の点検を依頼してく
ださい。

電動パーキングブレーキ
（EPB）
駐車時や車両から離れるときは、必ず電動
パーキングブレーキ（EPB）を作動させてく
ださい。

手動で EPB を掛ける

● クイックスバーをプルダウンするか、マ
ルチメディア  →ADAS→セーフティア
シストを通じて電子パーキングスイッチ
を ON にします。「P」ギア以外の状態で
は、EPB が解除された状態になり、ブレ
ーキペダルが踏み込まれると、EPB は適
切なブレーキ力をかけます。まず、計器
パネルの指示ランプが点滅し、その後常
時点灯し、EPB がオンになったことを示
します。また「電子パーキングが作動し
ました」というメッセージが表示されま
す。

注意

●  が点滅している場合は、EPB 作
動中を表します。坂道では自然発車
を防ぐために、できるだけ  が常
時点灯してから、ブレーキペダルを
離してください。

自動で EPB が掛かる

ストップ時に自動的に EPB が掛かる

● 車両の電源ポジションを「OK」から
「OFF」にすると EPB が自動で作動し、
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コンビネーションメーターの電動パーキ
ングブレーキ表示灯  が点灯します。

「P」レンジ時に自動的に掛かる

● ブレーキペダルを踏み込んで車両を止め
てから「P」レンジに入れると、EPB が
自動的に掛かります。コンビネーション
メーターの電動パーキングブレーキ表示
灯  が点滅から点灯状態になり、「電動
パーキングブレーキ ON」の文字が表示
されたらブレーキペダルを離します。

● ブレーキペダルを踏んで車両が停車して
おり、シフトポジションが「D」または
「R」のときに運転席側ドアを開けると、
シフトポジションが「P」に切り替わり、
EPB が自動的に掛かります。コンビネー
ションメーターの電動パーキングブレー
キ表示灯  が点滅から点灯状態にな
り、「電動パーキングブレーキ ON」の文
字が表示されたらブレーキペダルを離し
ます。

警告

● ドアを開けて EPB を掛ける、「P」レ
ンジにすることは避けてください。
EPB が作動しなくなる、または EPB
のクランプ力が不足して車両が自然
発車するおそれがあります。安全の
ため、降車する前に必ず「P」レン
ジに入れて EPB が作動しているこ
とを確認してください。

注意

● 坂道で停止している場合は、少し離
しただけでも車両が自然に動くおそ
れがあるため、ブレーキペダルを早
めに離さないでください。

● エンスト後の自動始動機能は、車両
自体の安全性を向上させるために設
計されています。過剰な依存や頻繁
な使用は、起動バッテリーの消耗や
EPB のクランプ力が不足して自然
発車のリスクがあります。安全を確

注意

保するために、車両から降りるとき
は必ずシフトレバーを「P」レンジ
にし、EPB が掛かっていることを確
認してください。

発車時に自動的に EPB を解除する

シフトリリース

● 「P」レンジで車両を始動し、ブレーキペ
ダルを踏み続けながらレンジを「P」また
は「N」から、「D」あるいは「R」レンジ
に切り替えると、EPB が自動で解除され
てコンビネーションメーターの電動パー
キングブレーキ表示灯が消灯し「EPB が
解除されました」と表示されます。

注意

● 正しいシフトチェンジをしてくださ
い。シフトチェンジ中は最後までブ
レーキペダルを踏み続け、コンビネ
ーションメーターに目的のレンジが
表示されてから、ブレーキペダルを
離してください。

● 車両の電源ポジションを「OK」にし
てからの数秒間は、EPB システムが
電源投入時のセルフテストをしてい
る状態のため、すべての機能に応答
していません。

アクセルペダルを踏んで解除する

● 車両を始動し、シフトレバーが「D」また
は「R」レンジに入っているとき、マルチ
メディア設定画面の「電動パーキングブ
レーキ（EPB）」で EPB を ON にした後
に、アクセルペダルをある程度までゆっ
くり踏み込むと、EPB は自動で解除され、
電動パーキングブレーキ表示灯  が消
灯し「EPB が解除されました」と表示さ
れます。
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フットブレーキが利かない場合の緊急ブレ
ーキ機能

● 走行中にブレーキが利きにくい、または
掛からない場合は、「P」ボタンを 2 秒以
上押し続けることで、緊急ブレーキを作
動させることができます。

警告

● EPB は、路面の摩擦力の物理限界を
超えることはできないため、カーブ
や危険な道路、渋滞、悪天候などの
走行時に緊急ブレーキ機能を作動さ
せると、スリップや横滑り、または
コースアウトを引き起こすおそれが
あるため、事故につながらないよう
に注意してください。

注意

● 正常に走行している場合は、走行中
の安全を確保するために「P」ボタ
ンによる緊急ブレーキを避けてくだ
さい。インテリジェントパワーブレ
ーキシステムの故障やフットブレー
キが利きにくいなどの緊急時は、車
両に対する制御を常に維持しながら
正常運転状態で緊急ブレーキ機能を
利用するようにしてください。

EPB トレーラモード

電動パーキングブレーキ（EPB）のけん引モ
ードは、主に EPB が OFF になっている場合
の自動開閉機能が考慮されています。車両
の電源を「OFF」にしてけん引する場合や故
障が発生した場合にこのモードを ON にし
て EPB を解除できます。

● ドライバーは、  → 車両状況 → オーバ
ーホール から 電動パーキングブレーキ
（EPB）トレーラモード を ON にしてくだ
さい。

● EPB トレーラモードの開始条件（同時に
満たすこと）：

● シフトを「P」レンジに入れます。

● ブレーキペダルを踏みます。

● 車両が充電コネクタに接続されておら
ず、充電されていない。

注意

● EPB トレーラモードの開始条件が
満たされていない場合は、マルチメ
ディア画面に対応するプロンプトが
表示されます。

● EPB トレーラモードになると、EPB
トレーラモードを終了しない限り、
マルチメディアディスプレイは常時
EPB トレーラモード画面になりま
す。

● 坂道で EPB トレーラモードにする
必要がある場合は、坂道による自然
発車を避けるため、運転中はブレー
キペダルを放さないでください。

● EPB トレーラモードの終了条件（いずれ
か 1 つを満たすこと）：

● マルチメディアタッチスクリーンをタ
ッチして、EPB トレーラモードを OFF
にします。

●「P」ボタンを押します。

● 車両に充電コネクタを接続して充電を
する。

EPB システム表示灯

● EPB が作動状態のときに電源スイッチを
入れると､メーター内の表示灯  が常
時点灯します。

● EPB が作動状態のときに車両の電源ポジ
ションを OFF にすると、コンビネーショ
ンメーターの電動パーキングブレーキ表
示灯  は点灯状態から数秒後に消灯し
ます。

● 電源スイッチを入れると、EPB システム
がセルフテストを行い、メーター内の表
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示灯  が点灯してから数秒後に消灯し
ます。消灯しない場合は、EPB システム
またはブレーキシステムに不具合がある
可能性があります。ただちに BYD 指定
サービス工場に連絡してください。

EPB 作動音

● EPB が掛かるまたは解除されると、EPB
モーターの作動音が聞こえます。

● 緊急ブレーキ機能を有効にしてから、焦
げた臭いがする、または異常な音がする
場合は、すぐに BYD 正規ディーラーまた
は BYD 指定サービス工場に連絡してく
ださい。

警告

● 車両が坂道で下ることを防ぐため､
車両から離れるときは、シフトレバ
ーを「P」レンジに入れ、EPB が掛
かっていることを確認してくださ
い。

● 重大な事故の発生を避けるため、走
行中は EPB スイッチを操作しない
でください。

● EPB の制動力不足時の自然発車や、
それによるシフト引っかかりなどの
異常を防ぐため、EPB を掛けるまた
は解除するときは、できるだけブレ
ーキペダルを踏んでください。

オートビークルホールド
（AVH）
オートビークルホールド（AVH）：坂道での
渋滞、追従走行、信号待ちなどで長い間停
車する必要がある場合、ブレーキを自動で
作動させて長時間の停車を維持します。

オートビークルホールド（AVH）待機状態

● 車両の電源ポジションが「OK」の場合、
オートビークルホールドスイッチを押し
て機能を ON にすると、コンビネーショ

ンメーターのオートビークルホールドス
タンバイ表示灯  が点灯します。

● 再度オートビークルホールド（AVH）ス
イッチを押すと、機能が OFF になりま
す。

オートビークルホールド（AVH）機能の作
動

● コンビネーションメーターのオートビー
クルホールドスタンバイ表示灯  が点
灯している状態でブレーキペダルを踏み
停車すると、オートビークルホールド
（AVH）機能が作動します。このとき、車
両は自動で停車してオートビークルホー
ルド表示灯  が点灯します。

注意

● オートビークルホールド（AVH）機
能の作動に必要な条件（同時に満た
す必要があります）：

● ドライバーがシートベルトをきち
んと締め、かつドアが閉まってい
ること。

● インテリジェントパワーブレーキ
システムおよび電動パーキングブ
レーキ（EPB）システムに故障が
ないこと。

● アクセルペダルを踏む、「P」レンジ
に切り替える、車両の電源ポジショ
ンを「OFF」にする、または手動で
EPB を掛けると、オートビークルホ
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注意

ールドが解除されて待機状態に戻り
ます。

● オートビークルホールドは記憶機能
を搭載しているため、再度電源ポジ
ションを「ON」にすると、前回の状
態を維持します。

オートビークルホールド（AVH）機能の作
動

● オートビークルホールド（AVH）機能が
作動すると、ブレーキランプとハイマウ
ントストップランプが点灯します。コン
ビネーションメーターのオートビークル
ホールド表示灯  が常時点灯していれ
ば、オートビークルホールド（AVH）機
能が正常に作動しています。

● 車両が 10 分以上停車していると、システ
ムは自動的にオートビークルホールド
（AVH）を解除して待機状態に入ります。
コンビネーションメーターのオートビー
クルホールドスタンバイ表示灯  が点
灯し、自動的に「P」レンジへ切り替わり
ます。

● オートビークルホールド（AVH）機能を
有効にするには、「D」レンジに切り替
えて走行した後、ブレーキペダルを踏
んで停車してください。

オートビークルホールド（AVH）機能のキ
ャンセル

● オートビークルホールド作動中に以下の
操作を行うと、オートビークルホールド
機能が無効になり自動で「D」レンジから
「P」レンジへ切り替わります：

● 運転席ドアを開ける。

● 運転席シートベルトを解除する。

●「D」レンジで停車中に、電動パーキン
グブレーキ（EPB）を ON にする。

● ブレーキペダルを離したときにオート
ビークルホールドスイッチを押して、

オートビークルホールドを OFF にす
る。

オートビークルホールド（AVH）機能の抑
制

● 「R」レンジに切り替えて低速移動モード
になると、オートビークルホールドが移
動モードに入ります。「R」レンジで低速
走行したり「R」から「D」レンジに切り
替えて低速走行したりすると、オートビ
ークルホールドの作動が抑制されるため
移動しやすくなります。

● 低速移動モードは、オートビークルホー
ルドスイッチを押す、または速度が
10km/h を超えると自動で解除されま
す。このとき、オートビークルホールド
が待機状態になり使用できるようになり
ます。

運転要領

● 逆風の中では、車両をコントロールでき
るようにゆっくり走行してください。

● 敷石が設置されている道路を走行する場
合は、ゆっくりと走行しながら正しい角
度を保ち、尖っているものや障害物の上
を走ることは避けてください。タイヤを
大きく破損させるおそれがあります。

● 衝撃でホイールを大きく破損させるおそ
れがあるため、悪路を走行するときはス
ピードを落としてください。

● 濡れた路面を走行するときは、深い水た
まりを避けてください。

● 氷雪、砂石、水濡れのタイル、エポキシ
樹脂系塗り床などの路面の摩擦係数が低
い場所は、自然発車がないようにできる
だけ坂道に駐車しないでください。

警告

● ドライバーは、お子様などの乗員が
誤った操作をするのを防ぐため、乗
員に各機能の使い方を伝え、乗員の
安全確保を心がけてください。
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お願い

● バッテリーは車両底部にあるため、
ぶつけないように注意しながら運転
してください。

● 運転前に、電動パーキングブレーキ
が解除されており、かつ電動パーキ
ングブレーキ表示灯が消灯している
ことを確認してください。

● 電源ポジションが「OK」となってい
るときは、車両から離れないでくだ
さい。

● 走行中はブレーキペダルとアクセル
ペダルを長時間同時に踏み続けない
でください。危険な過熱現象や摩
耗、電気エネルギーの消費につなが
ります。

● 長い距離の下り坂を走行するとき
は、スピードを落としてください。
頻繁にブレーキを掛けると、ディス
クローターが高温になり正常に機能
しないおそれがあります。

● 滑りやすい路面で加速したりブレー
キを掛けたりする場合は、車両がス
リップや横滑りを引き起こすおそれ
があるため、十分に注意してくださ
い。

● 生命にかかわる交通事故の発生を避
けるため、走行中は窓から頭や手を
出さないでください。特に、お子様
を乗せているときは十分に注意して
ください。

● モータールームに大量の水が侵入す
ると、パワートレインや電気部品の
破損につながります。

冬期の運転について

● 冷却水が凍結防止の保護機能を発揮して
いることを点検します。

● 本車に使われているオリジナル冷却水
の型番と同じのものを使用します。冷
却システムに冷却水を補充する場合

は、周辺温度に応じて適切な冷却水の
型番を選択してください。

● 不適切な冷却水を使うと、冷却システ
ムの破損につながります。

● バッテリーやケーブルの状況を点検しま
す。

● 寒い時期は起動バッテリーの電圧が低
下します。そのため、起動バッテリー
に十分な電圧を持たせて始動できるよ
うにしてください。

● 氷雪によるドアロックの凍結を避けてく
ださい。

● 凍結を防ぐために、ドアロックの鍵穴
の中に除氷剤やグリセリンを吹き付け
ます。

● 不凍液を含んだウォッシャ液を使いま
す。

● このような製品は、BYD 正規ディーラ
ーまたは BYD 指定サービス工場や自動
車部品販売店で販売されています。

● 水と不凍液の混合比は、メーカーの指
示に従ってください。

注意

● 塗装の損傷を防ぐため、専用のウォ
ッシャ液を使ってください。

● マッドガード下側に氷雪が付着するのを
避けてください。

● マッドガード下側に氷雪が付着する
と、ハンドル操作が難しくなります。
厳冬期の走行時はこまめに停車し、マ
ッドガード下側に氷雪が付いていない
かを点検してください。

● 走行道路によっては、必要な非常用装備
やアイテムを用意しておくことをおすす
めします。

● タイヤチェーン、ウィンドウ用ヘラ、
砂 1 袋分、塩、誘導灯、車載用スコッ
プ、ジャンピングケーブルなどはでき
るだけ搭載してください。
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運転支援機能

アダプティブクルーズコン
トロール（ACC）

● アダプティブクルーズコントロール
（ACC）は、従来のクルーズコントロール
をベースに、レーダーおよびマルチファ
ンクションビデオコントローラーで先行
車と本車の相対距離、および相対速度を
計測して本車の走行速度を自動的に調整
し、先行車との車間距離を一定に保ちな
がら走る追従走行を可能にした機能で
す。先行車の有無により、システムがク
ルーズコントロールと追従型クルーズコ
ントロールの自動切替を行います。

● クルーズコントロールボタンで本車の走
行速度および先行車との車間距離を設定
することができます。本車と先行車との
車間距離、30～150km/h の範囲内で走行
速度を設定し、0～150km/h の範囲内で
車間距離を一定に保ちながら追従走行す
ることもできます。

作動状態説明
● ACC 待機の場合：

● システムを ON にすると、初期設定の
待機状態となり、手動操作によってシ
ステムを有効にすることができます。
作動条件が揃っていないときは、ドラ
イバーが車両状態を確認し、システム
を有効にする条件を揃える必要があり
ます。このとき、コンビネーションメ
ーターに  アイコンが表示されます
（走行速度は変数）。

● ACC が有効になっている場合：

● 車両は、設定速度で定速走行または先
行車との車間距離を自動で調節して追
従走行します（走行速度は変数）。この
とき、コンビネーションメーターに 
アイコンが表示されます（走行速度は
変数）。

● 追い越し時の加速の場合：

● ACC を有効にした状態でアクセルペダ
ルを踏むと、ACC が追い越しモードに
なり操作に反応して速度を上げ、ACC
の機能を一時的に停止します。アクセ
ルペダルを離すと、ACC が自動的に元
のモードに戻ります。

● ACC 故障の場合：

● ACC が故障している場合はいかなる操
作もできません。コンビネーションメ
ーターのアダプティブクルーズコント
ロール故障警告灯  が点灯します。

ACC の作動条件

● 電動パーキングブレーキ（EPB）が解錠
されている状態。

● シフトポジションは、「D」レンジ状態。

● 車両がバックしない状態。

● すべてのドア、ボンネット、テールゲー
トは閉まっている状態。

● ドライバーがシートベルトを着用してい
る状態。

● ESC システムは ON で、なおかつ作動し
ていない状態。

● 速度が≦150km/h のとき。

● 速度が 0km/h のときは、ブレーキペダル
を踏み込んだ状態。速度が 0km/h 以外
のときは、ブレーキペダルを踏み込んで
いない状態。

● コンビネーションメーターに車両ネット
ワーク通信故障のインフォメーションが
表示されていない状態。

● 自動緊急ブレーキ機能が ON になってい
ない状態。

使い方

ACC ON/OFF ボタン
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● ボタン①を押すと（作動条件を満たして
いる場合、システムはスタンバイ状態）、
ACC の ON/OFF の切り替えができます。
（ボタン①を押して ACC を有効にする
と、デフォルトとして現在の速度を巡航
速度と設定されます。速度が 30km/h 未
満の場合は、30km/h に設定されます）。

ACC リセット

● 走行中にクルーズコントロールがスタン
バイ状態にある場合、システムは最後に
設定された走行速度を記憶します。この
とき、上方向にレバー②を操作すると、
前回クルーズコントロールを OFF にし
たときに記憶した速度に戻すことができ
ます。

設定速度の＋/－
● ACC 機能を ON にしてからレバー②を操
作すると、30～150km/h の範囲内で走行
速度を設定できます。上下方向にレバー
②を操作すると、設定速度は 5km/h ずつ
加速または減速できます。

警告

● 走行中の道路の速度制限を遵守し、
速度超過にならないように速度を抑
えて安全に運転してください。

ACC の解除

● ACC 作動中に再びボタン①を押す、また
はブレーキペダルを踏むと、ACC が作動
状態からスタンバイ状態に入ります。

車間距離の設定

● ドライバーは、安全な車間距離を選択す
る責任があります。

● このシステムは、同一車線を走行する先
行車と適切な距離を保つように速度を調
整することができます。ドライバーは、
ステアリングホイールの④と⑤を操作す
ることで、車間距離を 4 段階で調整でき
ます。車間距離は速度に比例して変化
し、速度が速いほど車間距離が広くなり
ます。

ACC システム使用時の自動加速/減速

● ACC が作動している状態でアクセルペダ
ルを踏み込みスピードを上げることで、
早めに設定速度を達成することができま
す。このとき、システムは追い越し時の
加速状態になります。設定速度で走行中
にアクセルペダルを踏み込みスピードを
上げ、かつ他の操作を行わないときは、
スピードを上げた後にアクセルペダルを
離すと、設定されていた速度に自動で戻
ります。

● ACC が作動している状態でブレーキペダ
ルを踏み込むと、システムはスタンバイ
状態になるため、ブレーキペダルを離し
て再度 ACC を作動する必要があります。

先行車に追従しての停止/発進

● システムは、通常の走行モードで先行車
に追従して車両を停車させることができ
ます。30 秒以内の停車時は、自動で先行
車に追従して発進します。

● 30 秒～3 分以内の停車では、ドライバー
がアクセルペダルを踏み込むか、レバー
②を上方向へ操作すると ACC が作動し
ます。

システムの限界

● 車両前部に設置されているフロントミリ
波レーダーは、汚れにより視界が遮られ
ると本来の機能を発揮できなくなりま
す。特に、積雪でセンサーが覆われると
システムが OFF になります。システム
は、HMI（ヒューマンマシンインターフ
ェース）を通じてドライバーにシステム
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OFF のメッセージを伝えます。このよう
な場合は、汚れをきれいに取り除いて車
両を再始動させる、または通常の道路を
一定距離走行すると機能が回復します。

● 円形駐車場やトンネルなどの特別な道路
を長時間走行した場合、フロントミリ波
レーダー検出特性の限界により一時的に
機能しないことがあります。このような
場合は、車両を再始動するまたは通常の
道路を一定距離走行すると機能が回復し
ます。

● カーブに進入またはカーブから抜けた場
合、先行車の選定が遅れたり干渉を受け
たりすることがあります。このような場
合は、ACC が期待通りに作動しない、ま
たは作動が遅れることがあります。

● 曲がりくねった道などの急カーブでは、
センサーが感知する前方の車両が数秒間
消えることがあるため、ACC の走行速度
が上がるおそれがあります。

● ドライバーは、先行車の流れ、雨や霧な
どの現在の状況に合わせて追従走行時の
車間距離を調整し、ACC を適切に設定し
てください。 ACC を適切に設定した後、
いつでも車両の速度を減速して停止でき
るようにしてください。

● ACC は、静止またはゆっくり移動してい
る物体（車両や渋滞の後方、料金所、自
転車、バイクや歩行者など）を認識でき
ずに衝突事故を引き起こすおそれがある
ため、ドライバーは常に周りの状況に気
を付けてください。

● ACC は、歩行者や対向車を認識すること
はできません。

● ACC は制動力が限られているため、急ブ
レーキに対応できません。

● フロントミリ波レーダーは、レールや道
路工事用金属板などの金属物が中距離レ
ーダーと干渉すると、正常に作動しない
ことがあります。

● フロントミリ波レーダーが振動や衝突の
影響を受けると、性能が低下することが
あります。BYD 正規ディーラーまたは

BYD 指定サービス工場に連絡してくださ
い。

ご注意

● ACC はセーフティシステム、障害物検知
システム、または衝突警告システムでは
なく、快適な運転を支援するためのシス
テムです。ドライバーは常に車両をコン
トロールし、自己責任で運転してくださ
い。

● ACC はドライバーを支援することはでき
ますが、ドライバーの代わりに運転する
ものではありません。ドライバーは常に
交通ルールに従い車両をコントロール
し、自己責任で運転してください。

● 安全上の理由から、ESC を ON にしてい
ない状態では、ACC を有効にすることが
できません。

● ACC は、高速道路や状況が良好な公道で
走行する場合に適しています。複雑な市
街地や山道での走行には適していませ
ん。

● 先行車との車間距離を保つことはドライ
バーの責任です。ACC の車間距離は、現
地の運転環境に要求される最小車間距離
に適合しています。

● ACC 作動時、ドライバーがアクセルペダ
ルまたはブレーキペダルを踏むと、車両
のコントロールはドライバーに引き継が
れます。このとき、ACC システムの車間
距離制御機能は作動しません。

● 先行車が急ブレーキを掛けた場合（緊急
停車）、ACC が反応できない、または反応
が遅れてブレーキが遅れるおそれがあり
ます。このとき、ドライバーに車両制御
への介入を要請するメッセージは届きま
せん。

● 状況によっては（本車の速度に対して先
行車が遅い、車線変更速度が速い、安全
距離が短いなど）、システムが相対速度を
落とすのに必要な時間がない場合があり
ます。このようなときは、ドライバーが
適切な操作をしてください。ACC はどの
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ような状況でも音声や映像で警告を出す
ことができるわけではありません。

● 発進時の安全を確保し、予期せぬ発進に
よる対象物への衝突を避けるため、車が
停止している状態で ACC を有効にする
と、システムは前方にある静止物を車と
して認識し、車を停止状態に維持します。
ただし、この機能はすべての障害物に対
応できるわけではないため、ドライバー
は正面方向に障害物や他車がないことを
確認してください。

● ACC 付き車両が隣接車線を走行する他車
との車間距離が狭い場合（または隣接車
線を走行する他車が ACC 付き車両に近
づきすぎる場合）、ACC が作動し、ブレー
キをかけることがあります。

● 本車が ACC 付き車両の進路に車線変更
し、フロントミリ波レーダーの検知範囲
内に入っている場合、この車両を対象車
両として認識してそれに応じた反応をす
るため、強力な制動力が掛かったり、ブ
レーキが遅れることがあります。

● 環境によっては、検知に影響を受けたり
遅れることがあり、対象物のレーダー反
射断面積が小さすぎる（自転車、バイク、
4 輪馬車、歩行者など）場合は、ACC が
前車との距離を検知できないおそれがあ
ります。このとき、対象物に対して反応
が遅れたり反応できなくなるため、ドラ
イバーが速度をコントロールしてくださ
い。また、ノイズや電磁波による干渉な
どの影響を受けると、検知の遅延や干渉
が発生することがあります。

● 本車が先行車と直線上に走行していない
場合、ACC システムは先行車を対象車両
として認識できないため、ドライバーが
常に車両をコントロールしてください。

● 先行車に追従して停止する場合、まれに
先行車の後端を検知できずに下端（車高
の高いトラックの後軸や車のバンパーな
ど）を検知することがあります。このと
き、ACC が適切な停止距離を確保できな
くなるため、ドライバーは常に注意を払
っていつでもブレーキを掛けられる準備
をしてください。

● 車高を下げる、ナンバープレート取り付
けブラケットを変更するなど、車両の構
造的な改造は ACC に影響を与えるおそ
れがあります。

● 視界が悪い場所、坂道やカーブが続く道
路、滑りやすい路面（雪道、凍結路、濡
れた道路や水浸しの道路など）を走行す
る場合は、絶対に ACC を使わないでくだ
さい。

● けん引/雪道/ぬかるみ/砂道/山地などの
特別な運転モード*では、ACC は作動でき
ません。

● 次の場合は、必ず BYD 正規ディーラーま
たは BYD 指定サービス工場でフロント
ミリ波レーダー、マルチファンクション
ビデオコントローラーの校正、点検をし
てください。

● フロントミリ波レーダー、フロントバ
ンパー、フロントガラスを取り外すと
き。

● 車輪の振れにより、新たにホイールア
ラインメント調整を行ったとき。

● 衝突したとき。

● ACC の性能低下またはコンビネーショ
ンメーターからのシステム異常のメッ
セージに気づいたとき。

警告

● ACC は運転を支援するためのシス
テムです。そのため、ドライバーは
自己責任で運転してください。

● ACC は、天候や道路環境などにより
機能しないおそれがあります。

● ドライバーの希望、交通状況や道路
環境に応じて、ACC を使うかどうか
を判断してください。
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ナビゲーションパイロット
（ICC）

● ナビゲーションパイロットは、アダプテ
ィブクルーズコントロール（ACC）とレ
ーンキープアシストシステム（LCC）の
機能を組み合わせたシステムで、速度が
0～120km/h 以内において、前後左右方
向への制御を支援してドライバーの運転
負荷を軽減し、安全で快適な運転環境を
提供します。

● 機能が作動中、ドライバーは常にハンド
ルを持ち、必要なときに車両のコントロ
ールをする必要があります。

● 前後方向制御支援は ACC によって行わ
れ、速度および先行車との車間距離を一
定に保ちながら走行することができま
す。

作動状態説明
● ICC 待機の場合：

● ICC システムはデフォルトで待機状態
となり、ドライバーの手動操作によっ
てシステムを有効にすることができま
す。ただし、アクティブ状態に必要な
条件が揃っていないこともあるため、
ドライバーが車を点検し、システムを
有効にする条件を揃える必要がありま
す。このとき、コンビネーションメー
ターには  アイコンが表示されま
す。

● ICC が有効になっている場合：

● ICC は通常の作動状態にあり、車は設定
速度で定速走行、または先行車との車
間距離を自動的に調節して追従走行し
ます。このとき、コンビネーションメ
ーターには  アイコンが表示され
ます。

● ICC 故障の場合：

● システムは故障状態にあり、機能が利
用できません。コンビネーションメー

ターの ICC システム警告灯  が点
灯します。

ICC システムの作動条件
● 電動パーキングブレーキ（EPB）が解除
されている状態。

● シフトポジションは、「D」レンジ状態。

● 車両がバックしない状態。

● すべてのドア、ボンネット、テールゲー
トは閉まっている状態。

● ドライバーがシートベルトを着用してい
る状態。

● ESC システムは ON で、なおかつ作動し
ていない状態。

● 速度が≦120km/h のとき。

● 速度が 0km/h のときは、ブレーキペダル
を踏み込んだ状態。速度が 0km/h 以外
のときは、ブレーキペダルを踏み込んで
いない状態。

● コンビネーションメーターに車両ネット
ワーク通信故障のインフォメーションが
表示されていない状態。

● 自動緊急ブレーキ機能が ON になってい
ない状態。

● 双方向車線が明瞭に表示され、かつ本車
が車線の中央部を走行している状態。

使い方
● ドライバーは、ステアリングホイールの
スイッチボタンにより ICC システムの
ON/OFF 操作を行うことができます。（シ
ステムが ON になると初期設定としてク
ルーズ速度が設定され、現在の車速がデ
フォルトのクルーズ速度となります。速
度が 30km/h 未満の場合は、30km/h に
設定されます）。

● クルーズ速度および車間距離の設定は、
（112 ページ）を参照してください。
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● ユーザーは、マルチメディア  →ADAS
→運転アシスト画面で ICC をオンまたは
OFF にすることもできます（「P」ギアで
のみ OFF にできます）。車が始動する
際、ファンクションスイッチの状態は前
回電源を切る前の状態となります。

ご注意
● ICC システムは、アダプティブクルーズ
コントロール（ACC）とレーンキープア
シストシステム（LCC）の機能を組み合
わせたシステムのため、ご利用の際は、
ACC 機能の注意を必ず守ってください
（詳細は（112 ページ）を参照してくださ
い）。

● 機能を ON にして作動させた後、本車の
速度が 0～120km/h の範囲内の場合：

● 前方に車線境界線がない場合は、シス
テムの横方向制御が抑制されて ACC の
みが機能します。このとき、コンビネ
ーションメーターの ICC システム作動
状態表示灯が灰色に点灯します。

● 前方の車線境界線が明瞭に認識できる
ときは、ICC の横方向制御が自動で機能
します。このとき、コンビネーション
メーターに ICC システム作動状態表示
灯が点灯します。

● ICC システムは、運転を支援するための
システムであり、自動運転ではありませ
ん。ドライバーは常に車両をコントロー
ルし、長時間ステアリングホイールから
両手を離さないでください。そうしない
と、警告メッセージが表示された後にシ
ステムが OFF になります。

● ICC システムは、天気や照明の明るさ、
車線境界線の明瞭さの影響を受けるた
め、日陰、夕日、路面の積雪および著し
い摩耗がある路面では、性能が著しく低
下します。

● 急カーブが連続する道や凍結して滑りや
すいカーブ、または悪天候（濃霧、大雨、
大雪など）により、フロントミリ波レー
ダーやマルチファンクションビデオコン

トローラーの視野が遮られている場合
は、ICC システムの利用を避けてくださ
い。

● 機能が使えない場面：

● センサーが遮られているとき。

● 悪天候のとき。

● 能動的安全システムが機能していると
き。

● 走行速度の範囲を超えているとき。

● けん引/雪道/ぬかるみ/砂道/山地など
の特別な運転モード*では、ICC システ
ムは作動できません。

警告

● ICC システムはあくまでも運転を支
援するためのシステムのため、ドラ
イバーは自己責任で運転してくださ
い。

● ICC システムは、天候や道路環境な
どにより機能しないおそれがありま
す。

● ドライバーの希望、交通状況、道路
環境に応じて、ICC システムを使う
かどうかを判断してください。

前方衝突警告機能（FCW）と
自動緊急ブレーキ（AEB）
前方衝突警告機能（FCW）および自動緊急
ブレーキ（AEB）は､フロントミリ波レーダ
ーとフロントビューにより本車線上の先行
車や歩行者を検知します。システムは、本
車が先行車または歩行者と正面衝突するお
それがあると判断した場合、音声・視覚警
告を発してドライバーへ回避行動を取るよ
うに促すと同時に、潜在的な制動力を強く
して、ドライバーが対応するための反応時
間を確保します。衝突の可能性が高くなり
つつあると判断した場合は、ブレーキを自
動で作動させてドライバーが衝突を回避で

117

04
使
用
お
よ
び
運
転



きるようにアシストし、衝突の被害を軽減
します。

使い方

● ドライバーは、  → ADAS → 安全補助 の
設定画面から、FCW と AEB システムの機
能の ON/OFF を設定することができま
す。

● FCW システムの警告方法は、音声による
警告、文字による警告、ポンピングブレ
ーキ警告があります。

● FCW システムが作動したときは、緊急度
合いによりコンビネーションメーターの

警告灯が青  または赤  になり
メッセージが表示されます。

● AEB システムが作動したときは、コンビ

ネーションメーターの警告灯  が赤
で点灯してメッセージが表示されます。

● システムの故障があったときは、コンビ

ネーションメーターに  アイコンが
表示されます。

● AEB システムをボタン操作で OFF にし
たときは、コンビネーションメーターに

 アイコンが表示されます。

FCW システムの作動条件
● 車両設定から機能を ON にする。

● 速度が、30km/h～150km/h の範囲。

● シフトポジションは、「D」レンジ状態。

● 車両がバックしない状態。

AEB システムの作動条件
● 車両設定から機能を ON にする。

● 速度が、4km/h～150km/h の範囲。

● 電動パーキングブレーキ（EPB）が解錠
されている状態。

● シフトポジションは、「D」レンジ状態。

● 車両がバックしない状態。

● すべてのドア、ボンネット、テールゲー
トは閉まっている状態。

● ドライバーがシートベルトを着用してい
る状態。

● ESC システムは ON で、なおかつ作動し
ていない状態。

システムの限界

● 環境によっては、感知が影響を受けたり
遅れたりすることがあります。対象物の
レーダー反射断面積が小さすぎる（自転
車、3 輪車、4 輪バイク、電動自転車やオ
ートバイなど）場合、システムが前方対
象物との距離を判断できないおそれがあ
ります。そのため、反応が遅れるまたは
反応できなくなります。

● 次の場合は、FCW システムが影響を受け
るまたは機能しないことがあります。

● 雨、雪、霧、または反射光、直射日光、
照明の明るさの急激な変化。

● センサーの汚れ、曇り、破損、または
遮断。

● 立体駐車場での強いレーダー反射な
ど、他のフロントミリ波レーダー源の
干渉によるフロントミリ波レーダーの
故障。

● 交通状況が複雑な場合、システムは下記
の場面に正しく対応できないことがあり
ます。

● ハイスピードでセンサーの検知範囲に
現れた歩行者や車両。

● 他のものに遮られている歩行者。

● 背景と見極めができない歩行者の輪
郭。

● 特殊な衣服、または他のものに覆われ
ているなどで検知されない歩行者。

● 半径が小さいカーブ。
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ご注意

● FCW システムは、いかなる状況でも衝突
の回避ができるわけではありません。交
通状況が複雑な場合は、システムが車両
と歩行者の認識をきちんと対応できない
ことがあります。また、マンホールカバ
ーや鉄板、道路標識に反応して誤って警
告を発したり、ブレーキを掛けたりする
おそれがあります。

● 必ず安全運転を心がけて運転し周囲の交
通状況に注意してください。いかなる場
合も、通常のブレーキの代わりに AEB シ
ステムを使用しないでください。

● 事故の発生や生命にかかわる重大な傷害
につながるおそれがあるため、FCW シス
テムを過信しないでください。このシス
テムは運転を支援するためのものである
ため、ドライバーは自己責任で先行車と
の車間距離を適切に保って速度を制御し
てください。必要に応じてブレーキを掛
けたりハンドルを操作できるようにして
ください。また、ドライバーは常に車両
をコントロールし、自己責任で運転して
ください。

● AEB システムは、走行速度が一定速度よ
り速い場合にのみ作動します。このシス
テムはいかなるモードでも正しく作動で
きるわけではないため、慎重に運転して
ください。

● ESC システムが OFF または警告灯が点
灯している場合は、AEB システムが正常
に作動できません。

● FCW システムが警告を出している場合、
ドライバーは交通状況に応じてブレーキ
操作で速度を落とす、またはハンドル操
作で障害物を回避してください。

● 車間距離が近い状態で長時間走行する
と、安全距離警告システムが車間距離を
取るように警告を出します。先行車が急
ブレーキを掛けると衝突は避けられない
ことがあります。

● 緊急警告時にドライバーが気づいている
場合は（ドライバーがハンドル操作やア

クセルペダルまたはブレーキペダルを踏
むなど）、AEB システムは作動しません。

● 円形駐車場やトンネルなどの特別な道路
を長時間走行した場合、フロントミリ波
レーダー検出特性により一時的に機能し
ないことがあります。特別な道路を離れ
ると、システムは自動的に正常に戻りま
す。

● フロントミリ波レーダーまたはマルチフ
ァンクションビデオコントローラーの表
面が汚れている、または異物が付着して
いると、コンビネーションメーターに関
連メッセージ（表面の汚れ、異物の付着
によりセンサーが感知できなくなった）
が表示されるため、メッセージに従いセ
ンサー表面の異物を取り除いてくださ
い。センサー故障中は FCW および AEB
システムが OFF になり、故障が解除され
ると正常に戻ります。

● 歩行者保護システムは克服できない物理
的な条件の制限があるため、危険な状況
が発生した場合はドライバーが素早く車
両制御を行ってください。

● 歩行者保護をシステムそのものに頼って
いると、事故や重大な傷害を完全に防ぐ
ことができません。

● 歩行者保護システムは、曲がっている幹
線道路などの複雑な状況では、不必要な
警告発信やブレーキ操作を行うことがあ
ります。

● フロントミリ波レーダーやマルチファン
クションビデオコントローラーの角度の
ずれなど、システムに故障がある場合は、
間違った警告発信やブレーキ操作を行う
ことがあります。

● AEB システムが作動するとブレーキペダ
ルが重く感じられます。また、短時間で
ブレーキキャリパーを動かすのに大きな
油圧が必要となるため、「ズズズ」という
音が聞こえることがあります。

● AEB システムは、ドアを閉めてシートベ
ルトを着用している場合に限り作動しま
す。次の場合は、AEB システムが機能し
ないことがあります。
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● ドアが閉まっていない、または走行中
にドアが開いたとき。

● シートベルトを着用していない、また
は走行中にシートベルトを外したと
き。

● ドライバーによる急アクセル、急ブレ
ーキ、または急ハンドルの場合。

● 次の場合は、システムが常に最適な性能
を発揮することができないおそれがあり
ます。

● 事故や他の原因により、フロントバン
パーに強い衝撃を受けたとき。

● タイヤ空気圧の過不足、またはタイヤ
の過度な摩耗があるとき。 規定に合わ
ないタイヤを装着したとき。

● タイヤチェーンを装着したとき。

● 小型スペアタイヤ、または緊急用パン
ク修理キットを使ったとき。

● 次の場合は、必ず BYD 正規ディーラーま
たは BYD 指定サービス工場でフロント
ミリ波レーダーおよびマルチファンクシ
ョンビデオコントローラーの校正を行っ
てください。

● フロントミリ波レーダーまたはマルチ
ファンクションビデオコントローラー
を取り外したとき。

● ホイールアライメント調整中に、トー
インやリアタイヤのキャンバー角を調
節したとき。

● 衝突事故発生後に、フロントミリ波レ
ーダーまたはマルチファンクションビ
デオコントローラーの位置が変わった
とき。

● ACC システムの性能低下や異常。

● 紙箱、鉄板、ダミー人形などで AEB シス
テムの作動試験を勝手に行わないでくだ
さい。システムが正常に機能せず事故を
引き起こすおそれがあります。

警告

● FCW および AEB システムはあくま
でも運転を支援するためのシステム
であるため、ドライバーは自己責任
で運転してください。

● FCW および AEB システムは、天候
や道路環境などにより機能しないお
それがあります。

● ドライバーの希望、交通状況や道路
環境に応じて、FCW および AEB シ
ステムを使うかどうかを判断してく
ださい。

フロントクロストラフィッ
クアラート（FCTA）およびフ
ロントクロストラフィック
オートブレーキ（FCTB）
フロントクロストラフィックアラート
（FCTA）およびフロントクロストラフィック
オートブレーキ（FCTB）は、フロントバン
パーの左右両側に搭載されるフロントミリ
波レーダーで本車の先方を横切る車両を検
知すると、ドライバーに知らせるとともに、
必要に応じて自動でブレーキを掛けます。
本車が低速で走行中に先方を横切る車両と
衝突する危険を検知すると、音声・視覚警
告でドライバーに知らせます。また、衝突
事故が発生しそうなときは、自動でブレー
キを作動させて衝突事故の発生を防ぎま
す。

使い方

● ドライバーは、  → ADAS → 安全補助 の
設定画面から、FCTA/FCTB の ON/OFF を
設定することができます。

● FCTA を有効にしたときは、ドアミラー警
告灯が点滅して音声警告を出します。

● FCTB を有効にしたときは、コンビネーシ

ョンメーターの警告灯  が赤で点灯
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し、音声警告を出すと同時に自動で緊急
ブレーキを作動させます。

● FCTA/FCTB に故障があったときは、コン

ビネーションメーターに  アイコン
が表示されます。

ご注意
● システムは前方の監視を支援しますが、
ドライバー自らの目視確認や判断に取っ
て代わるものではありません。ドライバ
ーは常に車両をコントロールし、自己責
任で運転してください。

● 対象車両が側面からハイスピードで本車
に接近してきた場合、システムは警告機
能を発揮できないことがあります。

● ドライバーは、システムが正常に作動す
るように泥や雪などの付着物を早めに取
り除き、フロントバンパー左右両側のフ
ロントミリ波レーダーの設置部位を良好
な状態に維持してください。

● ノイズや電磁波による干渉などの影響を
受けると、システムの検知が遅れたり干
渉を受けることがあります。

● 状況によっては、感知システムが影響を
受けたり遅延することで、システムが運
転を支援できない場合があります。考え
られる状況は次に示す場合を含みます
が、それらに限りません。

● 側面から接近してきた車両が最後のタ
イミングで車線を切り替えたとき。

● 対象車両が遮られたとき。

● 対象物のレーダー反射断面積が小さす
ぎる（自転車、バイクなど）とき。

● 雨、雪などの悪天候のとき。

● ミリ波レーダーが緩んだり、外れたり、
遮られたりしているとき。

● 金属製ガードレールがあるなど、道路
環境が複雑なとき。

● 次の場合は、システムが機能しなくなり
ます。

● 対象物がミリ波レーダーの検知範囲外
にあるとき。

● FCTA/FCTB スイッチが OFF になって
いるとき。

● シフトポジションが「D」以外のレンジ
に入っているとき。

● 4 つのドアがすべて閉まっていないと
き。

● システムの初期化が完了していないと
き。

● ミリ波レーダーに故障があるとき。

● 急カーブや坂道などで前方の横から接
近してきた車両の感知が遅れたとき。

● ミリ波レーダーセンサーの校正が振動や
衝突の影響を受けたことにより、システ
ム性能が低下するおそれがあります。こ
のようなときは、BYD 正規ディーラーま
たは BYD 指定サービス工場に連絡して
ください。

警告

● FCTA/FCTB はあくまでも運転を支
援するためのシステムなので、ドラ
イバーは自己責任で運転してくださ
い。

● FCTA/FCTB は、天候や道路環境など
により機能しない、または作動が遅
れるおそれがあります。

● ドライバーの希望、交通状況や道路
環境に応じて、FCTA/FCTB を使うか
どうかを判断してください。

交通標識認識システム（TSR）
交通標識認識システム（TSR）は、マルチフ
ァンクションビデオコントローラーおよび
地図*により道路の速度制限標識を認識しま
す。また、コンビネーションメーターに認
識した速度制限標識を表示して、速度が制
限速度を超えたときはドライバーへ警告情
報を発信します。
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使い方

● ユーザーはマルチメディア  →ADAS→
アクティブセーフティ→交通標識認識の
設定画面で交通標識認識機能の ON・OFF
を操作することができます。

● 交通標識認識システムが交通標識を認識
すると、コンビネーションメーターに赤
色の  アイコンが表示されます。

● 交通標識認識システムにより認識した制
限速度が、現在の道路環境に適している
かを判断できない場合は、メーター内の
赤色の  アイコンが表示されます。

● 交通標識認識システムの性能が低下した
場合は、コンビネーションメーターに黄
色の  アイコンが表示されます。

● 交通標識認識システムの性能が低下し、
かつ TSR により認識された制限速度が
現在の道路環境に適しているかを判断で
きない場合は、メーター内の黄色の 
アイコンが表示されます。

● 交通標識認識システムが故障している場
合は、コンビネーションメーターに黄色
の  アイコンが表示されます。

● 交通標識認識システムを OFF にした場
合は、コンビネーションメーターに 
アイコンが表示されます。

● 上記の数字は、実際の交通標識に合わせ
て表示されます。

ご注意
● TSR システムは制限速度標識のみを認識
するため、車両のアクティブ制御には関
与しません。そのため、ドライバーは常
に車両をコントロールできる適切な速度
で運転してください。

● 定められたサイズに一致していない、ま
たは国の寸法要求を満たしていない重量
制限標識の場合は、誤って制限速度標識
として認識されることがあります。

● 標識が不明瞭で、歪み、傾き、反射、部
分的な遮断などがある場合は、マルチフ
ァンクションビデオコントローラーの認
識能力が低下したり認識できなくなりま
す。

● TSR システムの性能は、天候や照明の明
るさ、道路標識の明瞭さに影響を受けま
す。夜間、日陰、夕暮れ、雨天、霧、も
や、氷雪の付着、砂塵、明るさの急激な
変化などにより、認識能力が低下して標
識を認識できないことがあります。

● 衝突事故が発生した場合、またはマルチ
ファンクションビデオコントローラーセ
ンサーを脱着した場合は、システム性能
への支障がないように BYD 正規ディー
ラーまたは BYD 指定サービス工場にセ
ンサーの校正を依頼してください。

● 欧州地域では、交通渋滞や工事現場、前
方の事故を識別できるように、コネクテ
ッドカーのネットワークに接続する必要
があります*。

● TSR システムはあくまでも運転を支援す
るためのシステムであるため、ドライバ
ーは自己責任で運転してください。

● TSR システムは、天候や道路環境などに
より機能しない、または作動が遅れるお
それがあります。

● ドライバーの希望、交通状況や道路環境
に応じて、TSR システムを使うかどうか
を判断してください。

インテリジェントスピード
リミットコントロール
（ISLC）

● インテリジェントスピードリミットコン
トロール（ISLC）は、アダプティブクル
ーズコントロール（ACC）と交通標識認
識システム（TSR）機能を組み合わせた
機能です。機能を ON にすると速度制限
標識を認識し、速度制限値が現在の ACC
設定巡航速度に一致していない場合は、
認識された制限速度に ACC 巡航速度を
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調節するかを知らせます。ドライバーが
操作（下方向へ ACC 速度制御レバーを操
作）すると、システムは ACC 巡航速度を
認識した制限速度に自動的に設定しま
す。

● ドライバーは、速度 30～150km/h の範
囲内で機能を ON にすることができま
す。

使い方

● ドライバーは、  → ADAS → 安全補助 →
交通標識認識 の設定画面から、インテリ
ジェント速度制限制御およびインテリジ
ェント速度制限アラームの ON/OFF を設
定することができます。

● TSR が OFF になると、ISLC 機能も同時に
OFF になります。

● TSR システムを ON にすると、ISLC シス
テムの ON/OFF を設定することができま
す。

● ISLC は、ACC システムが ON の場合に作
動させることができます。

ご注意
● ISLC は、ACC システムと TSR システムを
組み合わせたシステムです。そのため、
ISLC を利用するときは、ACC システムお
よび TSR システムの注意事項を遵守し
てください（詳細は「アダプティブクル
ーズコントロール（ACC）システム」お
よび「交通標識認識システム（TSR）」を
参照してください）。

● ISLC はあくまでも運転を支援するため
のシステムであるため、ドライバーは常
に車両をコントロールしてください。

● ISLC の性能は、天候や照明の明るさ、道
路標識の明瞭さに影響を受けます。夜
間、日陰、夕暮れ、雨天、霧、もや、氷
雪の付着、砂塵、明るさの急激な変化な
どにより、認識能力が低下して標識を認
識できないことがあります。

警告

● ISLC はあくまでも運転を支援する
ためのシステムであるため、ドライ
バーは常に車両をコントロールして
ください。

● ISLC は、天候や道路環境などにより
機能しない、または作動が遅れるお
それがあります。

● ドライバーの希望、交通状況や道路
環境に応じて、ISLC を使うかどうか
を判断してください。

アダプティブフロントライ
ティング（AFL）
アダプティブフロントライティング（AFL）
は、マルチファンクションビデオコントロ
ーラーにより現在の運転環境を判断し、速
度が 35km/h 以上になるとハイビームを自
動で ON/OFF します。

作動状態説明
● AFL 待機の場合：

● ON になっているが作動していない状
態です。このとき、コンビネーション
メーターに  が表示されます。

● AFL が有効になっている場合：

● 機能を ON にしてライトスイッチが
Auto の位置にある場合、速度が
35km/h を超えて明るさの条件を満た
していれば自動で作動します。このと
き、コンビネーションメーターに  が
表示されます。

● AFL 故障の場合：

● 機能が故障している状態です。このと
き、コンビネーションメーターに  が
表示されます。
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使い方

● ドライバーは、  → ADAS → 安全補助 の
設定画面から、AFL の ON/OFF を設定す
ることができます。車両を再始動した時
の設定は前回の設定になります。

● 機能を ON にしてライトスイッチが
Auto の位置にある場合、速度が 35km/h
を超えて明るさの条件を満たすと、シス
テムが実際の走行状況に応じてロービー
ム/ハイビームを自動で切り替えます。

ご注意
● AFL はライトを制御するための支援機能
であり、高速走行中に利用することをお
すすめします。ただし、ドライバーに完
全に取って代わるものではないため、常
に道路交通規則を遵守し、道路環境の変
化に合わせてロービームとハイビームを
適切に切り替えてください。

● ABS や ESC の作動など､車両がハイダイ
ナミックレンジ状態にある場合は､ライ
トの切り替えが制限されます。

● ドライバーがフォグランプ、ターンシグ
ナルランプを点ける、ワイパーを高速作
動モードに切り替える、バックで車両を
走行させる、ライトスイッチを Auto 以外
に切り替える、周囲の光が強すぎる場合
は、AFL は OFF になります。

● AFL が ON で作動している場合でも、環
境や条件によっては誤作動や作動しない
ことがあるため、そのような場合は、ド
ライバーが手動で操作してください。代
表的な状況は次の通りです。

● ドライバーがレバー操作でハイビーム
を選択するときは、ドライバーの操作
を優先します。

● 濃霧や大雨、大雪などの運転が極めて
不利な天候のとき。

● 照明が弱い交通参加者（歩行者や自転
車など）や、鉄道や水路に近隣する道
路または野生動物が出没する道路を走
行するとき。

● 光を強く反射するものがあるとき（高
速道路上の交通標識、路上の水たまり
など）。

● フロントガラスに霧や汚れが付いてい
る、またはラベルやアクセサリーなど
で遮られているとき。

● 衝突事故が発生した、またはカメラセン
サーを脱着した場合は、システム性能へ
の支障がないように BYD 正規ディーラ
ーまたは BYD 指定サービス工場にセン
サーの校正を依頼してください。

警告

● AFL はあくまでも運転を支援するた
めのシステムであるため、ドライバ
ーは自己責任で運転してください。

● AFL は、天候や道路環境などにより
機能しないおそれがあります。

● ドライバーの希望、交通状況や道路
環境に応じて、AFL を使うかどうか
を判断してください。

レーンサポートシステム
（LDA）
車線逸脱警告（LDW）

車線逸脱警告（LDW）は、マルチファンク
ションビデオコントローラーにより前方車
線を検知します。速度が 60km/h～
150km/h のときにドライバーの不注意で車
線から逸脱すると、システムがステアリン
グホイールの振動、音声、コンビネーショ
ンメーターへの表示などにより、車線の逸
脱をドライバーに知らせます。

車線逸脱防止（LDP）
● 車線逸脱防止（LDP）は、マルチファン
クションビデオコントローラーにより前
方車線を検知します。速度が 60km/h～
150km/h のときにドライバーの不注意
で車線から逸脱すると、電動パワーステ
アリングシステム（EPS）制御により、
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反対方向にステアリングホイールを軽く
回して車線のはみ出しを防ぎます。

● 車線逸脱抑制（LDP）システムが作動し
ているとき、作動時間が 5 秒を超えると、
システムは 5 秒後に警告を出します。警
告はシステムが作動状態を終了するまで
続きます。警告の出し方：音声警告、視
覚警告。180 秒の間に 2 回以上連続して
システムが作動した場合は、ただちに警
告を出します。3 回目の作動以降は、警
告時間は、前の警告より 12 秒長くなりま
す。

使い方

● ドライバーは、  → ADAS → 安全補助 の
設定画面から、レーンサポートシステム
の ON/OFF を設定することができます。

● レーンサポートシステムの警告パターン
は、音声警告のみ、ステアリングホイー
ル振動のみ、音声警告+ステアリングホイ
ール振動の 3 つがあります。

● LDW や LDP を ON にすると、コンビネー
ションメーターに  アイコンが表示
されます。

● LDW 機能が作動するときに、警報（警報
パターン：音声警告、視覚警告、ステア
リングホイール振動による警告）を出し
て、コンビネーションメーターの車線境
界線が赤色になります。

● LDP が作動すると警告（警告パターン：
音声警告、視覚警告）を出し、かつ境界
線を踏む側で車線境界線がブルーになり
ます。

● 機能を OFF にすると、メーターに 
アイコンが表示されます。

● 機能故障が発生した場合は、メーターに
 アイコンが表示されます。

システムの限界

複雑な道路環境では、LDA が誤った検知を
したり車線を検知できないことがありま

す。次の場合は、システムが機能しない、
または性能が著しく低下するおそれがあり
ます。

● 雪、雨、霧により、視界が悪くなったと
き。

● フロントガラスの汚れや曇り、またはマ
ルチファンクションビデオコントローラ
ー前方への異物の付着。

● 直射日光、路面の水たまりの反射、対向
車などからの反射光。

● トンネルの出入口など周囲の環境の明る
さの急激な変化。

● 直射日光が路面に当たり、木の陰で車線
が見えにくくなったとき。

● 道路と道端の草・土壌・縁石などとの境
界線が認識できないとき。

● 頻繁にシステムが作動してドライバーの
邪魔になることを避けるため、車線幅が
狭いとシステムを抑制することがありま
す。

ご注意
● ドライバーがターンシグナルランプを点
灯させて指示した方向へ車線を切り替え
た場合は、LDA は無効になります。

● 車線境界線上を走行中に、車線境界線が
目立たない、細すぎる、摩耗している、
不明瞭、汚れや氷雪が付着している場合
は、LDA が無効になることがあります。

● 車線が広すぎるまたは狭すぎる、車線数
が増減する、誘導路や高速道路の出口な
ど短時間で境界線が切り替わる、複雑な
車線を切り替える場合は、LDA が無効に
なることがあります。

● 坂道や曲がった道路を走行中に、先行車
との距離が近すぎるまたは車線境界線が
先行車に遮られた場合は、LDA が無効に
なることがあります。

● 走行中、道路状況により車両が大きく揺
れたり、急アクセルや急ブレーキ、急ハ
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ンドルの操作をした場合は、LDA が抑制
されることがあります。

● マルチファンクションビデオコントロー
ラーの視界範囲内のフロントガラスがひ
び割れている、フロントガラスの着色、
規準に適合しない塗膜、インストルメン
トパネル上に光を反射するもの、カメラ
の視界を妨げる後付け部品はすべて、シ
ステムの正常な作動に影響を与えるおそ
れがあります。

● 安全のために、自ら LDA の作動試験を行
わないでください。また、マルチファン
クションビデオコントローラーの視界を
遮ったり、強い光に干渉しないようにし
てください。視野が一時的に遮られたり
強い光が干渉すると機能が OFF になり、
正常に戻ると自動で復帰します。自動で
復帰しないときは、BYD 正規ディーラー
または BYD 指定サービス工場に連絡し
てください。

● 下記の場合は、LDA を OFF にすることを
おすすめします。

● スポーティーな走りのとき。

● 悪天候のとき。

● 悪路を走行するとき。

● 次の場合は認識される保証がありませ
ん。次のシーンを含みますがそれらに限
りません。

● 不明瞭な車線。

● 部分的に消えている車線。

● 以下の場合は、マルチファンクションビ
デオコントローラーの機能障害または機
能の作動遅れにつながるおそれがありま
す。次のシーンを含みますがそれらに限
りません。

● マルチファンクションビデオコントロ
ーラーの緩みや外れ、干渉があるとき。

● 雨、雪、PM2.5 など極端な気象のとき。

● マルチファンクションビデオコントロ
ーラーのレンズの一部、または全部が
遮られているとき。

警告

● LDA はあくまでも運転を支援する
ためのシステムであるため、ドライ
バーは自己責任で運転してくださ
い。

● LDA は、天候や道路環境などにより
機能しないおそれがあります。

● ドライバーの希望、交通状況や道路
環境に応じて、LDA を使うかどうか
を判断してください。

緊急時車線維持支援（ELKA）
緊急時車線維持支援（ELKA）は、マルチフ
ァンクションビデオコントローラーで先方
の車線を検知し、リアコーナー部のミリ波
レーダーで隣接車線を走行する後続車を検
知します。速度が 50km/h～150km/h の範
囲内で、本車が実線の車線境界線から逸脱
して道路をはみ出す、または対向車や隣接
車線を走行する車両と衝突するおそれがあ
ると判断すると、システムが電動パワース
テアリングシステム（EPS）を操作して反対
方向にステアリングホイールを軽く回し、
現在の車線を維持しようとします。

使い方

● ユーザーは、マルチメディア  → ADAS
→ セーフティアシストの画面で ELKA を
ON または OFF にすることができます。

● ELKA を ON にしたとき、メーターには
 アイコンが表示され、点滅します。

● ELKA が故障すると、メーターに  アイ
コンが表示されます。

● ELKA を OFF にすると、メーターに 
アイコンが表示されます。

システムの限界
● 複雑な道路環境では、 ELKA が誤った検
知をしたり車線を検知できないことがあ
ります。次の場合は、システムが機能し
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ない、または性能が著しく低下するおそ
れがあります。

● 雪、雨、霧により、視界が悪くなった
とき。

● フロントガラスの汚れや曇り、または
マルチファンクションビデオコントロ
ーラー前方への異物の付着。

● 直射日光、路面の水たまりの反射、対
向車などからの反射光。

● トンネルの出入口など周囲の環境の明
るさの急激な変化。

● 直射日光が路面に当たり、木の陰で車
線が見えにくくなったとき。

● 道路と道端の草・土壌・縁石などとの
境界線が認識できないとき。

● 頻繁にシステムが作動してドライバー
の邪魔になることを避けるため、車線
幅が狭いとシステムを抑制することが
あります。

ご注意
● 次の場合は認識される保証がありませ
ん。次のシーンを含みますがそれらに限
りません。

● 歩行者、動物、特殊車両、または異形
車。

● 不明瞭で、部分的に消えている車線。

● 以下の場合は、マルチファンクションビ
デオコントローラーの機能障害または機
能の作動遅れにつながるおそれがありま
す。これには以下を含みますがそれらに
限定されません。

● マルチファンクションビデオコントロ
ーラーの緩みや外れ、干渉があるとき。

● 雨、雪、PM2.5 など極端な気象のとき。

● マルチファンクションビデオコントロ
ーラーのレンズの一部、または全部が
遮られているとき。

● 以下の場合は、ミリ波レーダーの機能障
害または機能の作動遅れにつながるおそ

れがあります。これには以下を含みます
がそれらに限定されません。

● ミリ波レーダーの緩みや外れ、干渉が
あるとき。

● 雨、雪、PM2.5 など極端な気象のとき。

● 金属製ガードレールがあるなど、道路
環境が複雑なとき。

● ELKA はあくまでも運転を支援するため
のシステムであるため、ドライバーは自
己責任で運転してください。

● ELKA は、天候や道路環境などにより機能
しないおそれがあります。

● ドライバーの希望、交通状況や道路環境
に応じて、ELKA を使うかどうかを判断し
てください。

ブラインドスポットアシス
トシステム（BSA）

● ブラインドスポットアシストシステム
（BSA）は、ブラインドスポットインフォ
メーション（BSD）、リアクロストラフィ
ックアラート（RCTA）、リアクロストラ
フィックブレーキ（RCTB）、後方衝突予
測警告（RCW）、ドアオープンワーニング
（DOW）機能を備えています。主にリア
バンパーの左右両側に搭載されるリアコ
ーナー部のミリ波レーダーで自車後方の
交通状況を判断し、ドライバーに安全運
転を心掛けるように早めに知らせます。

ブラインドスポットインフォメーション
（BSD）*
速度が 15～150km/h のときに、リアコーナ
ー部のミリ波レーダーにより隣接車線の死
角領域内に車両がいる、または隣接車線か
ら急接近する車両を検知した場合、該当の
ドアミラーの警告灯が点灯します。このと
き、同じ方向のターンシグナルランプを点
灯すると、危険を知らせるためにドアミラ
ーの警告灯が点滅し、安全に注意するよう
に知らせます。
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リアクロストラフィックアラート（RCTA）
車両速度が 15km/h 以下でバックしている
ときに、リアコーナー部のミリ波レーダー
により後方の死角領域を走行する他の車両
を検知します。システムが、後方の接近車
両と本車と衝突するおそれがあると判断す
ると、ドアミラーの警告灯を点灯させると
同時に音声警告を出して、ドライバーに注
意喚起をして衝突の可能性を低減します。

リアクロストラフィックブレーキ（RCTB）
車両速度が 9km/h 以下でバックしている
ときに、リアコーナー部のミリ波レーダー
により後方の死角領域を走行する他の車両
を検知します。システムが後方の接近車両
と本車が衝突するおそれがあると判断する
と、緊急ブレーキを自動的に掛けます。

後方衝突予測警告（RCW）*
本車が 5km/h～146km/h で走行中に後方
車両が急接近し、リアコーナー部のミリ波
レーダーが衝突するおそれがあると検知す
ると、ハザードランプを点滅させて注意す
るように後方車両に知らせます。

ドアオープンワーニング（DOW）*
DOW システムは、リアバンパーの左右コー
ナー部に搭載されるリアコーナー部のミリ
波レーダーにより作動します。本車が停止
中で、かつドアが解錠されている状態で自
転車や自動車などの移動物体が後方の隣接
車線から本車に接近している場合、ドアミ
ラー警告灯が常時点灯して後方車両などの
存在をドライバーに知らせます。このと
き、コンビネーションメーターにアイコン
が表示されます。ドライバーがドアを開け

ようとするとドアミラーの警告灯が点滅す
ると同時に音声警告を発します。

機能ボタンの操作

● ドライバーは、  → ADAS → 安全補助 の
設定画面から、BSD、RCTA、RCTB、
RCW、DOW システムの ON/OFF を設定
することができます。また、ボタンでも
BSD システムの ON/OFF を設定できま
す。車両を再始動した時の設定は前回の
設定になります。

● ブラインドスポットアシストシステム
OFF：コンビネーションメーターの関係
機能の表示灯が消えます。

● ブラインドスポットアシストシステム待
機：速度、シフトポジションなどの作動
条件を満たしていないと、コンビネーシ
ョンメーターの表示灯  が灰色にな
り機能しません。

● ブラインドスポットアシストシステム故
障：コンビネーションメーターに黄色の

 アイコンが表示されます。

● ブラインドスポットアシストシステム
ON：コンビネーションメーターの表示灯

 が青色に点灯して機能が有効となり、
いつでも作動できる状態になります。

ご注意
● BSD システムは、左右ドアミラーの死角
領域の監視を支援するものですが、ドラ
イバー自らの目視確認や判断に取って代
わるものではありません。ドライバーは
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常に車両をコントロールし、自己責任で
運転してください。

● 対象車両が後方から高速で本車に接近し
てくる場合は、BSD システムの警告機能
が十分に発揮できないことがあります。

● ドライバーは、BSD システムが正常に作
動することを確認し、泥や雪などの付着
物を適時取り除き、リアコーナー部のブ
ラインドスポット検知レーダーの設置部
位を良好な状態に維持してください。

● 側面後方や後方の無関係な対象物（道路
工事中の道路脇に設置された大型バリケ
ード、道路脇の大型看板、トンネル内の
反射板、反射断面積の大きいその他の物
体など）が誤って対象車両として認識さ
れた場合、BSD システムは警告を発しま
す。

● 環境によっては、感知が影響を受けたり
遅れたりすることがあります。対象車両
のレーダー反射断面積が小さすぎる（自
転車、電動車などや歩行者）場合、シス
テムは対象物を認識できず、誤って警告
を発することがあります。また、ノイズ
や電磁波による干渉などの影響で、検知
が遅れたり干渉を受けることがありま
す。

システムの限界
● 状況によっては、感知システムが影響を
受けたり遅延することで、システムが運
転を支援できない場合があります。考え
られる状況は次に示す場合を含みます
が、それらに限りません。

● 後方から接近してきた車両が最後のタ
イミングで車線を切り替えたとき。

● 急カーブや坂道などで後方から接近し
てきた車両の感知が遅れたとき。

● 対象車両が遮られたとき。

● 後方から接近してくる車の相対速度が
80km/h を超えたとき。

● カーブの半径が小さすぎる、またはカ
ーブを出入りするとき。

● 雨、雪などの悪天候のとき。

● リアコーナー部のミリ波レーダーの緩
みや外れ、干渉があるとき。

● 金属製ガードレールがあるなど、道路
環境が複雑なとき。

● 次の対象物に反応しないおそれがあり
ます。以下を含みますが、それらに限
りません。歩行者、動物。

● 周りに電磁波による干渉などの影響が
存在している。

● リアコーナー部のブラインドスポットイ
ンフォメーションレーダーセンサーの校
正は、振動や衝突による影響でシステム
性能が低下することがあります。このよ
うなときは、BYD 正規ディーラーまたは
BYD 指定サービス工場に連絡してくださ
い。

警告

● BSA システムはあくまでも運転を
支援するためのシステムであるた
め、ドライバーは自己責任で運転し
てください。

● BSA システムは、天候や道路環境な
どにより機能しないおそれがありま
す。

● ドライバーの希望、交通状況や道路
環境に応じて、BSA システムを使う
かどうかを判断してください。

ヘッドアップディスプレイ
（HUD）*
ヘッドアップディスプレイ（HUD）：車速、
ナビ、制限速度、アダプティブクルーズコ
ントロール、車線逸脱、ブラインドスポッ
トインフォメーションなどの重要な情報を
フロントガラスに投影します。ドライバー
の視界に情報を表示することで、わき見運
転などを避けて運転の安全性を向上させま
す。
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使い方

● ドライバーは、  → 車両設定 → HUD の
設定画面から、ヘッドアップディスプレ
イの ON/OFF を設定することができま
す。

● 出荷時は ON に設定されており、HUD に
画面が表示されます。OFF をタップする
と、HUD の表示画面が消えます。 再始動
の時は前回の設定となります。

● 高さ調整：HUD 表示の上下位置を調整
します。-10～10 の計 21 段階で調整で
き、初期設定は 0 です。

● 輝度調整：HUD 表示の明るさを調整し
ます。0～10 の計 11 段階で調整でき、
初期設定は 5 です。

● 角度調整：HUD 表示の角度を調整しま
す。計 11 段階で調整でき、初期設定は
0°です。

● モード設定：使用環境に合わせて、ク
ラシック、または雪モードの選択がで
きます。初期設定はクラシックです。

● オプション表示内容：安全運転支援と
ナビの選択ができます。初期設定はど
ちらも ON です。ボタンをタッチする
と選択状態に切り替わり、HUD に項目
が表示されます。再度タッチすると項
目の選択が解除され、項目が閉じます。

注意

● HUD が遮られていないことを確認
してください。

注意

● 柔らかい綿の布またはペーパータオ
ルを使用し、HUD のダストパネルの
ほこりを拭いてください。

● 水などの液体を HUD の開口部に入
れないでください。

直接式タイヤ空気圧モニタ
リング

● タイヤ空気圧のダイレクトモニタリング
システム（TPMS）は、タイヤの空気圧を
リアルタイムにモニタリングすることで
走行中の安全性や快適性を向上させ、空
気圧不足によるタイヤの早期摩耗やエネ
ルギー消費量の増加を低減する支援シス
テムです。

● コンビネーションメーターの画面を切り
替える場合は、ステアリングホイール上
の  ボタンを操作してメーターメニュ
ーに入り、ステアリングホイール上の 
および  を操作して走行情報画面に切
り替えます。ステアリングホイール上の
確定ボタンを押してタイヤ空気圧の表示
画面を選択します。

タイヤ空気圧モニタリングシステムの警告

● いずれかのタイヤ空気圧が、温度補正後
の適正空気圧 80%以下の状態でシステ
ムが作動している場合、タイヤ空気圧警
告灯が点灯してタイヤ空気圧の値が黄色
になります。ドライバーは車両を停車さ
せて該当のタイヤからエアが漏れていな
いかを点検し、空気圧が適正な範囲に入
るように空気圧を補充してください。

● いずれかのタイヤ温度が 3 分間連続で
85℃を超えた場合は、システムが高温警
告を出して対応するタイヤの温度値が黄
色になります。ドライバーは車両を停車
させて、該当のタイヤの温度が下がって
から運転を再開することをおすすめしま
す。
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● システム作動中に故障が起きた場合は、
タイヤ空気圧故障警告灯が点滅してから
常時点灯します。コンビネーションメー
ターに「信号異常」または「タイヤ空気
圧モニタリングシステムを点検してくだ
さい」と表示されたときは、対応するタ
イヤ空気圧モニタリングモジュールが正
常であるか、長時間強い電界範囲に囲ま
れていないかを点検してください。長時
間警報が続くときは、BYD 正規ディーラ
ーまたは BYD 指定サービス工場に処置
を依頼してください。

警告

● タイヤ空気圧に異常がある状況でも
走行を停止しないように、ドライバ
ーは運転前にタイヤ空気圧がメーカ
ー推奨の適正空気圧になっているこ
とを確認してください。タイヤ空気
圧がメーカー推奨の適正空気圧を満
たしていないときは運転しないでく
ださい。車両の損傷や自分、他人に
怪我をさせるおそれがあります。

● 運転中にタイヤ空気圧の異常が見つ
かった場合は、ただちに空気圧を点
検してください。タイヤ空気圧警告
灯が点灯しているときは、急ハンド
ルや急ブレーキを避けながら速度を
落とし、安全な場所に停車してくだ
さい。空気圧不足のまま走行し続け
るとタイヤが破損し交換が必要にな
ります。タイヤが大きく破損すると
死傷者が出るほどの交通事故につな
がるおそれがあります。

注意

● モニタリングモジュールの使用時間
は、毎日の走行距離などの要素に関
係します。

● モニタリングモジュールはタイヤ空
気圧などの情報を定期的にコンビネ
ーションメーターに送信していま
す。そのため、走行中に発生したタ
イヤ空気圧の急激な低下やバースト
などは、次にシステムが立ち上がる
までデータをコンビネーションメー

注意

ターに送信することができないた
め、運転が制御不能になる場合があ
ります。また、タイヤ破損と共にモ
ニタリングモジュールも破損して情
報が発信できない、またはタイヤの
破損が疑われるときは、コンビネー
ションメーターに警告が表示される
前に、車両を安全な場所に停車させ
てください。

● モニタリングモジュールの取り付け
を誤るとタイヤの気密性に影響を与
えるため、モニタリングモジュール
の取り付けや交換は、BYD 正規ディ
ーラーまたは BYD 指定サービス工
場に依頼してください。

● タイヤ空気圧は外気温度により変化
するため、コンビネーションメータ
ーに表示されている空気圧および適
正空気圧に合わせて、空気圧の調整
をしてください。

● BYD 純正部品以外の電気部品を後
付けしている場合は、システムが干
渉を受けるおそれがありますが、シ
ステムの故障ではありません。

● アルミホイール、スペアタイヤの交
換*、または 4 輪のタイヤローテー
ションを行った場合は、タイヤ空気
圧モニタリングシステムに対するキ
ャリブレーションを行う必要があり
ます。この作業は、BYD 正規ディー
ラーまたは BYD 指定サービス工場
に依頼してください。

車両接近通報装置（AVAS）
● 車両接近通報装置（AVAS）は、低速走行
するときに歩行者に車両の接近を知らせ
るものです。

● 前進時：
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● 速度が 0km/h ＜ V≤20km/h の場合、
通報音がスピードアップするにつれて
大きくなります。

● 速度が 20km/h ＜ V≤30km/h の場合、
通報音がスピードアップするにつれて
小さくなります。

● 速度が V>30km/h の場合、通報音は自
動的に止まります。

● 後退中は、車両から一定間隔で通報音を
出し続けます。

使い方
● ドライバーは、マルチメディアディスプ
レイのトップ画面のステータスバーをド
ロップダウンし、「ショートカット」画面
で車両接近通報装置の ON/OFF を操作す
ることができます*（一部の地域では利用
できません）。

警告

● 車両接近通報装置の一時停止スイッ
チの操作は、近距離内に他の道路利
用者がおらず、かつ周りに通報音を
出す必要がない場合に限られます
（交通渋滞中や高速道路走行中な
ど）。車両周辺に歩行者がいる可能
性がある限りは、車両接近通報装置
を ON にしてください。*

● 車両接近通報装置を OFF にした状
態で車両が低速走行する場合は、車
両の接近を歩行者に知らせることが
できないことで事故を起こし、場合
によっては怪我や死亡につながるお
それがあります。*

警告

● 低速走行中に車両接近通報装置の通
報音が聞こえない場合は、車両を安
全で静かな場所に駐車し、ウィンド
ウガラスを開けて「D」レンジで
20km/h の一定速度で走行し（この
ときの音量が最大）、通報音が聞こえ
るかを確認してください。通報音が
聞こえないときは、BYD 正規ディー
ラーまたは BYD 指定サービス工場
に連絡してください。

BYD アラウンドビューシス
テム（AVM）

● 車両の電源ポジションが「OK」の状態で
ステアリングホイールの  ボタンを押
す、またはマルチメディアから BYD アラ
ウンドビューをタッチすると、BYD アラ
ウンドビューシステムに切り替わりま
す。

● 「R」レンジに入れると、自動的に BYD ア
ラウンドビュー画面に入ります。

● マルチメディアタッチスクリーン左下の
フロント側、リア側、ライト側、レフト
側のアイコンをタッチすると、画面にフ
ロントビュー、リアビュー、ライトビュ
ー、レフトビューのシングルビューが表
示されます。

● フロントビュー、リアビューのシングル
ビューで映像領域をダブルタップする
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と、180°視角の全画面表示に切り替わり
ます。

● レーダーボタン  をタッチすると、
レーダー機能の ON/OFF ができます。レ
ーダーを ON にして障害物に接近する
と、映像に障害物が映って警告音が鳴り
ます。

● 左側のボディービューまたはボディービ
ュー切替ボタン  をタッチすると、
透明ボディーと現物ボディーの切り替え
ができます。

● 始動後、透明の全景画面にデフォルト
画像が表示されます。発進すると画像
がリアルタイムで更新され、ボディー
の長さ以上の距離を走行すれば更新が
完了します。

● 3D ボタン  をタッチすると 2D パノ
ラマビューに切り替わります。再度タッ
チすると 3D パノラマビューに切り替わ
ります。

警告

● BYD アラウンドビューシステムは、
車両底部の映像が見える透明全景機
能を備えています。この機能は、駐
車や走行時に車両底部の確認を支援
するためものです。車両底部の異物
や危険を洗い出すときは、人や車両
の安全を確保するために、必ず別の
方法で確認を行ってください。

● 低速走行中、透明全景機能は速度の
変化やブレーキ操作の繰り返しによ
る影響を受けるため、車両底部の画

警告

像位置が車外の画像と一致しないこ
とがあります。

● BYD アラウンドビューシステムは、
駐車や走行を補助するためのもので
あり、車両前後には死角領域が存在
しているため、システムだけに頼る
のは危険です。駐車または走行中の
事故を避けるために、必ず他の方法
で車両周辺の状況を確認してくださ
い。

● システムは広角魚眼カメラを搭載し
ているため、表示画面に映っている
ものには若干の歪みが発生すること
があります。

● ドアミラーが完全に展開されていな
い場合は、BYD アラウンドビューシ
ステムを使用しないでください。
BYD アラウンドビューシステムを
通じて車両を操作するときは、すべ
てのドアが閉まっていることを確認
してください。

● BYD アラウンドビューシステムの
画面に映されている距離は、目視で
確認した距離とは異なることがあり
ます。特に、障害物が車両に近くあ
るときは、複数の手段で車両と障害
物の距離を判断してください。

● カメラは、フロントバンパー、左右
ドアミラーの下側およびリアライセ
ンスプレートの上側に搭載されてい
ます。カメラの視界が異物などで遮
られないようにしてください。

● 高圧洗浄機でボディーを洗浄する場
合は、カメラ性能への影響を避ける
ために、カメラに直接噴射しないで
ください。また、カメラに水分やほ
こりが付着しているときは、早めに
拭き取ってください。

● カメラの故障や破損につながるおそ
れがあるため、カメラを叩かないで
ください。
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警告

● 始動直後のマルチメディアシステム
が完全に立ち上がっていない状態で
は、BYD アラウンドビューシステム
のスイッチ操作やシフトレバーを
「R」レンジに入れても、BYD アラウ
ンドビューシステム表示画面への出
力が遅れたり画面がちらつくことが
あります。これは、カメラ起動時の
電源投入プロセスで正常な現象で
す。

● システムの特定のカメラまたは複数
のカメラが壊れている場合は、該当
の画面がブラックになります。

● 動作可能なカメラがない場合は、画
面がブラックになり、「ビデオ信号が
検知されていません」と表示されま
す。

駐車支援システム

● 駐車支援システムは、駐車時にマルチメ
ディアディスプレイに表示された映像や
スピーカーの警告音で、車と障害物の距
離をドライバーに伝えます。このシステ
ムは、センサーで障害物を検知します。

● 駐車支援システムはバック駐車を支援す
るための機能です。バック時は、車両後
部や周辺の状況を目視で確認してくださ
い。

● また、シフトポジションを「R」レンジに
入れると、システムは自動でバックビュ
ーになります。

● 「R」レンジから別のレンジにすると、画
面が元に戻ります。

警告

● 速度が 10km/h を超えると、駐車支
援システムは作動が停止します。

● センサーの作動範囲内に他のものを
取り付けないでください。

警告

● センサーの故障につながるおそれが
あるため、洗車時は水や蒸気でセン
サー部位を洗浄しないでください。

● 動作可能なカメラがない場合は、画
面がブラックになり、「ビデオ信号が
検知されていません」と表示されま
す。

お願い

● バック時の後方距離の目安線は、空
車状態で参考となる距離を示してい
ます。

● 走行中の安全を確保するため、バッ
クビュー画面表示中は音量関係や電
話関係のボタン以外のすべてのボタ
ンが使用できません。

後方レーダーの電源スイッチ

● ドライバーは、  → ADAS → パーキング
アシスト の設定画面から、後方レーダー
の ON/OFF を設定することができます。

● 電源ポジションを「OK」にすると、駐車
支援システムが自動的に立ち上がりま
す。

● 駐車支援システムを ON でシフトレバー
を「P」以外のレンジに入れ、EPB、AVH
を解除すると、駐車支援システムは障害
物検知モードに入ります。車両周辺に障
害物があると警告メッセージが表示され
ます。システムを OFF にすると警告メ
ッセージは表示されません。
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センサータイプ

● センサーが障害物を検知すると、障害物
の方位や車両と障害物の距離により、関
連画像がマルチメディアディスプレイに
表示されます。

● 縦列駐車や車庫入れをする場合、センサ
ーが車両と障害物の距離を検知して、マ
ルチメディアディスプレイおよびスピー
カーでお知らせします。当該システムを
利用するときは、必ず周辺の環境に注意
してください。

①右前側面センサー

②左前中央センサーと右前センターセンサ
ー

③左前側面センサー

④右後側面センサー

⑤左後中央センサーと右後センターセンサ
ー

⑥左後側面センサー

距離表示ブザー

センサーが障害物を検知した場合、マルチ
メディアディスプレイに障害物の向きおよ
び車両と障害物との距離が表示されてブザ
ーが鳴ります。

中央部センサーの作動例

おおよその距離 マルチメディア表示例 警告音

約 700～1200mm 低速

約 400～700mm 高速

約 200～400mm 鳴り続ける

角度センサーの作動例

おおよその距離 マルチメディア表示例 警告音

約 400～600mm 高速
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おおよその距離 マルチメディア表示例 警告音

約 200～400mm 鳴り続ける

注意

● 0～200mm はシステムの死角領域
のため検知精度が悪く、警告メッセ
ージの表示が正確ではありません。
そのため、この距離上の警告メッセ
ージは参考としてください。

作動センサーおよびその検知範囲

● 車両がバックすると、すべてのセンサー
が作動します。

● 図はセンサーの検知範囲を示していま
す。検知範囲は限られているため、車両
周辺の状況を観察して慎重にバックして
ください。

お願い

● 駐車支援システムはドライバーの駐
車操作を支援するためのものであ
り、ドライバー自らの判断に取って
代わるものではありません。ドライ
バーは車両周辺を確認したうえで操
作してください。

● システムの正常な作動に影響を与え
るため、センサーが障害物を検知す

お願い

る場所にアクセサリーやその他のも
のを置かないでください。

● 状況によっては、システムが正常に
作動せず障害物に接近しても検知し
ないことがあります。常に車両周辺
の状況を確認してシステムだけに頼
らないでください。

● コンビネーションメーターに故障メ

ッセージ  が表示されている場
合は、ブザーが 1 回鳴ります。この
ようなときは、早めに BYD 正規ディ
ーラーまたは BYD 指定サービス工
場に連絡して点検を依頼してくださ
い。

センサーからの検知情報

● 車両状況や周辺の環境によっては、障害
物を正しく検知するセンサー性能に影響
を与える場合があります。影響を与える
おそれがある状況を以下に示します。

● センサーに汚れ、水分や曇りがあると
き。

● センサー上に雪や氷が付着していると
き。

● センサーが何かに覆われているとき。

● 車両が明らかに傾いたり、最大積載量
を超えているとき。

● デコボコが激しい道路、坂道、砂利道、
草原を走っているとき。

● センサーを再塗装したとき。

● クラクション、バイクのエンジン音、
大型車両のエアブレーキの作動音な
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ど、超音波を発生する騒音で車両付近
が非常に騒がしいとき。

● 近くに駐車支援システムを搭載した車
両があるとき。

● 車両にけん引フックを取り付けたと
き。

● バンパーやセンサーが強い衝撃を受け
たとき。

● 高い縁石または湾曲した縁石に車両が
接近したとき。

● 炎天下や厳しい寒さのとき。

● 純正品でない、車高の低いサスペンシ
ョンキットを取り付けたとき。

● 上記の他に、障害物自身の形状により、
センサーが実際の距離を感知できないこ
とがあります。

● 障害物の形状や材料は、センサーの検知
を妨げることがあります。特に下記に示
す障害物に注意してください。

● 電線、柵、ロープなど。

● 綿、雪、その他の電波を吸収する材料。

● 角が尖っているもの。

● 低い障害物。

● 上部が外側に向き、車両の方に伸びて
いる高い障害物。

● バンパーの下にあるもの。

● 車両の近くにあるもの。

● 車両近くにいる人（服装のパターンに
よる）。

● マルチメディアディスプレイに画像が表
示されたりスピーカーが鳴っていたりす
る場合は、センサーが障害物を検知して
いる、またはセンサーが外部からの干渉
を受けている可能性があります。このよ
うな現象が続くときは、BYD 指定サービ
ス工場で点検してください。

注意

● センサーの故障につながるおそれが
あるため、洗車時は水や蒸気でセン
サー部位を洗浄しないでください。

ペダル踏み間違い時加速抑制装置

ペダル踏み間違い時加速抑制装置は、自動
車の安全なスタート/ストップを図るための
補助装置です。

● アクセルペダル踏み間違いの防止：始動
または低速走行時、走行方向の先に障害
物がある場合は、ドライバーがアクセル
ペダルをブレーキペダルと間違えたとき
に、アクセルペダルの踏み込み量を抑え
ます。

● ペダル踏み間違い時加速抑制装置が ON
の状態で走行方向の先に障害物がある場
合は、アクセルペダルを強く踏み込んで
も、急加速信号に応答せず、「走行方向に
障害物を検知しているので、加速が抑制
されています。そのまま走行する場合
は、アクセルペダルを軽く踏んでくださ
い」の文字メッセージが表示されます。

● 始動または低速走行時（速度≦10km/h）、
走行方向 3 メートル以内に障害物がある
場合は、急アクセル時の加速機能が抑制
されます。

安全運転支援システム

安全運転支援システムは、走行中の安全性
を向上するためにさまざまな走行条件に合
わせて自動で作動します。ただし、これら
のシステムは補助的なものであり、車両を
運転するときはシステムに過度に頼るべき
ではないことに注意してください。

インテリジェントパワーブレーキシステム

● インテリジェントパワーブレーキシステ
ムは、高度な分離型電気油圧式ブレーキ
システムで、マスターバック、電子真空
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ポンプおよび ABS/ESC などの機能を集
積しています。

● インテリジェントパワーブレーキシステ
ムは、ドライバーの制動操作上の必要性
に応じて制動を支援し、ABS、EBD、
TCS、VDC、CST、HHC、HBA、CDP な
どの高度な制動を提供して、車両の安定
性や快適さの改善および制動エネルギー
の回収効率を向上します。

ビークルダイナミクスコントロールシステ
ム（VDC）
走行中に突然方向を切り替えた場合、VDC
がステアリングホイールの角度や走行速度
などの情報により、ドライバーの意図を判
断して車両の実際の状況と比較します。車
両がドライバーの目的の車線から外れると
VDC がサイドスリップ制御を支援し、車両
の方向安定性を保つために関連する車輪へ
制動力を加えて修正を行います。

トラクションコントロールシステム（TCS）
TCS は、モーターのトルクを弱めることで
加速走行時の駆動輪のスリップ防止や、必
要なときに制動力を加えて駆動輪の空転を
防止します。走行条件が悪いときは、TCS
の作動により車両の発進、加速、上り坂の
走行が容易になります。

警告

● 下記の場合は、TCS の機能が効果的
に発揮できないことがあります。

● 滑りやすい路面を走行するときは
TCS が正常に作動しますが、方向
が制御できなかったり必要な駆動
力が出ないことがあります。

● 安定性や動力が維持できなくなる
状況では、車両を運転しないでく
ださい。

ヒルスタートホールドコントロール（HHC）
システム

ブレーキペダルを離した後、HHC は約 1 秒
間ブレーキ油圧を保持して車両の後退を防
止します。

ハイドロリックブレーキアシスト（HBA）
システム

ドライバーが素早くブレーキペダルを踏ん
だとき、HBA が緊急ブレーキと認識して最
大値になるまでブレーキ油圧を急速に高め
ることで ABS をより早く介入させ、制動距
離を効果的に短縮することができます。

減速度制御システム（CDP）
走行中に「P」ボタンを長押しすると CDP
機能が作動し、車両が停止するまで一定の
減速度（「P」ボタンのみを押した場合は減
速度が 0.4g、「P」ボタンを押すと同時にブ
レーキペダルを踏んだ場合は減速度が
0.8g）で制動します。ドライバーが「P」ボ
タンを離すと CDP の作動が停止します。

インテリジェントパワーブレーキシステム
は、従来の横滑り防止装置システム（ESC）
に対して、次の機能を追加しています：

● ブレーキペダル制御モード

● ブレーキアシストモードは、ブレーキ
アシストの調節に使われます。モード
により、ブレーキアシストの深さと車
の減速度の相関曲線が異なるため、ド
ライバーが好みのブレーキスタイルを
選択することができます。

● ドライバーは、  → 車両設定 → イン
テリジェントシャーシ の設定画面から
ブレーキアシストモードを選択し、コ
ンフォートまたはスポーツの 2 つを設
定することができます。

● コンフォートブレーキ（CST）
● CST は、緊急時以外の減速や停止時に
インテリジェントパワーブレーキシス
テムが 4 つのブレーキの油圧を制御し
て、停車時のサスペンションの揺れや
衝撃を軽減し、ドライバーにスムーズ
なコンフォートブレーキを提供しま
す。

● ドライバーは、  → 車両設定 → イン
テリジェントシャーシ の設定画面から
コンフォートブレーキの ON/OFF を設
定することができます。
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● コンフォートブレーキが作動すると、
制動距離が約 2～5cm 長くなることが
あるため、停車前に先行車や前方の障
害物との距離を適切に空けてくださ
い。

● ブレーキディスクワイピング

● ブレーキディスクワイピングは、ワイ
パースイッチを ON にする、または雨
量センサーが雨滴を検知すると、イン
テリジェントパワーブレーキシステム
が 4 つのブレーキにブレーキ油圧を軽
く加え、ブレーキパッドをブレーキデ
ィスクに当ててブレーキディスクに付
いている水分を落とし、ブレーキの素
早い発揮や制動距離の短縮を図りま
す。

● システムが雨やワイパーの ON 信号を
検知すると、安全性を向上させるため
に一定間隔でブレーキディスクの拭き
取りを繰り返します。

横滑り防止装置システム（ESC）について

● ESC 作動時

● 坂道で発進するとき、車両が滑るまた
は後退しいずれかの駆動輪が空転する
可能性がある場合は、ESC 表示灯が点
滅し ESC が作動していることを表しま
す。

● ESC の使用禁止

● 車両が積雪やぬかるみでスタックする
と、ESC はモーターからホイールへの
出力を下げることがあります。スタッ
クなどを脱出するときは、ESC を OFF
にしてください。

● ESC を OFF にする

● ESC を OFF にする必要があるときは、
 → ADAS → 安全補助 の設定画面か

ら横滑り防止装置システムを OFF にし
ます。また、ESC はリアルタイムで作
動状態を確認します。ESC 作動中に
ESC OFF スイッチを押して ESC を
OFF にしても、システムはすぐに

「OFF」にはならず能動的に制御に介入
します。制御介入が完了するまでは、
システムが ESC OFF スイッチの OFF
コマンドを実行しません。

● ESC が OFF になった後に再度 ESC OFF
スイッチを押す、または速度がしきい値
（80km/h）を超えると、OFF になった

ESC の一部機能が再度 ON になります。
ESC が突然 ON になることがないよう
に、システムが車両走行の制御に介入し
ていない場合のみ、再度 ESC を ON にす
ることができます。

● 電源ポジション「OFF」後の ESC 再開

● ESC を OFF にしてから再度車両の電源
ポジションを「ON」にすると、ESC が
自動で ON になります。

● 速度連動による ESC の作動

● ESC が OFF の状態で速度がしきい値
（80km/h）を超えると、車両の姿勢が
極めて不安定になるため、ESC が自動
で ON になります。

● ESC 起動時

● ESC 故障警告灯  が点滅していると
きは、慎重に運転してください。

● ESC を OFF にした場合

● 細心の注意を払いながら、道路状況に
応じた速度で運転してください。ESC
は車両安定性と駆動力を確保してくれ
るため、必要がない状況を除き OFF に
はしないでください。

● タイヤの交換

● すべてのタイヤは、寸法、ブランド、
トレッドパターン、輪荷重を同一にし
てください。また、推奨空気圧になる
までタイヤに空気を入れてください。

● 異なる種類のタイヤを装着すると、ABS
と ESC が正常に作動できなくなりま
す。

139

04
使
用
お
よ
び
運
転



● タイヤやホイールの交換については、
BYD 正規ディーラーまたは BYD 指定
サービス工場にお問い合わせくださ
い。

● タイヤおよびサスペンションの処置

● 不具合があるタイヤの使用やサスペン
ションの改造は、安全運転支援システ
ムに影響を与えてシステムの故障を引
き起こすおそれがあります。

マルチコリジョンブレーキ機能（MCB）
● 事故でエアバッグが展開すると、車両が
自動でブレーキを掛けます。

● 速度の減速、横滑り防止装置、ABS など
の運転支援システムが作動し、車両の安
定性を維持して現在の車線を走り続けら
れるようにします。

● ハザードランプおよびブレーキランプが
点灯し、対向車に警告して衝突の再発を
防ぎます。

● 緊急救援やロードサービスに対応するた
め、事故が収束した後はブレーキを解除
しブレーキランプが消灯します。

● ドライバーは、加速やブレーキ操作でい
つでも MCB を一時的に解除することが
できます。

アンチロックブレーキシステム（ABS）
● ABS の油圧システムは、それぞれ独立す
る 2 つの回路があります。それぞれの回
路は対角線上にあります（右側フロント
ブレーキと左側リアブレーキとの接続な
ど）。1 つの回路が故障しても、残り 2 つ
のホイールに制動力を加えることができ
ます。

● 急ブレーキや滑りやすい路面を走行中に
ブレーキを踏んだ場合、ABS は車輪のロ
ックやスリップを防止して方向切替時の
制御をサポートします。

● フロントタイヤがスリップしたときは、
ハンドル操作ができずにハンドルを回し
ても車両が直進します。 脈動する急ブ
レーキは、人間の反応よりもはるかに速
いため、ABS は車輪のロックを防いでス
テアリング制御の維持に役立ちます。

● ABS が効かなくなるおそれがあるため、
ブレーキペダルをポンピングして踏まな
いでください。危険回避のためにハンド
ルを操作する場合は、ABS が作動するよ
うにブレーキペダルを強く踏み続けてく
ださい。

● ABS が作動すると、ブレーキペダルが振
動して作動音が聞こえることがありま
す。これは、ABS のポンピングブレーキ
によるもので異常ではありません。

電子制御制動力配分システム（EBD）
● EBD は ABS を支援する機能です。ABS
が機能する前に後輪のスリップ率が高い
場合は、ABS が後輪の制動力を調節する
ことで、安定した理想的な制動力分配を
実現します。

警告

● 下記の場合は、ABS を効果的に発揮
できません。

● グリップ力が弱いタイヤを使って
いるとき（雪が積もっている路面
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警告

で過度な摩耗があるタイヤを使う
など）。

● 高速で滑りやすい路面を走行する
とき、または車両がスリップした
とき。

● ABS は、制動距離の短縮を目的とし
て設計されたものではありません。
次のような場合は、必ず先行車との
車間距離を確保してください。

● 滑りやすい路面、ぬかるみ、砂利
道や積雪路面を走行するとき。

● へこみが多い道路、または平坦で
ない道路を走行するとき。

● デコボコ路を走行するとき。

注意

● ABS 故障警告灯とパーキングシス
テム故障警告灯が同時に点灯した場
合は、ただちに安全な場所に停車し、
BYD 正規ディーラーまたは BYD 指
定サービス工場に連絡してくださ
い。ブレーキをかけても ABS が機
能しないため、車両姿勢も極めて不
安定な状態になります。

● ABS は、車両を停止させるのに必要
な時間および距離を短縮させること
はできません。この機能は、ブレー
キを掛けたときのステアリング制御
を支援するものであるため、ドライ
バーは常に安全な車間距離を保って
ください。

● ABS は、急旋回や急な車線変更など
のハンドル操作によるスリップを防
ぐことはできません。路面状況およ
び天候を問わず、常に安全な速度で
慎重に運転してください。

● ABS は、安定性の低下を防ぐことは
できないため、急ブレーキ時は適切
なハンドル操作を行ってください。
また、大きなカーブや急カーブでは、

注意

対向車線に飛び出したり道路からは
み出たりするおそれがあります。

● 滑りやすい路面や軟弱な路面、デコ
ボコ路（冠水しているコンクリート
路面、冠水しているエポキシ樹脂系
塗り路面、砂利道や積雪路面など）
を走行する場合、ABS 搭載車は、非
搭載車と比べると長い制動距離が必
要です。このようなときは、速度を
落として他の車両との車間距離をさ
らに確保してください。

インテリジェントトルクア
ダプテーションコントロー
ル（iTAC）*

● インテリジェントトルクアダプテーショ
ンコントロール（iTAC）は、ドライバー
の希望する走行状態に合わせて複雑な道
路でもより良い運転性能を得るための機
能です。走行中のステアリングホイール
角度やモーター回転数などの情報からド
ライバーの希望および車両状態を確認
し、独自のコントロールフレームワーク
およびアルゴリズムにより車両状態を素
早く認識して、フロントアクスルシャフ
ト・リアアクスルシャフトの駆動トルク
を動的に調整します。

● また、安定した出力トルクのを確保して
異なる路面でもより良い運転性能を得る
ために、車輪がスリップしそうなときは、
フロントアクスルシャフト・リアアクス
ルシャフトの駆動トルクを素早く調節し
ます。

● ドライバーは、  → エネルギー → iTAC
の設定画面から、インテリジェントトル
クアダプテーションコントロールの
ON/OFF を設定することができます。
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警告

● この機能は、過激な運転の安定性を
確保するために設計されたものでは
ありません。次のような場合は、必
ずブレーキシステムの正常な作動を
確認してください。

● ドリフト走行、連続したカーブな
どの過激な運転。

● 滑りやすい路面、ぬかるみ、砂利
道や積雪路面を走行するとき。

● へこみが多い道路、または平坦で
ない道路を走行するとき。

● デコボコ路を走行するとき。

お願い

● ドライバーがブレーキや ESC を作
動してブレーキの介入またはブレー
キの作動がある場合、iTAC を OFF
にしてブレーキを優先します。

ドライバー監視システム
（DMS）
ドライバーモニタリングシステム（DMS）
は、疲労モニタリングと注意力散漫モニタ
リング機能が含まれており、主にドライバ
ーモニタリングシステムのカメラを通じて
ドライバーの状態をリアルタイムで監視し
て判定を行います。また、判定結果に基づ
き、ドライバーに慎重な運転と安全運転へ
の注意を喚起します（モニタリングデータ
は判定終了後直ちに削除しており、サーバ
ーに保存またはアップロードはされませ
ん）。

使い方

● ドライバーモニタリングシステムのカメ
ラは、運転席側 A ピラーに設置されてい
ます。ご使用前にドライバーモニタリン
グシステムのカメラが遮られていないこ

とを確認してください。カメラが遮られ
ると、機能が正常に使用できなくなりま
す。

● ドライバーは、  → 車両設定 → キャビ
ン認識 の設定画面から、疲労リマインダ
ー機能と注意力散漫リマインダー機能の
ON/OFF を設定することができます。工
場出荷時の設定ではいずれも ON になっ
ています。

● 疲労または注意力散漫モニタリングアラ
ームが作動した場合、ステアリングホイ
ールローラーボタンを押すと、アラーム
リマインダーなしで 15 分間機能が抑制
されます。

疲労モニタリング

● 車速が機能の作動条件を満たし、疲労モ
ニタリングボタンが ON の場合、システ
ムがドライバーの疲労運転（目を閉じる、
まばたきやあくびをするなど、一定の条
件を満たす動き）を検知すると、インス
トルメントパネル、インテリジェント音
声、アラーム音などでドライバーに注意
を促します。

注意力散漫モニタリング
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● 車速が機能の作動条件を満たし、注意力
散漫モニタリングボタンが ON の場合、
システムがドライバーの注意力散漫運転
（左ドアミラーや右ドアミラーなどを見
るなど、一定の条件を満たす動き）を検
知すると、インストルメントパネル、イ
ンテリジェント音声、アラーム音などで
ドライバーに注意を促します。

お願い

● DMS のカメラレンズは、柔らかい清
潔な綿の布で拭き、レンズを傷つけ
ないように注意してください。

ご注意

● DMS は補助的なシステムであり、あらゆ
る状況下で危険を効果的に認識し、警告
を出すことができるわけではありませ
ん。ドライバー自らの目視確認や判断に
取って代わるものではありません。ドラ
イバーは、常に車両をコントロールしな
がらすべての道路法を遵守して自己責任
で運転してください。

● DMS の適切な機能と精度は、次のような
さまざまな要因（ただしこれらに限定さ
れません）によって影響される可能性が
あります。

● DMS 機能が ON になったとき。

● DMS が強い光にされされたとき。

● ドライバーの顔が部分的に光に照らさ
れているか、顔の特徴が不完全なとき。

● ドライバーが赤外線遮断メガネまたは
強度の近視用のレンズが厚メガネをか
けているとき。

● ドライバーがマスクを着用するなどし
て顔を覆っているとき。

● ドライバーの着座姿勢が正常な運転姿
勢の範囲を異常に超えているか、ドラ
イバーの顔がカメラの死角に入ってい
るとき。

警告

● 運転で疲れている場合は、早めに車
両を止めて休憩を取ってください。

幼児置き去り検知（CPD）*
車両の電源ポジションを「OFF」にした状態
で運転席のドアを閉める、または施錠する
と、お子様が車内に置き去りになっていな
いかをシステムが確認します。お子様が車
内に置き去りになっていることを検知する
と、ランプを点滅させてホーンを鳴らして
警告を出し、エアコンを作動させます。警
告中にドアを解錠する、またはいずれかの
ドアを開けると、警告を消すことができま
す。

使い方

● ドライバーは、  → 車両設定 → キャビ
ン認識 の設定画面から設定することが
できます。ファンクションスイッチの設
定は 4 種類あります。「OFF」、「ON」、「標
準」、「遅延」の 4 つがあります。

● 車両の電源ポジションを「ON」にする度
に、システムは記憶された前回の設定状
態を呼び出します。

● 遅延にすると、警告機能は今回の運転の
み遅延して作動します（約 5 分）。

システムの応答方法
● 機能が作動し、「標準」で車両の電源ポジ
ションを「OFF」にして施錠する場合、
お子様などが車内に置き去りにされてい
ることをシステムが検知すると、10 秒以
内に初期警告を約 6 秒出します（ランプ
の点滅およびホーンを鳴らします）。

● 機能が作動し、「標準」で車両の電源ポジ
ションを「OFF」にして施錠しない場合、
お子様などが車内に置き去りにされてい
ることをシステムが検知すると、5 分以
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内に初期警告を約 6 秒出します（ランプ
の点滅およびホーンを鳴らします）。

● 機能が作動し、「遅延」で車両の電源ポジ
ションを「OFF」にしてドアを閉めた場
合、お子様などが車内に置き去りにされ
ていることをシステムが検知すると、5
分以内に初期警告を約 6 秒出します（ラ
ンプの点滅およびホーンを鳴らします）。

● 警告が解除されていない場合は、90 秒以
内に警告レベルを上げて（ランプの点滅
およびホーンを鳴らす）、警告を約 25 分
間出し続けます。

● 警告中にマルチメディアドア通知ボタン
をタッチして車両を解錠する、またはい
ずれかのドアを開けると、警告を消すこ
とができます。

● 初期アラーム、アップグレードされたア
ラーム、および介入措置が開始されると、
システムはリマインダー情報と電子メー
ルによるリマインダーをユーザー APP
にプッシュ通知します。

警告

● システムは、ランプの点滅やホーン
を鳴らす、APP によるプッシュ通知
やエアコンの作動などで、車内への
置き去りによるお子様への傷害を軽
減させることができますが、傷害を
完全に避けることはできません。

● 傷害の悪化を避けるため、システム
が警告を出したときは早めにお子様
が車内に閉じ込められていないかを
確認してください。

● CPD は補助的なシステムであり、い
かなる状況においても効果的な識別
と警報を保証することはできませ
ん。ユーザーは常に車内の人命に注
意を払い、人命の安全に対して全責
任を負わなければなりません。

注意

● CPD は、大人/ペットなどの生命体
を検知するときなど、誤認識や誤警
告を起こすことがあります。

● CPD は、携帯用 APP による解錠で
警告を消すことはできません。

● バッテリー残量（SOC）が少なくな
ると、システムは警告が出せずエア
コンも作動できません。そのため、
十分なバッテリー残量を確保してく
ださい。

その他の主な機能に
ついて

自動防眩ルームミラー

● 自動防眩ルームミラーは自動防眩機能を
搭載しているため、車両周囲の環境に合
わせてルームミラーのガラス色を自動的
に調整し、強い反射光によるまぶしさを
軽減します。

● 上下左右にルームミラーを回して、ルー
ムミラーを適切な位置に調整します。

警告

● 発進前にルームミラーを調節してく
ださい。運転に集中できず、死傷に
つながる思わぬ事故を引き起こすお
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警告

それがあるため、ドライバーは、走
行中にルームミラーを調節しないで
ください。

● ルームミラーに重量物を掛けたり、
強く揺らしたり引っ張らないでくだ
さい。

● ルームミラーを手動で調節するとき
に引っ掛かりがある場合は、ルーム
ミラーが脱落しないよう乱暴に調整
しないでください。

電動ドアミラー

電動ドアミラースイッチを操作して、ドア
ミラーから車両の両側が見えるよう適切な
角度に調整してください。

● ドアミラー選択ボタン：調節する対象ド
アミラーを選択します。

●  ：左側ドアミラーボタン

●  ：右側ドアミラーボタン

● ドアミラー調整ボタン  ：ドアミラー
を適切な位置に調節します。

警告

● 発進前にドアミラーを調節してくだ
さい。運転に集中できず、死傷につ
ながる思わぬ事故を引き起こすおそ
れがあるため、ドライバーは走行中

警告

にドアミラーを調節しないでくださ
い。

お願い

● ドアミラーはバック時に反転する機
能を備えています。「R」レンジに入
れると電動ドアミラーのレンズが自
動で適切な角度に動きます*。

● ドアミラーが凍り付いている場合
は、解氷スプレーでドアミラー表面
の氷を落としてください。このと
き、ボタン操作やドアミラー表面を
削る行為などはやめてください。

可倒式ドアミラー

手動可倒式ドアミラー

● ドアミラー外側の縁部を引っ張ると、回
転軸を中心にドアミラー本体をロック位
置に回せます。

電動可倒式ドアミラー

●  ボタンを押すとドアミラーが格納さ
れます。再度ボタンを押すとドアミラー
が展開します。

● イモビライザーが作動すると、ドアミラ
ーが自動的に格納されます。イモビライ
ザーを解除すると、ドアミラーが自動的
に展開します。
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● ドライバーは、  → 車両設定 → コンフ
ォートドライビング の設定画面から、ド
アミラーの自動格納とバック中のドアミ
ラー自動反転の ON/OFF を設定すること
ができます。

ワイパー

6 ヶ月毎にワイパーブレードのゴム部に割
れや部分的な硬化がないかを点検します。
割れや硬化があるときはブレードを交換し
てください。そのまま使用すると、スジ状
の線または拭きムラが残り雨天時の視認性
が悪くなります。

注意

● ワイパーアームを立てているとき
は、ボンネットを開けないでくださ
い。ボンネットおよびワイパーアー
ムを破損させるおそれがあります。

ワイパーブレードの交換

車両の電源ポジションを「OK」にした状態
で、  → 車両状況 → オーバーホール の設
定画面から、 フロントワイパーメンテナン
スモード を ON にすると、点検やワイパー
交換作業をしやすくするため、ワイパーが
一番高い位置に動きます。点検完了後に フ
ロントワイパーメンテナンスモード を OFF
にすると、ワイパーは自動で初期位置に戻
ります。

1. 始めに運転席側のワイパーアームを立
て、次に助手席側のワイパーアームを立
てます。

2. ブレードロックボタンを押します。

3. ブレード留め具を持ち、図に示す方向に
ブレードを取り出します。

4. 新しいブレードを取り付けるときは、ブ
レードの外し方と逆の手順で作業しま
す。

注意

● ボンネットおよびワイパーアームが
破損するおそれがあるため、ワイパ
ーアームを立てている状態でボンネ
ットを開けないでください。

● 洗車後にワイパーブレードを戻す場
合は、ブレードがフロントガラスに
直接ぶつかるようにワイパーアーム
を押し倒さないでください。

● ワイパー作動時、ワイパーブレード
を折り曲げたり手などでワイパーブ
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注意

レードの動きを阻止しないでくださ
い。
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マルチメディアシス
テム

マルチメディアコントロー
ルパネル

車両の電源ポジションを「OK」にすると、
初期画面を数秒表示してからシステムが作
動します。マルチメディア関連の機能（APP
やインターネット通話など）を利用すると
きは、インターネットに接続してから使用
してください。

① マルチメディアタッチスクリーン

② ホイールボタン

● マルチメディアが作動している状態で上
方向（フロント方向）にホイールボタン
を回すと、音量が上がります。下方向（リ
ア方向）に回すと、音量が下がります。
音量は 0～39 で変わります。音量が 0
のときは、ステータスバーにミュートマ
ークが表示されます。

● マルチメディアが起動している場合、ス
クロールボタンを押すと音声がミュート
になり、スクリーンセーバー画面または
画面が OFF になります（  → システム
→ ディスプレイ の設定画面から、マルチ
メディアのスクリーンセーバーを変更で
きます）。もう一度スクロールボタンを
押すと、ミュートが OFF になりスクリー
ンが点灯します。

● ホイールボタンを 3 秒以上長押しする
と、マルチメディアを再起動します

工場出荷時の設定に戻す

● 工場出荷時設定に戻すをタッチすると、
マルチメディア機器に設定されているす
べてのデータが工場出荷時の状態に戻り
ます。

● 工場出荷時の状態に戻している間は、
車両の電源は切らないでください。ま
た、エラーの発生を防ぐためマルチメ
ディア機器のアイコンに触れないでく
ださい。

● 工場出荷時の状態に戻す作業は、2～5
分掛かるためしばらくお待ちくださ
い。

警告

● 車内でハイパワーインバーターを使
わないでください。マルチメディア
システムの異常につながるおそれが
あります。

● オペレーティングシステム入れ替え
や Root 化は禁止です。マルチメデ
ィアシステムや車両の異常につなが
るおそれがあります。

● 安全運転のために、運転中はマルチ
メディアタッチスクリーンを横向き
にして使ってください。

注意

● タッチスクリーンの破損を防ぐため
に

● 指でタッチスクリーンを軽くタッ
チしても反応がないときは、タッ
チスクリーンから指を離し、再度
タッチしてください。

● タッチスクリーンを拭くときは柔
らかい布を使用し、洗剤は使わな
いでください。

● タッチスクリーンを使う場合は

● タッチスクリーンの温度が低い
と、表示された画像が暗く見えた
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注意

り、システムの作動がいつもより
遅いときがあります。

● サングラスをかけてタッチスクリ
ーンを見ると、暗く見えたりきれ
いに見えないときがあります。タ
ッチスクリーンの角度を変える
か、サングラスを外してください。

● 灰色のアイコンは操作できませ
ん。

● タッチスクリーンの表示は参考表示
であり、具体的には現物に準じます。

ナビゲーションバー

 ：前の画面に戻す、またはプログラムを
終了します。

 ：メイン画面アイコンをタッチすると、
メイン画面に戻ります。

 ：設定ボタンをタッチすると、設定項目
の画面に入ります。

 ：アプリセンターボタンをタッチする
と、アプリケーションリスト画面に進みま
す。

 ：画面分割アイコンをタッチすると、画
面分割に対応する APP が画面分割状態にな
ります。

 ：スクリーン回転ボタンをタッチする
と、マルチメディア画面を回転します。

 ：エアコンボタンをタッチすると、エア
コン設定項目の画面に入ります。

お願い

● ナビゲーションバーの内容は、実際
の車両の構成に準じます。

ジェスチャーおよび応答

ジェスチャー操作および応答は次の通りで
す。

● タッチ：APP を立ち上げる、機能を選択
する、スクリーン上のキーを押す、スク
リーンのキーで文字を入力する場合は、
スクリーンをタッチしてください。

● ドラッグ：アイコン、サムネイル、また
はプレビューを移動する場合は、押しな
がら目的の位置にドラッグして離してく
ださい。

● スワイプ：メイン画面、または APP の画
面でこの操作を行うことができます。

● ダブルタップ：ダブルタップすると写真
を拡大表示することができます。再度ダ
ブルタップすると戻ります。

● ピンチアウト/ピンチイン：指 2 本で画面
をタッチして間隔を広げると、画像の一
部分を拡大表示できます。間隔を縮める
と縮小表示できます。

● 3 本の指でタッチして左/右にスワイプ：
エアコンの風量を調整します。

● 3 本の指でタッチして上/下にスワイプ：
エアコンの温度を調整します。

● 画面の上から下にスワイプ：ショートカ
ットメニューを開きます。

● 画面の下から上にスワイプ：タスク管理
センターを開きます。

● 画面の左側/右側を内側にスライド：戻り
ます。

OTA アップデート

● この車両はソフトウェアのアップデート
機能を搭載しており、ドライバーは、 
→ システム → バージョン管理 → 車両バ
ージョン から アップデート をタッチし
て車両システムをアップデートし、車両
の機能を最新の状態に保つことができま
す。
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● 車両のソフトウェアアップデートが必要
な場合、ソフトウェアのアップデートを
促すプロンプトメッセージが表示されま
す。車両の利用状況に合わせて、即時ア
ップデート、予約アップデートまたは携
帯アップデート（ある場合）を選択し、
システムソフトウェアのアップデートを
開始することができます。

注意

● OTA のアップデートプロセス中に
車両を移動させないでください。

● OTA のアップデートは、車両を安全
な場所に駐車してから「P」レンジ
にし、モバイル通信ネットワークが
正常な接続状態にある場合にのみ実
行できます。

● OTA のアップデートの前に、車両に
十分な電力があることを確認してく
ださい。

● OTA のアップデート前およびアッ
プデートプロセスにおいては、車両
の OBD ポートにサードパーティ製
デバイスを取り付けないでくださ
い。

● アップデートの際に車両を充放電す
ることはできないため、アップデー
トを実行する前に車両が完全に充電
されていることを確認してくださ
い。

● OTA アップデートプロセスにおい
ては、リモートキーの施錠/解錠、マ
イクロスイッチの施錠/解錠、室内灯
スイッチ、緊急警告灯、ウィンドウ
スイッチ以外のすべての機能が操作
できなくなります。

● OTA アップデートが失敗した場合
は、アップデートを再試行してくだ
さい。アップデートの再試行も失敗
した場合は、BYD 正規ディーラーま
たは BYD 指定サービス工場にお問
い合わせください。

BYD インテリジェント音声
制御機能

BYD インテリジェント音声制御機能は、ナ
ビゲーション起動、音楽再生/ラジオ放送、
電話発信、エアコンなどの車内装置の制御
を、音声指示で実行できます。

● 音声制御による起動方法：

● ステアリングホイール上の  キーを
短く押します。

● マルチメディアの  アイコンをタ

ッチします。

● 音声起動ワード：「ハイ、BYD」。
● ドライバーが BYD インテリジェント音
声制御機能を起動した後、ドライバーの
音声指示を受信して認識を開始します。

● このとき、ドライバーは音声で任意の指
示を出すことができます。

● 例：「目的地を家にする（家の場所を事
前登録する必要があります）」、「歌を聞
きたい」、「〇〇に電話して（アドレス
帳を登録し携帯電話の Bluetooth に接
続する必要があります）」、「エアコンの
温度を 23 度に調整して」、「運転席のシ
ートヒーター機能を ON にして」など
を指示できます。BYD インテリジェン
ト音声制御機能が音声指示を識別した
後に該当の操作を行います。

Bluetooth
Bluetooth 接続

1. Bluetooth 電話画面で Bluetooth 接続ア
イコンをタッチすると、ジャンプ接続し
ます｡

2.「Available devices」をタッチして、利用
可能なデバイスの検索を始めます。

3. 接続可能な機器を選択しペアリングをし
ます。携帯電話とマルチメディアタッチ
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スクリーンのペアリングコードが合って
いることを確認します。

4. 接続完了後、Bluetooth に対してさまざ
まな設定を行うことができます。

Bluetooth 電話

Bluetooth に接続した後、ダイヤル画面に入
ります。

● 連絡先、最近の通話記録および不在着信
記録をタッチして発信することができま
す。または、テンキーパッドで電話番号
を入力して電話を掛けることもできま
す。

● コールカードを上にスワイプするか空白
スペースをクリックして、ダイヤル画面
を縮小することができます。

オーディオ

● 本車の DYNAUDIO サウンドエフェクト
設定項目には、DYNAUDIO サウンドフォ
ーカス、DYNAUDIO サウンドモード、車
速連動ボリューム調整が含まれており、

 → システム → オーディオ の設定画面
から設定することができます。

ディナウディオ音場フォーカス

● DYNAUDIO サウンドフォーカスは、全体、
運転席、助手席、リア、サラウンドとカ
スタムに分かれており、DYNAUDIO サウ
ンドフォーカス技術を利用し乗員の周囲
にバランスのとれたサウンドを作り上げ
ます。

DYNAUDIO サウンドモード

● DYNAUDIO サウンドモードは、Acoustic、
Dynamic、Soft、Speech、Customize の
5 つに分かれており、さまざまな音楽体
験を提供します。

車速連動ボリューム調整

● 機能を ON にすると、リスニング体験を
適応調整し、ロードノイズやタイヤノイ
ズ、風切り音などの環境ノイズが音楽に

与える影響を軽減します。設定範囲は 0
～7 で 0 はオフです。1～7 は設定レベ
ルで、数値が大きいほど音量調整幅が大
きくなります。初期設定値は 4 です。

ファイル管理

新規作成

● ファイル管理ページに入るとフォルダを
新規作成できます。カーソルの位置に、
新規フォルダの名称を入力して確定を
OK をタッチします。Cancel をタッチす
ると、フォルダの新規作成を終了します。

● メイン画面の上側をタッチすると、ファ
イルソースを切り替えることができま
す。

検索

● メイン画面の左上の Search をタッチす
ると検索画面に入ります。また、検索ボ
ックスにファイル名を入力した場合もフ
ァイルを検索できます。

移動またはコピー

● メイン画面のファイルアイコンを長押し
して該当のファイルを選択します。対象
の操作（Copy、Move、Delete）を選択
して確定をタッチすると、該当コマンド
の編集状態に入ります。

名前変更

● メイン画面のファイルアイコンを長押し
し、表示されたダイアログボックスから
名前変更を選択します。名前を変更する
対象フォルダを選択し、表示されたダイ
アログボックスにフォルダ名を入力して
OK をタッチすると完了します。

削除

● メイン画面のファイルアイコンを長押し
し、削除するファイルを選択すると削除
ができます。

並び替え
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● ファイルは名前順で並んでいます。名
前、サイズ、タイプ、時間の 4 つからフ
ァイルを並び替えできます。

プロパティ

● メイン画面のファイルアイコンを長押し
してファイルを選択します。Details を
タッチすると、ファイルのプロパティを
確認できます。

スマートフォンと車載シス
テムの連携

スマートフォンと車載システムの連携と
は、スマートフォンを車載装置に接続し、
特定のアプリケーションを介して一部のス
マートフォン機能を車載装置で使用するこ
とを言います。

警告

● 慎重に運転してください。思わぬ事
故を起こすおそれがあるため、運転
中は注意散漫にならないようにして
ください。

お願い

● シフトポジションを「P」に切り替
え、マルチメディアシステムを ON
にします。スマートフォンと車載シ
ステムの連携用アプリの設定が完了
した後に車両を運転してください。

● 初期設定プロセスはスマートフォン
で行います。スマートフォンのセキ
ュリティ情報を確認し、プライバシ
ーポリシーに同意して必要な認証を
完了してください。

● 初めて無線接続を行う場合は、スマ
ートフォンと車両間で Bluetooth
ペアリングを行う必要があります。
スムーズにペアリングできるよう
に、プロセス中はスマートフォンの
Bluetooth、Wi-Fi、位置情報サービ
スを ON にしてください。

お願い

● スマートフォンがモバイルデータ通
信範囲内にあり、利用可能なデータ
通信量があることを確認してくださ
い。

● スマートフォンと車載システムが連
携後の名称やロゴを表示するサービ
スは、国や使用言語によって異なり
ます。サービスを利用するには、サ
ブスクリプションが必要な場合があ
ります。

Apple CarPlay
● 有線接続

● 認可されたデータケーブルを使用し
て、スマートフォンを車両の USB デー
タ転送ポートに接続すると、Apple
CarPlay に接続できます。

● 無線接続

1. マルチメディアのアプリケーション画
面で Apple CarPlay アイコン  をタ
ッチし、画面表示に従ってスマートフ
ォンと車両の Bluetooth とのペアリン
グを行います。

2. Bluetooth 接続が成功したら、画面表
示に従って Apple CarPlay の接続を完
了します。

● Apple CarPlay と車両マルチメディアシ
ステムの切り替え

● Apple CarPlay 画面を終了するには：
Apple CarPlay 画面の BYD アイコン

 をタッチするか、ショートカットバ
ーの  または  をタッチします。

● Apple CarPlay 画面に進みます： マル
チメディアのアプリケーション画面か
ら Apple CarPlay アイコン  をタッ
チします。

● https://www.apple.com/ios/feature-
availability/#apple-carplay で Apple
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CarPlay の使用可能地区を調べてくださ
い。

Android Auto
● 有線接続

1. 認可されたデータケーブルを使用し
て、スマートフォンを車両の USB デー
タ転送ポートに接続すると、Apple
CarPlay に接続できます。

2. 画面のプロンプトに従って Android
Auto を設定します。

● 無線接続

1. マルチメディアのアプリケーション画
面で Android Auto  アイコンをタ
ッチし、画面表示に従ってスマートフ
ォンと車両の Bluetooth とのペアリン
グを行います。

2. Bluetooth 接続が成功したら、画面表
示に従って Android Auto の接続を完
了します。

● Android Auto と車両マルチメディアシ
ステムの切り替え

● Android Auto 画面を終了するには：
Android Auto 画面のアイコン  をタ
ッチするか、ショートカットバーの 
または  をタッチします。

● Android Auto 画面に進むには： マルチ
メディアのアプリケーション画面から
Android Auto アイコン  をタッチし
ます。

● 車内で Android Auto を使用できるのは、
この機能に対応した Android スマート
フォンだけです。g.co/ androidauto/
requirements にアクセスして対応機種
と対応地域を調べてください。

お願い

● Android 10 以降のバージョンでは
Android Auto が組み込まれている
ため、手動でダウンロードする必要
はありません。

● Android Auto が有線または無線で
接続されている場合、操作を続行す
る前に Android Auto を更新が必要
というメッセージがスマートフォン
に表示されることがあります。

商標の所有権に関する法的声明

● Apple CarPlay は Apple Inc.の商標です。

● Android と Android Auto は Google LLC
の商標です。

エアコン

エアコンパネル

①オートボタン

②エアコン ON/OFF ボタン

③フロントガラスデフロスターボタン
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エアコン操作画面

エアコン設定画面

● ドライバーは、  → 車両設定 → エアコ
ンの設定画面から、エアコン調節画面に
入ることができます。

①自動 A/C モード

● ECO またはコンフォート から設定する
ことができます。

②リモートエアコンスケジュール（分）

● リモートコントロール空調の運転時間を
設定できます。

③自動清浄

● 自動清浄機能の ON/OFF を設定すること
ができます。

④駐車時の自動内部循環

● 駐車時オートリサーキュレーションの設
定の ON/OFF を設定することができま
す。

⑤Bluetooth 通話中のファン速度の自動低
下

● Bluetooth 通話中のファン速度の自動低
下の ON/OFF を設定することができま
す。



157

05
車
内
装
置

エアコン操作画面

1 エアコン操作画面アイコン

2 ベンチレーション/ヒーターアイコ
ン

3 空気清浄アイコン

4 設定アイコン

5 ファン ON/OFF
6 AUTO モード

7 エアコン ON/OFF
8 最大エアコン

9 フロントガラスデフロスターボタン

10 リアガラスおよびドアミラーデフロ
スターボタン

11 外気導入/内気循環切替

12 換気

13 運転席側温度調節

14 吹き出しモード選択

15 助手席側温度調節

16 DUAL
17 風量調節



お願い

● エアコンの異臭について：

● エアコン作動時に吹き出した風か
らカビの臭いがすることがありま
すが、エアコンからの異臭発生は
異常ではありません。エアコン使
用中は、エバポレーターに結露が
付着しやすく、フィルターにキャ
ッチされなかった人の汗やタバコ
の煙などが湿ったエバポレーター
に吸着されます。暗く湿ったエバ
ポレーター表面にはカビが発生し
やすいため、カビが長期間にわた
って発酵することにより、異臭が
発生しやすくなります。

● 異臭の防止について：

● 停車前にエアコンを消し、外気導
入で換気することにより、比較的
乾燥した状態を保つことができま
す。

● エアフィルターを定期的に点検、
清掃、交換します。

● できるだけ車内を清潔にし、車内
の空気をきれいに保ちます。

● 異臭対策を行っても異臭が発生する
場合は、BYD 正規ディーラーまたは
BYD 指定サービス工場で修理して
ください。

機能定義

ファン ON/OFF
● エアコンが ON の状態でタッチすると、
エアコンを OFF にすることができます。

● エアコンが OFF の状態でタッチすると、
温度、風量、吹き出しモードが前回 OFF
時と同じ設定でエアコンが ON になりま
す。

AUTO

● エアコンパネルの AUTO をタッチする
と、オートモードが ON になります。設
定温度に応じて風量、吹き出しモードが
自動で調節されます。

● オートモードのときに風量や吹き出しモ
ードを設定すると、オートモードが OFF
になります。調節した操作機能以外はオ
ートモードのままです。

A/C（冷房/暖房）

● A/C（冷房/暖房）でエアコンを ON にす
ることができます。アイコンが点灯し、
コンプレッサーが作動することで冷房ま
たは暖房を行います。再度タッチする
と、コンプレッサーが停止してアイコン
が消灯します。

最大エアコン

● 最大エアコンをタッチすると、エアコン
がフル冷房モードで稼働します。コンプ
レッサーが ON になり自動で温度を Lo、
風量を最大風量、内気循環モードで吹き
出し口が上半身送風になります。再度タ
ッチすると、エアコンはオートモードに
なります。

フロントガラスデフロスター

● フロントガラスデフロスターをタッチす
ると、アイコンが点灯し（フロントエア
コン操作画面のフロントガラスデフロス
ター表示灯が点灯）エアコンがフロント
ガラスデフロスター制御になり、吹き出
しモードがフロントガラスデフロスター
モードに切り替わります。

● 再度エアコンパネルのフロントガラスデ
フロスターをタッチすると、アイコンが
消灯し（フロントエアコン操作画面のフ
ロントガラスデフロスター表示灯が消
灯）エアコンのフロントガラスデフロス
ター制御が OFF になります。

リアガラスおよびドアミラーデフロスター
ボタン

● リアガラスおよびドアミラーデフロスタ
ーのアイコンをタッチすると、ドアミラ
ー内蔵のヒーターの作動により、ドアミ
ラーがきれいに映るようになります。そ
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の後操作がない場合は、15 分間作動して
から自動的に OFF になります。

● アイコンをタッチすると、リアガラスお
よびドアミラーデフロスター機能は OFF
になります。

● リアガラスおよびドアミラーデフロスタ
ー機能は、雨滴を乾燥させたり雪を溶か
したりするものではありません。

警告

● ドアミラーの表面が熱くなるためリ
アガラスおよびドアミラーデフロス
ターボタンを ON 後は、鏡面を触ら
ないでください。

注意

● 長時間ドアミラー内蔵のヒーターで
除霜機能を使う場合は、ガラスの早
期劣化につながるおそれがあるた
め、不要なときは早めにリアガラス
およびドアミラーデフロスターを
OFF にしてください。

換気

● 換気をタッチすると、エアコンの換気制
御が ON になり、外気導入で冷房および
暖房機能を行わない風量 1 の状態の外気
が送り込まれます。再度タッチすると、
エアコンの換気制御が OFF になります。

温度調整

● 運転席側温度調節

● 独立モードの場合：運転席側の温度を
調節します。

● 連動モードの場合：運転席側、助手席
側の温度を調節します。

● エアコン操作画面内の上側の矢印をタ
ッチ、または温度表示部を押しながら
下へスライドすると、温度が高くなり
ます。下側の矢印をタッチ、または温
度表示部を押しながら上へスライドす
ると、温度が低くなります。

● 助手席側温度調節

● 独立モードの場合：助手席側の温度を
調節します。

● 連動モードの場合：助手席側の温度を
調節し、連動モードを OFF にして独立
モードに切り替わります。

● エアコン操作画面内の上側の矢印をタ
ッチ、または温度表示部を押しながら
下へスライドすると、温度が高くなり
ます。下側の矢印をタッチ、または温
度表示部を押しながら上へスライドす
ると、温度が低くなります。

● 最低温度に調整した場合は、「Lo」と表
示します。最高温度に調整した場合
は、「Hi」と表示します。

風量調節

● スワイプして希望の風量調節に調整でき
ます。左から右に動かすほど風量が強く
なります。

DUAL
● タッチすると、独立モードと連動モード
を切り替えます。

● 独立モード：運転席側と助手席側の温
度を個別に設定できます。独立モード
を選択するとアイコンが点灯します。

● 連動モード：運転席側温度調節で、運
転席側と助手席側の設定温度を同時に
調節できます。連動モードの場合は、
アイコンが灰色になります。

● 連動モードで助手席側温度調節ボタンを
操作すると、自動的に独立モードに切り
替わります。

外気導入/内気循環ボタン

● 外気導入/内気循環ボタンをタッチする

と、  アイコンが表示され、内気循環
になります。

● 再度外気導入/内気循環ボタンをタッチ

すると、  アイコンが表示され、外気
導入になります。
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吹き出しモード選択ボタン

● エアコン操作画面内の矢印をタッチする
と、希望の吹き出しモードを選択できま
す。

● 吹き出しモードは自由に組み合わせるこ
とができ、希望に応じて吹き出しモード
を 3 つまで同時に ON することができま
す。

● 以下の吹き出しモードのイメージで調節
することができます。

上半身送風  ：主に上半身へ送風します。

足元送風  ：主に足元へ送風します。

デフロスター  ：主にフロントガラスおよ
びウィンドウガラスに送風します。

エアコンのスマート操作について

リモートキーでのエアコン操作

● ドライバーはリモートキーを使ってエア
コンをつけることができ、事前に快適な
室内環境を用意することができます。

音声制御でのエアコン操作

● ドライバーはステアリングホイール上の
音声制御ボタンを操作する、または直接
「ハイ、BYD」と呼び出した後、音声制御
でエアコンの設定を操作できます。

Bluetooth でのエアコン操作

● ドライバーは「BYD」APP の Bluetooth
制御画面で近くからエアコンをつけるこ
とができ、事前に快適な室内環境を用意
することができます。

クラウドサービス APP でのエアコン操作

● ドライバーは「BYD」APP の制御画面で
エアコンをつけることができ、事前に快
適な室内環境を用意することができま
す。

ご利用要領

● 車内の温度が高い場合は、車内の温度を
素早く下げるために窓を開けて数分間運
転してください。熱気を車外へ出すこと
で、素早く車内を冷やすことができます。

● フロントガラス前のエアインレットグリ
ルが、（落ち葉や雪などで）詰まっていな
いことを確認してください。

● 湿気が多いときはフロントガラスに冷風
を吹き付けないでください。フロントガ
ラスの車内外での温度差によりフロント
ガラスが曇り、視認性が悪くなります。

● 車内の空気が循環できるように、フロン
トシートの下に荷物を置かないでくださ
い。

● ウィンドウガラスの曇りを低減するた
め、寒いときはエアコンの風量を強の方
に設定して 1 分間稼働し、吸気経路にあ
る雪や湿気を取り除いてください。

● ほこりが多い道路で他車の後ろを走行す
る場合、または風とほこりがある状況で
走行する場合は、すべてのウィンドウガ
ラスを閉めることをおすすめします。ウ
ィンドウガラスを閉めても走行中に発生
したほこりが車内に入るときは、エアコ
ン管理モードを内気循環に設定し、風量
を「0」以外の任意の位置に設定すること
をおすすめします。

● 車内の温度を素早く下げるには温度を
「Lo」に調節し、内気循環モードで数分間
エアコンを稼働してください。

● 寒いときは、車内の温度を素早く上げる
ために内気循で数分間エアコンを稼働し
ます。フロントガラスが曇らないよう
に、車内が暖まったら外気導入にします。
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● 暖房運転時、エアコン ON/OFF アイコン
を押してアイコンが点灯（エアコンを
ON）すると、空気中の湿気を減らすこと
ができます。

● 換気モードでは、車外の自然な空気を車
内に導入するため、春や秋の運転に適し
ています。

吹き出し口

● 上下方向に吹き出し口のノブを操作する
と、風の向きを調節することができます。

● 左右方向に吹き出し口のノブを操作する
と、吹き出し口の向きや吹き出し口の開
閉をすることができます。

フロントサイド吹き出し口

リア吹き出し口

空気清浄システム

空気清浄システムは、車内の PM2.5 を清浄
します。この機能により、エアコンを ON に

して車内に送り込まれた空気中の PM2.5 を
きれいに取り除きます。

空気清浄操作画面

①空気清浄操作画面のアイコン

②PM2.5 検出

③急速清浄

④マイナスイオン

PM2.5 検出ボタン

● アイコンをタッチすると、車内と車外の
空気の PM2.5 値を同時に検出します。
マルチメディアに車内と車外の空気の
PM2.5 検出値とレベルがリアルタイムで
表示されます。再度アイコンをタッチす
ると、PM2.5 検出機能が OFF になりま
す。

急速清浄

● アイコンをタッチするとアイコンが点灯
し、急速清浄機能が ON になります。再
度アイコンをタッチすると、急速清浄機
能が OFF になります。

マイナスイオン

● アイコンをタッチすると、マイナスイオ
ン発生器が作動します。再度アイコンを
タッチすると、マイナスイオン発生器が
停止します。

お願い

● 車載 PM2.5 検出器で車両周辺の空
気から検出した数値は、短時間内の
PM2.5 濃度です。国および関係政

161

05
車
内
装
置



お願い

府部門が発表した日報、またはリア
ルタイムに発表した空気中の
PM2.5 濃度と異なります。

● 下記の環境では、PM2.5 検出の使用
頻度を下げてください。

● 砂嵐などの極めて過酷な環境。

● 寒冷地（周囲温度＜-20℃）。

● 高湿度な環境（相対湿度＞ 90%）。

● 寒い環境から暖かい室内や駐車場
に入るなど温度変化を繰り返す環
境（結露しやすい）。

● 内気循環モードで最大風速にする
と、車内空気中の微粒子濃度を素早
く下げることができます。

● エアコンから発生する異臭を改善す
るため、エアコン作動状態で電源ポ
ジションを「OFF」にして施錠する
と、エアコンのファンがしばらく作
動を続けることがあります。これ
は、エバポレーター表面の結露を乾
燥させてエバポレーター表面のカビ
による異臭を避けるためです。車両
施錠後も、エアコンのファンが自動
的に作動していても異常ではありま
せん。

BYD App
BYD APP の紹介

● BYD APP は、BYD が自ら開発した車両の
インターネット関連モバイル APP で、遠
隔制御や車両状况チェックなどの機能を
手軽に実行でき、お客様を車のインター
ネットクラウド時代に導いてくれます。

● GooglePlay 市場または AppStore でキ
ーワード「BYD」を検索して、BYD APP

をダウンロード・インストールしてくだ
さい。

アカウント登録

BYD APP をダウンロードしてインストール
した後、携帯電話の案内または次の手順に
従って、登録およびアカウントへのサイン
インを行います。

1. APP を立ち上げて［登録］をタッチし、
「登録」画面に入ります。

2. ご購入の際にディーラーで登録したメー
ルアドレスを入力して［メールを送信］
をタッチし、キャプチャ認証文字を取得
します。その後 APP に戻りキャプチャ
認証文字を入力します。

3. サインインパスワードの設定画面に入っ
てパスワードを設定した後、［登録完了］
をタッチするとメイン画面に入ります。

注意

● 必ずディーラーで登録したメールア
ドレスを入力してください。そうし
ないと、登録が完了できません。

● APP 右上で国を選択することがで
きます。初期設定はお客様の携帯電
話のオペレーティングシステムに設
定された地域となっています。ご購
入先の地域が携帯電話のオペレーテ
ィングシステムに設定された地域に
一致していない場合は、ご購入先の
地域を選択してください。そうしな
いと、お客様のデータを取得できま
せん。

車両状態および車両制御シ
ステム

APP トップページに入ると、車両に関連す
る情報や該当の制御項目を調べることがで
きます。
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1. トップページでは、車両の航続可能距離、
バッテリー残量、異常情報、走行状態、
充電状態、エアコン作動情報、ドア・ウ
ィンドウガラスの状態、シートヒーター
の状態、タイヤ空気圧の異常有無などを
調べることができます。

2. 施錠、解錠、パッシング・ホーン鳴らし、
パッシングの 4 つのアイコンのいずれか
をタッチすると、該当の機能を直接制御
することができます。

3. エアコンは、トップページで ON/OFF が
でき、カードをタッチすることでエアコ
ン制御画面に入り、温度などを設定する
ことができます。

4. シート、ドアとウィンドウ、タイヤ空気
圧は、トップページ下側の各制御項目を
タッチして該当の画面に入り、状態を調
べることができます。

5. お客様の同一アカウントに複数台の車両
が登録されている場合は、車両名称をタ
ッチすることで車両を切り替えることが
できます。

注意

● APP の制御機能は主に遠隔制御シ
ーンに対応するものであり、当該機
能を利用する際は、携帯電話と車両
をインターネットに接続している状
態にしてください。

個別センターおよび車両管
理

トップページのマイページをタッチする
と、個別センター画面を表示することがで
きます。

● 車両カードの右上のアイコンをタッチし
て車両管理にアクセスすると、車名とナ
ンバーを変更できます。

● アカウントとセキュリティに入ると、パ
スワードのリセットまたは変更ができま
す。

● 設定に入ると、プッシュ通知の対象項目
の選択や自動ログインなどの機能を
ON/OFF できます。

● 当社についてに入って、プライバシーポ
リシーをご覧いただき、ご意見のフィー
ドバックをお願いします。

収納ボックス

モータールーム収納ボック
ス

● ボンネットを開けると、小物を収納する
ためのモータールーム収納ボックスがあ
ります。

ドアポケット

● それぞれのドアには、ペットボトルや小
物などを格納するためのドアポケットが
付いています。
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グローブボックス

● ノブを引くと、グローブボックスを開け
ることができます。

● グローブボックスを押し上げると、閉め
ることができます。

お願い

● 思わぬ事故や急ブレーキ時に怪我を
する可能性を減らすため、運転時は
グローブボックスを閉めてくださ
い。

センターコンソールボック
ス

● センターコンソールの下には小物を収納
できるセンターコンソール収納ボックス
があります。

センターコンソールボック
ス

● インストルメントパネルセンターボック
スの下側、センターコンソールの前方に
あるボックスの蓋を開けると使えます。

お願い

● 走行中は、フロント側センターコン
ソールボックスを閉めてください。

カップホルダー

フロントカップホルダー

フロント昇降式カップホルダー

● 下降：カップまたはカップホルダーの底
部を直接押すと、カップホルダーが
98mm ほど下がります。

● 上昇：解錠ボタンを押すと、カップホル
ダーが元の位置に戻ります。
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リアカップホルダー

1. リアシートセンターアームレストを反転
します。

2. カップホルダーカバーのスイッチをお酢
と自動で開きます。

注意

● 液体などによるやけどを防ぐためカ
ップホルダーを使うときは急発進や
急ブレーキをしないでください。

● 走行中に飲み物がこぼれないよう
に、蓋が付いていないカップやしっ
かりと蓋をしていないボトルは、カ
ップホルダーに入れないでくださ
い。

● 運転中は、カップホルダーから飲み
物を出し入れしないでください。前
方不注意により、思わぬ事故につな
がるおそれがあります。

● カップホルダーの内側を清潔に保
ち、細かい砂、砕けた葉、ひまわり
の種の殻などがカップホルダーの内
側に入らないようにしてください。

シートバックポケット

● フロントシートバックには、雑誌、新聞
などを入れるためのシートバックポケッ
トが付いています。

車内のその他の装置

サンバイザー

①サンバイザー

● 前方からの日差しを遮るには、サンバイ
ザーを下方向に操作してください。

● 側方からの日差しを遮るには、サンバイ
ザーを下げた状態でフックから外して横
へ回します。

②バニティーミラー

● バニティーミラーを使うときは、サンバ
イザーを下方向に操作し、バニティーミ
ラーの蓋を下ろします。

お願い

● 正しく適切にサンバイザーを使う
と、運転時の快適性や安全性を向上
させることができます。
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アシストグリップ

● アシストグリップを使うときは下に引
き、使わないときは手を離すと自動的に
戻ります。

注意

● 怪我やアシストグリップの破損を避
けるため、アシストグリップに重量
物をかけないでください。

12V アクセサリー電源

● 作動電圧 DC12V、かつ作動電流が 10A ま
でのアクセサリーに対応します。

● 12V アクセサリー電源を使うときは、カ
バーを開けて車両の電源ポジションを
「OK」にしてください。

注意

● フューズ切れを防ぐため、電気使用
量が車の総負荷 12V/120W を超え
ないでください。

● 起動バッテリーが切れることを防ぐ
ため、駆動モーターが稼働していな
い場合は、長時間 12V アクセサリー
電源を使わないでください。

● 12V アクセサリー電源を使わない場
合はカバーを閉じてください。 ま
た、電気のトラブルを引き起こすお
それがあるため、適切なプラグ以外
を 12V アクセサリー電源に差し込
んだり、液体が侵入したりすること
がないようにしてください。

USB ポート

フロント側 USB ポート

● フロント側 USB ポートは、センターコン
ソール下の運転席側に位置しています。

①Type-C データ伝送インターフェース

②Type-A データ伝送インターフェース

注意

● フォーマット形式 FAT32、ExFAT、
NTFS、メモリ容量が 8~128G の
USB デバイスを使用してください。
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注意

● 本マルチメディアシステムまたはユ
ーザーの USB デバイスに入ってい
るデータの破損を避けるため、特別
な USB デバイスを許可なく使用し
ないでください。

リア側 USB ポート

● リア側 USB ポートは、センターコンソー
ルボックスの後部にあり、カバーを押す
と開きます。

①Type-A 充電ポート

②Type-C 急速充電ポート

● 使用時は、事前に車両の電源ポジション
を「OK」にしてください。

ワイヤレス充電エリア

● スマートフォン用のワイヤレス充電エリ
アはセンターコンソール前部にありま
す。車両の電源ポジションを「ON」にし
た状態で携帯電話の画面を上向きにして
ワイヤレス充電エリアに置くと、携帯電
話が自動的にワイヤレス充電モードに入
り、マルチメディア画面に充電アイコン
が表示されます。

● マルチメディア画面の上部にあるステー
タスバーをプルダウンして「車両コント

ロール」画面を開き、  をタッチする

ことで、ワイヤレス充電の ON/OFF を設
定することができます。

● ワイヤレス充電機能は、すべての携帯電
話に対応しているわけではなく、QI 認証
取得済みの携帯電話のみに対応していま
す。

● ワイヤレス充電機能は、コイルを介して
電磁誘導で電気エネルギーを携帯電話の
バッテリーに送り、電源ケーブルを使わ
ずに携帯電話を充電するものです。

注意

● ワイヤレス充電機能が作動している
ときは、リモートキーをワイヤレス
充電エリアから 25cm 以内に置か
ないでください。

● 事故にかかわるワイヤレス充電機能
の異常を避けるため、コインや金属
キー、金属リング、金属成分を含ん
でいる他のものを、携帯電話と一緒
にワイヤレス充電エリアに置かない
でください。

● 充電エリアの破損を避けるため、充
電エリアには重量物を置かないでく
ださい。

● ワイヤレス充電機能が故障して正常
に使えないときは、BYD 正規ディー
ラーまたは BYD 指定サービス工場
に連絡してください。

● 誤った使い方による問題について、
当社はいかなる責任も負いません。
製品の解体や改造があった場合、無
償保証サービスが受けられなくなり
ます。
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注意

● 安全上の問題につながるおそれがあ
るため、ドライバーが車内にいない
状態で携帯電話を充電しないでくだ
さい。

● 運転中は、携帯電話の充電状況を確
認しないでください。交通事故につ
ながるおそれがあります。

● ワイヤレス充電時に携帯電話とゴム
パッドの間に金属製の異物が入って
いる場合、やけどのおそれがあるた
めすぐに異物を素手で取り除かない
でください。

● より良い充電効果を得るためには、
携帯電話のコイルの中心をワイヤレ
ス充電器の中心（充電エリアの印字
部）に合わせてください。

● 充電エリアに水がかからないように
してください。水がゴムパッドの隙
間からワイヤレス充電器に侵入し、
充電器が故障するおそれがありま
す。

● 温度が高すぎると携帯電話の充電が
止まることがあります。温度が下が
ると充電が再開します。

● ワイヤレス充電システムは、「Qi」
公式認証を受けた携帯電話の充電に
対応しています。「Qi」公式認証を
受けていない携帯電話の場合は、正
常に充電できる保証がありません。

● 外付けのワイヤレス充電コイルによ
る不具合について当社は一切保証で
きませんので、注意してご使用くだ
さい。

● カードの焼損を防ぐため、充電中は
キャッシュカードなどのチップ付き
カードを携帯電話ケースと携帯電話
の間に入れないでください。

お願い

● 一度に 1 台の携帯電話しか充電で
きません。

● 携帯電話ケースが厚すぎる場合は、
充電できないことがあります。

● マルチメディアでワイヤレス充電機
能の ON/OFF を設定することがで
きます。

● 悪路を走行中は、ワイヤレス充電機
能が充電停止と充電再開を繰り返す
ことがあります。

● 可能な限り、携帯電話の裏側を充電
モジュールと密着するように置いて
ください。携帯電話がワイヤレス充
電エリアからずれて充電が止まった
ときは、携帯電話をワイヤレス充電
エリアに戻してください。

● 携帯電話が正常に充電できないとき
は、始めにワイヤレス充電エリアに
異物がないか確認し、ワイヤレス充
電エリアが冷えてから充電を再開し
てください。それでも充電できない
ときは、BYD 正規ディーラーまたは
BYD 指定サービス工場に連絡して
ください。

● 車両の電源ポジション「OFF」後、
携帯電話がワイヤレス充電エリアに
ある状態で運転席側ドアを開ける
と、コンビネーションメーター内の
ブザーが 1 回鳴り、「携帯電話置き
忘れ注意」のメッセージが 5 秒ほど
表示されます。
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メンテナンスについ
て

メンテナンス周期およびメ
ンテナンス内容

車両メンテナンス計画

● メンテナンス計画は、安定した走行、故
障の低減、安全運転およびエコ運転を実
現するために設計されています。

● メンテナンス周期表には、車両を常に最
適な状態に保つために必要なすべてのメ
ンテナンス項目を記載しています。

● これらは特に重要なメンテナンス項目で
あるため、それぞれのメンテナンス間隔
がメンテナンス周期表に記載されていま
す。

● メンテナンス項目に記載されているホー
スに劣化や破損などが起きた場合は、直
ちに交換してください。ホース（冷暖房
システム、ブレーキシステムなどに使わ
れるホース）は、メンテナンス周期表に

従い、専門の技術者に点検を依頼してく
ださい。

メンテナンス計画について

通常のメンテナンス周期表に従って、車両
のメンテナンスを実施してください。

下記の状況が 1 つ以上当てはまる場合は過
酷な使用条件となるため、一部項目のメン
テナンス周期が異なります。

● 路面状況

● 悪路、ぬかるんだ路面、融雪路

● ほこりの多い路面

● 運転状況

● キャンピングトレーラーまたはルーフ
キャリア*を使用して、車両全体をけん
引したことがある。

● 外気温が 0℃以下で、8km 以内で短距
離走行を繰り返している。

● パトカー、タクシー、荷物輸送車両な
どで長時間アイドリング、低速での長
距離走行をしている。

メンテナンス周期表

メンテナンスは、走行距離と使用時間のうち、いずれか早い方に準じて行います。

メンテナンス項目 メンテナンス周期

シャーシ各部固定ネジの確認お
よび締付

12 ヶ月、または 20000km 毎に点検する。異常や破損があ
る場合は早めに交換

ブレーキパッドとディスクの確
認 12 ヶ月、または 20000km 毎に点検

ブレーキペダルと電動パーキン
グブレーキスイッチの確認

初回は 6 ヶ月、または 5000km で点検し、二回目は 24 ヶ
月、または 40000km で点検。その以後は 24 ヶ月、または
40000km 毎に点検過酷な使用条件の場合、初回は 3 ヶ月、
または 5000km で点検し、二回目は 12 ヶ月、または
20000km で点検。その以後は 12 ヶ月、または 20000km
毎に点検

ブレーキシステムのラインおよ
びホースを確認

初回は 6 ヶ月、または 5000km で点検し、二回目は 24 ヶ
月、または 40000km で点検。その以後は 24 ヶ月、または
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メンテナンス項目 メンテナンス周期

40000km 毎に点検過酷な使用条件の場合、初回は 3 ヶ月、
または 5000km で点検し、二回目は 12 ヶ月、または
20000km で点検。その以後は 12 ヶ月、または 20000km
毎に点検

ブレーキキャリパー ASSY のガイ
ドピンを確認

初回は 12 ヶ月、または 20000km で点検。その後は 24 ヶ
月、または 40000km 毎に点検

ステアリング、タイロッドの点検 初回は 12 ヶ月、または 20000km で点検。その後は 24 ヶ
月、または 40000km 毎に点検

ドライブシャフトダストブーツ
の確認

24 ヶ月、または 40000km 毎に点検。過酷な使用条件の場
合、初回は 3 ヶ月、または 5000km で点検し、二回目は
12 ヶ月、または 20000km で点検。その以後は 12 ヶ月、
または 20000km 毎に点検

ボールジョイントダストブーツ
の確認

24 ヶ月、または 40000km 毎に点検。過酷な使用条件の場
合、初回は 3 ヶ月、または 5000km で点検し、二回目は
12 ヶ月、または 20000km で点検。その以後は 12 ヶ月、
または 20000km 毎に点検

前後サスペンションの確認

24 ヶ月、または 40000km 毎に点検。過酷な使用条件の場
合、初回は 3 ヶ月、または 5000km で点検し、二回目は
12 ヶ月、または 20000km で点検。その以後は 12 ヶ月、
または 20000km 毎に点検

前後輪アライメントの点検

24 ヶ月、または 40000km 毎に点検。過酷な使用条件の場
合、初回は 3 ヶ月、または 5000km で点検し、二回目は
12 ヶ月、または 20000km で点検。その以後は 12 ヶ月、
または 20000km 毎に点検

タイヤと空気圧の確認（TPMS を
含む）

初回は 6 ヶ月、または 5000km で点検し、二回目は 12 ヶ
月、または 20000km で点検。その以後は 12 ヶ月、または
20000km 毎に点検。異常や破損がある場合は早めに交換

タイヤの摩耗状況を確認（毎月 1
回以上空気圧とタイヤを点検）

メンテナンス時に点検を行い、必要に応じてタイヤローテ
ーションを実施。過酷な使用条件の場合、点検の頻度を増
やし、必要に応じてタイヤローテーションを実施

ホイールベアリングの遊びを確
認

24 ヶ月、または 40000km 毎に点検。過酷な使用条件の場
合、初回は 3 ヶ月、または 5000km で点検し、二回目は
12 ヶ月、または 20000km で点検。その以後は 12 ヶ月、
または 20000km 毎に点検

EPS グラウンドに異物や焼損が
ないかを確認

12 ヶ月、または 20000km で点検。異常や破損がある場合
は早めに交換
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メンテナンス項目 メンテナンス周期

EPS コネクタの緩みがないか、コ
ネクタのピンが焼損していない
かを確認

12 ヶ月、または 20000km で点検。異常や破損がある場合
は早めに交換

EPS ECU が腐食していないかを
確認

12 ヶ月、または 20000km で点検。異常や破損がある場合
は早めに交換

EPS ECU とモーターの接続に異
物や腐食がないかを確認

12 ヶ月、または 20000km で点検。異常や破損がある場合
は早めに交換

サブタンクのクーラントレベル
を確認

初回は 6 ヶ月、または 5000km で点検し、二回目は 12 ヶ
月、または 20000km 毎に点検。その後は 12 ヶ月、または
20000km で点検。異常や破損がある場合は早めに交換

ブレーキフルードの点検
初回は 6 ヶ月、または 5000km で点検し、二回目は 12 ヶ
月、または 20000km 毎に点検。その後は 12 ヶ月、または
20000km で点検。異常や破損がある場合は早めに交換

車両モジュールの故障コードを
確認（記録後にクリア）

12 ヶ月、または 20000km で点検。異常や破損がある場合
は早めに交換

パワーバッテリートレイ、クラッ
シュバー、ガード、防爆バルブ、
断熱綿、取付部のトルクを確認

12 ヶ月、または 20000km で点検。異常や破損がある場合
は早めに交換

パワートレインに液漏れや衝突
などがないかを確認

12 ヶ月、または 20000km で点検。異常や破損がある場合
は早めに交換

高電圧ワイヤーハーネスまたは
コネクタの緩みがないか、ピンが
焼損していないかを確認

12 ヶ月、または 20000km で点検。異常や破損がある場合
は早めに交換

高電圧モジュールの外観部品の
変形、油の付着の有無を確認

12 ヶ月、または 20000km で点検。異常や破損がある場合
は早めに交換

各充電コネクタのインターフェ
ースに異物、焼損などがないかを
確認

12 ヶ月、または 20000km で点検。異常や破損がある場合
は早めに交換

高電圧部品に浸水の痕跡がない
かを確認

12 ヶ月、または 20000km で点検。異常や破損がある場合
は早めに交換

車両モジュールのソフトウェア
のアップデートがないか確認し、
あればアップデートする

初回は 3 ヶ月、または 5000km で点検し、二回目は 12 ヶ
月、または 20000km で点検。その後は 12 ヶ月、または
20000km 毎に点検。破損がある場合は早めに交換

電球と LED が正常に点灯してい
るかを確認

初回は 6 ヶ月、または 5000km で点検し、二回目は 12 ヶ
月、または 20000km 毎に点検。その後は 12 ヶ月、または
20000km で点検。異常や破損がある場合は早めに交換
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メンテナンス項目 メンテナンス周期

ハイビームアシストが正常かを
確認

12 ヶ月、または 20000km で点検。異常や破損がある場合
は早めに交換

ロービームの高さ調整が正常か
を確認 10000km 毎に校正

高性能フィルターの点検*
12 ヶ月、または 20000km 毎のいずれか早い方に準じて定
期点検、必要に応じて交換。環境が極端に悪い地域では、
6 ヶ月毎に点検し必要に応じて交換

ドアストッパーの点検。湿らせ
た柔らかい布でチェックロッド
のほこりを取り除き、チェックロ
ッド、リベットジョイント、回転
軸に 0.3～0.8g のグリスを塗布

12 ヶ月、または 20000km 毎に点検。異常や破損がある場
合は早めに交換

ボンネットロックおよびストラ
イカーを確認 12 ヶ月毎に点検

ワイパーアームロックナットの
トルクを確認

12 ヶ月、または 20000km で点検。異常や破損がある場合
は早めに交換

パワーモーター冷却水の交換 4 年、または 100000km 毎にロングライフ有機酸系クーラ
ントを入れ替え。いずれかの早い方に準ずる

ブレーキフルードの交換 2 年、または 40000km 毎に入れ替え

ディファレンシャルオイルの交
換

初回は 24 ヶ月、または 40000km で、その後は 24 ヶ月、
または 48000km 毎に交換

ご注意：1 項目目を点検するとき、シャーシ各部固定ネジの確認および締付の点検をすると
き、シャーシ部品に異常や破損が見つかった場合は、早めに交換してください。

お願い

● パワーバッテリーセルフキャリブレ
ーションとは、パワーバッテリーを
最適な状態に保つため、定期的（最
小 6 ヶ月、または 72000km で、い
ずれか早い方に準ずる）にフル放電
とフル充電を行い、バッテリーの自
己校正による活性化を目的とするも
のです。普段車両の利用頻度が低
く、15～100%の充電をされない方
は点検を受けてください。BYD 正
規ディーラーまたは BYD 指定サー

お願い

ビス工場にバッテリー容量のテスト
および校正を依頼してください。

過酷な使用条件とは：

● ほこりの多い地域を走行する、または塩
分を含む空気にさらされる場合。

● デコボコした道路、浸水した道路や山道
を走行する場合。

● 寒冷地を走行する場合。

● 頻繁にブレーキをかける、または急ブレ
ーキをかける場合。
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● 頻繁にトレーラーをけん引する場合。

● タクシーとして使用する場合。

● 32℃以上の気温で交通量の多い市街地を
走行する時間が、総走行時間の 50%を超
える場合。

● 30℃以上の気温、120km/h 以上の速度で
走行する時間が、総走行時間の 50%を超
える場合。

● 頻繁にフル積載で走る場合。

定期メンテナンス

定期メンテナンス

● 車両を最適な稼働効率で運転して故障の
発生を減らすため、メンテナンス周期表
に従ってメンテナンスを実施してくださ
い。

● メンテナンスの間隔は、メンテナンス周
期表を参照して走行距離や時間間隔に合
わせて判断し、いずれかの早い方に準じ
ます。

● 期限を過ぎたメンテナンス項目も、同じ
時間間隔でメンテナンスを行う必要があ
ります。

● メンテナンス作業は BYD の基準および
規格に従い、BYD 正規ディーラーまたは
BYD 指定サービス工場で実施してくださ
い。

● メンテナンス周期表に記載されている点
検項目および走行時間や走行距離は、車
両を通常の交通手段として乗員や荷物の
搬送に使用する用途を想定して設定して
いるため、過積載がないようにしてくだ
さい。

注意

● BYD の「品質保証書およびメンテナ
ンスノート」の記載内容に従って、

注意

車両メンテナンスを定期的に実施し
てください。

車両の点検

● 車両の性能や音の変化、および点検が必
要であることを示す直観的な兆候に注意
してください。下記の状況が発生した場
合は、速やかに BYD 正規ディーラーまた
は BYD 指定サービス工場で車両の点検
や修理を依頼してください。

● モーター始動時の異音。

● 冷却水の高温状態が続いている、冷却
水が流れない、水漏れ。

● モーターの引っかかりおよび異音。

● モーター回転時の激しい振動。

● モーターが始動できない。

● 電動パワートレインからのオイル漏
れ。

● 電動パワートレインからの異臭。

● 動力が明らかに弱まっている。

● 車両下部からの水漏れ（エアコンから
の水は異常ではない）。

● タイヤの空気漏れ、コーナリング時の
過度なタイヤのノイズ。不均一なタイ
ヤ摩耗。

● 平坦な道を直進中に車両が片側に流れ
る。

● サスペンションの動きに伴う異音。

● ブレーキが効かない、ブレーキペダル
が軽い、ペダルが床に接触する、ブレ
ーキをかけたときに車両が片側に流れ
る。

● モーター冷却水の温度が高い状態が続
いている。

● バッテリー容量が明らかに下がってい
る。
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● バッテリーの高温状態が続いている、
過熱保護が作動し、電力が出力されな
い。

警告

● 未点検の車両を運転しないくださ
い。車両が大きく破損したり、人に
怪我を負わせるおそれがあります。

車両の防食について

車両腐食でよくある要因：

● 車両の下にアルカリ性の土壌、ほこりや
湿気が付着する。

● 湿度の高い環境、または車両のある部位
が長期間高湿高温にさらされる。

● 軽微な衝突、または小石や砂利で塗装や
下地が傷付く。

車両腐食を防ぐために、下記のルールを守
ってください。

● こまめに洗車する。

● 冬場に塩分のある路上を走行する、ま
たは海沿いに住んでいる場合は、毎月
1 回以上、土や泥がよく付着する箇所を
洗浄してください。高圧洗浄機や蒸気
でシャーシとホイールハウスを洗浄す
ることで腐食を軽減します。冬が終わ
ったら、シャーシ部分を徹底的に洗浄
してください。

● ボディーの塗装とアクセサリーを点検す
る。

● 塗装の破片や塗装割れがある場合は、
腐食を防ぐためにただちに補修してく
ださい。塗装剥がれがある場合は、BYD
正規ディーラーまたは BYD 指定サービ
ス工場で補修してください。

● 車内を点検する。

● 水分やほこりがカーペット下に堆積す
ると腐食につながるため、カーペット
下をよく点検し、これらの部位を乾燥
状態に保ってください。

● 化学品、洗浄剤、化学肥料、塩などを
運ぶ場合は、注意しながら適切な容器
で運んでください。あふれたり漏れた
りしたときはすぐに洗浄して乾かして
ください。

● マッドガードを使用する。

● アルカリ分が多い地域または砂利舗装
路を走る場合は、マッドガードで車両
を保護してください。マッドガード
は、寸法が大きく地面に近いほど効果
があります。

● 十分に換気された乾燥した場所に駐車し
てください。

塗装メンテナンスのお願い

● 色違いや配合不良を防ぐため、塗装に明
らかな擦り傷がない場合は、安易に再塗
装しないでください。

● 長期間車両を放置する場合は、車庫や風
通しの良いところに駐車してください。
また、冬場は専用のボディーカバーで覆
ってください。一時的に駐車するとき
は、直射日光が当たらない涼しい場所を
選んでください。

● ボディーの塗装への強い衝撃を避け、当
たり傷や擦り傷などを防いでください。
塗装に傷、へこみ、剥がれがあるときは
早めに補修するため、可能な限り専門の
カーケアショップで補修してください。

● 化学反応を避けるため、油が付いている
手や布でボディー塗装の表面を触ったり
塗装の表面を拭いたりする、または油が
付いている工具や有機溶剤を含んだ布を
ボディーの上に置かないように注意して
ください。

● 毎月 1 回、またはボディー表面の撥水性
が落ちている場合は、車用ワックスを塗
布して定期的に（四半期毎に 1 回）手入
れを行い、早めにボディー塗装の輝きを
取り戻してください。

● 高品質の艶出し剤とカーワックスを使用
し、ボディーに艶がないときはカーワッ
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クスとは別にカークリーニング艶出し剤
を使用してください。使用するときは、
メーカーの説明および防止対策をきちん
と守り、クロムメッキ面と塗装面には必
ず艶出しと車用ワックスを塗布してくだ
さい。

注意

● 再度塗装が行われ、かつ高温の塗装
ブースに置く間は、高温によりバン
パーを破損させるおそれがあるた
め、車両の樹脂製バンパーを取り外
してください。

洗車

● 下記の場合は、塗装剥がれまたはボディ
ーや部品の錆びを引き起こすおそれがあ
るため、早めに車両を洗浄してください。

● 沿海部を走るとき。

● 凍結防止剤をまいている道路を走ると
き。

● コールタールが付いている道路を走る
とき。

● 樹脂、鳥の糞や虫の死骸が付いたとき。

● 煙塵、石炭灰、ほこり、鉄くずや化学
物質を大量に含んでいる地域を走ると
き。

● ほこりや泥で車両が明らかに汚れてい
るとき。

● 雨が降った後。

手洗い洗車をするとき

日が当たらない涼しい場所に車両を止め、
車両が十分に冷えてから洗車をします。

1. ホースで表面の汚れを洗い落とし、下回
りやホイールの奥に付いているすべての
泥や塩分汚れをきれいに洗い落としま
す。

2. 中性洗剤で洗浄する場合は、洗剤の取扱
説明書に従って洗剤を混ぜ合わせてくだ
さい。柔らかい布に洗剤を浸け、水が流
れる方向に上から下へ拭きます。円を描
くように拭いたり横方向に拭いたりしな
いでください。

3. 洗剤が乾くと痕が残るため、水で十分に
洗い落とします。夏場に洗車した際は、
洗車後に水で各部分をきれいに洗い流し
ます。

4. 水垢が残らないように、清潔な柔らかい
タオルでボディーの水分を拭き取ってく
ださい。また、塗装が傷付くおそれがあ
るため、強く拭いたり押し付けて拭いた
りしないでください。

お願い

● 強アルカリ性の粉石鹸、石鹸水、洗
剤、脱脂洗浄剤、有機物質（ガソリ
ン、灯油、揮発油、または強溶剤）
を使わないでください。

● ランプの清掃を行うときは、アルコ
ール類（アルコール、ウォッシャ液
など）、ケトン類（シンナー、虫取り
クリーナーなど）、その他の化学溶剤
（ガソリン、シンナー、四塩化炭素な
ど）を使用してランプの表面を拭か
ないでください。ランプカバーに亀
裂が入るおそれがあります。

● 沿海部や汚染が深刻な地域で走る車
両については、毎日 1 回の洗車をお
すすめします。

● ボディーの汚れをカッターで削った
り、ガソリンで洗わないでください。
有機物質によって、プラスチック製
ホイールトリムが損傷します。有機
物質がホイールトリムに付いた場合
は、必ず水で洗い流してから部品の
傷みがないかを点検してください。
著しい破損があるプラスチック製ホ
イールトリムは、移動中にホイール
トリムが外れて事故を起こすおそれ
があるため、早めに交換してくださ
い。
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お願い

● 研磨剤を含んだ洗浄剤でバンパーや
ランプを拭かないでください。

● メッキ処理の金属部品の洗浄は、専
用の洗剤を使って定期的に車用ワッ
クスを塗布することをおすすめしま
す。

自動洗車をするとき

塗装面に傷が付くおそれがあるため、自動
洗車機で洗車する場合は、ブラシのタイプ、
ろ過されていない洗浄水、または洗車機に
設定された洗浄プログラムに注意してくだ
さい。特に色が濃い車両は、塗装表面の擦
り傷により塗膜の耐久性や光沢度が低下し
ます。可能な限り、洗車前に洗車専門店の
スタッフに問い合わせて、塗装面に最も安
全な洗車プログラムを確認してください。

車内の清掃

お願い

● 内外装を洗浄する場合は、水が直接
インストルメントパネルや床、近く
の電気部品に流れ込まないようにし
てください。水の侵入により機能の
異常につながるおそれがあります。

● ボディー腐食を避けるため、水で車
両の床を洗浄しないでください。

カーペット

● 高品質の泡タイプの洗剤でカーペットを
洗浄してください。

● まずは、掃除機でほこりをきれいにでき
るだけ吸い取ります。泡タイプの洗剤は
数種類あり、スプレー、水と混合して泡
を発生させる粉末や液体のタイプもあり
ます。泡立てたスポンジやブラシで、カ
ーペットに円を描くようにこすりながら
洗浄します。

● 水を使わず、できるだけカーペットを乾
燥状態に保ってください。

シートベルト

● シートベルトは、中性石鹸水やぬるま湯
でクリーニングすることができます。

● スポンジや柔らかい布でシートベルトを
拭きます。洗浄中に、シートベルトに過
度な摩耗、破れや切れがないかを点検し
てください。

注意

● シートベルトの強度が落ちるおそれ
があるため、染色剤や漂白剤でシー
トベルトを洗浄しないでください。

● シートベルトは、乾燥するまで使わ
ないでください。

ドアおよびウィンドウガラス

● ドアおよびウィンドウガラスは、一般家
庭用の洗剤で洗浄できます。

● 定期的にドアチェッカーを点検してくだ
さい。ドアチェッカーのロッドにほこり
が付着している場合は、水で濡らした布
でドアチェッカーのロッドを拭いて、表
面のほこりを落としてください。

注意

● リアガラス内側のクリーニングを行
うときは、熱線およびその接続部を
傷付けたり破損させないように注意
してください。

エアコンパネル、カーオーディオ、インス
トルメントパネル、コントロールパネルと
スイッチ

● エアコンパネル、カーオーディオ、イン
ストルメントパネル、コントロールパネ
ル、スイッチは、水で濡らした柔らかい
布で拭きます。
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● 水やぬるま湯で濡らしたきれいな布でほ
こりを軽く拭き取ります。

注意

● 表面の変色、シミや剥がれにつなが
るおそれがあるため、有機物質（溶
剤、灯油、アルコール、ガソリンな
ど）、酸性やアルカリ性溶液を使わな
いでください。

● 洗剤や艶出し剤を使う場合は、その
組成に上記の物質を含んでいないこ
とを確認してください。

● 新規の液体洗剤を使う場合は、液体
を車内の表面にこぼさないでくださ
い。液体に上記の成分を含んでいる
可能性があるため、液体をこぼした
ときは、素早くきれいに拭き取って
ください。

車内の人工皮革部分

● 人工皮革部分は、毛織物に使える中性洗
剤で拭きます。

● 中性洗剤の溶液を浸けた柔らかい布でほ
こりを拭き取ってから、水で濡らしたき
れいな布で残りの洗剤を完全に拭き取り
ます。

● 洗浄後または人工皮革が濡れている場合
は、清潔な柔らかい布で水分を拭き取り、
風通しが良い涼しいところで人工皮革を
乾かします。

● 車両の洗浄についてご質問がある場合
は、現地の BYD 正規ディーラーまたは
BYD 指定サービス工場に問い合わせてく
ださい。

注意

● 中性洗剤で汚れが取れない場合は、
有機溶剤を含まない洗剤で洗浄する
ことができます。

● 揮発油、アルコール、ガソリン、酸
性やアルカリ性溶液などの有機物質
で、人工皮革を洗浄しないでくださ

注意

い。人工皮革の色落ちの原因になり
ます。

● ナイロンブラシや人造繊維製の布な
どを使うと、人工皮革表面の模様が
傷付きます。

● 汚れている人工皮革部分はカビが生
えることがあります。特に油汚れに
注意し、人工皮革部分を常に清潔に
保ってください。

● 長時間日光に当たると、人工皮革の
表面が固くなったり縮むことがあり
ます。特に夏場は、日が当たらない
涼しい場所に駐車してください。

● 夏の暑い時期は車内の温度が上昇し
やすいので、人工皮革部分の上には、
ポリエチレン製やワックスを含む材
料で作られたものを置かないように
してください。これらのものは、高
温になると人工皮革に固着します。

● ｓ

セルフメンテナンス

セルフメンテナンス

セルフメンテナンス上のご注意

● メンテナンスをご自身で行う場合は、本
章に記載されている手順で正しくメンテ
ナンスをしてください。

● 不適切で不完全なメンテナンスは、車両
の正常な使用に影響を与えます。

● 本章には、ユーザーが実施できるメンテ
ナンスのみを記載しています。そのた
め、資格のある技術者が専用工具を使っ
て作業する必要があるメンテナンス項目
は、数多くあります。
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● メンテナンスを実施する場合は、思わぬ
怪我を防ぐために下記のいくつかの注意
事項を必ず守ってください。

警告

● 火傷を防ぐため、モーターが高温の
ときはサブタンクカバーを外したり
緩めたりしないでください。

● 発火の原因となる火花や裸火を避け
るため、車内や車体の近くでは喫煙
しないでください。

● 起動バッテリーを扱う際は特に注意
してください。起動バッテリーには
有毒で腐食性の硫酸が含まれていま
す。

● ジャッキだけで車両を持ち上げてい
るときは、車両の真下や横に立たな
いでください。必ずリジットラック
またはその他の頑丈な支持台で車両
を支えてください。

● 車内や車外を問わず、異物や液体が
目に入らないように、作業時は保護
メガネをかけてください。

● ブレーキフルードは皮膚や目を傷め
るため、ブレーキフルードを注入す
る場合は注意してください。ブレー
キフルードが皮膚や目に付着したと
きは、ただちに水で付着部位を洗い
流してください。まだ、手や目に痛
みなどがあるときは、ただちに医師
の手当てを受けてください。

注意

● 車両の一部回路や部品には高電流や
高電圧が掛かっているため、ショー
トさせないように細心の注意を払っ
てください。

● 冷却水があふれた場合は、部品や塗
膜の破損を防ぐために、乾燥した布
や紙できれいに拭き取ってくださ
い。

注意

● ブレーキフルードがあふれた場合
は、部品や塗膜の破損を防ぐために、
水できれいに洗い流してください。

● ワイパーブレードを交換するとき
は、ワイパーでガラス表面に傷が付
かないようにしてください。

● ボンネットを閉めるときは、工具や
布などがモータールーム内に残って
いないかを点検してください。

点検

使用状況や推奨の走行距離に従い、下記の
項目を点検してください。

● ウォッシャ液——毎月 1 回リザーブタン
クのウォッシャ液の残量を点検してくだ
さい。悪天候で頻繁にウォッシャ液を使
った場合は、充電のたびにウォッシャ液
の残量を点検してください。

● フロントガラスワイパー——毎月 1 回ワ
イパーを点検してください。ワイパーが
フロントガラスをきれいに拭き取れない
場合は、摩耗、亀裂やその他の損傷がな
いかを点検してください。

● ブレーキフルードレベル——毎月 1 回レ
ベルを点検してください。

● ブレーキペダル——ブレーキペダルがス
ムーズに操作できるかを点検してくださ
い。

● 電動パーキングブレーキスイッチ——ス
イッチが正常に機能していることを点検
してください。

● 起動バッテリー——毎月 1 回バッテリー
の状況および端子の腐食状況を点検して
ください。

● 空調システム——毎週エアコン装置の稼
働状況を点検してください。

● タイヤ——毎月 1 回タイヤ空気圧を点検
してください。タイヤトレッドの摩耗状
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況および異物の挟み込みがないかを点検
してください。

● ガラスデフロスター——毎月、暖房装置
やエアコンを使うときは、デフロスター
装置の吹き出し口を点検してください。

● ライト——毎月 1 回ヘッドライト、ポジ
ションランプ、テールライト、ハイマウ
ントストップランプ、ターンシグナルラ
ンプ、リアフォグランプ、ブレーキラン
プおよびリアライセンスプレートランプ
の状況を点検してください。

● ドア——トランクリッドおよび他のドア
（リアドアを含む）のスイッチが、すべて
確実でスムーズに施錠できるかを点検し
てください。

● ホーン——ホーンに異常がないかを点検
してください。

お願い

● 未点検の車両を運転しないくださ
い。車両が大きく破損したり、人に
怪我を負わせるおそれがあります。

コンビネーションランプ

フロントコンビネーションランプの光軸調
整

● 工場出荷時、フロントコンビネーション
ランプの光軸調整が行われています。重
い荷物を運ぶことが多い場合は、新たに
フロントコンビネーションランプの光軸
調整を行う必要があります。フロントコ
ンビネーションランプの光軸調整につい
ては、BYD 正規ディーラーまたは BYD 指
定サービス工場に依頼してください。

ライトの曇り

● 大雨や洗車後、コンビネーションランプ、
テールライト、またはドアミラーのター
ンシグナルランプに曇りが発生すること
があります。これは、雨天時に車内側の
フロントガラスが結露することと似てい
ますが、故障ではありません。

● ライトは、空間が相対的に密閉しており
狭く、かつ点灯時の温度が高いため（レ
ンズ、リフレクターなどが高温で変形し
やすい）、放熱用の通気口が必要です。点
灯時は放熱するため、ケースに設置され
た放熱用通気口を通じて周辺環境と対流
を発生し、温度差が高いほど対流が活発
になります。対流中に空気中の水蒸気が
ライト内部に持ち込まれるため、日光、
対流、ランプ発熱量などによって、温度
が低い箇所の表面に結露や水滴が発生し
ます。この現象は、ライト曇りと呼ばれ
ています。

お願い

● コンビネーションランプの内側、ド
アミラー内のターンシグナルランプ
の内側に曇りが発生する場合は、空
気の湿度が高い、または車両と周辺
環境の温度差が大きいことが考えら
れます。コンビネーションランプや
ターンシグナルランプをつけてしば
らく走行することで、ライト内の水
蒸気が消えます。

● ランプカバーの損傷を防ぐため、ラ
ンプ表面にワックスをかけないでく
ださい。

● ライト内に明らかに水が入っている
場合は、BYD 正規ディーラーまたは
BYD 指定サービス工場で点検して
ください。

サンルーフのメンテナンス

● 湿らせた布でサンルーフ外側のウェザー
ストリップに付いているほこりや砂を拭
き取ります。サンルーフの気密性が落ち
るおそれがあるため、拭き取り時はウェ
ザーストリップが傷付かないように注意
してください。

● 湿らせた布でフロントルーフガラスの成
型部に付いているほこりや砂を拭き取り
ます。サンルーフの気密性が落ちるおそ
れがあるため、拭き取り時はウェザース
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トリップが傷付かないように注意してく
ださい。

● ほこり、砂、落ち葉などにより排水経路
が詰まり、サンルーフの排水不具合が起
こらないようにするため、両サイドのレ
ールおよびフロント排水溝をよく掃除し
てください。

● 洗車中に、高圧洗浄機と車の間に十分な
距離を確保します。高圧洗浄機でウェザ
ーストスリップに水を直接吹き付けない
ようにしてください。高圧洗浄機の圧力
を受けると、ウェザーストリップの変形
や破損につながるだけでなく、車内への
水漏れも起きやすくなります。

車両の保管

● 長期間（1 ヶ月以上）車両を放置する場
合は、下記に示す準備を実施してくださ
い。適切な準備を行うことで、車両性能
などの劣化を効果的に防止できます。ま
た、可能な限り屋内に駐車してください。

● 推奨の時間通り充電します。

● ボディーの外部を徹底的に洗浄し、乾か
します。

● 車内を掃除し、カーペットやマットなど
を完全に乾かす。

● パーキングブレーキを解除し、シフトレ
バーを「P」レンジに切り替えます。

● ウィンドウガラスを 1 枚少し下げます
（屋内駐車の場合）。

● 起動バッテリーの負極（－）端子を取り
外します。

● フロントワイパーアームがフロントガラ
スと接触しないように、ワイパーアーム
の下に折りたたんだタオルや布を入れて
おきます。

● 固着を軽減させるために、すべてのドア
のシール部にシリコン潤滑剤を塗り付
け、ドアウェザーストリップ接触部の塗
膜表面にボディーワックスを吹き付けま
す。

● 布のような「多孔質材料」で作られた通
気性カバーでボディーを覆います。ビニ
ールシートのような無孔質材料では湿気
が溜まるため、ボディー表面の塗膜を破
損させるおそれがあります。

● 可能な限り、定期的に車両を始動させま
す（毎月 1 回を推奨）。1 年間、またはそ
れ以上に放置した場合は、BYD 正規ディ
ーラーまたは BYD 指定サービス工場で
全体のメンテナンスを行ってください。

ボンネット

ボンネットの開け方

1. インストルメントパネル下にあるボンネ
ットリリースレバーを 2 回連続で引き上
げると、ボンネットに少し隙間ができ開
けることができます。

2. ボンネットを一定の高さまで持ち上げる
と、ボンネットが自動的に開きます。
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ボンネットの閉め方

1. ボンネットを一定の高さまで引き下げ、
少し力を入れて押し下げ、ハーフロック
状態まで閉めた後、ボンネットが完全に
ロックされて閉まるまで、図の青い部分
を再び両手でゆっくりと押します。両手
は必ず一定の距離を保ち、エッジを押さ
ないようにしてください。

2. ボンネットを閉めたら、確実にロックさ
れているかをコンビネーションメーター
で確認してください。

お願い

● ボンネットが閉まっており、確実に
ロックされていることを確認してく
ださい。ロックされていないと、運
転中にボンネットが突然開いて事故
につながるおそれがあります。

● ボンネットを施錠するときは、勢い
よくボンネットを落とさないでくだ
さい。

● 力が 1 か所に集中してボンネット
が損傷することをおそれがあるた
め、ボンネットは片手で閉めないで
ください。

● 車両を破損させるおそれがあるた
め、ボンネットの前部の端部を強く
押さないでください。

冷却システム

● 液面がリザーバタンクの最大値 (MAX)と
最小値 (MIN)の間にあれば問題ありませ
ん。

● 冷却水は、添加剤を入れずに BYD 指定の
冷却水と同じ仕様のものを使ってくださ
い。異なるブランドや型番の冷却水を混
ぜ合わせて使用しないでください。

● 最小値（MIN）の目盛りを下回る場合は、
最大値（MAX）の目盛りに達するまで冷
却水を補充し、冷却システムの漏れがな
いかを点検します。

注意

● 冷却システム内に防錆剤や他の添加
物を絶対に追加しないでください。
添加物は、冷却水やモーターの部品
と相性が悪い可能性があります。

● リザーバタンクの蓋を開ける前に、
モーター、集積型高電圧電気制御モ
ジュール、リザーバタンクおよびラ
ジエーターがすべて冷えていること
を確認してください。モーターが完
全に冷えていないときにリザーバタ
ンクの蓋を開けると、冷却水の噴出
により、重度のやけどにつながるお
それがあります。

ブレーキシステム

● 毎月 1 回、ブレーキフルードリザーバタ
ンク内のフルードレベルを点検してくだ
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さい。ブレーキフルードは、定期メンテ
ナンス表に記載された走行時間と走行距
離に従い交換してください。

● ブレーキフルードは、純正品のブレーキ
フルードと同じものを使用してくださ
い。また、規格外のブレーキフルードを
混ぜ合わせて使用しないでください。

● フルードレベルがリザーバタンクの最大
値（MAX）と最小値（MIN）の間にあれ
ば問題ありません。

● 液面が最小値以下の場合は、ブレーキシ
ステムに漏れがないか、ブレーキパッド
が限界まで摩耗していないかを点検して
ください。

ウォッシャ

● 毎月 1 回以上、ウォッシャ液タンクのレ
ベルを点検してください。

● 悪天候でウォッシャをよく使う場合は、
ウォッシャ液タンクのレベルを確認する
頻度を増やしてください。

● 高品質のウォッシャ液を使用すること
で、汚れをよく落として凍結を防ぐこと
ができます。

● ウォッシャ液補充時にこぼれた場合は、
清潔な布で拭き取ってください。拭き取
った布でワイパーブレードのゴム刃を清
掃すると、ゴム刃を良好な状態に保つこ
とができます。

注意

● 絶対にウォッシャ液タンクに酢水溶
剤を注入しないでください。

● 適合したウォッシャ液を使用してく
ださい。

空調システム

● 空調システムはクローズドシステムで
す。大事なメンテナンス作業のすべて
は、BYD 正規ディーラーまたは BYD 指定
サービス工場で行ってください。

● 空調システムを正常に機能させるため、
下記の内容を確認してください。

● ラジエーターおよびエアコンコンデン
サーを定期的に点検します。

● 異物が詰まると空気の流れを妨げて冷
房能力が落ちるため、前側の表面に詰
まっている落ち葉や虫、ほこりを取り
除きます。

● 冷媒に含まれている潤滑油を循環させ
るため、寒い季節は毎週 1 回以上、毎
回 10 分以上エアコンをつけてくださ
い。

● 空調システムの冷房能力が通常より落ち
ている場合は、BYD 正規ディーラーまた
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は BYD 指定サービス工場で点検してく
ださい。

注意

● 空調システムの点検は、冷媒の再循
環装置を確実に使用してください。
この装置は、冷媒をリサイクルする
ことができ、冷媒を大気に出すこと
で発生する環境汚染を防ぎます。

ワイパーブレード

ワイパーブレードの材質は合成ゴムで消耗
品です。車両の使用環境やドライバーの使
用習慣により、ワイパーブレードが破損す
るおそれがあります。ワイパーブレードの
寿命と安全を確保するため、下記の内容に
注意してください。

● フロントガラスの表面に付いている氷を
ワイパーブレードでは拭き取らないでく
ださい。氷は車両専用のアイス・スクレ
ーパーを使ってください。

● 汚れや油、ワックスが付着しているフロ
ントガラスの表面をブラシでこすらない
でください。

● ガラスの表面をきれいに保ってくださ
い。また、ガラスの表面に付着している
ほこりや砂、虫、異物などを取るときは、
ガラスの表面をこすらないでください。

● 洗車やボディー塗装のメンテナンス時
は、フロントガラスに車用ワックスを吹
き付けないでください。夜間走行時にワ
ックス層が光を反射して視界が悪くな
り、安全な走行に影響を与えます。また、
洗車後は水でワイパーブレードを洗い、
専用のワックス除去剤でフロントガラス
に付着したワックスを落としてくださ
い。

● ワイパーブレードの破損を防ぐため、洗
車時は高圧洗浄機をワイパーブレードに
直接吹き付けないでください。

メンテナンス細則

● 定期的にフロントガラスとワイパーブレ
ードを洗浄してください（1 週間～2 週間
毎に 1 回を推奨）。

● 定期的にワイパーを作動させてください
（1 日～2 日毎に 1 回を推奨）。ワイパー
ブレードでフロントガラスを拭くとき
は、ガラスを濡らしてから拭いてくださ
い（雨が降っていないときはウォッシャ
液をガラスに噴射してください）。

● フロントガラスを専用の洗剤で洗浄して
ください。

● フロントガラスに付着している泥や虫の
死骸は、早めに布できれいに拭き取って
ください。

● フロントガラスに飛び石などの傷が付い
ている場合は、早めに修理してください
（フロントガラス修復用樹脂製品の使用
を推奨。傷が多いまたは大きいときは、
フロントガラスの交換を推奨）。

● ワイパーブレードを定期的（半年に 1 回）
に交換することをおすすめします。

● フロントガラスを洗浄するときは、事前
にワイパーアームを立てておく必要があ
ります。操作方法の詳細は次の通りで
す。

1. 作業者は、  → 車両状況 → オーバー
ホール の設定画面から フロントワイ
パーメンテナンスモード を ON にし、
ワイパーアームを回して外します。

2. ワイパーアームの上側を持ち、ワイパ
ーアームとブレードアセンブリをしっ
かり引き上げます。

タイヤ

● 安全運転のために、自車に適合する型番
やサイズのタイヤを選定してください。
また、トレッドパターンが良好で、空気
圧を適正にする必要があります。
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● 以下の記載では、タイヤ空気圧、タイヤ
の破損、摩耗の点検、およびタイヤロー
テーションの方法を詳しく紹介します。

警告

● 過度な摩耗、空気圧の不足、または
空気圧が高すぎるタイヤを使うと、
生命にかかわる事故につながるおそ
れがあります。

● 本マニュアルに記載されている空気
圧調整およびメンテナンスに関する
内容に従ってください。

冬用タイヤ
● 冬用タイヤは積雪路面でのグリップ力に
優れています。特殊なゴムトレッド設計
により、低温環境の影響を受けにくく、
優れた制動性能を発揮することで運転の
安全性を向上させます。

使い方

● 氷雪路や気温が 7℃以下の場合は、冬用
タイヤを使用することをおすすめしま
す。気温が 7℃以上のときは、運転の安
全性と性能を確保するために、夏用タイ
ヤまたはオールシーズンタイヤに速やか
に交換してください。

● 冬用タイヤを使用する場合は、車両の工
場出荷時の設計と同じ仕様、定格荷重、
速度定格のタイヤを選択してください。

● 冬用タイヤは十分な溝の深さが必要であ
り、溝の深さが 4mm 以上ないと、冬場
の適用性が制限されることがあります。

● 冬用タイヤと夏用タイヤは、それぞれの
季節に合わせて設計されているため、対
応する季節に使用することをおすすめし
ます。そうしないと、タイヤの密着性が
悪くなったり、制動能力が低下したりす
るおそれがあります。

● 冬用タイヤの最高速度は比較的低いた
め、最高速度を超えないでください。

● 冬用タイヤを装着した後は、設計された
タイヤ空気圧に従ってタイヤ空気圧試験
を行ってください。

空気を入れるとき

● タイヤ空気圧の適切な調整は、操縦性、
タイヤトレッドの寿命および運転快適性
の最適な組み合わせを実現します。

● 空気圧不足のタイヤを使用すると、タイ
ヤの偏摩耗や操縦性、エネルギー消費に
影響を与えるだけでなく、過熱による空
気漏れにつながるおそれがあります。

● 空気圧が高すぎるタイヤを使うと車両の
快適性が悪くなり、路面のデコボコによ
りタイヤが傷付くため、最悪の場合はバ
ーストを引き起こすおそれがあります。
また、タイヤの偏摩耗が起こりタイヤの
寿命が短くなります。

● 冷間時（タイヤ空気圧モニタリングシス
テム装備車）、コンビネーションメーター
に表示されたそれぞれのタイヤ空気圧に
より、空気補充の必要性を判断すること
ができます。

● タイヤ空気圧は冷間時に測定してくださ
い。冷間時とは、少なくとも停車してか
ら 3 時間後に測定することを意味しま
す。タイヤ空気圧を測定する前に走行す
る必要があるときは、走行距離が 1.6km
を超えなければ冷間時と考えて問題あり
ません。

● 温間時（数 km ほど走った後）のタイヤ
空気圧を点検する場合は、圧力計の指示
値が冷間時より 30～40kPa（0.3～
0.4bar）高くなりますが異常ではありま
せん。また、空気圧不足につながるため、
指示値が推奨の冷間時空気圧になるまで
空気を抜かないでください。

お願い

● 推奨するタイヤ空気圧のラベル（運
転席側ドア開口部に貼ってありま
す）には、推奨の冷間時空気圧が明
記されています。
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お願い

● チューブレスタイヤは、パンク時に
一気に空気が抜けにくく、少しずつ
空気が漏れていきます。タイヤ空気
圧が下がり出したら、空気漏れの位
置を特定してください。

点検

● タイヤ空気圧を点検するときは、タイヤ
の傷や摩耗状態、異物などが刺さってい
ないかも合わせて点検してください。

● タイヤトレッドや側面の傷および膨ら
み、いずれかがあった場合はタイヤを
交換してください。

● タイヤ側面の擦り傷、割れや切れ、カ
ーカスやビードワイヤーが見えた場合
はタイヤを交換してください。

● タイヤトレッドの過度な摩耗。

● タイヤトレッド内部にスリップサインが
設置されています。タイヤトレッドの摩
耗によりスリップサインが現れると、溝
の深さが 1.6mm 以下であることを意味
します。摩耗がここまで進んだタイヤ
は、滑りやすい路面で走るときのグリッ
プ力が悪くなります。

● タイヤトレッドにスリップサインが現れ
るまで摩耗した場合は、タイヤ性能が著
しく落ちるため、タイヤを交換してくだ
さい。

メンテナンス

● 適切な空気補充以外に、正確なホイール
アライメントもタイヤトレッドの摩耗を
効果的に軽減します。

● タイヤの偏摩耗が起きた場合は、BYD 正
規ディーラーまたは BYD 指定サービス
工場でホイールアライメントの点検を行
ってください。

● 工場出荷前にホイールアライメント調整
が行われていますが、一定時間走行後に、
ホイールアライメント調整を新たに行う
必要があります。

● 比較的速い速度（80km/h）で運転中に継
続的に振動を感じているが、低速時は振
動を感じない場合は、BYD 正規ディーラ
ーまたは BYD 指定サービス工場でタイ
ヤの点検をしてください。

● 補修したタイヤが１つでもある場合は、
必ずホイールアライメント調整を新たに
行ってください。

● 新しいタイヤや新しいホイールに交換し
た場合は、必ずホイールアライメント調
整を行ってください。

注意

● バランスウェイトの取り付けを誤る
と、ウェイトが脱落し、走行時に自
車や周りのものを破損させるおそれ
があります。

● バランスウェイトの取り付けを誤る
と、アルミホイールを破損させるお
それがあります。バランスを確実に
取るため、オリジナルバランスウェ
イトの使用をおすすめします。

タイヤローテーション

● タイヤの摩耗を一定に保って長持ちさせ
るため、定期的（10000km を超えない）
にタイヤの内側と外側のパターンの磨耗
を確認し、必要に応じてタイヤローテー
ションおよびホイールアライメントの点
検・調整を行ってください。
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● スペアタイヤ*の場合は、タイヤローテー
ションしないでください。

● タイヤ交換後は、BYD 正規ディーラーま
たは BYD 指定サービス工場でタイヤ空
気圧に対するキャリブレーションを行っ
てください。

方向性が決まっているタイヤ

● タイヤを購入する際、「方向性」が決まっ
ているタイヤがあります。このようなタ
イヤは同じ回転方向でローテーションし
てください。方向性が決まっているタイ
ヤを使う場合、タイヤローテーションは
フロントタイヤ、リアタイヤの入れ替え
しかできません。

● 四輪駆動車のタイヤローテーションを図
に示します：

①方向性が決まっていないタイヤおよびホ
イール

②方向性が決まっているタイヤおよびホイ
ール

警告

● 後輪駆動車のタイヤは、フロントタ
イヤの幅が狭く、リアタイヤの幅が
広いため、タイヤローテーションす
るには左右タイヤの入れ替えしかで
きません。方向性が決まっているタ
イヤを使っている後輪駆動車の場合
は、タイヤローテーションを行うこ
とができません。

タイヤとホイールの交換

● 本車のオリジナルタイヤは、車両性能を
最大限に引き出すために選定されたもの
で、それと同時に、操縦性や乗り心地の
良さおよび使用寿命の最適な組み合わせ
となっています。

● BYD 正規ディーラーまたは BYD 指定サ
ービス工場で指定タイヤに交換してくだ
さい。

● サイズ、負荷範囲、定格回転数および最
大の冷間時空気圧（タイヤの側面に表示）
が異なるラジアルタイヤに交換したり、
ラジアルタイヤとダイアゴナル構造のテ
ンパータイヤを混用すると、車両の制動
能力、駆動力（グリップ力）および操舵
精度の低下につながるため、安全性が損
なわれて思わぬ事故につながるおそれが
あります。

● タイヤを誤って装着すると、車両の操縦
性や安定性に影響を与えるため、生命に
かかわる事故につながるおそれがありま
す。

● 4 つのタイヤを同時に交換し、1 つのタイ
ヤだけを交換しないでください。車両の
操縦性に著しい影響を与えます。

● ABS（アンチロックブレーキシステム）
は、タイヤの回転数を比較することで機
能するものです。タイヤを交換する場合
は、オリジナルタイヤと同じサイズのも
のを使用してください。タイヤのサイズ
および構造は、ホイールの回転数に影響
を与え、システム動作の不一致につなが
るおそれがあります。

● ホイールを交換する必要がある場合は、
オリジナルホイールの仕様と同じホイー
ルを選定してください。新品ホイール
は、BYD 正規ディーラーまたは BYD 指定
サービス工場から購入することができま
す。交換する前に BYD 正規ディーラー
または BYD 指定サービス工場に問い合
わせてください。
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お願い

下記の内容を守ってください。運転中
の代表的な危険を引き起こして、車両
が制御できなくなるおそれがありま
す。

● ラジアルタイヤ、バイアスタイヤや
ダイアゴナル構造のテンパータイヤ
を混用しないでください。

● メーカーの推奨サイズ以外のタイヤ
を使わないでください。

フューズ

ショートや過負荷を防ぐため、回路毎にフ
ューズを設置しています。フューズは、モ
ータールームのフューズボックス、インス
トルメントパネルのフューズボックスとト
ランクルームのフューズボックスに格納さ
れています。フューズボックスの中にフュ
ーズラベルが付いています。ラベルでフュ
ーズと電気部品との関係を特定できます。

①インストルメントパネルのフューズボッ
クス

②モータールームのフューズボックス

③トランクルームのフューズボックス

● モータールームのフューズボックスは、
モータールームの左側後部にあります。
モータールームのカバーを取り外してク
リップを押すと、フューズボックスが開
きます。

● 車内運転席側の下にあるインストルメン
トパネルのフューズボックスはドアの近

くにあります。インストルメントパネル
下部本体を取り外すと、フューズの点検
ができます。

● アンペア数が高いフューズで、切れたフ
ューズを入れ替える場合は、対象電気シ
ステムを破損させる可能性が極めて大き
くなります。

● 回路に適合するアンペア数の代替フュー
ズがない場合は、代替品としてアンペア
数が比較的小さいフューズを使ってくだ
さい。

お願い

● 定格アンペア数より高いフューズを
使わないでください。また、著しい
破損を引き起こしたり火災を招くお
それがあるため、フューズの代わり
に他のものを使わないでください。

● フューズが切れたら、BYD 正規ディ
ーラーまたは BYD 指定サービス工
場で点検や交換をしてください。
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故障が発生した時

反射ベスト

● 反射ベストは、車載工具箱に入っていま
す。

● 突発的な事故が発生し、事故の確認や故
障対処のために降車する必要がある場合
は、自分の命の安全を確保するため、反
射ベストを速やかに正しく着用した後に
降車して故障の確認や対処をしてくださ
い。

リモートキーのバッテリー
が切れたら

リモートキー表示灯が点滅せず、スタート
機能で車両を始動することができない場合
は、バッテリーが切れていることが考えら
れます。早めに BYD 正規ディーラーまたは
BYD 指定サービス工場でバッテリーを交換
してください。この場合は、電池レスモー
ドで車両を始動することができます。

注意

● 温度が高い場所にリモートキーを置
かないでください。

● ラジオ局、変電所や航空無線発信機
などで発生する磁界は、リモートキ
ーへの干渉が起きやすく、電池レス
モードでのキー操作で車両を始動さ
せる機能の正常作動に影響を与える
ことがあります。

● ドアを施錠してイモビライザーが作
動状態で車両を使わない場合は、リ
モートキーを車両から遠ざけてくだ
さい。車両がリモートキーに電波を
自動的に送信し続けるため、起動バ
ッテリーの電気エネルギーが消費さ
れます。

電池レスモードの始動方法：

1. メカニカルキーで解錠します。

2. リモートキーをセンターコンソールボッ
クスの電池レスモードマークにかざしま
す。

3. ブレーキペダルを踏み込んでから「スタ
ート/ストップ」ボタンを押して始動しま
す。

緊急時シャットダウンシス
テム

● 次の条件を満たした場合、緊急時シャッ
トダウンシステムが ON になり、高電圧
システムが自動的に OFF になります。

● 前方衝突後、エアバッグが作動しなか
った。

● 後面衝突。

● 車両システム故障。

● 上記の衝突や車両システムの故障が発生
すると、走行可能表示灯（「OK」表示灯）
が OFF になります。

● 上記の衝突で緊急時シャットダウンシス
テムが作動することで、傷害や思わぬ事
故の発生リスクを最小限に低減すること
ができます。

● 一度、緊急時シャットダウンシステムが
ON になると、システムは走行可能状態
に入らなくなります。電源ポジションを
走行可能に切り替えてもすぐに OFF に
なるため、BYD 正規ディーラーまたは
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BYD 指定サービス工場に救援を依頼して
ください。

車両火災が発生したら

車両火災が発生した場合は、実際の状況に
応じて以下の方法で車両を操作してくださ
い。

1. 電源ポジションを「OFF」にし、車両か
ら離れてください。

2. 火勢が弱い場合は、身の安全を確保しな
がら乾燥粉末消火器で鎮火し、すぐに
119 番に通報してください。

3. 火勢が強く勢いよく燃え広がる場合は、
ただちに車両から遠く離れ、消防や救援
者に対してパワーバッテリーパックが搭
載されていることを伝えて救援をお待ち
ください。

注意

● 車両を解体する場合は絶縁手袋を着
用してください。水での消火や消火
器の使い方を誤ると感電につながる
おそれがあるため、指定された消火
器で火を消してください。

● 特別な状況により、部品（内装部品
やガラス）などが飛ばされるおそれ
があるときは車両から離れてくださ
い。また、速やかに BYD 正規ディー
ラーまたは BYD 指定サービス工場
に現場対応を依頼してください。

バッテリーが液漏れしたと
きの救助

衝突後、バッテリーの液漏れが発生する、
車内に酸性の液体の臭いがする、または車
外から酸性の液体が著しく流出する、バッ
テリーパック内部から煙が発生する場合
は、以下の方法で車両を操作してください。

1. 電源ポジションを「OFF」にします。可
能であれば、起動バッテリーを切り離し
ます。

2. ただちに BYD 正規ディーラーまたは
BYD 指定サービス工場に連絡し、消防や
救援者に対しては、パワーバッテリーパ
ックが搭載されていることを伝えて救援
をお待ちください。

衝突事故が発生したら

衝突事故が発生した場合は、実際の状況に
応じて以下の方法で車両を操作してくださ
い。

1. 電源ポジションを「OFF」にします。可
能であれば、起動バッテリーを切り離し
ます。

2. ただちに BYD 正規ディーラーまたは
BYD 指定サービス工場までご連絡いただ
き、救援を要請してください。

3. 状況に応じて、簡単な点検を行ってくだ
さい。たとえば、パワーバッテリートレ
イの縁に割れがないか、明らかな液体の
流出がないかなど。

● 高電圧部品の破損がすべて識別できる
わけではないため、破損した部品やア
クセサリー、他の金属品には触れさせ
ないでください。

● 漏れた液体が身体に付着した場合は、
ただちに大量の水で 10～15 分ほど洗
い流してください。痛みを感じたとき
は、2.5%のグルコン酸カルシウムジェ
ルを塗り付ける、または 2～2.5%のグ
ルコン酸カルシウム溶液に浸してくだ
さい。効果がなく気分が悪いときは、
すぐに医師の手当てを受けてくださ
い。

● 絶対にオレンジ色の高電圧ケーブルや
他の高電圧部品に対して絶対に作業し
ないでください。高電圧システムの作
業資格を取得している BYD 指定サービ
ス工場で、高電圧システムの作業を依
頼してください。
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● オレンジ色の高電圧ケーブルの破損、
改造、分解、高電圧配線網からの切り
離しは絶対にしないでください。

● 消防や救援者に対してパワーバッテリ
ーパックが搭載されていることを伝え
てください。

警告

● 漏れ出した液体を触らず、液漏れし
ている車両やパワーバッテリーから
遠く離れてください。

● 漏れ出した液体は、水や土壤などへ
みだりに流さないでください。

● 本車のシステムは高電圧の直流電源
を使用します。車両を始動させる前
後および電源ポジションを「OFF」
にすると、システムには大量の熱が
発生するため、高電圧や高温に注意
してください。

● 高電圧のバッテリー部品および接続
ケーブルに対して、分解、移設、改
造をしないでください。コネクタに
よっては、重度のやけどや感電が発
生し、怪我や死亡につながるおそれ
があります。オレンジ色の接続ケー
ブルは、高電圧ワイヤーハーネスで
す。高電圧ワイヤーハーネスを自ら
修理しないでください。修理が必要
な場合は、BYD 正規ディーラーまた
は BYD 指定サービス工場で修理を
行ってください。

● リモートキーや高電圧部品は、身体
に医療機器が付いている方に影響を
与えるため、傷害を負わせるおそれ
があります。

レッカー移動が必要なとき

レッカー車でけん引し移動する必要がある
場合は、BYD 指定サービス工場またはけん
引サービス専門業者、もしくはご入会のロ
ードサービスに救援を依頼してください。

注意

● ロープやチェーンだけでのけん引は
しないでください。

おすすめのけん引方法：

● 積載車

● 車両故障で救援が必要な場合は、積載
車の利用をおすすめします。片側の前
輪または後輪が路面に付いている状態
では、回転により高電圧部品が破損す
るおそれがあるため、運送するときは
4 つのホイールが地面から離してくだ
さい。

お願い

● 積載車で移動させる場合は、車両が
後退しないようしっかりと固定して
ください。

● 専門のタイヤ結束バンドと締め具の
使用を推奨します。また、移動対象
となる車両を固定するにはストレー
ト結束方法を使用してください。

● 車両の損傷を避けるため、固定する
ときは結束バンドやロープなどの固
定具を車輪に通したり、シャーシや
サスペンションなどをボディーに結
びつけたりしないでください。

● 車両の損傷を避けるため、移動する
ときは車輪が回転しないようにして
ください。
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けん引フック

車両の前後にけん引フックを差し込み口が
あります。取り付け方法は以下の通りで
す：

1. けん引フックカバーを開けます。

2. けん引フックを差し込み口に取り付けま
す。

フロントけん引フックカバーの位置は図の
通りです。

リアけん引フックカバーの位置は図の通り
です。

● 救援が必要な場合は、救援サービス専門
業者に連絡する、またはカスタマーサー
ビスホットラインに電話してください。

● 緊急時にレッカー移動が必要な場合は、
次の注意事項を守ってください。車両の
破損や人への傷害を防ぐために、現地の
規制と異なる場合は現地の規制に従って
ください。

● レッカー車の状態は良好で、レッカー
移動する車両のシフトレンジが「N」に

あり、レッカー始動速度が 5km/h を超
えないようにします。

● レッカー移動時は急発進しないでくだ
さい。

● レッカー移動する車両は、ドライバー
以外乗車しないでください。また、け
ん引車をけん引しないでください。

● レッカー車とレッカー移動する車両
は、ハザードランプを点けてください。

● 車両を破損させるおそれがあるため、
車載工具に入っているけん引フックの
み使用してください。

● レッカー車とレッカー移動する車両の
距離は 4m 以上 10m 未満にしてくだ
さい。

● レッカー移動する車両の幅および重量
は、レッカー車の幅および重量を超え
てはいけません。

● レッカー移動するときは周囲が広くて
障害物がなく、けん引装置に近づく者
がいないことを確認してください。

● スタックから脱出するときは、車両の
進行方向がけん引力のかかる方向と合
うように制御してください。側面や垂
直方向からけん引しないでください。

● レッカー移動する車両のドライバー
は、車両に乗車してステアリングシス
テムとブレーキシステムが正常な状態
になるように制御してください。

注意

● 乗り上げなどのスタックの場合は、
けん引フックを使用して脱出しない
でください。このようなときは、救
援サービス専門業者に連絡する、ま
たはカスタマーサービスホットライ
ンに電話してください。

● レッカー移動する車両のステアリン
グシステム、またはブレーキシステ
ムが機能しない場合は、レッカー移
動を直接行わずに救援サービス専門
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注意

業者に連絡する、またはカスタマー
サービスホットラインに電話してく
ださい。

タイヤの空気漏れが発生し
たら

● 直線走行を保ちながらゆっくりと速度を
落とし、交通量の多い場所を離れて安全
な場所に移動してください。その際、高
速道路の中央分岐に停車しないようにし
てください。

● 駐車には、次の操作を行います。

1. ブレーキペダルを踏み込んで車両を停車
させ、「P」ボタンを押してシフトポジシ
ョンを「P」レンジに入れると、コンビネ
ーションメーターに「P」レンジ表示灯が
点灯します。

2.「スタート/ストップ」ボタンを押します。

● 電源ポジションを「OFF」にし、ハザー
ドランプを点滅させます。高速道路では
三角表示板を置き、非常信号灯を使用し
て、後続車に危険を知らせてください。

● 乗員全員が車両から降り、ガードレール
の外など安全な場所に避難します。

● 自然発車を防ぐため、車両を確実に固定
します。空気が漏れているタイヤの対角
線上にあるタイヤに、輪留めを設置して
ください。

注意

● タイヤから空気が漏れたまま運転を
続けないでください。短距離走行で
も、修復できないほどタイヤが破損
するおそれがあります。

車載工具

● 車載工具は、トランクカバーの下の工具
箱に格納されています。

①三角表示板

②反射ベスト

③ホイールナットの取り外しクリップ

④パンク修理剤

⑤けん引フック

● 緊急時に自ら修理をする場合は、車載工
具の使い方および保管場所を確認してく
ださい。

三角表示板の設置

お願い

● 故障や電欠でやむなく道路上に駐停
車する場合は、後方車両に知らせて
危険を避けるため、三角表示板の赤
い反射部を後方車両進行方向に向
け、車両後部から 50m 以上離れた
場所に設置してください。移動の準
備ができたら、三角表示板を回収し
てください。
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三角表示板は、後方車両が停止中や修理中
の車両と衝突するのを避け、速度を落とす
ように危険を知らせるためのものです。

三角表示板の使い方：

1. ケースから三角表示板を取り出します。

2. 正三角形となるように三角表示板を組み
立てます。

3. 三角表示板の足を広げます。設置後の状
態を図に示します。

パンク修理剤

● パンク修理剤は、小さいパンク穴、特に
トレッドパターン内の穴を塞ぐことがで
きます。パンク修理剤で補修するのは、
最寄りのサービス工場まで走行できる状
態まで復旧するための応急処置にすぎま
せん。タイヤから空気が漏れていないと
しても、緊急時の短距離走行に対応する
だけです。

警告

● パンク修理剤はタイヤの軽度な破損
の修理にのみ使用できます。ホイー
ルが破損しているときは、絶対にパ
ンク修理剤を使用しないでくださ
い。

● パンク修理剤は、引火性が高く、か
つ健康に害をおよぼすため、蒸気を
吸い込まないでください。修理中
は、裸火の使用や喫煙を禁止し、皮
膚や服、目に付着することを避けて

警告

ください。また、お子様の手が届か
ないところに保管してください。

パンク修理剤に触れたとき

● パンク修理剤が皮膚や目に付着した
場合は、ただちに多量の水で付着部
位を洗い流してください。

● ただちに汚れた服を脱いでくださ
い。

● アレルギー症状が出た場合は、ただ
ちに医師の手当てを受けてくださ
い。

● 誤ってパンク修理剤を飲み込んだ場
合は、ただちにうがいで口の中をき
れいに洗い、多量の水を飲んでくだ
さい。その後、吐かせずに速やかに
医師の手当てを受けてください。

パンク修理剤の使い方について

● パンク修理剤の使い方の詳細について
は、コンプレッサーおよびパンク修理剤
容器の本体に貼り付いているラベルの記
載を参照してください。

● コンプレッサーに電源を接続する必要が
ある場合は、車内の 12V ソケットに電源
プラグを挿し込み、車両を始動してコン
プレッサーのスイッチを ON にします。
コンプレッサーのホースを通して空気と
共にパンク修理剤をタイヤ内に注入しま
す。
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お願い

● 電源プラグを車内の 12V ソケット
に挿し込む場合は、コンプレッサー
のスイッチが OFF になっているこ
とを確認してください。

● コンプレッサーは、最大 10 分まで
稼働することができます。

● コンプレッサーの空気圧計の指示値を確
認します。

● タイヤ空気圧が 10 分以内に 180kPa
にならない場合（図中の赤色のエリア）
は、コンプレッサーを OFF にして BYD
正規ディーラーまたは BYD 指定サービ
ス工場に連絡してください。

● タイヤ空気圧が 180～320kPa の範囲内
にある場合（図中の緑色エリアと黄色の
エリア）は、できるだけ早くパンク修理
剤を取り外して、1 分以内に 80km/h 以
下の速度で最大 10km を走行してタイヤ
全体にパンク修理剤を広げてください。

● 車両を止めて修理後のタイヤを点検し、
コンプレッサーの空気圧計を再度確認し
ます。

● タイヤ空気圧が 220kPa を超えている
場合は、80km/h 以内の速度で最寄りの
サービス工場へお越しください。

● タイヤ空気圧が 130～220kPa の範囲
内にある場合は、パンク修理剤を注入
して空気圧計を確認する作業を繰り返
してください。

● タイヤ空気圧が 130kPa にならない場
合は、BYD 正規ディーラーまたは BYD
指定サービス工場に連絡してくださ
い。

お願い

● パンク修理剤で破損したタイヤを補
修するのは応急処置のみです。可能
な限りお早めに専門のサービス工場
でタイヤを交換し、BYD 正規ディー
ラーまたは BYD 指定サービス工場
に連絡してください。また、タイヤ
の中にパンク修理剤が入っているこ
とを整備士に伝えてください。

● パンク修理剤を使用した後は、BYD
正規ディーラーまたは BYD 指定サ
ービス工場で新品のパンク修理剤を
購入してください。

● パンク修理剤で補修したときは、急
発進や高速でカーブを曲がることを
避けてください。

● 80km/h の最高制限速度を守ってく
ださい。走行中に激しい振動や走行
性能が不安定になったり、騒音が聞
こえた場合は、運転を止めてくださ
い。

● パンク修理剤の有効期限が切れたと
きは（有効期限はパンク修理剤の容
器に付いているラベルを参照）、新品
のパンク修理剤に入れ替えてくださ
い。
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データ情報

車両諸元

車両の寸法データ

項目 諸元

全長（mm） 4830
全幅（mm）（ドアミラーを含まない） 1925

全高（mm） 1620
ホイールベース（mm） 2930
フロントトレッド（mm） 1660
リアトレッド（mm） 1660

フロントサスペンション（mm） 900
リアサスペンション（mm） 1000
アプローチアングル（º） 16
デパーチャーアングル（º） 19

車両重量データ

項目 諸元

製品型番 仕様 1 仕様 2
車両重量（kg） 2230 2340
前軸荷重（kg） 1040 1150
後軸荷重（kg） 1190 1190
車両総重量（kg） 2505 2615

車両総重量前軸荷重（kg） 1130 1240
車両総重量後軸荷重（kg） 1375 1375

乗車定員（人） 5 5
駆動モーターの諸元
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項目 諸元

製品型番 仕様 1 仕様 2

駆動モーター型番 リア側：TZ200XYT フロント側：YS210XYA
リア側：TZ200XYT

駆動モーターの種類 リア側：永久磁石同期モータ
ー

フロント側：非同期型 AC モー
ター

リア側：永久磁石同期モータ
ー

駆動方式 後輪駆動 四輪駆動

駆動モーター定格出力/回転
数/トルク（kW/rpm/N•m） リア側：70/4456/150 フロント側：75/7958/90

リア側：70/4456/150
駆動モーター最高出力/回転
数/トルク（kW/rpm/N•m） リア側：230/23000/380 フロント側：160/20500/310

リア側：230/23000/380
車両動力性能および経済性能の諸元

項目 諸元

製品型番 仕様 1 仕様 2
最高設計速度（km/h） 215 215
最大登坂角度（%） 30 50

WLTC モード時の 100km 当た
りの消費電力量（kW・h/

100km)
16.1 17.7

パワーバッテリー諸元

項目 諸元

パワーバッテリータイプ リン酸鉄リチウムイオンバッテリー

パワーバッテリー定格容量（Ah） 150
ホイールとタイヤの諸元

項目 諸元

製品型番 仕様 1 仕様 2
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項目 諸元

タイヤの仕様 235/50 R19；255/45 R19 245/45 R20

タイヤ空気圧（kPa） 前/後：290/290
（けん引時）前/後：290/310

ホイールバランス（g） ＜ 10
ホイールアライメント調整値（装備質量時）

項目 諸元

フロントタイヤキャンバー角（°） -0.5±0.75
フロントタイヤトーイン（°） 0.1±0.08（片側）

フロントタイヤトーイン（°） 0.2±0.16
キングピン角（°） 8.33±0.75
キャスター角（°） 6.09±0.75

リアタイヤキャンバー角（°） -1±0.5
リアタイヤトーイン（°） 0.2±0.08（片側）

リアタイヤトーイン（°） 0.4±0.16
ブレーキシステム技術諸元

項目 諸元

ブレーキペダルの遊び（mm) 1~5
フロントディスクローターの基準厚さ（mm) 32
フロントディスクローターの最小厚さ（mm) 30
リアディスクローターの基準厚さ（mm) 20
リアディスクローターの最小厚さ（mm) 18
フロントディスクパッドの基準厚さ（mm） 12
フロントディスクパッドの最小厚さ（mm） 2
リアディスクパッドの基準厚さ（mm) 6.5
リアディスクパッドの最小厚さ（mm） 2.5

シート諸元
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項目 諸元

（シートクッション座面の深さ測定時）フロン
トシートの前後位置 レールの末端位置から前方へ 260mm

（シートクッション座面の深さ測定時）フロン
トシートバックの角度位置 23°

フロントシートバックの通常使用状態
設計位置が前方へ 16°、後方へ 50°、スライド
レールが前方へ 200mm、後方へ 60mm、レー

ル角度 4.5°
（シートクッション座面の深さ測定時）リアシ

ートの前後位置 調整不可

（シートクッション座面の深さ測定時）リアシ
ートバックの角度位置 27°

リアシートバックの通常使用状態 設計位置が後方へ 6°、前方へ 14°、前へ倒す

推奨のオイルと注入量

項目 諸元

製品型番 仕様 1 仕様 2
前輪駆動タイプトランスミッ

ションオイル型番 - Castrol BOT-383
前輪駆動タイプトランスミッ
ションオイル注入量（L） - 1.6±0.05

後輪駆動タイプトランスミッ
ションオイル型番 Castrol BOT-383

後輪駆動タイプトランスミッ
ションオイル注入量（L） 1.55±0.05
ブレーキフルード型番 HZY6/DOT4

ブレーキフルード注入量（L） 1.15±0.05
モーター電子制御クーラント

型番 エチレングリコール系有機酸系長期防錆・不凍液

モーター電子制御クーラント
注入量（L） 6.05±0.2 6.65±0.2
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注意

● 推奨されるオイルの種類は BYD に
よりテストし認定されています。そ
れ以外のオイルを使用すると、車両
の性能に影響を与え、車両の故障や
部品の破損につながるおそれがあり
ます。

プロンプトメッセー
ジ

車両の表示

車両識別番号（VIN コード）

VIN コードの貼り付け位置：

①リアモーターケース表面

②フロントガラスのクロスシルの右側

③ボンネットインナーパネルストライカー
の右側

④フロントバンパーリンフォースメントの
右側

⑤テールゲートスイッチの右側

⑥右リアホイールフェンダ表面

⑦右リアサイドシル

⑧右フロントドアの内側板金の下側

VIN コードの刻印位置：

VIN コードは右側フロントシート下側のメ
ンバーに刻印されています。車両 VDS への
接続を通じて車種を選定してから、右上で
VIN を読み出します。詳細は VDS 取扱説明
書を参照してください。

駆動モーターの型式および番号

①前輪駆動モーター*の型式および番号は、
ボンネットインナーパネルの上に貼り付け
られています。

②後輪駆動モーターの型式および番号は、
テールゲート左側の板金平面に貼り付けら
れています。

③前輪駆動モーター*の型式および番号は、
前輪駆動モーターケースに刻印されていま
す。

④後輪駆動モーターの型式および番号は、
後輪駆動モーターケースに刻印されていま
す。
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警告ラベル

①空調システム、冷却ファンラベル

②バッテリー搭載位置ラベル

サイドエアバッグ警告ラベルは、左右 B、C
ピラーの下側に貼られています。

エアバッグ警告ラベルは、助手席側のサン
バイザーに表示されています。

タイヤ空気圧ラベルは、運転席側 B ピラー
の下側に貼られています。

充電警告ラベルは、充電ポートキャップの
内側に貼られています。
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適合宣言書

適合宣言書

無線周波数規制・表示

この車には各種の無線装置が装備されていま
す。無線機器のメーカーは、無線周波数モジュ
ールが Directive 2014/53/EU に準拠している
ことを宣言します。EU 適合宣言の全文は、
https://cn-prod.byd.com/eu/eu-doc でご覧
いただけます。

リモートキーシステム法規標識

ウズベキスタン

型番：D1-92

EU 諸国

型番：D1-92
ブラジル

型番：D1-92
本デバイスは、有害な妨害から保護する対象外
であり、また、正規認証を取得しているシステ
ムに妨害を与えることはありません。

FCC ID: 2A5DHD1-315
アメリカ

型番：D1-315
日本

型番：D1-315

ミリ波レーダー法規標識

EU 諸国

文書番号：T.2021.08.0001
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日本

文書番号：219-210015
ブラジル

文書番号：15210-21-03745
本デバイスは、有害な妨害から保護する対象外
であり、また、正規認証を取得しているシステ
ムに妨害を与えることはありません。
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記号

安全運転支援システム...................  137
安全運転上のご注意......................... 97
一般充電故障の診断......................... 79
運転支援スイッチユニット..............  70
運転要領......................................... 110
液晶タイプコンビネーションメーター
.........................................................  30
家庭用 AC 普通充電.......................... 80
火災の予防.....................................  101
荷物の積み込み................................  99
外部給電について............................  87
冠水路の走行.................................  100
慣らし運転期間................................  96
機能定義......................................... 158
起動バッテリー................................  94
緊急時シャットダウンシステム..... 190
緊急時車線維持支援（ELKA）.......  126
駆動モーターの型式および番号..... 202
空気清浄システム..........................  161
空調システムの点検....................... 183
警告ラベル.....................................  203
交通標識認識システム（TSR）.....  121
自動緊急通報システム E-Call*......... 72
自動防眩ルームミラー...................  144
車の始動......................................... 103
車内の清掃.....................................  177
車両の点検.....................................  174
車両の防食について....................... 175
車両メンテナンス計画...................  170
車両火災が発生したら...................  191
車両識別番号（VIN コード）.........  202
車両接近通報装置（AVAS）........... 131
車両保管上の注意事項...................  181
集中ドアロック................................  69
充電に関係する警告......................... 76
充電ポート盗難防止ロック機能....... 89
充電モード.......................................  79
充電上のご注意................................  77
節電で車を長持ちさせる方法について
.........................................................  98
洗車................................................  176

前方衝突警告機能（FCW）と自動緊急
ブレーキ（AEB）...........................  117
走行距離切替スイッチ.....................  70
直接式タイヤ空気圧モニタリング.  130
定期メンテナンス..........................  174
適合宣言書.....................................  204
電動パーキングブレーキ（EPB）.. 106
塗装メンテナンスのお願い............  175
当局への個人情報開示.....................  28
表示灯/警告灯の標識.......................  31
幼児置き去り検知（CPD）*..........  143
幼児用補助装置（チャイルドシート）
.........................................................  21
利用時のアドバイス......................... 98
冷却水............................................  182

数字

12V アクセサリー電源...................  166

A
AC 充電スタンドでの充電................ 83

B
BYD アラウンドビューシステム（AVM）
.......................................................  132

D
DC 急速充電.....................................  84

U
USB ポート....................................  166
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あ

アシストグリップ..........................  166
アダプティブクルーズコントロール
（ACC）...........................................  112
アダプティブフロントライティング
（AFL）............................................ 123
アンチロックブレーキシステム（ABS）
.......................................................  140

い

イモビライザー................................  25
インテリジェントスピードリミットコ
ントロール（ISLC）......................  122
インテリジェントトルクアダプテーシ
ョンコントロール（iTAC）*..........  141

う

ウォッシャ.....................................  183

え

エアコンパネル..............................  155
エアコン設定画面..........................  156
エアコン操作画面..........................  157
エアバッグについて......................... 15

お

オートビークルホールド（AVH）.  109

く

グローブボックス..........................  164

さ

サンシェードの開/閉.......................  71

サンバイザー.................................  165
サンルーフのメンテナンス............  180

し

シートについて................................  56
シートバックポケット...................  165
シートベルトの着用......................... 12
シフト機構.....................................  105

す

ステアリングホイールコンビネーショ
ンスイッチ.......................................  61
スマートエントリー＆スタートシステ
ム.....................................................  54
スマート充電...................................  85

せ

セルフメンテナンス上のご注意..... 178
センターコンソールボックス........  164

た

タイヤ............................................  184
タイヤチェーン..............................  102
タイヤの空気漏れが発生したら..... 194

ち

チャイルドロック............................  56

て

データの収集および処理.................  26
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と

ドアポケット.................................  163
ドライバーモニタリングシステム
（DMS）*........................................  142

な

ナビゲーションパイロット（ICC） 116

は

ハザードランプスイッチ.................  71
バッテリーが液漏れしたときの救助
.......................................................  191
パワーウィンドウスイッチ..............  68
パワーステアリングモード..............  64
パワーバッテリー............................  91

ふ

フューズ......................................... 188
ブラインドスポットアシストシステム
（BSA）...........................................  127
ブレーキフルード..........................  182
フロントカップホルダー...............  164
フロントクロストラフィックアラート
（FCTA）およびフロントクロストラフィ
ックオートブレーキ（FCTB）....... 120

へ

ヘッドアップディスプレイ（HUD）*
.......................................................  129

ほ

ボンネット.....................................  181

ま

マルチメディアコントロールパネル
.......................................................  150

め

メカニカルキーでの施錠/解錠.........  46
メカニカルキーによる全ドア緊急施錠
.........................................................  54
メンテナンス計画について............  170

も

モードスイッチユニット.................  70

ら

ライトスイッチ................................  64

り

リモートキー...................................  42
リモートキーのバッテリーが切れたら
.......................................................  190

る

ルームランプスイッチ.....................  73

れ

レーンサポートシステム（LDA）.. 124
レッカー移動が必要なとき............  192

わ

ワイパー......................................... 146
ワイパースイッチ............................  67
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ワイパーブレード..........................  184
ワイヤレス充電エリア...................  167
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略語一覧

略語

211

用語 フルネーム 用語 フルネーム

ELR シートベルト緊急ロック ECU エレクトロニックコントロールユニ
ット

ISOFIX ISO-FIX EDR イベントデータレコーダー

E-Call 自動緊急通報システム EPB 電動パーキングブレーキ

AVH オートビークルホールド SOC パワーバッテリー残量

ACC アダプティブクルーズコントロール ICC ナビゲーションパイロット

FCW 前方衝突警告 AEB 自動緊急ブレーキ

FCTA フロントクロストラフィックアラー
ト FCTB フロントクロストラフィックオート

ブレーキ

TSR 交通標識認識システム ISLC インテリジェントスピードリミット
コントロール

AFL アダプティブフロントライティング LDA レーンサポートシステム

LDP 車線逸脱防止 LDW 車線逸脱警告

ELKA 緊急時車線維持支援 BSA ブラインドスポットアシストシステ
ム

BSD ブラインドスポットインフォメーシ
ョン RCTA リアクロストラフィックアラート

RCTB リアクロストラフィックブレーキ RCW 後方衝突予測警告

DOW ドアオープンワーニング VDC ビークルダイナミクスコントロール

TCS トラクションコントロールシステム HHC ヒルスタートホールドコントロール

HBA ハイドロリックブレーキアシスト CDP 減速度制御

CST コンフォートブレーキ ESC 横滑り防止装置

MCB マルチコリジョンブレーキ DMS ドライバーモニタリングシステム

AVAS 車両接近通報装置 HUD ヘッドアップディスプレイ

TPMS タイヤ空気圧モニタリングシステム VIN 車両識別番号

MAX 最大値 MIN 最小値
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